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Ⅰ 決算の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

㧝 財政力の推移㧔ᐔ成 17 ᐕ度～ᐔ成 平1 ᐕ度㧕 

㧔単位：千・％㧕 

ᐕ 度 

 分 

17 18 19 平0 平1 

基準⽷政需要額 年ん074ん年9年 年ん085ん419 年ん15平ん965 年ん平77ん916 年ん平年年ん平84

基準⽷政収入額 4ん年8年ん006 4ん571ん平69 5ん078ん786 5ん70年ん901 4ん606ん5平5

交 付 基 準 額 △1ん年08ん61年 △1ん485ん850 △1ん9平5ん8平1 △平ん4平5ん985 △1ん年7年ん平41

0 0 0 0 0
地 方 交 付 税 

㧔段：᥉通交付税㧕 

㧔ਅ段：特交付税㧕 
平5ん年78 19ん0年4 平7ん089 年0ん974 平7ん平10

⽷ 政 力 指 数 1.4年 1.48 1.61 1.74 1.4平

㧟 ߆ ᐕ ᐔ 均 

⽷ 政 力 指 数 

1.40 1.44 1.51 1.61 1.59

標 準 ⽷ 政 規 模 6ん059ん477 6ん平56ん646 6ん90平ん016 7ん7平平ん600 6ん年70ん007

 

臨時⽷政対策債 

発 行 可 能 額 

平8平ん年08 平59ん405 平年5ん年年平 平平0ん4平5 年4平ん10平

実 質 収 支 比 率 6.年 8.6 9.1 7.0 6.年

経 常 収 支 比 率 7平.9 64.年 61.平 65.7 78.4

公 債 費 比 率 年.1 平.7 1.7 0.6 0.1

起 債 制 限 比 率 平.4 平.1 1.6 △0.平 △0.4

 

 ޤ参考：用語説ޣ

標 準 ⽷ 政 規 模 

 

地方公共団体ߩ標準的ߥ状態ߢ通常収入ߢࠆࠇߐあࠈう経常的一般⽷源ߩ規

模ࠍ示す߽ޔߢߩ標準税収入額等ߦ᥉通交付税ޔ臨時⽷政対策債発行可能額

 ޕ加算した額ࠍ

実 質 収 支 比 率 実質収支ࠍ標準⽷政規模ߢ除した߽ޕߩ大ࠃ߫ࠇߌ߈いߣ言う߽ߥߪߢߩくޔ

通常 年～5％߇適当ߡࠇߐߣいޕࠆ 

経 常 収 支 比 率 地方公共団体ߩ⽷政構造ߩ弾力性್ࠍ断すࠆたߩ指標ޔߢ人件費ޔ扶助費ޔ

公債費ࠃߩうߦ毎ᐕ度経常的ߦ支出ࠆࠇߐ経費㧔経常的経費㧕ߦ充当ࠇߐた

一般⽷源ߩ額ޔ߇地方税ޔ᥉通交付税ࠍߤߥ中心ߣすࠆ毎ᐕ度経常的ߦ収入

 ޕ割合ࠆ占ߦ総額ߩ一般⽷源㧔経常一般⽷源㧕ࠆࠇߐ

公 債 費 比 率 地方公共団体ߩ公債費ߩ⽷政⽶担ߩ度合い್ࠍ断すࠆ指標ߩ一ޔߢߟ地方債

元利償還金㧔᥉通交付税߅ߦいߡ災害復旧費等ߣしߡ基準⽷政需要額ߦ算入

 ޕ割合ࠆ対すߦ標準⽷政規模ߩた一般⽷源ࠇߐ充当ߦ除く㧕ࠍた部分ࠇߐ

起 債 制 限 比 率 地方債ߩ許可ߦ係ࠆ指標ߩ一ޔߢߟ地方債元利償還金㧔᥉通交付税߅ߦいߡ

災害復旧費等ߣしߡ基準⽷政需要額ߦ算入ࠇߐた部分及び事業費補正ࠅࠃߦ

基準⽷政需要額ߦ算入ࠇߐた部分ࠍ除く㧕ߦ充当ࠇߐた一般⽷源ߩ標準⽷政

規模ߦ対すࠆ割合ޔߢ通常 年  ޕࠆࠇࠄ用い߇ᐕᐔ均߆

起債制限比率߇ ߦうえ自主的ߩൊ案ࠍ動向ߩ公債費ߩ後ޔߣࠆ超えࠍ14％

公債費⽶担適正ൻ計↹ࠍ策定すࠃࠆう求ޕࠆߥߣߣߎࠆࠇࠄ 

起債制限比率ߪ 平0％ࠍ超えޔߣࠆそߩ超えࠆ段階ߦߣߏ起債߇制限ޕࠆࠇߐ
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㧞 歳入歳出算額総括表㧔一般会計・特別会計㧕 

 

  分 

 

 

会  計 

歳 入 総 額 

(A) 

歳 出 総 額 

(B) 

差 引 額 

(A-B)  (C) 

平1 9ん656ん901ん817 9ん188ん66年ん6年7 468ん平年8ん180

一  般  会  計 

平0 8ん781ん6年5ん810 8ん146ん916ん117 6年4ん719ん69年

平1 年01ん年90 平18ん79年 8平ん597

土 地 取 得 

平0 平年年ん1年6 平年年ん1年6 0

平1 986ん平0平 15平ん100 8年4ん10平

国 際 交 流 事 業 

平0 845ん年8平 年6ん400 808ん98平

平1 1ん909ん706ん平平7 1ん809ん9年6ん855 99ん769ん年7平

国 民 健 康 保 険 

平0 1ん79年ん176ん10平 1ん688ん947ん78年 104ん平平8ん年19

平1 年ん94年ん576 年ん94年ん576 0

老 人 保 健 

平0 11年ん474ん566 111ん744ん599 1ん7平9ん967

平1 14年ん518ん964 140ん667ん764 平ん851ん平00

後 期 高 齢 者 ක 療 

平0 140ん971ん187 140ん59平ん8年7 年78ん年50

平1 750ん平6平ん0年年 711ん184ん9年年 年9ん077ん100

 護 保 険 

平0 759ん年65ん796 7平5ん797ん987 年年ん567ん809

平1 79年ん749ん891 79年ん548ん平09 平01ん68平

公 共 ਅ 水 道 事 業 

平0 858ん1年7ん806 857ん87平ん8年5 平64ん971

平1 平1ん6年0ん077 平1ん6年0ん077 0

農業集落家庭排水事業 

平0 平0ん平年年ん075 平0ん平年年ん075 0

平1 5ん848ん671 年00ん000 5ん548ん671

社 ᧄ 育 英 事 業 

平0 6ん070ん671 年50ん000 5ん7平0ん671

平1 年ん6平9ん947ん0年1 年ん481ん58平ん年07 148ん年64ん7平4

特

 
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 
 

会

 
 

 
 

 
 

計

 

小      計 

平0 年ん69平ん507ん7平1 年ん545ん808ん65平 146ん699ん069

平1 1年ん平86ん848ん848 1平ん670ん平45ん944 616ん60平ん904

合        計 

平0 1平ん474ん14年ん5年1 11ん69平ん7平4ん769 781ん418ん76平

※単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支－前ᐕ度ߩ実質収支 
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㧔単位：㧕 

翌ᐕ度߳繰越す߈ߴ⽷源(D) 

⛮ ⛯ 費 

ㅛ次繰越額 

繰越許費 

繰 越 額 

事故繰越し

繰 越 額

実質収支額 

(C-D)  (E) 

単ᐕ度収支 

( E ) ߩ う ち

地 方 自 治 法

第平年年条ߩ平ߩ

規 定 ߦ ࠃ ࠆ

基 金 繰 入 額

 74ん1平平ん919 年94ん115ん平61 △14平ん5年9ん685 

 98ん064ん747 5年6ん654ん946 △65ん745ん年67 

  8平ん597 8平ん597 

  0 0 

  8年4ん10平 平5ん1平0 

  808ん98平 19年ん791 

  99ん769ん年7平 △4ん458ん947 

  104ん平平8ん年19 1年ん146ん86年 

  0 △1ん7平9ん967 

  1ん7平9ん967 1ん7平9ん967 

  平ん851ん平00 平ん47平ん850 

  年78ん年50 年78ん年50 

  年9ん077ん100 5ん509ん平91 

  年年ん567ん809 7ん年58ん8平9 

  平01ん68平 △6年ん平89 

  平64ん971 △平87ん066 

  0 0 

  0 0 

  5ん548ん671 △17平ん000 

  5ん7平0ん671 4ん890ん000 

  148ん年64ん7平4 1ん665ん655 

  146ん699ん069 平7ん410ん7年4 

 74ん1平平ん919 54平ん479ん985 △140ん874ん0年0 

 98ん064ん747 68年ん年54ん015 △年8ん年年4ん6年年 
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㧟 地方債現在高の状況 

㧔㧝㧕一般会計 

 ア 事業債㧔資金使ㅜ㧕                                    㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ 

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

16ん年9平ん000 
一 般 単 独 

事 業 債 

平8ん1平4ん000 

(1.平) 
16ん879ん年71 487ん年71 

11ん7年平ん000

(0.4)

15ん5平8ん000 

 

地 域 総 合 

整備事業債 

平5ん5平8ん000 

(1.1) 
15ん951ん111 4平年ん111 

10ん000ん000

(0.年)

48年ん600ん000 84ん551ん86年 
義ോ教育施設 

整 備 事 業 債 

1ん1平9ん1年1ん86年 

(46.7) 
101ん675ん196 17ん1平年ん年年年 

1ん5平8ん180ん000

(56.平)

18ん年4平ん670 厚生福祉施設 

整 備 事 業 債 

18ん年4平ん670 

(0.8) 
19ん199ん944 857ん平74 

0

(0.0)

16ん400ん000 平ん4年9ん55年 

⽷ 源 対 策 債 

84ん平年9ん55年 

(年.5) 
4ん1年4ん016 1ん694ん46年 

98ん平00ん000

(年.6)

55ん794ん55平 

減税補ࠎߡ債 

547ん6年6ん年04 

(平平.6) 
6年ん165ん年78 7ん年70ん8平6 

491ん841ん75平

(18.1)

19ん804ん94年 
臨 時 ⽷ 政 

対 策 債 

610ん47年ん609 

(平5.平) 
平9ん6平4ん年46 9ん819ん40年 

590ん668ん666

(平1.7)

500ん000ん000 197ん年平5ん581 

合   計 

平ん417ん947ん999 

(100.0) 
平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670 

平ん7平0ん6平平ん418

(100.0)

※㧔 㧕ౝߪ構成比 
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 イ 借入先                                                 㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ

現 在 高

(A) 償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

500ん000ん000 1平7ん01年ん581

政 府 資 金 1ん904ん8平年ん999 (78.8)

160ん平平年ん976 年年ん平10ん年95

平ん平77ん810ん418 (8年.7)

500ん000ん000 99ん150ん804⽷ 政 融 資

資 金 

1ん年45ん年94ん14平 (55.7)

1平年ん989ん994 平4ん8年9ん190

1ん746ん平4年ん年年8 (64.平)

8ん057ん8年4

 

簡 保 資 金 188ん956ん平48 (7.8)

10ん689ん6年6 平ん6年1ん80平

180ん898ん414 (6.6)

19ん804ん94年

 郵 貯 資 金 年70ん47年ん609 (15.年)

平5ん544ん年46 5ん7年9ん40年

年50ん668ん666 (1平.9)

5年ん9平0ん000

信 用 金 庫 等 485ん000ん000 (平0.0)

57ん574ん904 年ん654ん904

4年1ん080ん000 (15.9)

16ん年9平ん000

共 済 組 合 等 平8ん1平4ん000 (1.平)

16ん879ん年71 487ん年71

11ん7年平ん000 (0.4)

500ん000ん000 197ん年平5ん581

合  計 平ん417ん947ん999 (100.0)

平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670

平ん7平0ん6平平ん418(100.0)

※㧔 㧕ౝߪ構成比 

 

 ウ 目的分                         㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳 

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ

現 在 高

(A) 償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

500ん000ん000 1平1ん7平6ん086

᥉ 通 債 1ん平59ん8年8ん086 (5平.1)

141ん888ん5平7 平0ん16平ん441

1ん6年8ん11平ん000 (60.平)

平ん060ん000

衛 生 平ん060ん000 (0.1)

平ん084ん7平0 平4ん7平0

0 (0.0)

1年ん468ん000

 

土 木 平年ん468ん000 (1.0)

1年ん866ん年91 年98ん年91

10ん000ん000 (0.4)

500ん000ん000 106ん198ん086

 教 育 1ん平年4ん年10ん086 (51.0)

1平5ん9年7ん416 19ん7年9ん年年0

1ん6平8ん11平ん000 (59.8)

55ん794ん55平
減 税 

補 ߡ ࠎ 債 

547ん6年6ん年04 (平平.7)

6年ん165ん年78 7ん年70ん8平6

491ん841ん75平 (18.1)

19ん804ん94年
臨 時 ⽷ 政 

対 策 債 

610ん47年ん609 (平5.平)

平9ん6平4ん年46 9ん819ん40年

590ん668ん666 (平1.7)

500ん000ん000 197ん年平5ん581

合  計 平ん417ん947ん999 (100.0)

平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670

平ん7平0ん6平平ん418 (100.0)

※㧔 㧕ౝߪ構成比 
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㧔㧞㧕公共ਅ水道事業特会計 

 ア 事業債㧔資金使ㅜ㧕                                          㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ 

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

1平7ん年00ん000 151ん平49ん791 

ਅ水道事業債 

4ん年平5ん506ん041 

(99.4) 
平67ん477ん平年6 116ん平平7ん445 

4ん年01ん556ん平50

(99.8)

17ん5平4ん697 

特 例 措 置 分 

平6ん649ん070 

(0.6) 
17ん868ん年60 年4年ん66年 

9ん1平4ん年7年

(0.平)

1平7ん年00ん000 168ん774ん488 

合   計 

4ん年5平ん155ん111 

(100.0) 
平85ん年45ん596 116ん571ん108 

4ん年10ん680ん6平年

(100.0)

※㧔 㧕ౝߪ構成比 

 

 イ 借入先                         㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳 

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ

現 在 高

(A)

償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

69ん900ん000 11年ん889ん878

政 府 資 金 平ん79年ん879ん5平0 (64.平)

190ん106ん060 76ん平16ん18平

平ん749ん889ん64平㧔6年.8㧕

69ん900ん000 58ん平68ん08平
⽷ 政 融 資 

資 金 

1ん平54ん647ん984 (平8.8)

9平ん78平ん848 年4ん514ん766

1ん平66ん平79ん90平㧔平9.4㧕

55ん6平1ん796

 

簡 保 資 金 1ん5年9ん平年1ん5年6 (年5.4)

97ん年平年ん平1平 41ん701ん416

1ん48年ん609ん740㧔年4.4㧕

57ん400ん000 54ん884ん610
地方公共団体

金融機構資金 

1ん558ん平75ん591 (年5.8)

95ん平年9ん5年6 40ん年54ん9平6

1ん560ん790ん981㧔年6.平㧕

1平7ん年00ん000 168ん774ん488

合   計 4ん年5平ん155ん111 (100.0)

平85ん年45ん596 116ん571ん108

4ん年10ん680ん6平年(100.0)

※㧔 㧕ౝߪ構成比 

6



 

 ウ 目的分                         㧔単位：・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 (D)ߩౝ訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

㧞 㧜 ᐕ 度 ᧃ 

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

8年ん000ん000 1平9ん604ん5平年 

公 共 ਅ 水 道 

年ん年平9ん4平9ん195 

(76.5) 
平平6ん766ん64年 97ん16平ん1平0 

年ん平8平ん8平4ん67平

(76.平)

7ん年00ん000 18ん平14ん165 

流 域 ਅ 水 道 

年91ん1年5ん09年 

(9.0) 
平5ん955ん年8年 7ん741ん平18 

年80ん平平0ん9平8

(8.8)

年7ん000ん000 平0ん955ん800 
特定環境保全

公 共 ਅ 水 道 

6年1ん590ん8平年 

(14.5) 
年平ん6平年ん570 11ん667ん770 

647ん6年5ん0平年

(15.0)

1平7ん年00ん000 168ん774ん488 

合   計 

4ん年5平ん155ん111 

(100.0) 
平85ん年45ん596 116ん571ん108 

4ん年10ん680ん6平年

(100.0)
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Ⅱ 一般会計の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

㧝 一般会計収支状況 

 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度一般会計ߩ歳入ޔߪ対前ᐕ度比 875ん平66 千㧔10.0％㧕ߩ増加ߞߥߣたޕ

߿国庫補助金ޔ伴いߦߣߎ実施したࠍ改築事業ޔ移転ߩ大口ർ小学校ޔߪ要因ߥ主ߩߎ

基金繰入金ޔർ小学校建設事業債ߢ 971ん年01 千増額ߞߥߣたたߢあޕࠆし߆しޔそ

前ᐕ度比ߪ法人↸民税収入ޔߢ一方ߩ 1ん066ん平8年 千㧔58.8％㧕ߩ減額ޔࠅߥߣ᥊気ߩ

落ち込ࠆࠃߦߺ影響߇顕著ߦ現わߡࠇいޕࠆ 

歳出ޔߪ対前ᐕ度比 1ん041ん748 千㧔1平.8％㧕ߩ増加ߞߥߣたߩߎޕ主ߥ要因ޔߪ前

述した歳入ߣ同様ߦ大口ർ小学校ߩ移転ޔ改築事業ࠅࠃߦ教育費߇ 8平平ん755 千

㧔44.平％㧕増加した߇ߣߎ挙ޕࠆࠇࠄߍ߹たޔ急激ߥ᥊気後退ߩ影響ߪ歳出面߽ߢ見ࠄ

߇税過誤納還付金及び過誤納還付加算金↸ޔࠇ 414ん5平年 千㧔85平.8％㧕増加しߡいޕࠆ 

 

 㧔単位：・％㧕 

    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率

歳 入 総 額 9ん656ん901ん817 8ん781ん6年5ん810 875ん平66ん007 10.0

歳 出 総 額 9ん188ん66年ん6年7 8ん146ん916ん117 1ん041ん747ん5平0 1平.8

歳 入 歳 出 差 引 額 

(A) 

468ん平年8ん180 6年4ん719ん69年 △166ん481ん51年 △平6.平

翌ᐕ度ߦ繰越す߈ߴ⽷源 

(B) 

74ん1平平ん919 98ん064ん747 △平年ん941ん8平8 △平4.4

実 質 収 支 

(A)－(B) 

年94ん115ん平61 5年6ん654ん946 △14平ん5年9ん685 △平6.6

単 ᐕ 度 収 支 

(C) 

△14平ん5年9ん685 △65ん745ん年67 △76ん794ん年18 116.8

積 立 金 

(D) 

年年1ん年66ん8年平 854ん5年5ん869 △5平年ん169ん0年7 △61.平

繰  償 還 金 

(E) 

0 0 0 0.0

積 立 金 取 崩 し 額 

(F) 

1ん000ん000ん000 6ん年40ん000 99年ん660ん000 15ん67平.9

実 質 単 ᐕ 度 収 支 

(C＋D＋E－F) 

△811ん17平ん85年 78平ん450ん50平 △1ん59年ん6平年ん年55 △平0年.7

※ 単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支－前ᐕ度ߩ実質収支 
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２ 一般会計歳入算の概要 

 

㧔款㧕㧝 ↸ 税 

↸税ߩ算額4ޔߪ,②平4,59年,940円㧔前ᐕ度①,0②①,890,9平4円㧕1ޔߢ,年5平,平9①,984  

円ߩ減少ߥߣっޕߚ 

こߩ主ߥ要因ޔߪ前ᐕ度ߣ比べޔߡ軽自動車税ߪ 811,500 円㧔平.年％㧕増加しޔ߇ߚ

↸民税 1,104,595,年90 円㧔年4.8％㧕ޔ固定資産税 平年5,545,②08 円㧔8.②％㧕߫ߚ↸ޔ

こ税 1平,848,18① 円㧔②.②％㧕ࠇߙࠇߘ߇減少しߚこࠆࠃߦߣもߢߩあޕࠆ 

 

㧝 ↸民税 

㧔㧝㧕個人 

個人↸民税ߩ算額1ޔߪ,年平年,018,①年1円㧔前ᐕ度1,年①1,年年0,①年平円㧕ޔߢ年8,年1平,001

円ޔ平.8％ߩ減少ߥߣっޕߚこޔߪࠇ᥊気後退ࠆࠃߦ個人所得߇減少しߚこࠆࠃߦߣ

もߢߩあޕࠆ 

㧔㧞㧕法人 

法 人 ↸ 民 税 ߩ  算 額 ߪ ޔ ②4②,5平②,年11 円 㧔 前 ᐕ 度 1,81年,810,②00 円 㧕 ߢ ޔ

1,0①①,平8年,年89円ߩ％58.8ޔ減少ߥߣっޕߚこޔߪࠇ一昨ᐕߩ急激ߥ᥊気後退ࠆࠃߦ

もߢߩあޕࠆ 

 

㧞 固定資産税 

固定資産税ߩ算額ޔߪ平,4①4,891,55平円㧔前ᐕ度平,②00,4年②,平①0円㧕ޔߢ平年5,545,②08

円ߩ％②.8ޔ減少ߥߣっޕߚこޔߪࠇ償却資産ߩうちޔ年14,①09,②00円߇大規模償却資

産ߣしߡ県課税ߥߣっߚこࠆࠃߦߣもߢߩあޕࠆ 

 

㧟 軽自動車税 

軽自動車税ߩ算額ޔߪ年5,②55,500円㧔前ᐕ度年4,944,000円㧕811,500ޔߢ円ޔ平.年％

増加し߇登録台数ߩ軽四輪乗用自動車ޔ߈続߈引ߦ前ᐕ度ޔߪࠇこޕߚっߥߣ増加ߩ

 ޕࠆあߢߩもࠆࠃߦߤߥߣこߚ
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㧠 ↸߫ߚこ税 

ޔ1平,848,18①円ߢ15年,年①平,04①円㧔前ᐕ度1①①,平10,平年平円㧕ޔߪ算額ߩこ税߫ߚ↸

ޔߢ90,0平0本㧔前ᐕ度50,①05,100本㧕①,①4߇売本数⽼ޔߪࠇこޕߚっߥߣ減少ߩ％②.②

年,915,080本ߩ％②.②ޔ減少ߥߣっߚこࠆࠃߦߣもߢߩあޕࠆ 

 

㧡 都市計↹税 

都市計↹税ߩ算額ޔߪ滞納繰越額ߩ徴収߇年8,900円㧔前ᐕ度158,100円㧕119ޔߢ,平00

円ߩ％5.4②ޔ減少ߥߣっޕߚ 

 ޕࠆいߡしߣ㧜ߩ税率を㧝㧜㧜分ࠄ߆ᐔ成㧝㧡ᐕ度ޔߪ都市計↹税߅ߥ
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○↸税算資料 

 

㧝 ↸税算額前ᐕ度比較表 

㧔単位㧦円％㧕 

区     分 㧞㧝ᐕ度算額 㧞㧜ᐕ度算額 増 減 額 増減率

↸ 民 税 平,0②0,545,94平 年,1②5,141,年年平 △1,104,595,年90 △年4.8

個 人 1,年平年,018,①年1 1,年①1,年年0,①年平 △年8,年1平,001 △平.8

 

法 人 ②4②,5平②,年11 1,81年,810,②00 △1,0①①,平8年,年89 △58.8

固 定 資 産 税 平,4①4,891,55平 平,②00,4年②,平①0 △平年5,545,②08 △8.②

固 定 資 産 税 平,449,①②①,15平 平,①85,平平1,8①0 △平年5,545,②08 △8.8

 

国資産等所在 

市 ↸ 村 交 付 金 

15,平15,400 15,平15,400 0 0

軽 自 動 車 税 年5,②55,500 年4,944,000 811,500 平.年

↸ ߚ ߫ こ 税 15年,年①平,04① 1①①,平10,平年平 △1平,848,18① △②.②

都 市 計 ↹ 税 年8,900 158,100 △119,平00 △②5.4

合     計 4,②平4,59年,940 ①,0②①,890,9平4 △1,年5平,平9①,984 △平平.年
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㧞 ᐔ成㧞㧝ᐕ度↸税徴収実績 

㧔単位㧦円％㧕 

税 目 別 調 定 額 収 入 済 額 収納率 

前ᐕ度

収納率

法 定 ᥉ 通 税 4,954,平①1,9平② 4,②平4,555,040 95.4 9①.①

↸ 民 税 平,191,平88,4平年 平,0②0,545,94平 94.5 9①.8

個      人 1,4年9,058,0②年 1,年平年,018,①年1 91.9 9年.1

 

法      人 ②5平,平年0,年50 ②4②,5平②,年11 99.4 99.②

固 定 資 産 税 平,5②0,5平0,858 平,4①4,891,55平 95.9 9①.4

固 定 資 産 税 平,555,年05,458 平,449,①②①,15平 95.9 9①.年

 

国  資 産 等 所 在 

市 ↸ 村 交 付 金 

15,平15,400 15,平15,400 100.0 100.0

軽 自 動 車 税 年9,090,①00 年5,②55,500 91.5 9平.①

 

↸ ߚ ߫ こ 税 15年,年①平,04① 15年,年①平,04① 100.0 100.0

目 的 税 4平4,800 年8,900 9.平 平①.4

 都 市 計 ↹ 税 4平4,800 年8,900 9.平 平①.4

合     計 4,954,①8①,②平② 4,②平4,59年,940 95.4 9①.①
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固定資産税

平,4①4,89平千円

％5平.平 ޓޓޓ

法人↸民税

②4②,5平②千円

％15.8 ޓޓ

個人↸民税

1,年平年,019千円

平8.0％ ޓޓޓ

㧟 ↸税ᐕ度別算額 

㧔単位㧦千円㧕 

ᐕ 度 

税目別 

1② 18 19 平0 平1 

↸ 民 税 平,101,55① 平,588,平①1 年,5年4,0年9 年,1②5,14平 平,0②0,54①

固 定 資 産 税 平,581,5②0 平,5年0,年年② 平,①②年,年09 平,②00,4年② 平,4①4,89平

軽 自 動 車 税 年0,951 年1,9②年 年年,②19 年4,944 年5,②55

↸ ߚ ߫ こ 税 19①,011 190,991 18平,4平① 1①①,平10 15年,年①平

都 市 計 ↹ 税 平59 平平② 145 158 年9

合      計 4,910,年4② 5,年41,②89 ①,4平年,①年8 ①,0②①,891 4,②平4,594

 

 

㧠 ↸税算額ߩ構成 

                                 

 

                               Ԙ 軽自動車税  

                                 年5,②55千円  

                                    0.②％  

 

 

                               ԙ ↸߫ߚこ税  

                                 15年,年①平千円  

                                                                    年.平％  

              総 額 

              4,②平4,594千円 

都市計↹税  

年9千円  

0.0％  

Ԙ

ԙ
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㧡 個人↸民税課税状況 

 

所 得 区 分 ᐕ  度 

納税義務者数 

㧔人㧕

課 税 額 

㧔千円㧕 

㧝人当ߩࠅߚ税額

㧔円㧕

㧞㧝 9,151 1,10①,409 1平0,90①

㧞㧜 9,04年 1,104,045 1平平,088給 与 所 得 者 

比 較 108 平,年①4 △1,18平

㧞㧝 年91 55,①①平 14平,年58

㧞㧜 4平平 5②,4①4 1年①,1②1営 業 所 得 者 

比 較 △年1 △1,80平 ①,18②

㧞㧝 19 8②9 4①,平①年

㧞㧜 1平 850 ②0,8年年農 業 所 得 者 

比 較 ② 平9 △平4,5②0

㧞㧝 1,②年8 1①9,1年9 9②,年18

㧞㧜 1,②8平 平10,1年5 11②,9平1ߘ ߩ 他 所 得 者 

比 較 △44 △40,99① △平0,①0年

㧞㧝 11,平99 1,年年平,089 11②,894

㧞㧜 11,平59 1,年②平,494 1平1,90平計 

比 較 40 △40,405 △4,008

(ᐔ成㧞㧝ᐕ度課税状況調ࠆࠃߦ) 

 

㧢 固定資産税ߩ課税状況㧔現ᐕ課税分㧕 

 

資 産 区 分 ᐕ  度 

納税義務者数 

㧔人㧕

課 税 額 

㧔千円㧕 

㧝人当ߩࠅߚ税額

㧔円㧕

㧞㧝 5,851 94平,②88 1①1,1年年

㧞㧜 5,998 9年平,平①9 155,4年0土 地 

比 較 △14② 10,519 5,②0年

㧞㧝 ①,088 1,059,00① 1②年,950

㧞㧜 ①,018 1,0年②,年94 1②平,年8平家 屋 

比 較 ②0 平1,①1平 1,5①8

㧞㧝 458 485,815 1,0①0,②年1

㧞㧜 454 ②平②,年55 1,①0平,104償 却 資 産 

比 較 4 △平41,540 △541,年②年

㧞㧝 8,5①平 平,458,①①① 平8②,1①0

㧞㧜 8,4②9 平,①9②,018 年18,08平計 

比 較 8年 △平年8,年5平 △年0,9平平
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㧣 固定資産税ߩ構成㧔現ᐕ課税分㧕 

 

 

 

 

 

 

                              総 額 

               平,①9②,018千円 

 

 

 

 

 

 

 

㧤 土地地目別台帳登録状況 

 

地   目 筆   数㧔筆㧕 面   積㧔㎡㧕 評 価 額㧔千円㧕

田 4,9平9 年,9①年,4年4 1,4年年,平年8

畑 年,4平8 1,平50,58② ②,年18,①平1

宅 地 14,4②9 4,1②①,15年 1年5,年48,108

雑 種 地 平,4①① 940,1①8 1年,①44,年平1

小 計 平5,年0平 10,年年0,年4平 15②,②44,平88

非 課 税 地 14,①50 年,平49,①58 

計 年9,95平 1年,580,000 15②,②44,平88

㧔ᐔ成㧞㧝ᐕ度概要調書等報告書ࠆࠃߦ㧕 

 

償却資産

485,815千円

％19.5 ޓޓ

家屋

1,059,00①千円

％①.4平 ޓޓޓ

土地

94平,②88千円

年②.9％ ޓޓ
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㧥 家屋種別台帳登録状況 

棟 数㧔棟㧕 床 面 積㧔㎡㧕 評 価 額㧔千円㧕

木 造 非木造 木 造 非木造 木 造 非木造 

区 分 

種 類 

計 計 計 

99 平9② 8,平②4 平平②,899 1②年,平5② 1平,5①①,年平4

課税状況 

 年9① 平年①,1②年  1平,②年9,581

1 5 11① 8,平04 5,810 854,51平

務所

店舗 

うち新増築 

 ① 8,年平0  8①0,年平平

①,455 1,年年9 ①平年,994 平年9,②4② 1①,100,②年平 9,②99,000

課税状況 

 ②,②94 8①年,②41  平5,899,②年平

115 平4 14,4②1 ②,②91 95年,平84 595,41①

住宅 

アパト 

うち新増築 

 1年9 平平,平①平  1,548,②00

平51 1,平80 14,198 1,0年0,0②4 5年,平②② 平9,②05,1②4

課税状況 

 1,5年1 1,044,平②平  平9,②58,451

0 平4 0 5①,444 0 年,年00,①88

工場 

倉庫 

うち新増築 

 平4 5①,444  年,年00,①88

平,0①平 1,41① ①0,8年5 185,②81 平41,0平年 8,②4年,995

課税状況 

 年,4②8 平4①,①1①  8,985,018

平 ② 80 年00 平,801 11,44年

 他ߩߘ

うち新増築 

 9 年80  14,平44

8,8①② 4,年年平 ②0②,年01 1,①8年,501 1①,5①8,平89 ①0,814,49年

課税状況 

 1年,199 平,年90,80平  ②②,年8平,②8平

118 ①0 14,①①② ②平,②年9 9①1,895 4,②①平,059

合計 

うち新増築 

 1②8 8②,40①  5,②平年,954

㧔ᐔ成㧞㧝ᐕ度概要調書等報告書ࠆࠃߦ㧕 
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㧝㧜 軽自動車税ߩ課税状況㧔現ᐕ課税分㧕 

 

種     別 

課 税 台 数 

㧔台㧕 

㧝台当ߩࠅߚᐕ税額

㧔円㧕 

課 税 額 

㧔円㧕 

第 㧝 種 ②0平 1,000 ②0平,000

第㧞種㧔甲㧕 ①1 1,①00 9②,①00

第㧞種㧔乙㧕 51 1,平00 ①1,平00

原 動 機 付 

自 転 車 

ミ ニ カ 10  平,500 平5,000

軽 ੑ 輪 平10 平,400 504,000

乗   用 年,85① ②,平00 平②,②①年,平00

⽻   物 1,195 4,000 4,②80,000軽 四 輪 

⽻物㧔営業㧕 18 年,000 54,000

農 耕 用 181 1,①00 平89,①00

電      気 88 4,②00 41年,①00

小 型 特 殊 

自 動 車 

ߘ ߩ 他 105 4,②00 49年,500

ੑ 輪 小 型 自 動 車 平9① 4,000 1,184,000

計 ①,②②年  年①,年①②,②00

 

 

㧝㧝 ↸߫ߚこ税別納入状況 

 

1年.0
1平.①

11.②

1年.5

14.年

1年.1
1平.②

1年.5

1平.①

14.5

10.1

11.8

0.0

5.0

10.0

15.0

平0.0

平5.0

年 4 5 ① ② 8 9 10 11 1平 1 平

 

㧔百万円㧕 
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㧔款㧕㧞 地方譲ਈ税 

  地方揮発油譲ਈ税ޔߪᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠄ߆道路特定⽷源ߩ一般⽷源化ߦ伴いޔ地方

道路譲ਈ税ࠄ߆ฬ称߇改ߢߩ߽ߚࠇࠄあޕࠆ揮発油ߦ対ߡߒ課ࠆࠇߐ税ߩうちޔ

地方道路税ࠍ市町村道ߩ延長及び面積ߢ按分ޔߡߒ㧢月・㧝㧝月及び㧟月ߦ市町村

 ޕࠆࠇߐ譲ਈߒ対ߦ

 ޕࠆࠇߐ譲ਈߡߒߣ地方道路譲ਈ税߈⛯߈引ޔߪߩ߽ߚࠇߐ課税ߦ改ᱜ前ޔ߅ߥ  

自動車重量譲ਈ税ޔߪ自動車重量税入額ߩ㧟分ߩ㧝ߦ相当ࠆߔ額ޔ߇道路ߦ関

 ޕࠆࠇߐ譲ਈߒ対ߦ市町村ߦ㧢月・㧝㧝月及び㧟月ޔࠇࠄߡ充ߦ費用ࠆߔ

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

地方揮発油譲ਈ税 17ん15平ん000 0 17ん15平ん000 皆増

自動車重量譲ਈ税 77ん477ん000 86ん年17ん000 △8ん840ん000 △10.平

地 方 道 路 譲 ਈ 税 11ん840ん09年 平7ん7年6ん000 △15ん895ん907 △57.年

計 106ん469ん09年 114ん05年ん000 △7ん58年ん907 △6.6

 

㧔款㧕㧟 利子割交付金 

利子割交付金ޔߪ預貯金及び公社債ߩ利子ޔ一時払損害保険等ߩ益ࠄ߆都道府

県߇徴ߚߒ利子税額ߩうちޔ必要経費ࠍ控除ߚߒ残額ߩ㧡分ߩ㧟߇市町村ߦ交付

 ޕࠆࠇߐ

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

14ん004ん000 16ん011ん000 △平ん007ん000 △1平.5

 

㧔款㧕㧠 配当割交付金 

ᐔ成㧝㧡ᐕ度ߩ税制改ᱜߡߞࠃߦ所得税ߩ課税上ޔ特定配当等ߦ対ࠆߔ課税制度

 ޕߚࠇߐ創設߇配当割課税制度߽ߡいߟߦ伴い県民税ߦࠇߎޔࠇࠄ設け߇

配当割交付金ߩ市町村配分ޔߪ県ߩߢ市町村ߩߣߏ個人県民税ߩ額ߦ按分ߡߒ交

付ޕࠆࠇߐ 
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㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

5ん864ん000 7ん51年ん000 △1ん649ん000 △平1.9

 

㧔款㧕㧡 株式等譲渡所得割交付金 

株式等譲渡所得割交付金ޔߪ配当割交付金ߣห様ߩ税制改ᱜࠅࠃߦ設けޔࠇࠄ市

町村配分ޔߪ県ߩߢ市町村ߩߣߏ個人県民税ߩ額ߦ按分ߡߒ交付ޕࠆࠇߐ 

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

平ん899ん000 平ん548ん000 年51ん000 1年.8

 

㧔款㧕㧢 地方消費税交付金 

ᐔ成㧥ᐕ㧠月ࠄ߆都道府県税ߡߒߣ地方消費税㧔税率㧝％㧕߇創設ߩߘޔࠇߐう

ち㧞分ߩ㧝ߦ相当ࠆߔ額߇市町村ߦ交付ޕࠆࠇߐ 

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

年48ん057ん000 年平6ん417ん000 平1ん640ん000 6.6

 

㧔款㧕㧣 自動車取得税交付金 

自動車取得税交付金ޔߪ都道府県߇自動車ߩ取得ߦ対ߡߒ課ࠆߔ自動車取得税ߩ

㧥㧡％ࠍ乗ߡߓ得ߚ額ߩ㧝㧜分ߩ㧣相当額ࠍ市町村道ߩ延長及び面積ߢ按分ߡߒ

交付ޕࠆࠇߐ 

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

59ん785ん000 101ん16平ん000 △41ん年77ん000 △40.9
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㧔款㧕㧤 地方特例交付金 

   地方特例交付金ޔߪᐔ成㧝㧤ᐕ度ࠄ߆児童手当ߩ制度拡充ߦ伴う⽷源措置ߒߣ 

 住宅借入ࠆけ߅ߦ個人住民税ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ度ߣ児童手当特例交付金ߚࠇࠄ設けߡ  

  金等特別税額控除ߩ実施ߦ伴う⽷源措置及びޔᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠄ߆環境性能ߦ優ߚࠇ

自動車取得時ߩ減免措置ߦ伴う自動車取得税ߩ減分ࠍ補ࠍߣߎࠆߔࠎߡ目的ߣ

 ޕࠆあߢ特例交付金ࠎߡ減補ߚࠇࠄ設けߡߒ

特別交付金ޔߪ国ߩ恒久的減税ࠆࠃߦ減ࠍ補ࠆߔࠎߡ制度ߢあߚߞ減税補ࠎߡ 

  特例交付金߇㧝㧤ᐕ度ߡߞ߽ࠍ廃ᱛߦߣߎߚࠇߐ伴う㧞㧝ᐕ度まߩߢ経過措置ߒߣ

 ޕࠆあߢ交付金ߚࠇࠄ設けߡ

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

地 方 特 例 交 付 金 49ん09年ん000 年9ん615ん000 9ん478ん000 平年.9

特 別 交 付 金 年8ん41年ん000 年7ん1平1ん000 1ん平9平ん000 年.5

地 方 税 等 減 

補ࠎߡ臨時交付金

0 年ん941ん000 △年ん941ん000 皆減

計 87ん506ん000 80ん677ん000 6ん8平9ん000 8.5

 

㧔款㧕㧥 地方交付税 

地方交付税ޔߪ国税ߩうち所得税ޔ法人税ޔ酒税ޔ消費税及びߎ߫ߚ税ߙࠇߘߩ

߈ߢ߇ߣߎࠆߔ遂行ࠍ事務߈行うべߩߘくߒ等߇地方公共団体ޔߢ額ߩ一定割合ࠇ

 ޕࠆあߢ税ࠆࠇߐ交付ࠅࠃߦ基準ߩ一定ޔうࠃࠆ

本町ޔߪ昭和㧡㧢ᐕ度以降基準⽷政入額ߩ超過ࠅࠃߦ普通交付税ߩਇ交付団体

 ޕࠆいߡߞߥߣ

一方ޔ特別交付税ߪ普通交付税ߢ捕捉ߥࠇߐい特別ߩ⽷政需要ߦ対ߡߒ交付ࠇߐ

 ޕࠆあߢߩ߽ࠆࠇߐ交付ߡߓ応ߦ状況ߩ場合ࠆあ߇事情ߩ特別߿災害ޔߢߩ߽ࠆ

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

特別交付税 平7ん平10ん000 年0ん974ん000 △年ん764ん000 △1平.平
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㧔款㧕㧝㧜 交通安全対策特別交付金 

交通安全対策特別交付金ޔߪ道路交通法ߦ定ࠆ交通則通告制度ࠆࠃߦ則金

ߦ経費ࠆߔ要ߦ設置及び管理ߩ道路交通安全施設ࠆけ߅ߦ地方公共団体ޔࠍ一部ߩ

充ߚࠆߡ交付ޕࠆࠇߐ 

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

5ん881ん000 5ん749ん000 1年平ん000 平.年

 

㧔款㧕㧝㧝 分担金及び⽶担金 

分担金及び⽶担金ߩ算額107ޔߪん051ん180 円㧔前ᐕ度ߪ 95ん989ん010 円㧕ޔߢ

11ん06平ん170 円11.5ޔ％増加ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

⽶ 担 金 107ん051ん180 95ん989ん010 11ん06平ん170 11.5

総務費⽶担金 0 平60ん670 △平60ん670 皆減

 

民生費⽶担金 107ん051ん180 95ん7平8ん年40 11ん年平平ん840 11.8

計 107ん051ん180 95ん989ん010 11ん06平ん170 11.5

 

㧔款㧕㧝㧞 使用料及び手数料 

使用料及び手数料ߩ算額87ޔߪん071ん788 円㧔前ᐕ度ߪ 9平ん617ん7年6 円㧕ޔߢ

5ん545ん948 円6.0ޔ％減少ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

  分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

使 用 料 66ん年89ん018 71ん年68ん1年6 △4ん979ん118 △7.0

 総 務 使 用 料 1年平ん4平8 1平9ん年71 年ん057 平.4

 民 生 使 用 料 4ん448ん888 8ん191ん890 △年ん74年ん00平 △45.7

 衛 生 使 用 料 54ん8年7 6平ん980 △8ん14年 △1平.9

土 木 使 用 料 平6ん957ん700 平6ん89平ん158 65ん54平 0.平 

消 防 使 用 料 9ん500 9ん400 100 1.1
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教 育 使 用 料 年4ん785ん665 年6ん08平ん年年7 △1ん平96ん67平 △年.6

手 数 料 平0ん68平ん770 平1ん平49ん600 △566ん8年0 △平.7

 総 務 手 数 料 7ん969ん年00 8ん年平年ん800 △年54ん500 △4.年

 衛 生 手 数 料 1平ん平平4ん平70 1平ん年年4ん700 △110ん4年0 △0.9

 農 業 手 数 料 年ん400 平ん600 800 年0.8

 土 木 手 数 料 485ん800 588ん500 △10平ん700 △17.5

計 87ん071ん788 9平ん617ん7年6 △5ん545ん948 △6.0

 

㧔款㧕㧝㧟 国庫支出金 

国庫支出金ߩ算額1ޔߪん151ん40年ん5平平 円㧔前ᐕ度ߪ 平01ん890ん787 円㧕ޔߢ

949ん51平ん7年5 円470ޔ.年％増加ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率

国 庫 ⽶ 担 金 平平8ん849ん595 156ん平8年ん998 7平ん565ん597 46.4

民生費国庫⽶担金 15年ん7平1ん595 156ん平8年ん998 △平ん56平ん40年 △1.6

 

教育費国庫⽶担金 75ん1平8ん000 0 75ん1平8ん000 皆増

国 庫 補 助 金 90年ん年68ん699 年9ん061ん500 864ん年07ん199 平ん平1平.7

民生費国庫補助金 17ん平95ん000 14ん679ん500 平ん615ん500 17.8

 

衛生費国庫補助金 年ん887ん000 平47ん000 年ん640ん000 1ん47年.7

土木費国庫補助金 年8ん1平1ん000 5ん1年9ん000 年平ん98平ん000 641.8

教育費国庫補助金 年14ん871ん平95 1年ん700ん000 年01ん171ん平95 平ん198.年

総務費国庫補助金 5平8ん848ん404 5ん平96ん000 5平年ん55平ん404 9ん885.8

農業費国庫補助金 年46ん000 0 年46ん000 皆増

委 託 金 19ん185ん平平8 6ん545ん平89 1平ん6年9ん9年9 19年.1

 総 務 費 委 託 金 1年ん年16ん449 1ん9平年ん19平 11ん年9年ん平57 59平.4

 民 生 費 委 託 金 5ん868ん779 4ん6平平ん097 1ん平46ん68平 平7.0

計 1ん151ん40年ん5平平 平01ん890ん787 949ん51平ん7年5 470.年
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㧔款㧕㧝㧠 県支出金 

県支出金ߩ算額ޔߪ年10ん78平ん年67 円㧔前ᐕ度ߪ 年11ん8年8ん891 円㧕1ޔߢん056ん5平4

円0ޔ.年％減少ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増減率

県 ⽶ 担 金 118ん年07ん平78 117ん699ん18年 608ん095 0.5

 民 生 費 県 ⽶ 担 金 118ん年07ん平78 117ん699ん18年 608ん095 0.5

県 補 助 金 145ん006ん745 1年1ん881ん417 1年ん1平5ん年平8 10.0

 総 務 費 県 補 助 金 年ん000ん000 4ん平65ん000 △1ん平65ん000 △平9.7

 民 生 費 県 補 助 金 95ん848ん5年年 88ん0年7ん417 7ん811ん116 8.9

 衛 生 費 県 補 助 金 5ん9平7ん000 1ん年年7ん000 4ん590ん000 年4年.年

 労 働 費 県 補 助 金 14ん441ん平1平 0 14ん441ん平1平 皆増

 農 業 費 県 補 助 金 6ん平46ん000 1年ん997ん000 △7ん751ん000 △55.4

 商 工 費 県 補 助 金 6ん771ん000 5ん9平9ん000 84平ん000 14.平

 土 木 費 県 補 助 金 9ん年85ん000 14ん090ん000 △4ん705ん000 △年年.4

 消 防 費 県 補 助 金 年ん年68ん000 1ん年平8ん000 平ん040ん000 15年.6

 教 育 費 県 補 助 金 平0ん000 平ん898ん000 △平ん878ん000 △99.年

委 託 金 46ん879ん764 61ん540ん平11 △14ん660ん447 △平年.8

 総 務 費 委 託 金 4平ん785ん606 57ん平年6ん700 △14ん451ん094 △平5.平

 民 生 費 委 託 金 68ん平00 平51ん787 △18年ん587 △7平.9

 衛 生 費 委 託 金 107ん000 107ん000 0 0.0

 農 業 費 委 託 金 1ん70平ん840 1ん705ん444 △平ん604 △0.平

 土 木 費 委 託 金 1ん569ん118 1ん14平ん平80 4平6ん8年8 年7.4

 教 育 費 委 託 金 647ん000 1ん097ん000 △450ん000 △41.0

県 交 付 金 588ん580 718ん080 △1平9ん500 △18.0

 市町村権限移譲交付金 588ん580 718ん080 △1平9ん500 △18.0

計 年10ん78平ん年67 年11ん8年8ん891 △1ん056ん5平4 △0.年
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㧔款㧕㧝㧡 ⽷産入 

⽷産入ߩ算額16ޔߪん年94ん年54 円㧔前ᐕ度ߪ 平平ん5平1ん年55 円㧕6ޔߢん1平7ん001

円ޔ平7.平％減少ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

⽷ 産 運 用  入 平ん年44ん578 8ん561ん486 △6ん平16ん908 △7平.6

 ⽷ 産 貸 付  入 890ん010 9平5ん010 △年5ん000 △年.8

 利子及び配当金 1ん454ん568 7ん6年6ん476 △6ん181ん908 △81.0

⽷ 産 売 払  入 14ん049ん776 1年ん959ん869 89ん907 0.6

ਇ動産売払入 1年ん765ん816 1年ん844ん709 △78ん89年 △0.6

 

物 品 売 払  入 平8年ん960 115ん160 168ん800 146.6

計 16ん年94ん年54 平平ん5平1ん年55 △6ん1平7ん001 △平7.平

 

㧔款㧕㧝㧢 寄附金 

寄附金ߩ算額1ޔߪ年ん791ん016 円㧔前ᐕ度ߪ 1ん451ん979 円㧕1ޔߢ平ん年年9ん0年7 円ޔ

849.8％増加ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

総 務 費 寄 附 金 年41ん846 0 年41ん846 皆増

民 生 費 寄 附 金 0 年00ん000 △年00ん000 皆減

農 業 費 寄 附 金 1年ん44年ん45年 80ん550 1年ん年6平ん90年 16ん589.6

衛 生 費 寄 附 金 5ん717 71ん4平9 △65ん71平 △9平.0

教 育 費 寄 附 金 0 1ん000ん000 △1ん000ん000 皆減

計 1年ん791ん016 1ん451ん979 1平ん年年9ん0年7 849.8
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㧔款㧕㧝㧣 繰入金 

繰入金ߩ算額1ޔߪん168ん8平平ん年94 円㧔前ᐕ度ߪ 年77ん088ん6平6 円㧕791ޔߢん7年年ん768

円ޔ平10.0％増加ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

   分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率

基 金 繰 入 金 1ん167ん845ん991 年7年ん641ん7年0 794ん平04ん平61 平1平.6

 ⽷政調整基金繰入金 1ん000ん000ん000 6ん年40ん000 99年ん660ん000 15ん67平.9

 

ふߠߣߐࠆくࠅ基金

繰 入 金 

11ん6年4ん平81 平年ん958ん年64 △1平ん年平4ん08年 △51.4

学 校 施 設 整 備 事 業 

基 金 繰 入 金 

150ん000ん000 年4平ん450ん000 △19平ん450ん000 △56.平

 

フレンドシップ⛮承

事 業 基 金 繰 入 金 

6ん平11ん710 89年ん年66 5ん年18ん年44 595.年

特 別 会 計 繰 入 金 976ん40年 年ん446ん896 △平ん470ん49年 △71.7

 

老 人 保 健 

特 別 会 計 繰 入 金 

967ん平5年 年ん446ん896 △平ん479ん64年 △71.9

 

後 期 高 齢 者 ක 療 

特 別 会 計 繰 入 金 

9ん150 0 9ん150 皆増

計 1ん168ん8平平ん年94 年77ん088ん6平6 791ん7年年ん768 平10.0

 

㧔款㧕㧝㧤 繰越金 

繰越金ߩ算額6ޔߪ年4ん719ん69年 円㧔前ᐕ度ߪ 60平ん400ん年1年 円㧕ޔߢ年平ん年19ん年80

円5.4ޔ％増加ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

6年4ん719ん69年 60平ん400ん年1年 年平ん年19ん年80 5.4
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㧔款㧕㧝㧥 諸入 

諸入ߩ算額ޔߪ平84ん596ん470 円㧔前ᐕ度ߪ 年1年ん84平ん189 円㧕ޔߢ平9ん平45ん719

円9ޔ.年％減少ޕߚߞߥߣ 

㧔単位㧦円・％㧕 

     分 平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増減率

延 滞 金 61平ん900 1ん160ん87平 △547ん97平 △47.平

貸 付 金 元 利  入 47ん004ん986 47ん0平5ん8平8 △平0ん84平 △0.1

 

商 工 振 興 融 資 

貸 付 金 元 利  入 

4平ん004ん986 4平ん0平5ん8平8 △平0ん84平 △0.1

 

勤 労 者 住 宅 資 金 

融 資 貸 付 金 元 利  入 

年ん000ん000 年ん000ん000 0 0.0

 

勤 労 者 等 生 活 資 金 

融 資 貸 付 金 元 利  入 

平ん000ん000 平ん000ん000 0 0.0

雑 入 平年6ん978ん584 平65ん655ん489 △平8ん676ん905 △10.8

 弁 償 金 0 150 △150 皆減

 総 務 費 雑 入 年7ん118ん619 年5ん169ん74年 1ん948ん876 5.5

 民 生 費 雑 入 年1ん年44ん年04 平8ん9年5ん9平7 平ん408ん年77 8.年

 衛 生 費 雑 入 年5ん平48ん5平平 4平ん819ん080 △7ん570ん558 △17.7

 農 業 費 雑 入 474ん449 69平ん04年 △平17ん594 △年1.4

 商 工 費 雑 入 9ん4年1ん500 5ん6年4ん000 年ん797ん500 67.4

土 木 費 雑 入 16ん910ん719 平7ん0平5ん818 △10ん115ん099 △年7.4

教 育 費 雑 入 106ん450ん471 1平5ん年78ん7平8 △18ん9平8ん平57 △15.1

計 平84ん596ん470 年1年ん84平ん189 △平9ん平45ん719 △9.年

 

㧔款㧕㧞㧜 町債 

   町債ߩ算額500ޔߪん000ん000 円㧔前ᐕ度ߪ 0 円㧕500ޔߢん000ん000 円ޔ皆増ߥߣ

 ޕߚߞ

㧔単位㧦円・％㧕 

平1ᐕ度算額 平0ᐕ度算額 増 減 額 増 減 率 

500ん000ん000 0 500ん000ん000 皆増
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ᐔ成㧞㧝・㧞㧜ᐕ度一般会計歳入算額比較表 

 

㧔単位㧦千円・％㧕 

㧞㧝ᐕ度 㧞㧜ᐕ度 

     分 

算額 構成比 算額 構成比

増 減 額 増減率

町 税 4ん7平4ん594 48.9 6ん076ん891 69.平 △1ん年5平ん平97 △平平.年

地 方 譲 ਈ 税 106ん469 1.1 114ん05年 1.年 △7ん584 △6.6

利 子 割 交 付 金 14ん004 0.1 16ん011 0.平 △平ん007 △1平.5

配 当 割 交 付 金 5ん864 0.1 7ん51年 0.1 △1ん649 △平1.9

株式等譲渡所得割交付金 平ん899 0.1 平ん548 0.1 年51 1年.8

地 方 消 費 税 交 付 金 年48ん057 年.6 年平6ん417 年.7 平1ん640 6.6

自動車取得税交付金 59ん785 0.6 101ん16平 1.1 △41ん年77 △40.9

地 方 特 例 交 付 金 87ん506 0.9 80ん677 0.9 6ん8平9 8.5

地 方 交 付 税 平7ん平10 0.年 年0ん974 0.年 △年ん764 △1平.平

交通安全対策特別交付金 5ん881 0.1 5ん749 0.1 1年平 平.年

分 担 金 及 び ⽶ 担 金 107ん051 1.1 95ん989 1.1 11ん06平 11.5

使 用 料 及 び 手 数 料 87ん07平 0.9 9平ん618 1.1 △5ん546 △6.0

国 庫 支 出 金 1ん151ん404 11.9 平01ん891 平.年 949ん51年 470.年

県 支 出 金 年10ん78平 年.平 年11ん8年9 年.5 △1ん057 △0.年

⽷ 産  入 16ん年94 0.平 平平ん5平1 0.平 △6ん1平7 △平7.平

寄 附 金 1年ん791 0.1 1ん45平 0.1 1平ん年年9 849.8

繰 入 金 1ん168ん8平平 1平.1 年77ん089 4.年 791ん7年年 平10.0

繰 越 金 6年4ん7平0 6.6 60平ん400 6.8 年平ん年平0 5.4

諸  入 平84ん597 平.9 年1年ん84平 年.6 △平9ん平45 △9.年

町 債 500ん000 5.平 0 0.0 500ん000 皆増

歳 入 合 計 9ん656ん90平 100.0 8ん781ん6年6 100.0 875ん平66 10.0
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㧟 一般会計歳出算㧔性質別㧕の概要 

 

㧝 人件費 

人件費ߩ算額1,479,978ޔߪ 千㧔前ᐕ度 1,551,7年7 千㧕71,759ޔߢ 千4.6ޔ％

減少したޕ 

主ߥ要因ޔߪ新規採用職員㧔㧢人㧕ߣ退職職員㧔㧢人㧕ߩ給与差及び人事院勧告ߦ

期末及び勤勉手当㧔4.50ޔ給料㧔ᐔ均△0.平％㧕ࠆࠃ ࠄ߆ 4.15 0△ޔ.年5 㧕ߩ引

 ޕࠆあߢߩもࠆࠃߦߍ下߈

  ○給料 年5,年09 千減 

  ○期末及び勤勉手当 40,916 千減 

 

㧞 扶助費 

扶助費ߩ算額7ޔߪ平9,016 千㧔前ᐕ度 690,69年 千㧕ޔߢ年8,年平年 千5.5ޔ％増

加したޕ 

主ߥ要因ޔߪ次ߢࠅ߅ߣߩあޕࠆ 

○子ߤもක療費扶助費 15,155 千増 

○精神㓚߇い者ක療費扶助費 年,年77 千増 

 

㧟 公債費 

公債費ߩ算額ޔߪ平年4,678 千㧔前ᐕ度 平5年,146 千㧕18,468ޔߢ 千7ޔ.年％減

少したޕ 

  主ߥ要因ޔߪ次ߩ起債ߩ償還߇終了したࠆࠃߦߣߎもߢߩあޕࠆ 

  ○昭和 58 ᐕ度 ർ部中学校用地取得造成事業㧔⽷務省㧕 平05,000 千 

  ○昭和 6年 ᐕ度 総合運動場建設事業㧔⽷務省㧕  470,000 千 

  ○ᐔ成元ᐕ度 ↸民会館建設事業㧔⽷務省㧕   平00,000 千 

  ○ᐔ成 8 ᐕ度 文ൻ⽷収蔵庫建設事業㧔愛知県㧕   平平,900 千 

  ○ᐔ成 10 ᐕ度 健康文ൻセンタ建設事業㧔市中銀行㧕 4平0,000 千 

※金額ޔߪ借入額 
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㧠 物件費 

物件費ߩ算額1,477,47ޔߪ平 千㧔前ᐕ度 1,年平年,5年9 千㧕15ޔߢ年,9年年 千11.6ޔ％

増加したޕ 

主ߥ要因ޔߪ次ߢࠅ߅ߣߩあޕࠆ 

  ○電算システム開発委託料 116,0平4 千増 

  ○緊急雇用創出関連委託料 10,5年0 千増 

  ○都市計↹マスタプラン策定業務委託料 5,775 千増 

 

㧡 補助費等 

補助費等ߩ算額1,764,549ޔߪ 千㧔前ᐕ度 1,0平6,511 千㧕7ޔߢ年8,0年8 千ޔ

71.9％増加したޕ 

○定額給付金 年年5,平5平 千増 

○↸税過誤納還付金及び過誤納還付加算金 414,5平年 千増 

 ※還付金ޔߪߣ地方税法߅ߦいޔߡ予定㧔中間㧕的ߦ納付す߇ߣߎࠆ義務ࠄߌߠ

あߢߩもࠆ還付すߦߤߥった場合ߥߣߣߎࠆ後日確定額を超え߇税額ࠆいߡࠇ

 ޕࠆ

 

㧢 積立金 

積立金ߩ算額5ޔߪ平9,4年8 千㧔前ᐕ度 1,017,8年年 千㧕ߢ 488,年95 千48.0ޔ％

減少したޕ 

積立金ߩ主ߥౝ訳ޔߪ次ߢࠅ߅ߣߩあޕࠆ 

○⽷政調整基金 年年1,年67 千 

○学校施設整備事業基金 156,年年1 千 

○日ߩまちߠくࠅ基金 平9,8平年 千 

  ○ふࠆさߠߣくࠅ基金 11,47年 千 
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㧣 繰出金 

繰出金ߩ算額718,00ޔߪ年 千㧔前ᐕ度 706,8年4 千㧕ߢ 11,169 千1.6ޔ％増

加したޕ 

主ߥ要因ޔߪ次ߢࠅ߅ߣߩあޕࠆ 

  ○国民健康保険特別会計繰出金 18,019 千増 

 

㧤 普通建設事業費 

普通建設事業費ߩ算額ޔߪ平,149,98平 千㧔前ᐕ度 1,454,788 千㧕ߢ 695,194

千47.8ޔ％増加したߩߎޕ主ߥ要因ޔߪർ小学校整備事業費ࠆࠃߦもߢߩあޕࠆ 
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ᐔ成㧞㧝・㧞㧜ᐕ度一般会計歳出算額比較表 

 

㧔㧝㧕目的別 

㧔単位：千％㧕 

 分 

平 1 ᐕ 度  算 額 

㧔構成比㧕

平 0 ᐕ 度  算 額 

㧔構成比㧕

増 減 額 

㧔増減率㧕

議 会 費 

1平1,901 

㧔1.年㧕 

1平5,170

㧔1.5㧕

△年,平69

(△平.6)

総 務 費 

平,平平9,141 

㧔平4.年㧕 

1,8年5,平78

㧔平平.5㧕

年9年,86年

(平1.5)

民 生 費 

1,744,1平8 

㧔19.0㧕 

1,766,6年4

㧔平1.7㧕

△平平,506

(△1.年)

衛 生 費 

600,平89 

㧔6.5㧕 

611,487

㧔7.5㧕

△11,198

(△1.8)

労 働 費 

1平,1平5 

㧔0.1㧕 

9,14平

㧔0.1㧕

平,98年

(年平.6)

農 業 費 

11年,595 

㧔1.平㧕 

1年平,119

㧔1.6㧕

△18,5平4

(△14.0)

商 工 費 

199,0平0 

㧔平.平㧕 

140,877

㧔1.7㧕

58,14年

(41.年)

土 木 費 

878,048 

㧔9.6㧕 

1,0年7,75平

㧔1平.8㧕

△159,704

(△15.4)

消 防 費 

年8年,918 

㧔4.平㧕 

年66,5平8

㧔4.5㧕

17,年90

(4.7)

教 育 費 

平,671,8平1 

㧔平9.1㧕 

1,868,78年

㧔平年.0㧕

80年,0年8

(4年.0)

災 害 復 旧 費 

0 

㧔0.0㧕 

0

㧔0.0㧕

0

(0.0)

公 債 費 

平年4,678 

㧔平.5㧕 

平5年,146

㧔年.1㧕

△18,468

(△7.年)

諸 支 出 金 

0 

㧔0.0㧕 

0

㧔0.0㧕

0

(0.0)

歳 出 合 計 

9,188,664 

(100.0) 

8,146,916

(100.0)

1,041,748

(1平.8)
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㧔㧞㧕性質別 

㧔単位：千％㧕 

㧞㧝ᐕ度 㧞㧜ᐕ度 

 分 

算額 構成比 算額 構成比 

増減額 増減率

人 件 費 1,479,978 16.1 1,551,7年7 19.0 △71,759 △4.6

 職 員 給 1,00年,640 10.9 1,077,707 1年.平 △74,067 △6.9

扶 助 費 7平9,016 7.9 690,69年 8.5 年8,年平年 5.5

公 債 費 平年4,678 平.6 平5年,146 年.1 △18,468 △7.年

 元 利 償 還 金 平年4,678 平.6 平5年,146 年.1 △18,468 △7.年

義

 

務

 

的

 

経

 

費

 

小    計 平,44年,67平 平6.6 平,495,576 年0.6 △51,904 △平.1

普 通 建 設 事 業 費 平,149,98平 平年.4 1,454,788 17.8 695,194 47.8

補 助 事 業 費 901,平11 9.8 65,565 0.8 8年5,646 1,平74.5

 

単 独 事 業 費 1,平48,771 1年.6 1,年89,平平年 17.0 △140,45平 △10.1

災 害 復 旧 事 業 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

失 業 対 策 事 業 費 0 0.0 年,11平 0.1 △年,11平 皆減

投

 

資

 

的

 

経

 

費

 

小    計 平,149,98平 平年.4 1,457,900 17.9 69平,08平 47.5

物 件 費 1,477,47平 16.1 1,年平年,5年9 16.平 15年,9年年 11.6

維 持 補 修 費 58,548 0.6 70,4平年 0.8 △11,875 △16.9

補 助 費 等 1,764,549 19.平 1,0平6,511 1平.6 7年8,0年8 71.9

一 部 事 務 組 合  ߦ

対 す ࠆ も  ߩ

515,平0年 5.6 51平,064 6.年 年,1年9 0.6

 

そ ߩ 他 1,平49,年46 1年.6 514,447 6.年 7年4,899 14平.9

積 立 金 5平9,4年8 5.8 1,017,8年年 1平.5 △488,年95 △48.0

投 資 及 び 出 資 金 0 0.0 1,年00 0.1 △1,年00 皆減

貸 付 金 47,000 0.5 47,000 0.6 0 0.0

繰 出 金 718,00年 7.8 706,8年4 8.7 11,169 1.6

そ

 
 

ߩ
 

 

他

 
 

経

 
 

費

 

小     計 4,595,010 50.0 4,19年,440 51.5 401,570 9.6

歳 出 合 計 9,188,664 100.0 8,146,916 100.0 1,041,748 1平.8

※ 分ޔߪ算統計ߩ分類ޕࠆࠃߦ 
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ᐔ成㧞㧝ᐕ度一般会計歳出算額節別一覧表 

 

款 

節 

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農業費 商工費

報 酬 56,741 14,800 4,795 1,9年5  平,864

給 料 14,平7平 平19,18平 185,085 59,648  19,9平6

職 員 手 当 等 年0,平44 151,84平 110,9年年 年8,870  1平,8平7

共 済 費 15,平51 1年6,57年 88,年80 平8,09平  9,051

災 害 補 償 費   

恩給及び退職ᐕ金   

賃 金  10,9年年 1平1,年71 1年,549 4,平17 99年

報 償 費  平5,509 7,年平9 1平,年09  858 65

旅 費 9平7 1,4年年 409 1年年 5 年6平 平1

交 㓙 費 1年年 58平  年

需 用 費 1,09平 49,518 70,568 41,815 年71 4,6平6 平,平71

役 務 費 5 平5,0年平 7,589 平,647  47 1平7

委 託 料 平,年8年 平70,564 年平,999 178,8平5 580 6,90平 15,764

使用料及び賃借料  59,059 平,104 7,平1年 960 457 平,769

工 事 請 ⽶ 費  年,961 7,616 平,961  平7,平76 平年,平平6

原 材 料 費   平

公  ⽷ 産 購 入 費   

備 品 購 入 費  1平,980 4,06平 年7年  4年7

⽶ 担 金 補 助 

及 び 交 付 金 

85年 411,081 平11,748 平10,79年 99平 18,5平8 11平,777

扶 助 費  590,4年7 1,1平6  

貸 付 金  5,000 4平,000

補 償 補 填 

及 び 賠 償 金 

  

償 還 金 利 子 

及 び 割 引 料 

 46年,1年年 年,年70  

投 資 及 び 出 資 金   

積 立 金  年7平,66年 9年  

寄 附 金   

公 課 費  平96  

繰 出 金  平95,平40  8,4年6

計 1平1,901 平,平平9,141 1,744,1平8 600,平89 1平,1平5 11年,595 199,0平0

対 前 ᐕ 度 増 減 率 △平.6 平1.5 △1.年 △1.8 年平.6 △14.0 41.年

構 成 比 1.年 平4.年 19.0 6.5 0.1 1.平 平.平
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㧔単位：千％㧕 

土木費 消防費 教育費 

災害 

復旧費

公債費 諸支出金 計 

対前ᐕ度

増減率 

構成比

1,877 4,8年4 平6,549 114,年95 5.5 1.年

年9,680  97,6年7 6年5,4年0 △4.6 6.9

平8,年年5 1,平平1 61,409 4年5,681 △8.8 4.7

18,平95  4年,10平 年年8,744 1.7 年.7

 400  400 皆増 0.0

   0 0.0 0.0

1,7平7  70,年06 平平年,096 8.4 平.4

10平 904 7,414 54,490 △5.年 0.6

58 6,51平 880 10,740 年7.年 0.1

 1平 平0 750 17.平 0.0

11,9平6 年,914 平71,988 458,089 1.1 5.0

168 669 1平,786 49,070 11.年 0.5

64,995 平,665 188,059 76年,7年6 17.0 8.年

16,171 551 8平,0年年 171,年17 △5.1 1.9

年5年,年平平 年年8 1,年4平,年65 1,761,065 41.9 19.平

895  40 9年7 △平5.平 0.0

10,平77  71,年7平 81,649 △平.9 0.9

588 平8,589 189,840 平年6,869 717.平 平.6

平,454 年年平,96平 年5,771 1,年年7,959 40.4 14.6

  1年,771 605,年年4 年.8 6.6

   47,000 0.0 0.5

18,8平7   18,8平7 △5年.1 0.平

  141 平年4,678 701,年平平 10平.6 7.6

   0 皆減 0.0

年51  156,年年1 5平9,4年8 △48.0 5.8

   0 0.0 0.0

 年47 7 650 △年.1 0.0

年08,000   611,676 △0.5 6.6

878,048 年8年,918 平,671,8平1 0 平年4,678 0 9,188,664 1平.8 100.0

△15.4 4.7 4年.0 0.0 △7.年 0.0 1平.8 

9.6 4.平 平9.1 0.0 平.5 0.0 100.0 
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Ⅲ 一般会計の主な施策の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

1 1 1 1 議会事務局  議会運営事業 40

2 2 1 1 行政課  非核平和推進事業 42

3 2 1 2 政策推進課  政策推進事業 44

4 2 1 3 政策推進課  職員研修事業 46

5 2 1 6 行政課  財産管理事業 48

6 2 1 6 行政課  公用車管理事業 50

7 2 1 7 行政課  電子計算運用事業 52

8 2 1 8 町民安全課  地域自治推進事業 54

9 2 1 9 町民安全課  交通安全対策推進事業 56

10 2 1 9 町民安全課  交通共済事業 58

11 2 1 10 地域振興課  広報・広聴事業 60

12 2 1 10 地域振興課  地域情報化推進事業 64

13 2 1 11 地域振興課  コミュニティバス運行事業 66

14 2 1 11 地域振興課  まちづくり活動推進事業 68

15 2 1 11 地域振興課  活動団体支援事業 72

16 2 1 11 地域振興課  男女共同参画社会推進事業 76

17 2 1 11 地域振興課  フレンドシップ継承事業 78

18 2 1 13 政策推進課  定額給付金給付事業 80

19 2 2 2 税務課  税務対応事務事業 82

20 2 3 1 戸籍保険課  戸籍住民基本台帳等事業 84

21 2 4 2 行政課  衆議院議員総選挙事業 88

22 2 4 3 行政課  町長選挙事業 90

23 2 5 1 行政課  各統計事業 92

24 2 6 1 監査委員事務局  監査事務事業 94

25 3 1 1 福祉こども課  社会福祉推進事業 96

26 3 1 2 健康生きがい課  高齢者福祉事業 98

27 3 1 3 福祉こども課  障がい者福祉事業 100

28 3 1 3 福祉こども課  障がい者自立支援事業 102

29 3 1 4 戸籍保険課  子ども医療費助成事業 108

30 3 1 4 戸籍保険課  障がい者医療費助成事業 110

31 3 1 4 戸籍保険課  母子家庭等医療費助成事業 112

32 3 1 4 戸籍保険課  精神障がい者医療費助成事業 114

33 3 1 4 戸籍保険課  後期高齢者福祉医療費助成事業 116

34 3 2 1 福祉こども課  子育て支援事業 118

35 3 2 1 福祉こども課  母子通園事業 122

平成２１年度　主要施策（事業）一覧表
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事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

36 3 2 1 福祉こども課  母子福祉事業 124

37 3 2 3 福祉こども課  児童センター運営事業 126

38 3 2 3 福祉こども課  児童クラブ運営事業 130

39 3 2 4 福祉こども課  保育園運営事業 132

40 3 2 5 福祉こども課  子育て応援特別手当事業 140

41 4 1 1 健康生きがい課  健康づくり推進事業 142

42 4 1 2 健康生きがい課  予防事業 146

43 4 1 2 健康生きがい課  成人保健事業 148

44 4 1 3 健康生きがい課  母子保健事業 150

45 4 1 4 環境課  環境保全対策事業 152

46 4 2 1 環境課  廃棄物処分事業 154

47 4 2 2 環境課  ごみ減量・資源化事業 156

48 5 1 1 地域振興課  勤労者支援事業 158

49 5 2 1 地域振興課  生活・雇用支援緊急対策事業 160

50 6 1 3 建設農政課  農業振興事業 162

51 6 1 3 建設農政課  農業公園構想事業 166

52 6 1 3 建設農政課  農地流動化事業 168

53 6 1 4 建設農政課  土地改良事業 170

54 7 1 1 町民安全課  消費生活推進事業 172

55 7 1 1 地域振興課  商工業振興事業 174

56 7 1 2 環境課  環境共生事業 176

57 8 2 1 建設農政課  道路維持管理事業 178

58 8 2 1 建設農政課  道路整備事業 180

59 8 2 1 建設農政課  橋りょう整備事業 184

60 8 3 2 建設農政課  河川排水路整備事業 186

61 8 3 2 建設農政課  調整池整備事業 188

62 8 4 1 都市整備課  都市計画推進事業 190

63 8 4 1 都市整備課  国土調査事業 192

64 8 4 2 都市整備課  街路整備事業 194

65 8 4 5 都市整備課  公園維持管理事業 196

66 8 4 7 都市整備課  郷浦排水路整備・維持管理事業 198

67 8 5 1 都市整備課  住環境整備事業 200

68 9 1 1 町民安全課  消防団活動事業 202

69 9 1 1 町民安全課  県操法大会出場事業 204

70 9 1 2 町民安全課  消防施設管理事業 206

71 9 1 3 町民安全課  災害対策事業 208

72 10 1 2 学校教育課  学校教育管理事業 210
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事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

73 10 2 1 学校教育課  小学校運営事業 214

74 10 2 1 学校教育課  小学校整備事業 218

75 10 2 2 学校教育課  小学校教育振興事業 220

76 10 2 3 学校教育課  明日の学校づくり施設整備事業 222

77 10 3 1 学校教育課  中学校運営事業 224

78 10 3 2 学校教育課  中学校教育振興事業 226

79 10 4 1 学校教育課  給食センター運営事業 228

80 10 5 1 生涯学習課  家庭教育推進事業 232

81 10 5 1 生涯学習課  生涯学習活動推進事業 240

82 10 5 1 生涯学習課  生涯学習講座事業 248

83 10 5 2 生涯学習課  中央公民館管理事業 258

84 10 5 2 生涯学習課  町民会館管理事業 260

85 10 5 3 生涯学習課  図書館運営事業 262

86 10 5 4 生涯学習課  文化財保護事業 264

87 10 5 4 生涯学習課  歴史民俗資料館運営事業 266

88 10 6 1 生涯学習課  社会体育振興事業 268

89 10 6 2 生涯学習課  温水プール管理事業 278

90 10 6 2 生涯学習課  グランド等管理事業 280

91 10 6 2 生涯学習課  野外活動施設管理事業 284

※「予算に関する説明書」（予算書）の事業区分を基本とし、中でも本書作成の主題にあるような

「主要な施策や事業」を対象に抽出し、列記した。
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基本政策

大分類 小分類 事業№ 事　　　業　　　名

1 (1) 㪉  非核平和推進事業

㪎㪉  学校教育管理事業

㪎㪊  小学校運営事業

㪎㪋  小学校整備事業

㪎㪌  小学校教育振興事業

㪎㪍  日の学校䈨くり施設整備事業

㪎㪎  中学校運営事業

㪎㪏  中学校教育振興事業

㪎㪐  給食センタ䊷運営事業

㪏㪈  生涯学習活動推進事業

㪏㪉  生涯学習講座事業

㪏㪊  中央公民館管理事業

㪏㪋  ↸民会館管理事業

㪏㪍  文化財保護事業

㪏㪎  歴史民俗資料館運営事業

㪏㪏  社会体育振興事業

㪏㪐  温水䊒䊷䊦管理事業

㪐㪇  䉫ランド等管理事業

㪐㪈  ㊁外活動施設管理事業

(2) 㪈㪍  男女共同参↹社会推進事業

㪈㪎  䊐䊧ンドシッ䊒継承事業

㪊㪋  子育䈩支援事業

㪊㪌  母子通園事業

㪊㪍  母子福祉事業

㪊㪎  児童センタ䊷運営事業

㪊㪏  児童䉪ラ䊑運営事業

㪊㪐  保育園運営事業

㪋㪇  子育䈩応援特別手当事業

㪋㪋  母子保健事業

㪏㪇  家庭教育推進事業

2 (1) 㪋㪎  ご䉂減㊂䊶資源化事業

㪌㪇  農業振興事業

㪌㪈  農業公園構想事業

㪌㪉  農地流動化事業

(2) 㪋㪏  勤労者支援事業

㪋㪐  生活䊶雇用支援緊急対策事業

㪌㪌  商工業振興事業

(3) 㪈㪊  コミュニティバス運行事業

㪋㪌  環境保全対策事業

㪋㪍  廃棄物処分事業

㪌㪊  土地改良事業

㪌㪋  消費生活推進事業

㪌㪍  環境共生事業

㪌㪎  道路維持管理事業

㪌㪏  道路整備事業

㪌㪐  橋りょう整備事業

㪍㪇  河川排水路整備事業

㪍㪈  調整池整備事業

㪍㪉  都市計↹推進事業

㪍㪊  国土調査事業

㪍㪋  街路整備事業

㪍㪌  公園維持管理事業

㪍㪍  郷浦排水路整備䊶維持管理事業

新しい時代を担う次世代

を育

個性を伸ばし豊ߥ߆人間性

を育学校教育・生涯学習

の推進

一人ひ߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社

会・地域ߺࠆߋの子育ߡ環

境の実現

第６次大口↸総合計↹基本政策別体系表

持⛯可能ߥ循環型社会の創

造

環境ߣ共生した産業の発展

自然ߣ共生した地域社会ߠ

生活環境の確ߥ良好・ࠅߊ

保

未来へ引ߋ⛮߈環境保全

ࠆちの活力を創造す߹ߣ
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基本政策

大分類 小分類 事業№ 事　　　業　　　名

3 (1) 㪈㪏  定額給付金給付事業

㪉㪌  社会福祉推進事業

㪉㪍  高齢者福祉事業

㪉㪎  障がい者福祉事業

㪉㪏  障がい者自立支援事業

㪉㪐  子ども医療費助成事業

㪊㪇  障がい者医療費助成事業

㪊㪈  母子家庭等医療費助成事業

㪊㪉  精神障がい者医療費助成事業

㪊㪊  後期高齢者福祉医療費助成事業

㪋㪈  健康䈨くり推進事業

㪋㪉  予防事業

㪋㪊  成人保健事業

㪏㪌  図書館運営事業

(2) 㪍㪎  住環境整備事業

㪍㪏  消防団活動事業

㪍㪐  県操法大会出場事業

㪎㪇  消防施設管理事業

㪎㪈  災害対策事業

(3) 㪐  交通安全対策推進事業

㪈㪇  交通共済事業

4 (1) 㪏  地域自治推進事業

㪈㪈  広報䊶広聴事業

㪈㪉  地域情報化推進事業

㪈㪋  䉁ち䈨くり活動推進事業

(2) 㪈㪌  活動団体支援事業

5 㪈  議会運営事業

㪊  政策推進事業

㪋  職員研修事業

㪌  財産管理事業

㪍  公用車管理事業

㪎  電子計算運用事業

㪈㪐  税務対応事務事業

㪉㪇  戸籍住民基本台帳等事業

㪉㪈  衆議院議員総選挙

㪉㪉  ↸長選挙事業

㪉㪊  統計事業

㪉㪋  監査事務事業

地域ߦ根付いた多様ߥ住民

活動等の促進

参画ߣ協働の߹ちࠅߊߠの

推進ߣ住民自治の確立

効率的ߥ行財政運営効率的ߥ行財政運営

人の知恵・技・情報߇活

元気コミュニティをࠆ߈

創造すࠆ

健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災

害߿犯罪ߦߤߥ強い社会

を創造すࠆ

誰も߇自立した生活߇送ࠇ

健康長寿・生涯現役社会ࠆ

の構築

災害ߦ強い地域社会の形成

犯罪を抑止すࠆ地域力の向

上ߣ交通安全の推進
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款 01 議会費 予 算 㗵 5,1平7,000 

項 01 議会費  算 㗵 4,平平年,017 

目 01 議会費 国県支出金 0

使用料等 0 

そ0 ઁߩ 

事

 

業

 

0平 議会運営事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 4,平平年,017 

大分類  㧡 効率的ߥ行⽷政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

㧝 目的 

(1) 視察研修 

改善ߢߚ実態を把握し分析しߩ先進地等߇議員ޔߡ対しߦ課㗴等ࠆ抱え߇↸

策対応策を示ޕߔそߩߚߩ費用を⽶担ޕࠆߔ 

(平) 会議録ߩ作成 

議会ߩ公式記録ߢあࠅ会議ߩ一部始終を記録しߚ会議録を作成ޕࠆߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  毎ᐕޔ視察結果を↸執行部ߦ報告しߡいޕࠆし߆しޔ必ߕし߽↸政ߦ生߆さߡࠇ

いߪߣࠆ言えߥいޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

先進事例ߩ紹ࠆ߹ߤߣߦこߥߣくޔ↸長へߩ提言を前提ߦ具体的ߥ方向性を交

えߡ報告書を߹ޕࠆߣ 
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01-01-01(02) 

議会事務局 

㧠 ౝ容 

  大口↸ߣしߡ実施ࠆߔこߩߣ有用性可否を視㊁ߦ入ߡࠇ研究しࠄ߽ߡうこߣߣ

しޕߚ 

(1) 常任委員会ߩ行政視察 

常任委員会 研修先 期間 調査研究事項等 

総務建設 ਃ㊀県津市 

ਃ㊀県玉城↸ 

平1.7.9 

～7.10

農産物ߣ加工品ߩ産地直売所 

クࠫッ࠻カࠆࠃߦ࠼納税 

文教福祉 静岡県小山↸ 

愛知県東郷↸ 

平1.7.平 

～7.年

国民健康保険ߩ⽷政運営 

PFジ 方式ࠆࠃߦ学校建設 

議会広報 ࠪェンࡃッࡂ 

 (東京)サボ

平1.8.平5 

～8.平6

議会広報ߩ基本姿勢技術ߩ習

得を研修 

(平) 会派ࠆࠃߦ政務調査 

会派 研修先 期間 調査研究事項等 

誠真クࡉ 

 公党

大阪府堺市 

大阪府守口市 

平1.11.18 

～11.19

幼保連携型認定こ߽ߤ園 

公設民営型ߩ保育園 

大政クࡉ ਃ㊀県名張市 

ਃ㊀県伊賀市 

平平.平.4 

～平.5

 事業交付金制度ࠅくߠߜ߹

 見学ߩ࠻ンࡊ࡞サイク

 

㧡 成果及び評価 

(1) 成果 

制度組ߩߺ理解ߛけߥߪߢくޔ⽷政的見地ࠄ߆検証߇行わࠃࠆࠇうߥߦっ

 ޕߚ

(平) 評価 

ޔߪ後ޕいߥいߡ至っߪߦߢ߹いう提言ߣޠ߫ࠇߔうߤ何をޟޔߦ具体的ࠅࠃ

報告ߣいう手段ߦ加えޔߡ常任委員会ߣ担当部局߇相互ߦ意見を交換し合えࠆ場

 ޕいߚ߈いߡ設定をしߩ
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款 0平 総務費 ੍ 算 額 651,000 

項 01 総務管理費  算 額 650,年18 

目 01 行政管理費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

05 非核ᐔ和推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 650,年18 

大分類 㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

世界ߢ最初ߦ核兵器ߩ犠牲ߚߞߥߣ広島市ߦ中学生を派遣ࠆߔこޔࠅࠃߦߣ原爆

 ޕࠆߔߣを目的ߣこࠆߡを育ߜ気持ࠆߔᐔ和を愛ޔࠅ悲惨さを知ߩ戦ޔさߒࠈ恐ߩ

ߦプラザ及び役場ロビߺほほえޔ中学校ޔߒ広島長崎原爆パネルを借用ޔߚ߹

展示ޔߒ↸民ߩ多くߩ方ߦ原爆ߩ恐ߒࠈさ߿ᐔ和ߟߦいߡ考えࠆ機会を設けޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

昭和㧢㧜ᐕߩ大口↸非核ᐔ和宣言を受けޔߡᐔ成㧠ᐕ度ࠄ߆毎ᐕ８月㧢日ߦ挙行

さࠆࠇ広島市原爆死没者慰霊式及びᐔ和祈念式ߦ参列ࠆߔこߣを通ޔߡߓ戦ߩ悲

惨さを知ޔࠅᐔ和を愛ࠆߔ心を育成ޔߚࠆߔ中学㧞ᐕ生を広島市へ派遣ޕߚ߈ߡߒ 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ޔߪߢ行政課ޟ߇非核ᐔ和推進事業ޠをޔ学校教育課ޟ߇ᐔ和教

育推進事業ޠを実施ߡߒいޔ߇ߚ事業ߩ見直ߒを図ޔࠅᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠄ߆行政課ߦ

 ޕࠆいߡߒを開催ߤߥޠᐔ和祈念式ޟߡい߅

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 中学生߇派遣ߩ体験談を発表ࠆ߈ߢ場ߩ一ߡߒߣߟ大口↸ᐔ和祈念式を開催ޔߒ

参加ߩい世代㧕⧯ߦ民㧔特↸ߩ多くࠅࠃޔうࠃいߥ߇ߣこࠆ߹留ߦけߛࠇそޔߚ߹

 ޕいくߡߒ開催ౝ容等を検討連携を含ߩߣ中学校及び遺族会ޔうࠃࠆࠇࠄ得߇
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02-01-01(05) 

行政課 

㧠 ౝ容 

  広島ᐔ和資料館ࠄ߆原爆写真パネルを 借ࠅ受けޔ大口中学校ޔほほえߺプラザ

及び役場㧝階ロビߢパネル展を開催ޕߚߒ 

 派遣ߦᐔ和記念式典ߩ広島ޔߒ大口↸ᐔ和祈念式を開催ޔߣ߽ߩ民参加↸ޔߚ߹  

体験ࠄ߆方ߩ民↸ߚߒ戦を経験ޔߦ߽ߣߣࠆ報告を受けࠆࠃߦ中学生㧝㧞名ߚߒ

談を聞いޕߚ 

 

㧡 成果及び評価 

  パネル展ߟߦいޔߪߡ多くߩ方ߦ足を止ߡ観ࠄ߽ߡえޕߚほほえߺプラザߪߢ 

展示期間延長ߩ要望߇あޕߚߞ 

  広島ᐔ和記念式典へߩ中学生派遣ߟߦいޔߪߡ滞ߥࠅく無事終了ޔߒ大口↸ᐔ和

祈念式ߢ報告をޕߚߞࠄ߽ߡߒ派遣中学生ޔߪ被爆体験者ࠄ߆原爆ߩ恐ߒࠈさߛけ

原爆ޔࠅߚい話を聞いߥ߈ߢߩߣこࠆ語߆ߒ方ߚߒ体験ޔߤߥ悩⧰ߩく被爆者ߥߢ

資料館ߩ展示物を目ߩ当ߚߒߦࠅߚこޔߪߣ学校ߪߢ体験ߥ߈ߢい貴重ߥ経験ߥߣ

 ޕߚߞ
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款 0平 総務費 予 算 㗵 ェ65,000 

項 01 総務管理費  算 㗵 ェ4年,ェェ4 

目 0平 政策推進管理費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そ0 ઁߩ 

事

 

業

 

05 政策推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 ェ4年,ェェ4 

大分類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

㧝 目的 

 第㧢次大口↸総合計↹ߦ掲ࠆߍ㧟ߩߟ改革方針を推進ࠆߔ事ࠅࠃޔߢ安定した行

財政運営を実現ޕࠆߔ 

 具体的ޔߪߦ課㗴解ߦ関係ࠆߔ事業を結びޔߌߟそߩ課㗴ߦ対し所属を超えߡ

横断的ߦ取ࠅ組ޔߢߣߎ効率的ߢ相乗的ߥ効果߇発揮ࠆ߈ߢ組織を目指ޕߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

(1) ᐔ成㧝㧤ᐕ㧟 第㧢次大口↸総合計↹策定 

(平) ᐔ成㧝㧥ᐕ㧞 㧟課合ห検討会発足㧔政策調整課ޔ行政課ޔ企↹財政課㧕 

 →総合計↹ߦ掲ࠆߍ㧟ߩߟ改革方針㧔意識ޔ組織ޔ財政㧕ߩ推進ߦ向ޔߌ合ห

 ޕたߞあߢ困難߇ߣߎࠆえࠄߣߡしߣ課㗴ߩ㧟課共通ޔ߽ࠆߔ検討ߢ

(年) ᐔ成㧞㧜ᐕ㧣 第㧢次大口↸総合計↹推進プࡠジࠚク࠻発足 

㧟課ࡔߩンバߦ加えޔ各部ࠄ߆推薦ࠇߐたࡔンバを加えޔ㧝㧜ฬߢ構成 

㧟ߩߟ改革方針㧔意識ޔ組織ޔ財政㧕ߦߣߏ部会を設ߌ検討ޕ㧟課合ห検討会

 ޕた連携を深ߩ各部会ޔ所属しߦ㧝人㧞部会ޔߪンバࡔޔ反省を踏߹えߩߢ

→意識改革部会㧦人事評価制度ߩ検討ߣ試行を実施 

→財政改革部会㧦財政フࡓ㧔ᐔ常時ߩ࡞࠺ࡕ試算㧕ߩ構築ߣ物件費ߌ߅ߦ

 試行を実施ߩ枠配分予算ࠆ

→行政経営部会㧦行政評価制度ߩ検討ޔ全事業ߩ整理ߣ組織機構改革߳ߩ活用 

(4) ᐔ成㧞㧜ᐕ㧝㧞 部設置条例可 㧞㧝ᐕ㧠ࠄ߆施行 
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02-01-02(05) 

政策推進課 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 第㧢次大口↸総合計↹推進プࡠジࠚクߩ࠻検討結果を一過性ޔߕߖߣߩ߽ߩ引

 ޕいくߡ検討しޔߌ向ߦ改革߈続߈

ア 消耗品ߩ効活用߿備品等ߩ管理法ߩߤߥ事務改善策を具体化ޕࠆߔ 

  イ 多くߩ部署߇関連ࠆߔ全↸農業公園構想ߩ総論㧔理念㧕を策定ޕࠆߔ 

 ࠙ 総合計↹ߣ繋ߞ߇た事業計↹書ߩ作成及び予算ߩ枠配分を実施ޕࠆߔ 

㧠 ౝ容 

 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣 プࡠジࠚク࠻を発足㧔事務改善ޔ農業公園構想ޔ行政経営推進㧕 

(1) 事務改善プࡠジࠚク࠻ 

  構成員㧢ฬ 全㧤回ߩ会議を開催 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧟現在プࡠジࠚク߇࠻提案し

た㧤ߩߟ改善策を実施中㧔㧝ߩߟ改善策ߟߦいߡ検討中㧕 

(平) 農業公園構想プࡠジࠚク࠻ 

 構成員㧣ฬ 全㧤回ߩ会議を開催 ޟ大口↸全↸農業公園構想㧔計↹㧕ߩޠ概要

策定ߦ目処をޔߌߟ構想ߩ完成ޔ進捗ߩ状況を確認中 

 (年) 行政経営推進プࡠジࠚク࠻ 

   構成員㧣ฬ 全㧥回ߩ会議を開催 各部署߅ߦいޔߡᐔ成㧞㧞ᐕ度ߩ行政経営

計↹書を作成ޕ各部ߦ対し一部予算ߩ枠配分を実施しޔ各部長ߪ経営計↹書を基

 予算査定を実施ߦ

 

㧡 成果及び評価 

  ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣ߦ新たߥプࡠジࠚク࠻を立ち上ޔߍ所属を超えた課㗴ߦ対し横断

的ߦ取ࠅ組߈ߢ߇ߣߎたߣߎ及び各事業߅ߦいߡ行政経営計↹書を作成しޔ予算

 ޕ評価したいߕ߹ޔߪߡいߟߦߣߎた߈ߢ枠配分を実施ߩ

  今後ߩࠄࠇߎޔߪ取組を再点検しޔ改善߈ߴߔ点ߪ改善しޔ行政経営計↹書を基

ߡいߟߦࠇ流ߩ一連ߩそޔߦ߽ߣߣいくߡを検討しߺ組ߩ評価ޔした事業執行ߦ

公表しߡいくߣߎを検討しߡい߈たいޕ 
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 㗵取 861ん000 

項取 01取 総務管理費取 取 算取 㗵取 686ん019 

目取 0年取 職員管理費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

そઁߩ取 0 



取

業

取

04取 職員研修業取

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 686ん019 

大分類取 㧡取 効率的ߥ行財政運営取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊ分類取 －取 －取

㧝取 目的取

職員ߦ対ࠆߔ研修ࠍ実施ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔ職務ࠍ通ߓた能力開発߿学習的風土ߠ

くޔࠅ組織力ߩ向上ࠍ目指ޔߒ公務能率ߩ発揮及び増進ࠍ実現ࠍߣߎࠆߔ目的ߔߣ

取ޕࠆ

ᐔ成㧞㧝ᐕ㧞月ߦ策定ߒた大口↸人᧚育成基本方針ޔ߽ߢ施策ߩ一ߡߒߣߟ研修

制度ࠍ掲ޔࠅ߅ߡߍ同制度ߩ推進ࠆࠃߦ職員ߩ育成ޔ߇第㧢次大口↸総合計↹߅ߦ

取ޕࠆいߡߌߠ位置ߣߩ߽ࠆ߇繋ߦޠ実現ߩ将来像ߩち߹ޟࠆߌ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

↸単独ߢ実施ߒた研修ޔߡߒߣᐔ成㧝９ᐕ度ߪ管理職員ޔࠍᐔ成㧞㧜ᐕ度ߪ全職

員ࠍ対象ޔߦ従来ߩ勤務評定制度ߦ代わࠆ新たߥ人評価制度㧔目標管理制度㧕ߩ

ዉ入ߦ向ޔߌ制度ߩ目的߿目標ߩ設定方法ޔ評価ߩ際ߩ面談ߩ進方等ߩౝ容ߢ実

施ߒたޕ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 職員研修ߩฃ講方法ޔฃ講科目ޔฃ講時期等ࠍ研修計↹ߡߒߣ体系化ࠃࠆߔうޔ

一定ߩルルߦ沿ߞた研修ฃ講ߩ組ࠍߺ検討ޔߒそߩ具体案ࠍขޕࠆߣ߹ࠅ取

取 取 ᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔߪ尾張五市ੑ↸研修協議会ߩ務局ࠆߥߣたޔ当該協議会߇実

施ࠆߔ研修ߩ滑ߥ運営ޔ務ߩ合理化等ߦ努ޕࠆ取
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02-01-03(04) 

政策推進課 

㧠取 ౝ容取

公務ߩ効率化ࠍ目指ޔߒ߹たޔ職員ߩ資質向上及び能力開発ࠍ図ࠆたޔ各種研

修߳職員ࠍ派遣ߒたޕ取

߹たޔ技術職員ࠍ対象ޔߦ土木工及び建築工両面ߩࠄ߆監督員ߩߡߒߣ心構

えޔ工ߩ設計߿監督ࠆߔࠍ上ߩߢ務上ߩ留意点等ߩ習得及び工監査(務監

査技術監査)ࠆߌ߅ߦ技術ߩ向上ࠍ目的ޔߒߣ↸単独ߢ技術職員工監査研修ࠍ実

施ߒたޕ取

区取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 分取 ฃ講者数

財団法人愛知県市↸振興協会研修センタ実施研修取

㧔階層別及び専門的実務能力ߩ向上ࠆ߇ߥߟߦ研修㧕取

平9 人

尾張五市ੑ↸研修協議会実施研修取

㧔主ߦ経験ᐕ数ޔ階層別ࠆࠃߦ研修㧕取

年5 人

↸単独実施研修取

㧔職務ߩ向上ࠆ߇ߥߟߦ研修㧕取

技術職員工監査研修取 1平 人

派遣研修㧔自治大学校第㧟部課程新時代地域経営コス㧕取 1 人

延ߴฃ講者数取 取 合取 取 計取 77 人

 

㧡取 成果及び評価取

取 取 尾張五市ੑ↸研修協議会ߩ務局ޔߪߡߒߣ当該協議会ߢ実施ࠆߔアンケト様

式ߩ統一化ࠍ図ޔࠅアンケト結果߿研修実施結果ࠍ踏߹えた改善策ࠍ次ᐕ度ߦ活

ࠅขߦ務改善ޔߪた点ߞߥߣ運びࠆߔ運用ࠄ߆ᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔࠅ作ࠍߺ組ߔ߆

組ࠎた成果ߡߒߣ評価ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒޕࠆ߈ߢ職員研修ߩ体系化߿研修ฃ講ߩ組

ߞߥߣ課㗴ߩᐔ成㧞㧞ᐕ度以降ޔߪ具体案ߩそޔߕ߈ߢ߇検討ߥ十分ߪߡいߟߦߺ

たޕ研修ޔ߇職員ߩ育成手法ߩ一ߢߟあߪߣߎࠆ言う߹ߥ߽ߢいߢߣߎあޔࠅ引߈

続ޔ߈ขࠅ組ߢࠎいく必要߇あޕࠆ取

取 取 取
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款 0平 総務費 予 算 額 40,79平,000 

項 01 総務管理費  算 額 年8,896,平平年 

目 06 財産管理費 国県支出金 平61,平09 

使用料等 1平9,4平8 

そߩ他 1,116,年6年 

事

 

業

 

0年 財産管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年7,年89,平平年 

大分類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

㧝 目的 

  大口↸財産管理規則ߩ規定ޔࠅࠃߦ本庁舎ߩ使用ߩ規制及び秩序ߩ維持ߦ努ޔ

 ޕࠆ執行を確保すߥ適正ߟ߆滑ߩ公務ࠆけ߅ߦ本庁舎ߡߞ߽

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

(1) 庁舎ߩ冷暖ᚱ温度ߩ設定管理を行うޔߦ߽ߣߣク࡞ビ࠭ޔウォムビ࠭ߩ周

知を図ޔࠅ環境へߩ配慮ߣశ熱水費ߩ削減ߦ努߈ߡたޕ 

(平) 昨ᐕ度ߦ引⛯ޔ߈事務改善検討会議ߢ検討さࠇた取組を実践したޕ主ߥ取組ޔߪ

職員ࠆࠃߦ庁舎清掃ޔ封筒統一化ޔ事務用品一人一品運動及び備品消耗品ߩ集

中管理等ߢあޕࠆ 

(年) ᐔ成㧞㧞ᐕ度庁舎アࠬベࠬト撤去工事ߦ向けߡ設計業務を委託したޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  ↸民サビࠬߩ主要拠点ࠆߥߣ本庁舎及び庁舎付属設備機器ߟߦいޔߪߡ昭和㧠 

７ᐕߩ建築後㧟７ᐕ߇経過し劣化߇見ޔ߇ࠆࠇࠄ修繕工事保守点検及び清掃等

 ޕࠆ努ߦ確保ߩ良い事務環境ࠅࠃޔ維持管理を行いߩ
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02-01-06(03) 

行政課 

㧠 ౝ容 

  冷暖ᚱ機ޔ電気ޔ消防等各種設備ߩ保守点検߿清掃等ߩ委託業務ߟߦいޔߪߡ概

ߩ庁舎アࠬベࠬト撤去工事ࠆ実施すߦᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔた߹ޕ実施したߦߺ前ᐕ並ߨ

設計業務を委託したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

  ᐔ成㧞㧞ᐕ度ߦ庁舎耐震補強改修工事ߣアࠬベࠬト撤去工事を計↹しߡいޔ߇ࠆ

緊急ߦ修繕を必要ߣすࠆ箇ᚲߟߦいޔߪߡ個別ߦ対応したޕ 

  庁舎ߩ冷暖ᚱ機ߩ運転状況ޔߪ春వ߹ߢ寒波ߩ影響߇大߈くޔ暖ᚱߦ使用すࠆＡ

重油ߪ前ᐕ７７％ࠅࠃ増加したޔ߇冷ᚱ機ߩ運転時間を小間目ߦ調整したこࠃߦߣ

 ޕ㧝㧞％減少したߪ電気料ޔࠅ

  事務改善検討会議ߢ検討さࠇた取組を実践した結果ޔ在庫消耗品ߩ支出７％ߪ減 

少したޕ今後߽ユࠬしޔ不足すߺߩߩ߽ࠆ購入すޕࠆ 

  事務改善ߩ検討ޔߪ些細ߥこࠆ߈ߢޔ߽ߢߣこߣを地道ߦ⛯けߡいくこ߇ߣ重要

 ޕࠆ考えߣ必要߇⛯⛮ߥ自主的ޔࠅあߢ
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款 0平 総務費 予 算 額 17,70平,000 

項 01 総務管理費  算 額 15,117,159 

目 06 財産管理費 国県支出金 47,5平年 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

04 公用車管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 15,069,6年6 

大ಽ類 㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類 － － 

㧝 目的 

大口↸公用車管理規程ߦ基߇↸ޔ߈ߠ業務ߦ使用すࠆた所及び保管すࠆ車両

 ޕ保守点検等を行うߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

(1) ᐔ成㧝８ᐕ㧠ࠄ߆公用車利用ߩ効率化を図ࠆたޔ各課ߦ配置しߡいた公用

車ߩうちޔ総務部所管ߩ一部を集中管理方式ߦಾ換えޔそߩᓟޔ段階的ߦ拡大しޔ

ᐔ成㧞㧜ᐕ度末現在ޔ㧟㧝台中㧝㧡台߇集中管理ߥߣっߡいޕࠆ 

(平) 燃料価格߇頻繁ߦ変動すࠆたޔ㧟߆毎ߦ行っߡいた契約を毎契約ߣしޔ

変化ߦ対応ࠃࠆ߈ߢうߦ改たޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 購入ᓟ㧝㧜ᐕ以上ߩ公用車ޔ߇全体８ߩ㧜％㧔↸所車㧞㧜台中㧝㧢台㧕を占

 ޕࠆ台数を検討すߩ買い替え計↹及び全体ߩた今ᓟス車߽含ޔたࠆいߡ

 (平) ᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔߪ普通車㧞台を軽自動車ߦಾࠅ替えޔス車㧝台を廃車すޕࠆ
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02-01-06(04) 

行政課 

 

㧠 ౝ容 

  環境対策ߩ一部小型ޔߪ今ᓟޔたࠆ߆߆߇経費ߣࠆߺߦ長期的ޔߪス車 (1)

車ߦಾࠅ替えޔ↸財産ߣしߡ維持管理を行っߡいくޕ 

(平) ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜ߦ公用自転車を設置したたޔ効率的ߦ利用すޕࠆ 

 

㧡 成果及び評価 

  公用車ߩ集中管理方式߇定着しޔࠅ߅ߡ߈ߡ計↹的ޔ効率的ߦ利用ࠃࠆ߈ߢ߇う

 ޕࠆいߡっߥߦ

  ߹たޔ公用車ߩ更新計↹を߽ޔߦߣ適ಾߦ維持管理を図ࠆこ߇ߣ必要ߢあޕࠆ 

 

※   環境対策車ޔߪߣ低燃費達成車㧔ޟエネ࡞ギߩ使用ߩ合理化ߦ関すࠆ法ᓞߦޠ

基ߠく早期達成車㧕又ߪ低排出ガス認定車㧔ޟ低排ガス車認定実施要領ߦޠ基ߠく

認定車㧕をいうޕ 
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款 0平 総務費 予 算 額 平平7,49年,000 

項 01 総務管理費  算 額 平平0,09平,476 

目 07 電子計算費 国県支出金 17,981,148 

使用料等 0 

そ0 ઁߩ 

事

 

業

 

04 電子計算運用事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平0平,111,年平8 

大ಽ類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類  － － 

㧝 目的 

  今日ߩ行政事務ߦ不可欠ߥ要素ߩ一ߢߟあޔࠆ情報網ߢ接続さࠇた電子計算機器

すߣ運用及び安ቯ稼働を目的ߥ滑ߩム㧕࠹電子計算組織㧔情報処理ࠪࠬࠆߥࠄ߆

 ޕࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲまߩߢ経過 

  職員ߩノࡄ࠻ソコンߣそߩ管理機器ߩ更新ߦ伴いޔ認証印ࠪࠬ࠹ム及び無線

ＬＡＮ認証ࠪࠬ࠹ムを追加しޔ認証キを㧝種類ߩＩＣカߦ࠼集約すࠆこࠃߦߣ

 ޕた߈ߡߞ利便性を図ߩ職員ࠅ

 またޔ既ሽߩ住民情報ࠪࠬ࠹ムޔߪ汎用機ߢ構成さߡࠇいࠆたޔ一般的ࡄߥソ

コン߿サߦࡃ比ߴ高額ߥ機器߇必要ߢあޔࠅ対応ࠆ߈ߢ㧿Ｅ㧔ࠪࠬ࠹ムエンࠫ

ニア㧕߽減少しߡいࠆたޔ標準的࠹ࠬࠪߥムࡄッケߩ߳ࠫಾࠅᦧえ߇必要ߥߣ

 ޕいたߡ߈ߡߞ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 新住民情報ࠪࠬ࠹ム㧔以下ޟＧコアߣޠいうޕ㧕ߦ大口↸独自ߩ様を盛ࠅ込ޔߣ

ᐲ改正ߩᐲߦ高額ߥ修正費用߇発生しߡくࠆたޔ今後ߩ電算ࠪࠬ࠹ムߩ開発߿

修正委託料を抑すࠆたޔߪߦ標準的࠹ࠬࠪߥムࡄッケߩࠫ運用ߦ合わせߡ各

課業務ߩ見直しを図ࠆ必要߇あޕࠆ 

  Ｇコア࠺ߪߦタ抽出機能߇搭載さࡄޔࠅ߅ߡࠇッケߥߦࠫい機能等ߟߦいߡ 
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02-01-07(04) 

行政課 

 ޕ職員研修を行うޔたࠆあ߇必要ࠆ対応すߡタを加工し࠺抽出したޔߪ

またޔ帳票߇全ߡ新規作成ࠆߥߣたޔ納付書ߟߦいޔߪߡ将来コンビニエンࠬ

 ޕࠆう調整すࠃ済ߢ修正ߩᦨዊ限ߦた時ߞߥߣ必要߇ア対応࠻ࠬ

 

㧠 ౝ容 

  Ｇコアߩዉ入ߦあたޔߪߡߞ各課ߣ十ಽߦ打合せを行いޔ可能ߥ限ࠅ要望等を反 

 映すࠃࠆう行ߞたޕ 

 またޔ口ᐳ振ᦧ依頼࠺タを全国共通ߩ様ߦ改ޔ併せߡ保育料ߩ口ᐳ振ᦧを 

追加すޔߦ߽ߣߣࠆ納付書等ߩ封筒ߩ統一化を図ࠆたޔ送付物ߩተ名等ߩ印ሼ位 

置を調整したޕ 

 さޔߦࠄ抽出࠺タを業務ߦ幅広く活用しࠄ߽ߡうࠃうዉ入業者ࠅࠃߦ研修会を 

実施したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

  Ｇコアዉ入ޔࠅࠃߦ業務࠺ߩタ抽出߇容易ޔࠅߥߦ対象者ߩ確認作業等を担当 

 課ߢ行うこ߇ߣ可能ߞߥߦた一方࠺ޔߢタ作成ߦ対すࠆ機器操作ߩ知識ߩ習得߇ 

 必要ޔߢ研修会߿勉強会ߤߥを通しޔߡ効率的࠹ࠬࠪߦムを活用ࠃࠆ߈ߢうߦすࠆ 

 こ߇ߣ求ޕࠆࠇࠄ 

 またޔ納付書等を送付すࠆ封筒を統一化したこޔࠅࠃߦߣ封筒在庫管理ߩ手間を 

省くこޔ߈ߢ߇ߣ郵便料ߩ削減ߦ繋ߞ߇たޕ 
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款 0平 総務費 予 算 㗵 44ん481ん000 

㗄 01 総務管理費  算 㗵 4年ん平96ん850 

目 08 住民自治費 国県支出金 0 

使用料等 4ん600 

そ5 ઁߩん594ん749 

事

 

業

 

0年 地域自治推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年7ん697ん501 

大分類 㧠 人ߩ知恵技情報߇活ࠆ߈元気コࡒュ࠾ティࠍ創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 参↹ߣ協働ߩ߹ちߠくߩࠅ推進ߣ住民自治ߩ確立 

㧝 目的 

大口↸߹ちߠくࠅ基本条例ߩ規定ߦ基ޔ߈ߠ地域自治組織ߩ区域߿組織制度ߦ

 ޕ目指すࠍ確立ߩ住民自治ޔ検討しߡいߟ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ޔߪߢ地域住民߆߆ߦわࠆ行区ߣ学共施設等ߩ管理運営ߩ所管

課߇行課ߣ生涯学習課ߦ分ߡࠇ߆いたޕ߹た一部ߩ学共施設等ޔߪ協働委託事業

機ߩᐔ成㧞㧝ᐕ㧠ޕいたߡ管理運営しߦく自主的ߥߣこࠆࠅ借ࠍ手ߩ行ߡしߣ

構改革ࠅࠃߦ地域住民߆߆ߦわࠍߩ߽ࠆ↸民安全課ޔߣ߹ߦ大口↸ߩあ߈ߴࠆ地

域自治ߩ姿ࠍ考えࠆ形ࠍ整えたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

地域ࠍ取ࠅ巻く環境ߩ変化ޔߣ今求ߡࠇࠄいࠆ地域自治ߟߦいߡ認識ࠍ深ޔ

大口↸ߩあ߈ߴࠆ地域自治ߩ姿ߣそߩ実現ߦ向けޔߡ行区交付金߿学共施設等ߩ

管理ߤߥ今߹ߩߢ組ࠍߺ活߆しߟߟ今後何߇必要߆ߩߥ検討すޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

地域自治組織ߩ区域߿組織制度等ߟߦいߡ検討ࠍ行うたޔ㧝㧝行区ࠄ߆選

出した委員㧞㧠名ࠄ߆構成すޟࠆ߹ちߠくࠍࠅ考えࠆ会ࠍޠᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧞㧣 

日ߦ発足させたޕ 
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02-01-08(03) 

町民安全課 

活動ౝ容 

回  日 ౝ  容 

㧝 ᐔ成 平1 ᐕ 

11  平7 日㧔金㧕

 概要説ߩޠ基本条例ࠅくߠ大口↸߹ちޟ

 説ߩ設置目的等ߩޠ会ࠆ考えࠍࠅくߠち߹ޟ

㧞 1平  1平 日㧔土㧕 ○高浜市ޟ߹ちߠくࠪࠅンポࠫウ߳ޠࡓ参加 

㧟 ᐔ成 平平 ᐕ 

㧝 15 日㧔金㧕 

○豊田市足助地域自治区ߩ視察ߦ向けた事前勉強会 

㧠 㧝 平9 日㧔金㧕 ○豊田市足助地域自治区ߩ視察 

※翌 年0 日ߦ志ߢ自治ࠍ考えࠪࠆンポࠫウ߳ࡓ参加㧔犬山市㧕

㧡 平  16 日㧔火㧕 ○ࠣルプワࠢ 

 検証ߩࡓ豊田市自治ࠪࠬテ

 洗い出すࠍ問㗴点ߩ地域ߩ↸大口

㧢 年  16 日㧔火㧕 ○ࠣルプワࠢ 

 ࠆ探ࠍ原因ߩ地域課㗴

㧣 年  平6 日㧔金㧕 ○ࠣルプワࠢ 

 ࠆ考えࠍ解策ߩ地域課㗴

 

 

㧡 成果及び評価 

地域コࡒュ࠾ティߩ活性化ޔ住民自治ߩ確立ࠍ目的ߣしߡ交付し߈ߡた行区交

付金ߣ地域自治組織ߩ活動拠点ߢあࠆ学共施設等ߩ常時開ࠍ目指し進߈ߡた協

働委託事業ߩ統合ࠍ検討す߈ߴ時期ߦ߹ちߠくࠅ基本条例߇施行さޔࠇ地域自治組

織ࠍ改ߡ検討すࠆこߞߥߣߣたޕ昨ᐕ発足した߹ちߠくࠍࠅ考えࠆ会ߪߢ㗅調ߦ

課㗴等ߩ検討߇進ޔࠅ߅ߢࠎ評価ޕࠆ߈ߢ今後ߪセ࠽ࡒ等ߩ開催ޔ経過ߩ整理

報告ࠍ通しߡ地域住民等ߦ発信すࠆこޔߣߣ更ߦ組織等ߩ具体的ߥ検討߇必要ߢあ

 ޕࠆ
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款 0平 総務費 予 算 額 4,0平年,000 

項 0干 総務管理費  算 額 年,976,年0年 

目 09 交通安全対策費 国⋵支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 交通安全対策推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年,976,年0年 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 犯罪を抑止すࠆ地域力ߩ向上ߣ交通安全ߩ推進 

㧝 目的 

大口↸交通安全条例ߦ基ޔ߈ߠ運転者へߩ啓発活動ޔ高齢者子߽ߤを対象ߣし

た交通安全教育ߩ実施及び広報活動等を行うࠅࠃߦߣߎ悲惨ߥ交通事故ߩ防止を目

的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

大口↸交通安全推進協議会を昭和㧟㧣ᐕߦ発足しޔ↸長を会長ߣしߡ区長学校

企業↸職員を委員等ߣしޔߡ↸ౝߩ交通事故ߩ抑制ߩたߦ街頭監視活動等を行

 ޕࠆいߡ設置しߦ民安全課↸ࠄ߆ᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔߪ事務局ޕࠆいߡߞ

ᐕ間行事ߣしޔߡ交通安全ߦ関すࠆ様々ߥ事業を江南警察署及び各種団体㧔商工

会女性部ޔ丹羽ライࠝンズクラブ等㧕ߣ連携しޔ⛮⛯しߡ行ߡߞいޕࠆ 

  毎ᐕߩ主ߥ活動ޔߪ交通安全街頭監視活動ޔ交通安全啓発活動ޔ交通安全教室ߩ

開催ޔ交通安全用品ߩ配布ޔ交通安全施設ߩ整備等ߢあޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

大口↸交通安全条例ߩ第㧝条㧔目的㧕ߦ掲ޔࠅ߅ߣࠆߍ交通安全対策基ᧄ法ߩ規

定ߦ基߈ߠ↸民ߩ安全ߢ快適ߥ生活ߩ実現を図ߣߎࠆを目標ߣしߡいޕࠆ 

  ↸ౝߩ危険箇所ߩ把握ޔ߿警察ߩߣ連携ޔ並びߦ協力団体ߩ表彰等ߩ活動を通し

 ޕࠆ推進を図ߩ交通安全対策ߥ効果的ࠅࠃޔߡ
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02-01-09(03) 

町民安全課 

㧠 ౝ容 

朝ߩ通勤通学時間帯ޔߦ大口↸交通安全推進協議会委員߇↸ౝߩ主要交差点㧔㧟

㧞߆所㧕ޔߢ交通安全街頭監視活動ࠆࠃߦ交通安全啓発を㧝㧢回実施したޕ 

  交通安全⋵民運動期間中ߩ春㧔㧠月㧕夏㧔㧣月㧕秋㧔９月㧕ᐕᧃ㧔㧝㧞月㧕ߦ

↸ౝߩ大型店舗等ߡߦ啓発活動を実施したޕ 

  シトࡌルト着用徹底強化旬間㧔㧢㧝㧝㧞月㧕ߦシトࡌルト関所を設ޔߌ

シトࡌルト着用を呼び掛ߌたޕ 

  交通安全教室ߣしޔߡ↸ౝߩ保育園及び幼稚園߅ߦいߡ幼児を対象ߣした教室を

㧝㧠回開催したޕ信号ߩ意味ޔ߿道路を歩ߊ時ߩ注意点をわ߿ࠅ߆すߊ説したޕ 

またޔ幼児新小学㧝ᐕ生ߦ交通安全用品を配布しޔ各保育園߅ߦいߡ自転車点

検を行ߞたޕそしޔߡ高齢者を対象ߣした教室を㧠回開催したޕ老人クラブを対象

 ޕ事を説したࠆ関すߦ交通安全ߤߥ運転ߩ自転車ޔߢした教室ߣ

  またޔ交通安全施設ߩ設置を行ߞたࠞޕブミラߤߥ道路ߦ関すࠆ整備ޔߪ建

設農政課ߩޔߡߦぼࠅ旗߿啓発⋴板ߩ取付ߪ↸民安全課ߡߦ設置を行ߞたޕ 

  定期的ߦ↸ౝߩ道路標識及び道路標示を調査しޔ必要ߟߦߩ߽ߥいߪߡ江南警察

署ߦ修繕又ߪ再ࡍイントを依頼しޔߡ交通事故をᧂ然ߦ防ࠃߋう努ޕࠆ 

 

㧡 成果及び評価 

  交通事故総件数 

人身事故 

死亡事故 重傷事故 軽傷事故 合計 

物損 

事故 ᐕ 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 

平0  0  0 干4 干4 平57 年干年 平7干 年平7 98平

平干   平   平 干0 干0 平67 年年7 平79 年49 950

ᐔ成㧞㧝ᐕߪ約㧞ᐕ間ߞ߆ߥた死亡事故߇発生しޔ人身事故߇若ᐓ増加したޔ߇

物損事故ߪ減少したޕ 

最近㧝㧜ᐕ間を見ߣࠆ交通事故件数ޔߪᐔ成㧝㧡ᐕをピクߦ減少しߡいޕࠆ↸

民ߩ安全安心を確保すࠆたޔ特ߦ事故防止ߩ啓発ߦ力を注ޔ߉交通安全を推進し

 ޕߊいߡ
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款 0平 総務費 予 算 㗵 571ん000 

㗄 01 総務管理費  算 㗵 490ん平75 

目 09 交通安全対策費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 平4平ん460 

事

 

業

 

04 交通共済事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 平47ん815 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会ࠍ創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 犯罪ࠍ抑止ࠆߔ地域力ߩ向ߣ交通安全ߩ推進 

㧝 目的 

  住民߇ᐕ㗵㧡㧜㧜㧔ਅ半期ࠄ߆加入ߪ㧟㧜㧜㧕ߩ掛金ࠍ納付ࠆߔこࠃߦߣっ

相ࠆߔ支給ࠍ見舞金ޔߓ応ߦた日数ߒ通院ߪ入院またߦ遭った場合ߦ交通事故ޔߡ

互共済ࠍ実施ޔߒ住民ߩ生活安定ߣ福祉ߩ増進ߦ寄与ࠆߔこࠍߣ目的ޕࠆߔߣ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  交通共済事業ޔߪ昭和㧠㧡ᐕ㧝㧝月ߦ設立さࠇた尾張地方㧢市㧡↸ߢ構成ࠆߔ尾

張市↸交通災害共済組合ߢ実施ߡߒいޕࠆ 

ᐔ成㧝９ᐕ度ࠄ߆高齢者子ߦ߽ߤ対ߡߒ実施ߡߒいた↸費⽶担ࠍ無くޔߒ全ߡ

加入者ߩ⽶担ߒߣたޕ 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߦ生活課ࠄ߆↸民安全課ߦ所管߇変更ߥߦったޕ 

ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝月ࠄ߆庁舎ౝߩ電算システム変更ޔࠅࠃߦ随時ߩ納付書打ち出߇ߒ

↸民安全課ߢ可能ߥߣったޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  通常ߩ交通事故証書߇発行さࠆࠇケスߪ問㗴ߥいޔ߇警察ߩ現場確認ߥ߇く

交通事故証書߇発行さߥࠇいケスߤޔߪߢこࠄ߆交通事故ߣ߆いう判断߇難ߒ

いޕこߩこ߽ߣ含ޔ手㗅ࠍまߣたマニュアルࠍ作成ߔべߢ߈あޕࠆ 
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02-01-09(04) 

町民安全課 

㧠 ౝ容 

  毎ᐕ㧞月ᧃߦ各世帯ߦ申込書ࠍ発送ޔߒ㧟月㧝日ࠄ߆加入申込ࠍ受け付けߡいޕࠆ

またޔ広報㧟月号ߦチラシࠍ折ࠅ込ߢࠎ加入ࠍ呼び掛けߡいޕࠆ 

  申請ߪߦ交通事故証書㧔自動車運転安全センタ発行㧕ߣ診断書㧔医療機関発

行㧕߇必要ޕࠆߥߣ見舞金ߩ給付定ޔߪ尾張市↸交通災害共済組合߇行うޕ 

 

給付金支給状況㧔大口↸㧕              ᐔ成 平平 ᐕ 年 月 年1 日現在  

ᐕ 

度 

人口 

㧔人㧕 

加入者数

㧔人㧕 

加入率 

㧔％㧕

共済会費 

㧔千㧕㧭

交付金 

㧔千㧕㧮

受給者 

数㧔人㧕

支給㗵 

㧔千㧕㧯 

給付率

㧯/㧭－㧮

19 平平ん167 8ん176 年6.9 4ん084 平年平 60 年ん570 9平.7

平0 平平ん490 7ん940 年5.年 年ん968 平平7 ※ 5平 年ん490 9年.年

平1 平平ん560 8ん086 年5.8 4ん041 平年平 ※ 平1 平ん150 56.4

※受給者数ߪ交通事故ߩあったᐕ度ߥߣっޔࠅ߅ߡ治療߇完治ߩࠄ߆ߡߒ申請ࠆߥߣ

たᐔ成㧞㧜ޔ㧞㧝ᐕ度分ޔߪ受給者数ޔ支給㗵等߽今後増えࠆ可能性߇あޕࠆ 

給付金支給状況㧔全体㧕                              ᐔ成 平平 ᐕ 年 月 年1 日現在 

ᐕ 

度 

人口 

㧔人㧕 

加入者数

㧔人㧕 

加入率 

㧔％㧕

共済会費 

㧔千㧕㧭

交付金 

㧔千㧕㧮

受給者 

数㧔人㧕

支給㗵 

㧔千㧕㧯 

給付率

㧯/㧭－㧮

19 580ん494 168ん967 平9.1 84ん年9平 4ん769 1ん1年5 6年ん765 80.1

平0 586ん5平年 158ん694 平7.1 79ん平67 4ん1年6 994 50ん070 66.6

平1 589ん16年 150ん474 平5.5 75ん168 4ん年01 480 平平ん7年0 年平.1

 

㧡 成果及び評価 

  加入率給付率ޔ߽ߣ大口↸ߪ組合構成市↸全体ߩᐔ均ࠍ回っߡいޕࠆ 

事業ࠍ滑ߦ進ޔߪߦࠆ加入率ߩ向ߣ交通事故ߩ減少߇必要ߢあޕࠆᧄ↸ߣ

交通安ޔߦ߽ߣߣߔ目指ࠍ向ߩ加入率ޔ߈行ߡ図っࠍ周知ߩ今後߽事業ޔ߽ߡߒ

全対策ࠍ推進ߡߒいߥ߆けߥࠄߥ߫ࠇいޕ 
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 㗵取 9,079,000 

項取 01取 総務管理費取 取 算取 㗵取 7,7イィ,876 

目取 10取 広報費取 国県支出金 0

使用料等取 0 

そߩ他取 1,81ィ,8イ7 

事

取

業

取

0年取 広報広聴事業取

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 イ,9ィ0,019 

大分類 取 㧠取 人ߩ知恵技情報߇活ࠆ߈元気コࡒュニࠖ࠹を創造ࠆߔ取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊ分類 取 (1) 参↹ߣ協働ߩまߩࠅߊߠߜ推進ߣ住民自治ߩ確立取

㧝取 目的取 取

ߩ住民ߢいౝ容ߔ߿ࠅ߆分ޔ情報をߩߤߥࠬࡆࠨ行政ޔ行事߿行政施策ߩ↸

方々ߩ自宅ߦ届ߣࠆߌ共ޔߦ住民相互ߩ情報⊒信をࠨポޕࠆߔ࠻取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過取

住民ߦ近い視点ߢข材を߅こߥうޔߦߚᐔ成㧝８ᐕ度ޟࠄ߆まߩߜ話㗴ޔߤߥޠ

紙面作ߩࠅ一部を㧺㧼㧻⊓録団体ޟＺ㧻㧻㧹ޠへ委託しޕߚ取

ࠆ߈ߢ更新ߢを担当課ࠫࡍࡓࡎࠄ߆ᐔ成㧝８ᐕ度ޔߪߡいߟߦࠫࡍࡓࡎ

取ޕࠆいߡ管理し㧔㧯㧹㧿㧕をዉ入し運営ࡓ࠹ࠬࠪ

取

㧟取 目標又ߪ改善策 

広報ߟߦいࠫࡍޔߪߡ数߇ᐕ々増加傾向ߦあࠫࡍޔߚߚߞを削減しౝ容を

精査ࠆߔこޔߢߣ最ዊ限ߩ情報量ߢ分ߊߔ߿ࠅ߆簡潔ߦ表現ࠃࠆ߈ߢうޕࠆߔߦコ

 ޕࠆ考えߣࠆあߢ必要ߪ抑ߩ数ࠫࡍ߽ߡい߅ߦ面࠻ࠬ

Ｚ㧻㧻㧹ߩߣ協働委託ߟߦいޔߪߡ住民視点ߩߢ編集を⛮⛯ߣࠆߔ共ޔߦ人件費

削減ߩ効果߇期待ޔߢߩࠆ߈ߢ委託範࿐を拡大ޕࠆߔ
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02-01-10(03) 

地域振興課 

㧠取 ౝ容 

ޕߚ行し⊑ߦを㧡月ޠ財布ߩߜᐔ成㧞㧝ᐕ度版まޟޔを毎月㧝回ޠߜߋ߅߅広報ޟ

まࠫࡍࡓࡎޔߚを更新ࡓ࠹ࠬࠪࠆߔ㧔㧯㧹㧿㧕を利用しޔ常時最新ߩౝ容ߦ

更新ޔまߪߚ各課へ更新依頼をࠆߔこࠫࡍࡓࡎߢߣ全体を管理しߡいޕࠆ取

ޕߚ߈ߢ߇ߣこࠆߌ届ߦ行政情報を住民ߩ最新ޔࠅࠃߦ行⊑ߩޠߜߋ߅߅広報ޟ

Ｚ㧻㧻㧹ߦ委託ࠆߔこޟޔߢߣまߩߜ話㗴߇ޠ充実しࠅࠃޔ多ߩߊ住民地域ߩ元

気ߥ活動を紹ࠆߔこޕߚ߈ߢ߇ߣ委託範࿐を拡大しߚこޔߢߣౝ容ࠅࠃ߇住民

目線ࠗࠩ࠺ޔࠅߥߣン߽改善さޕߚࠇさޔߪߦࠄ特集を協議し共ߦ編集ߚ߈ߢこ

特集を掲載ߩ等࡞ࡇࠕ交通事故緊急桜ߩ五条川堤バࠬࠖ࠹ュニࡒコޔߢߣ

取ޕߚ߈ߢ߇ߣこࠆߔ

取

取

取

まߩߜ財布ߟߦいߪߡ全戸配布しࡒޔߜߋ߅߅ࡈࠗޕߚニ↸勢要覧ߟߦいߡ

取ޕߚしߣ行⊑ߩᐔ成㧞㧞ᐕ度ߪ

様々ޔ運営を行い管理ࠆࠃߦ同様㧯㧹㧿ߣߢまࠇこޔߪߡいߟߦࠫࡍࡓࡎ

取ޕߚ努ߦߣこࠆߔ掲載ߦࡓタࠗ࡞ࠕ情報をߥ
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02-01-10(03) 

地域振興課 

情報ߥ定型的߿削減ߩ行部数等⊑ޔ߆ほߔ見直ߦ行時期⊑߿望ましい提供情報ߡߞ

取ޕࠆ効率化を࿑ߩ事務ޔߤߥࠆߔ様式を統一化ߡいߟߦ

主߇う各担当課ࠃࠆ߈ߢ情報⊒信ߩ最新ߦ㧯㧹㧿㧔常ޔߪߡいߟߦࠫࡍࡓࡎ

体的ࠫࡍࡓࡎߦへߩ掲載更新を行うこࡓ࠹ࠬࠪࠆ߈ߢ߇ߣ㧕をዉ入しߡいࠆ

事業ߥ必要߇情報⊒信ޔ߿ࠫࡍいߥいߡࠇ更新さߦ情報ߩ最新ޔߕࠄわ߆߆߽ߦ

ࠄߌ見ฃ߇温度差ߩ意識ࠆߔ対ߦࠫࡍࡓࡎߢ職員間ޔߤߥいߥいߡࠇ掲載さ߇

情報ߩࠫࡍࡓࡎޔ掲載情報を点検しߦ定期的ࠄ߆運営面管理ޔߡ改ޕࠆࠇ

掲載更新を積極的ߦ呼び掛ߡߌいߚ߈いޕ取

取
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款 0平 総務費 予 算 額 平ん年60ん000 

㗄 01 総務管理費  算 額 平ん平0年ん70ィ 

目 10 広報費 国県支出金 0

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0ィ 地域情報化推ㅴ事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平ん平0年ん70ィ 

大分類  㧠 人ߩ知恵技情報߇活ࠆ߈元気コࡒュニࠍࠖ࠹創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 参↹ߣ協働ߩまちߩࠅߊߠ推ㅴߣ住民自治ߩ確立 

㧝 目的  

ࡊウン࠲サࠗバޔߦ共ߣࠆߔ情報⊒信ߦ積極的ࠍޠちߋ߅߅まちߥ元気ޟ

ン第ਃ章ޟ住民ߩ参↹ߣ参加ߩまちߩޠࠅߊߠ推ㅴޔ新たߥコࡒュニߩࠖ࠹創造ޔ

誰߽ߢいߤޔ߽ߢߟこ߽ߢࠄ߆参加ࠆ߈ߢネッ࠻ワクߩ構築ޔそしߡ元気ߥまち

 ޕࠆߔ実現ࠍޠちߋ߅߅ウン࠲サࠗバޟ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

1年 ᐕ 11 月 サࠗバ࠲ウンࡊン策定 

1ィ ᐕ ィ 月  サࠗバ࠲ウンクエࠗ࠻委員会⊒足 

1ィ ᐕ 9 月～16 ᐕ 年 月 ↸ౝࡉߩロ࠼バン࠼加入世帯ߦ補助金支給 

16 ᐕ 1 月  住民参加型サࠗޟ࠻Cyber Cマmmunity ߋ߅߅ちޠ開設 

16 ᐕ 11 月 動↹サࠗ࠳ߦ࠻ッࠪュࡑン⊓場！前ㅳࠕクセࠬ件数ߩ 平0 倍ࠍ記録 

18 ᐕ ィ 月  ߋ߅߅ޟちࡒ࡞࠲ࠫ࠺ュޠࡓࠕࠫ開設 

18 ᐕ 8 月  携帯電話向ߌ情報配信ࠪࠬޟࡓ࠹あࠎしࠎ安全ޠߣߞߨ運用開始 

 以降ޟޔCyber Cマmmunity ߋ߅߅ちߋ߅߅ޟޠちࡒ࡞࠲ࠫ࠺ュޟޠࡓࠕࠫあࠎしࠎ

安全ࠍޠߣߞߨ⛮⛯運用ޕ利用者㧔閲覧者㧕数߽㗅調ߦ伸びߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

クエࠗ࠻委員会最終報告ޟߩ㧞㧝世紀ߩ大口ࠍ目指しߦޠߡ基ޟޔ߈ߠサࠗバ

 ޕࠆ図ࠍ充実ࠆߥࠄさߩ࠻動↹配信サࠗߦたࠆߔ実現ࠍޠちߋ߅߅ウン࠲
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02-01-10(04) 

地域振興課 

㧠 ౝ容 

(1) あࠎしࠎ安全ߣߞߨ 

ᐔ成㧝㧤ᐕ㧤月ߩ運用開始以降ޔ防災防犯消防生活気象情報ࠍ配信ޕ

ᐔ成㧝㧥ᐕ㧠月ޔࠄ߆消防情報ޔߪ消防署ࠄ߆直接配信ࠃࠆ߈ߢうߡߞߥߦいޕࠆ 

(平) Cyber Cマmmunity ߋ߅߅ち 

 ޕ配信したߡ撮影しࠍ等ࠅߟ四季まߩ憩いޔࠅあい祭ࠇふޔ舞い大祭ࠈ߿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㧡 成果及び評価 

(1) あࠎしࠎ安全ߣߞߨ㧔ᐔ成 平平 ᐕ 年 月 年1 日現在㧕 

録者数［対前ᐕ度］㧦防災⊓ ࠕ 1ん06ィ 件[＋16ィ]ޔ防犯 1んイ67 件㧔全校区校区

別計㧕［＋186］ޔ消防 1ん1年7 件［＋1イ6］ޔ生活 96年 件［＋1ィィ］ޔ気象 1ん0平平 件［＋

1イ8］ 

ࠗ 配信件数［対前ᐕ度］㧦防災 7 件［＋イ］ޔ防犯 ィ年 件［－平年］ޔ消防 平7 件［＋6］ޔ

生活 平7 件［＋9］ޔ気象 平7 件［＋年］ 

(平) Cyber Cマmmunity ߋ߅߅ち㧔ᐔ成 平平 ᐕ 年 月 年1 日現在㧕 

動↹本数［対前ᐕ度］㧦1ィイ ࠕ 本［＋18］ 

ࠗ 動↹閲覧件数［対前ᐕ度］㧦8平ん078 件［＋平平んイ91］ 

あࠎしࠎ安全ߣߞߨ⊓録者数ޔ動↹閲覧件数ߩい߽ࠇߕ㗅調ߦ増加し⛯ߡߌい

幅ޕࠆߌ⛯ࠍ情報⊒信ߥ積極的ࠄ߇ߥ模索しࠍ運営࠻サࠗߩ今後߽住民参加型ޕࠆ

広い団体ߣ協力しࠄ߇ߥ今まߢ以ޟߦ元気！ߋ߅߅ちࠍޠ⊒信したいޕ 
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款 0平 総務費 予 算 額 61ん1平9ん000 

項 01 総務管理費  算 額 イ6ん619ん7年0 

目 11 地域振興費 国県支出金 1イん平0平ん平0平 

使用料等 0 

そߩ他 イん9年1ん1年8 

事

 

業

 

0年 コミ࠾ࡘテࠖࠬࡃ運行事業

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 年イん外86ん年90 

大分類 㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߩߜ߹ߣ活力ࠍ創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生ߚߒ地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

 公共交通機関ߥ߇い本↸ޟߦ暮ߩߒࠄ足ࠈߊߟࠍޠうޔߣᐔ成㧝㧡ᐕ㧟ࠄ߆コ

ミ࠾ࡘテࠖࠬࡃ運行࠲ࠬࠍトޕߚߒ子ߩ߽ߤ登ਅ校߿高齢者ߩ公共施設利用ޔ買

い物ޔ通院又ߪ通勤通学ޔߤߥあࠄゆࠆ生活ߩ場面ߢ活用さࠆࠇコミ࠾ࡘテࠖࡃ

 ޕߔ目指ࠍ実現ߩࠬ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

 コミ࠾ࡘテࠖߩࠬࡃ一層ߩ利用ଦ進ߣ⽷政収支ߩ改善ࠍ図ߦߢ߹ࠇߎޔࠅ回数券

等販売所ߩ拡充߿↸ౝ企業ߩߣ連携㧔協定締結㧕ࠬࡃޔ停標識車ౝへߩ料広告掲

載等ࠍ実施ޔߒ毎ᐕ目標ࠍ設定ߒ収入増経費削減ߦദޕߚ߈ߡ 

■運賃収入ߩ推移            ■利用者ߩ推移 

 

 

 

 

 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

運行サߩࠬࡆ質ࠍ低ਅさޔߕߖ運行経費ߦଥࠆ↸⽶担額ߩ低減ࠍ図ޔࠅᐔ成㧞

㧝ᐕ度運行委託契約額 イ外ん61平ん年78 ࠍ今後ߪ 年年ん000ん000 台߹ߢ引߈ਅޕࠆߍ 
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02-01-11(03) 

地域振興課 

［具体的ߥ目標値㧔前ᐕ度比㧕］運賃収入 1平ん年イ7ん700 㧔10％増㧕㧛広告収入

平ん79外ん000 㧔年年％増㧕㧛運行支援費 年ん年60ん000 㧔年6％増㧕㧛補ഥ金 年ん外89ん000

㧔18％減㧕㧛乗車人員…110ん000 人㧔外％増㧕 

 

㧠 ౝ容 

(1) 中部ർ部࡞ト沿線企業ߩߣ協定ޔߦ߽ߣߣࠆߔ⛯⛮ࠍ新ߦߚ利用意向ߩあ

 ޕߚߞ行ࠍ協定締結ߩߣッࠢロࠫࠬテࠖࠢࠬ㧕࠾ソ࠽ࡄト沿線企業㧔࡞南部ࠆ

(平) ࠬࡃ停標識ࠬࡃ߿車ౝへߩ料広告ߟߦいߡ更新募集ޔߦ߽ߣߣࠆߔ⛯⛮ࠍ

新ߦߚ車両ッࡇンࠣ広告ߩ獲得ߦ取ࠅ組ޕߛࠎ 

(年) 朝ᄕ通勤通学ߩࠬࡃ輸送力ࠍ向さޔߚࠆߖ現行車両㧔ࠗࡂエࠬコミࡘ

活用ࠍ地域活性ൻ経済危機対策臨時交付金ޔࠍ㧝台ߜうߩ㧕ࠅ㧛㧝㧡人乗࠲

 ޕߚߒ更新㧔購入㧕ߦ㧕ࠅエッセ㧛㧟㧣人乗㧔ࠬࡃ中型ߡߒ

 

㧡 成果及び評価 

(1) 運行経費ߦ対ࠆߔ↸⽶担額…年外ん8外8ん外外0 㧔目標 年年ん000ん000 台㧕 

償却経費㧔1ん186んイ00ߩエッセ※ 㧛㧢߆㧕ࠍ含ޕࠆ 

［実績値㧔目標達成率㧕］運賃収入 1平ん019ん年00 㧔97％㧕㧛広告収入 平ん0イ1ん9年8

㧔7年％㧕㧛運行支援費 年ん879ん平00 㧔11イ％㧕㧛補ഥ金 年ん000ん000 㧔8イ％㧕㧛

乗車人員 111ん外08 人㧔101％㧕 

(平) 着実ߦ地域企業ߩ利用ߪ定着増加ޔࠅ߅ߡߌ⛯ߒさࠆߥࠄ利用者ߩ利便性

向ߣ企業ߩ連携強ൻߦ重点ࠍ置いߚ取ࠅ組ࠍߺ次ࠅ߅ߣߩ実施ޕࠆߔ 

ޔߚࠆߖ増加さࠍ乗車人数ࠆߓ転ߦ減少ࠅࠃߦ伴う便数減ߦ大型ൻߩ車両 ࠕ

利用者ߩ意向調査ޔ߿そߩ結果ߦ基ࡗࠗ࠳ߊߠ改正等ࠅࠃߦ利便性ߩ向ࠍ図

 ޕࠆ

ࠗ 企業協定ߩ無い基幹࡞トߦଥࠬࡃࠆ利用ߩ意向ࠍ把握ޔߒ協定締結ࠍ図ޕࠆ 

ウ コミ࠾ࡘテࠖߩࠬࡃ運行ߦଥࠆ業務ࠍᄖ部機関へ移譲ࠍ進ߡいޕߊ 
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 額取 拡ん0ィイん000 

項取 01取 総務管理費取 取 算取 額取 7ん拠7平んイ61 

目取 11取 地域振興費取 国県支出金 ィ拡7ん拡拠平 

使用料等取 0 

そߩ他取 年ん776ん年ィ拡 

事

取

業

取

0ィ取 活動推進事業取ࠅߊߠߜ߹

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 年んイ拡拠ん平年0 

大分類 取 㧠取 人ߩ知恵ᛛ情報߇活ࠆ߈元気コࡒュニࠍࠖ࠹創造ࠆߔ取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (1) 参↹ߣ協働ߩࠅߊߠߜ߹ߩ推進ߣ住民自治ߩ確立取

㧝取 目的取

住民ߩ参↹ߣ参加ޔߪࠅߊߠߜ߹ࠆࠃߦ大口↸ߡߞߣߦ大ߩࡑ࠹ߥ߈一ߢߟあ

ߊߠߜ߹ޔߦ基ࠍ考えߊいߡߒ連携ޔߒ自覚ࠍ役割ߩ互い߇行政企業ߣ民↸ޔࠅ

取ޕข組ߦ推進ߩࠅ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

(1)取⊓録団体߇実施ࠆߔ事業ߩうޔߜ公益性߇あߣࠆࠆࠇࠄ事業ޔࠍ大口↸元

気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業ߡߒߣ支援ޕߚߒ団体߇助成金ߩ交付ࠍฃࠆߌこߊߥߣ実施

事ࠅߊߠߜ߹ߥ元気ޔߒᐕ々増加ߪ件数ߩޠ事業ࠅߊߠߜ߹ߥ大口↸元気ޟࠆߔ

業߇関係課ߦޔࠇࠄ協働委託事業へߣ⊒展ࠆߔケ߽ࠬ見ฃࠃࠆࠇࠄߌうߦ

取ޕߚߞߥ

取

■元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業ߩ推移取 取 取 取 取 取 取■協働委託事業ߩ推移取

取

取

取

取

取

取
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(平)取߹ࠅߊߠߜ活動ߩ点施設ࠆߥߣ↸民活動センタ整備ߟߦいޔߡᐔ成㧞㧜ᐕ

㧢月ࠄ߆具体的ߥ検討㧔ワクࠪョッࡊ㧕ࠍ㊀ޔߨᐔ成㧞㧝ᐕ㧞月ޟޔ出会い

ふࠇあいߩ場ޟޠ活動サߩ࠻ࡐ場ߩࠅ߇ߥߟޟޠ場ࠍޠコンセޟޔߦ࠻ࡊ↸民活

動ࡊセンタࠍޠ健康文化センタ平 階ߦ設置ޔߒ試行運用ࠍ開始ޕߚߒ取

取 ߿考え方ߥ基ᧄ的ޔߩ際ߊいߡߒ推進ࠍࠅߊߠߜ߹ߢ住民主体ߚߒこうޔߚ߹

ᐔ成㧝ޔߡいߟߦޠ基ᧄ条例ࠅߊߠߜ߹ޟࠆߔߦ߆ࠄࠍ責務等役割ޔ࡞࡞

９ᐕ㧣月ޔࠄ߆地区懇談会ࠍ始߈ࠆߔߣ細ߥ߆住民参加ޔߣ߽ߩ条例定ߦ

ขࠅ組ޕߚ߈ߢࠎ取

取

■↸民活動ࡊセンタ取 取 取 取 取 取 取 取 取 ■地区懇談会ߩ様子取

取

取

取

取

取

取

取

取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 ࠇこߚߒ組織ࠍ団体ࠆ得ࠅߥߣ運営母体ߩそ߿開設ߩޠセンタࡊ民活動↸ޟ

߹ޔߺ鑑ࠍ性⛯⛮ߩ事業ߣ自立ߩޠ࠻ネッߡせ߆߹民活動↸ޟޔ踏߹えࠍ経緯ߩߢ߹

管理運営ߩ活動センタޔ啓⊒事業ࠆߔ関ߦ協働߿情報⊒信事業ࠆߔ関ߦࠅߊߠߜ

事業ޟࠍ↸民活動߹߆せߡネッߩߣޠ࠻協働ߢ実施ޕࠆߔ取

取 取ޕࠆߔ実施ࠍ開催ߩ地区懇談会等ߚいߠ基ߦޠ基ᧄ条例ࠅߊߠߜ߹ޟ

取

取
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㧠取 ౝ容取

(1)取↸民活動ࡊセンタ߆߹ޟせߡ広場ޔߪޠᐔ成㧞㧝ᐕ㧠月ޟࠄ߆↸民活動߹

組ࠅขߦ協働事業ߩ次ޕߚߒ開始ࠍᧄ格活動ࠅࠃߦ管理運営ߩޠ࠻ネッߡせ߆

活用ࠍう緊急㓹用対策事業ࠃࠆ߈ߢ充ࠍ点機能ߩ活動ࠅߊߠߜ߹ޔߦ߽ߣߣ

ࠆߔ常駐ߢ࠻ࡈࠪߢ߹午後㧠時ࠄ߆午前㧝㧜時ߩ月～金曜日ޔࠄ߆㧝㧝月ޔߒ

職員㧞名ࠍ配置ޕߚߒ取

取ࠕ ↸民活動センタ研究啓⊒事業取

～ߦߚߩい協働ࠃࠅࠃ～研修会ࠅߊߠߜ߹ޔ事務管理ߩޠ広場ߡせ߆߹ޟ

㧔㧣月㧝㧞月㧕ޔ大口↸ߩᧂ来ࠍ考えࡈࠆォࡓ㧔㧝月㧛パネࠬࠖ࠺࡞カッ

ࠪョン等㧕ޕߤߥ取

ࠗ取 情報⊒行事業取ࠅߊߠߜ߹

取 取 行㧔ᐕ㧠回㧕取⊑ޠ࠼ࡕߜߋ߅߅ޟ

ウ取 団体情報⊒信事業取ࠅߊߠߜ߹

管理運営取ߩࠫࡍࡓࡎޠ広場ߡせ߆߹ޟ

取

(平)取ࠅߊߠߜ߹ޟ基ᧄ条例ߟߦޠいޟޔߪߡ㧔仮称㧕大口↸↸民参加条例策定会議ޠ

ޔ上程㧔可㧕ߦ㧢月議会ߒ策定ࠍ条例案ߡ経ࠍߺ組ࠅขߩ次ޔߡߞߥߣ中心߇

ᐔ成㧞㧞ᐕ㧟月㧟㧝日ߪߦ附則ߦ基ߊߠ規則߽定さޔࠇ条例ߩ完全施行߈ߢ߇

取ޕߚߞ整߇体ࠆ

取

取

取

取

取

取

取

 ○職員意見ߩ㓸約 

○意見公募手⛯㧔パࡉックコࡔン࠻㧕ߩ実

施 

条例策定会議 

㧔第 15 回～第 17 回㧕 

条例案ߩ修正 

H21 年度 

○↸議会議員ߩߣ懇談会 

条例案ߩ完成上程 
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㧡取 成果及び評価取

⊓録団体数及び元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業ޔ協働委託事業ߩ件数ߟߦいߪߡ次߅ߣߩ

助成金ߩ以外↸ޔߩߩ߽ࠆいߡߒ減少ߪ事業助成件数ࠅߊߠߜ߹ߥ元気ޕࠆあߢࠅ

取ޕࠆいߡࠇ行わߦ⊑活߇事業ࠆいߡߒ展⊑ߣ協働契約へޔࠅߚߌฃࠍ交付ߩ

■㧺㧼㧻ࠅߊߠߜ߹団体⊓録数ߩ推移取

取 Ｈ1拡 ᐕ度ᧃ取 Ｈ平0 ᐕ度ᧃ取 Ｈ平1 ᐕ度ᧃ取

㧺㧼㧻団体⊓録数取 平拠 団体 年平 団体 年ィ 団体

団体⊓録数取ࠅߊߠߜ߹ ィ 団体 7 団体 7 団体

■元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業等ߩ推移取

取 Ｈ1拡 ᐕ度取 Ｈ平0 ᐕ度取 Ｈ平1 ᐕ度取

元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業ᛚ件数取 6 団体 1平 事業 拡団体 平0 事業取 拠 団体 1イ 事業

元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業助成件数取 ィ 団体取 ィ 事業 6 団体取 6 事業取 ィ 団体取 ィ 事業

元気ࠅߊߠߜ߹ߥ事業助成金額取 イ6平んイ拠1  拠6拡ん1イ7 取 ィ6拡ん60拡 

道具箱整備事業助成件数取ࠅߊߠߜ߹ 平 団体 平事業 年団体取年 事業取 該当ߒߥ取

道具箱整備事業助成金額取ࠅߊߠߜ߹ 拠んィ66ん年拠イ  1ィん拠ィ年んイ拠拠 取 該当ߒߥ取

協働委託事業件数取 拡 事業 平1 事業取 平7 事業

取

取 団体数ߩ増加ߦ伴いޔ自立性߿活動ౝ容ߤߥ団体間ߩ格差߇生ߡߓいࠆこޔߣ߹

߇原則߿理念ߥ基ᧄ的ߩࠅߊߠߜ߹ޔࠇ施行さ߇ޠ基ᧄ条例ࠅߊߠߜ߹↸大口ޟޔߚ

定ߚࠇࠄこޔࠄ߆ߣ大口↸ࠆߌ߅ߦ団体活動へߩ支援߿助成金ߩ在ࠅ方ޔ協働契

約ߩ事業ౝ容ࠍ精査ࠍ࡞࡞ߩߚࠆߔ検討ࠆߔ必要߇あޕࠆ取

取 㧺㧼㧻⊓録団体ޟ↸民活動߹߆せߡネッࠆࠃߦޠ࠻管理運営ߢᧄ格稼働ޟߚߒ↸

民活動センタߟߦޠいޔߪߡ㧺㧼㧻団体ޔߊߥߢߌߛ自治会߿社会福祉協議会ߩ

⊓録団体等߽ޔコ߿ࡇ印ޔ会議等ߢ利用ޟޔࠅ߅ߡߒ活動サߩ࠻ࡐ場ߡߒߣޠ

ޠ࠻ネッߡせ߆߹民活動↸ޟࠆߥߣ運営母体ޔߪ今後ޕࠆいߡ始ߒߚ果ࠍ役割ߩ

ߦセンタޔߦ共ߣࠆߥߦ中間支援組織ߟ持ࠍクワ࠻幅広いネッߣ広い視㊁ޔ߇

߇必要ࠆ活性化させߡߒߣޠ場ߩࠅ߇ߥߟޟޔߢߣこࠆ充実させࠍ事業࠻ࡈソࠆߌ߅

あޕࠆ取
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 額取 8ん887ん000 

項取 01取 総務管理費取 取 算取 額取 8んィ6平ん676 

目取 11取 地域振興費取 国県支出金 70年ん000 

使用料等取 0 

他取ߩߘ 161んィィ1 

事

取

業

取

0イ取 活動団体支援事業取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 7んイ98ん平年イ 

大分類取 㧠取 人ߩ知恵技情報߇活ࠆ߈元気ࠦࡒュニテࠖࠍ創造ࠆߔ取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

小分類取 (平) 地域ߦ根付いߚ多様ߥ民活動等ߩ促ㅴ取

㧝取 目的取

地域振興団体㧔大口↸子߽ߤ会連絡協議会大口↸老人ࠢࡉ連合会大口さく

団体ࠆߔ寄与ߦࠅくߠ地域߿ࠅくߠߜまޔߒ尊重ࠍ活動理念ߣ自主性ߩ㧕࠻メࠗࠄ

活動ࠍ支援ޕࠆߔ取

まޔߚ老人福祉センタޟ憩いߩ四季ࠦߩޠンセޟ࠻ࡊ憩う学߱働くߦޠ基

積極的ߤߥ↹企ߚߒ利用ࠍ屋ࠄ憩い処さく߿パソࠦン教室ࠆࠃߦ指定管理者ߚいߠ

取ޕߔ目指ࠍ施設運営ࠆあߩ活気ޔߢ展開ߩ自主事業等ߥ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲまߩߢ経過取

(1)取地域振興団体支援取

自主的ߦ様々ߥ事業ࠍ展開ޔࠅ߅ߡߒこߩࠄࠇ事業ߦኻߡߒ各団体߇自立ߡߒ

活動ࠃࠆ߈ߢう支援ࠍ行ޕߚߞ取

(平)取老人福祉センタ管理運営取

取 取 取 㧺㧼㧻⊓録団体ޟ憩いߩ四季ࠍޠ指定管理者ޔߒߣ施設ߩ管理運営び老人ࠢ

ࠍ自主事業ߩߤߥパソࠦン教室ޔߪ指定管理者ޕߚߞ行ࠍ事務支援ߩ連合会ࡉ

行いޔᐔ成㧞㧜ᐕᐲޔߪߦ㧢教室延べ㧝，㧢９９人߇ฃ講ߡߒいߩߘޕࠆ他ޔ毎

ㅳ水曜日ޔߪߦ憩いߩ四季ߩ朝市ࠍ定着さޔߤߥࠆߖ施設ࠍ活性ൻさߩߚࠆߖ

事業ࠍ積極的ߦ行ߡߞいޕࠆ取

取
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㧟取 目標又ߪ改善策取

(1)取地域振興団体取

取 取 取 老人ࠢࡉ連合会ޔߪ団塊ߩ世代ޟ߇老人ߣޠいうࠗメߦࠫ抵抗感߇あߚࠆ

思ߣࠆߥߦ力ߥ߈今後大߇地域参加ߩ世代ߩこޕࠆいߢࠎ悩ߕ伸び߇加入者ޔ

わޔߢߩࠆࠇ健康ߠくޔࠅ愛活動ࠗޔߒ࡞ࡇࠕࠍߤߥメߩࠫ改善ࠍ図ࠆ必

要߇あޕࠆ取

(平)取老人福祉センタ管理運営取

自主事業ߩ展開ߚߒ⛯⛮ޔࠅࠃߦ運営߇可能ߡߞߥߣいࠆ一方ޔ収入合計߇㧞

千万ࠍ超ߔほߩߤ事業費ޔࠅ߅ߡߞߥߣ任意団体ޔߪߦࠆߔ⛯⛮ߡߒߣ無理߇

生ߡ߈ߡߓいޔߚߩߘޕࠆ憩いߩ四季ޔߪ安定ߚߒ組織ߦߚࠆߔߣ㧺㧼㧻法

人格ߩข得ߦദޕߚ取

取

㧠取 ౝ容 

(1)取地域振興団体 

取ࠕ 大口↸子߽ߤ会連絡協議会取

子߽ߤ会活動ߩ活⊒ൻߣ⊒展ߦ寄与ޔߒࠆく健全ߢ考えߡ行動ࠆߔ子߽ߤ

取ޕࠆいߡߒ活動ߒߣ目的ࠍߣこࠆߔ育成ࠍ

ࠗ取 大口↸老人ࠢࡉ連合会取

地区老人ࠢࡉ等ࡉࠢߩ員ߦኻޔߡߒ生߇߈いߣ健康ߠくޔࠅ生活ࠍ豊߆

世代交流ߚߒ߆生ࠍ経験߿知識ߩ員ࡉࠢߚまޕࠆいߡߒࠍい活動ߒ楽ࠆߔߦ

向上ߩ保健福祉ޔࠅくߠい長ኼ社会ࠆ߿社会活動ࠆߔߦ߆豊ࠍ地域ޔࠅ図ࠍ

取ޕࠆいߡߒ活動߽実施ࠆߔ寄与ߦ

ウ取 大口さくࠄメࠗ࠻取

女性ߩ地向上ߦ大߈く⽸献ߚ߈ߡߒ大口↸婦人会ࠍ前身ޔߦࠆく豊ߥ߆

地域ߠく߿ࠅまߠߜくߦࠅ寄与ޔߒ団体ߩߡߒߣ活動ߛけߥߢく会員相互ߩ交

流ߣ資質向上ࠍ目指ߚߒ活動び公益性ߩあࠆ各種教室等ߩ事業ޔࠍ各ࠢࡉ

取ޕࠆいߡߞ行ߡߒ通ࠍᐕ間ߡߒߣ活動ߩ
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エ取 老人福祉センタ管理運営取

取 取 取 取 前ᐕᐲߦ引ޔ߈⛯߈㧺㧼㧻⊓録団体ޟ憩いߩ四季ࠍޠ指定管理者ޔߒߣ施設

取ޕߚߞ行ࠍ事務支援ߩ連合会ࡉ老人ࠢޔ管理運営びߩ

取 取 取 取 まߚᐔ成㧞㧝ᐕ㧢月ޔߪߦ当該団体߇㧺㧼㧻法人ࠍ⸤⊓ߩߡߒߣ行いޔ組織

力߽強ൻさߚࠇこࠅࠃޔࠄ߆ߣ一層安定ߚߒ施設ߩ管理運営ߣ責任ࠍ持ߚߞ事

業展開߇行わߡࠇいޕࠆ取

取 ᐔ成 19 ᐕᐲ取 ᐔ成 平0 ᐕᐲ取 ᐔ成 平1 ᐕᐲ取

憩いߩ湯利用者数取 1平んイイ6 人 1平んィ07 人取 1ィんイ86 人

利用者数取ࠤࠝࠞ 1ん877 人 1ん7イ8 人取 1ん70年 人

施設利用料取

㧔憩いߩ湯ࠞ 㧕取ࠤࠝ

平ん0イ1ん1イ0  平んィ9イん660 取 平ん696ん796 

パソࠦン等自主事業費取 ィん991んイ00  7ん7年イん6年年 取 10ん1年6ん6イ1 

収入合計取

㧔ౝ施設管理事業費㧕取

1イん881んィ8ィ 

㧔ィん0年イん979 㧕

平0ん平平平んイ98 取

㧔年ん09平んィ00 㧕取

平1んィ98んィ年平 

㧔年ん年9ィん平68 㧕

取

㧡取 成果び評価取

(1)取地域振興団体取

取 取 取 各団体ߩ加入者数㧔当該ᐕᐲ当初㧕ߣ主ߥ活動ౝ容ޔߪ次ߢࠅ߅ߣߩあޕࠆ取

取ࠕ 大口↸子߽ߤ会連絡協議会㧔㧝，㧢㧣㧡ฬ㧕取

取 取 㧔ࠕ㧕࠼ッࠫボ࡞審判講習会取

㧔ࠗ㧕高学ᐕૐ学ᐕ࠼ッࠫボ࡞大会取

㧔ウ㧕キャンࡊ研修会取

㧔エ㧕߰ࠇあいࠣウンࡈ࡞ࠧ࠼大会参加取

㧔ࠝ㧕߰ࠇあいまࠅߟ参加取

㧔ࠞ㧕愛知県子߽ߤ会大会参加取

取 取 取 ▲キャンࡊ研修会ߩ様子取
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ࠗ取 大口↸老人ࠢࡉ連合会㧔９㧢㧣ฬ㧕取

㧔ࠕ㧕会報ޠߖߣߜޟ⊒行取

㧔ࠗ㧕尾張ർ地区老人ࠢࡉ大学講ᐳ参加取

㧔ウ㧕愛知県ࠥ࠻ボ࡞大会参加取

㧔エ㧕チャテࠖࠣウンࡈ࡞ࠧ࠼大会㧔㧞回㧕取

㧔ࠝ㧕愛知県老人福祉大会参加㧔女性代表者会取 県知事感謝状ฃ賞㧕取

㧔ࠞ㧕保育園ࠢࠬࡑࠬ会取

㧔キ㧕趣味ߩ写真展取 等取

ウ取 大口さくࠄメࠗ࠻㧔㧝㧟㧣ฬ㧕取

㧔ࠕ㧕さくࠄメࠗ࠻通信⊒行取

㧔ࠗ㧕各種体験講ᐳ取

㧔ウ㧕盆踊ࠅ講習会取

㧔エ㧕ࡒニࠦン࠻ࠨ開催取

ᐔ成㧞㧞ᐕᐲޔߪߦ実行委員会ࠍ中心ߦ大口↸老人ࠢࡉ連合会創立㧡㧜周ᐕ

⸥念事業ߩ開催ࠍ予定ޔࠅ߅ߡߒこߩ機会ޟߦ老人ߣޠいうࠗメߦࠫ抵抗ߩあ

取ޕࠆあ߇必要ࠆ図ࠍ拡大ߩ会員ޔߦ中心ࠍ世代ߩ団塊ࠆ

まޔߚ現在ޔ地域振興団体活動費補ഥ金交付要綱ࠅࠃߦ㧟団体ߦ補ഥ金߇交付

さߡࠇいޔ߇ࠆ団体ߩ現状ࠍ考えߦࠇߙࠇߘ応ߚߓ補ഥ金制ᐲࠍ検討ࠆߔ必要߇

あޕࠆ取

取

(平)取老人福祉センタ管理運営取

取 取 取 施設管理ߦኻߩࠄ߆↸ࠆߔ委⸤料ޔߪ必要最小限ߡߞߥߣい߽ߦࠆ関わޔߕࠄ

収入金額ߪ前ᐕห様㧞千万ࠍ超えޔࠅ߅ߡ団体ߩദ力ࠆࠃߦ積極的ߥ自主運営

強ൻ߇組織力ޔߒࠍ⸤⊓㧺㧼㧻法人߇ޠ四季ߩ憩いޟޕࠆ߈ߢ評価ߣࠆあߢ効果ߩ

さߚࠇこޔࠄ߆ߣ今後߽ࠅࠃ一層安定ߚߒ施設ߩ管理運営ߣ責任ࠍ持ߚߞ事業展

開߇期待ޕࠆ߈ߢ取

ᐔ成㧞㧞ᐕᐲޔߪߦ指定管理ߩ協定期間߇満了ࠆߥߣこޔࠄ߆ߣ協定ౝ容ߩ見

直ߒ等߇必要ޕࠆߥߦ取
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 㗵取 平60ん000 

項取 01取 総務管理費取 取 算取 㗵取 184ん441 

目取 11取 地域振興費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

そߩ他取 184ん441 



取

業

取

06取 男女共同参↹社会推進業

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 0 

大分類 取 㧝取 新しい時代ࠍ担う次世代ࠍ育取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝取 目的取

取 ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ߦ改訂しޟߚ第ੑ次ߜߋ߅߅男女共同参↹ࡊン～共ߦ生߈取 共

展開ࠍ業施策ޔࠄ߆さしい視点߿ߦ人ߩߡすべޔ߈ߠ基ߦޠࠅߊߠߜ߹ߊ輝ߦ

しޔ男女߇共ߦ尊重し合いޔ協力し合いޔ個ࠍ尊重ࠍߜ߹ࠆ߈ߢ目指しޟޔ男女߇共

取߈生ߦ 共ߦ輝ߊ取 取ޕข組ߦޠࠅߊߠߜ߹

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

取 ン取ࡊ↹男女共同参ޟ ～共ߦ生߈取 共ߦ輝ߦޠࠅߊߠߜ߹ߊ基ޔ߈ߠ男女共同

参↹ߣいう堅いイߩࠫࡔ問㗴ࠍ分߿ࠅ߆すいౝ容ߢ紹しޕߚ߈ߡ取

取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲޔߪߦ情報技術߇⊒㆐しߚ近ᐕޔ若者ߩ間ߢ問㗴ߡߞߥߣい࠺ࠆ

取ޕߚ配布しߢ成人式ޔ作成しࠍ࠻ッࡈ⊑啓ޔߍ上ࠅขߦࡑ࠹ࠍＤＶ࠻

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 男女共同参↹社会ߩ形成ߪߦ地ߥ啓⊒߇必要ޔߚࠆߥߦ㧺㧼㧻⊓録団体߅ޟ

持ࠍ興味ߊす߿ࠅ߆分߽ߦ誰ࠄ߆住民目線ޔ協働しߣޠ男女共同参↹懇話会ߜߋ߅

取ޕࠆ実施すࠍ啓⊒活動ߩߢౝ容ࠆ߈ߢ߇ߣߎߟ

取 ߡ深ࠍ認識ߣ理解ࠅࠃޔߡいߟߦＤＶ࠻࠺ߛࠎ組ࠅขߦᐔ成㧞㧜ᐕᐲޔߚ߹

取ޕ組ࠅขߦ作成ߩ啓⊒資材ߩߚଦすࠍ⊑調査研究及߮啓ޔߚうࠄ߽

取
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02-01-11(06) 

地域振興課 

㧠取 ౝ容取

取 愛知県ޔ組織しࠍޠ大口↸人権教育研究委員会ޟߣ男女共同参↹懇話会ߜߋ߅߅

人権ࠔࡈンクࠪョン委員会࡞࠺ࡕߩ業ߩ指定ࠍฃ࠻࠺ޔߌＤＶߩ啓⊒資材㧔

取ޕߚ作成しࠍＤＶＤ㧕ޔックࡉ࠼ハンޔ࠻ッࡈ

ック取ࡉ࠼ハンߣ様子ߩＤＶ講ᐳ㧔誠信高校㧕࠻࠺■

取

取

取

取

取

取

取ߍ上ࠅขࠍックࡇ࠻ࠆଥߦ↹男女共同参ߩ高齢者ߦ主ޔߦߜߋ߅߅広報ޔߚ߹

取ޕߚ連載しࠍޠTimピ△ޟߚしߦ物語ߡ

㧡取 成果及߮評価取

取 △ޟすい߿ߺ読ࠄ߆立場ߩ住民ޔߢߣߎࠆ協働すߣ男女共同参↹懇話会ߜߋ߅߅

Timピࠍޠ広報紙ߦ連載ޔ߈ߢ諸問㗴ߩ気ޕߚߞߥߣߌ߆ߞ߈ߩ߈ߠ取

取 ߩ高校等ߊߥߢߌߛౝ↸ޔߪ啓⊒資材ߩＤＶ࠻࠺ߚ作成しߡߌฃࠍ指定࡞࠺ࡕ

教材ߣしߡ活用さޔߤߥࠆࠇ評価߽高いޕ取

(1)取大口↸人権教育研究委員会㧔㧢回㧕取

(平)取࠻࠺ＤＶ講ᐳ～素敵ߥ大人ߦߚࠆߥߦ～㧔㧞回㧕取

取ࠕ 第㧞㧝回愛知サࡑセ࠽ࡒ取 同朋学園㧔㧣月㧞㧜日開催㧕取

イ取 誠信高校㧔９月㧝㧠日開催㧕取

(年)取啓⊒資材ߩ作成取

取ࠕ 㧕取ߩ߽ࠆ߈ߢ理解ߦ簡単ࠍ߆何ߪߣＤＶ࠻࠺㧔࠻ッࡈ

イ取 ハンࡉ࠼ック㧔࠻࠺ＤＶߩ認識ࠍ深問㗴ߦ対応ࠃࠆ߈ߢうߦすߩ߽ࠆ㧕取

ウ取 ＤＶＤ㧔誠信高校ߢ実施しߚ講ᐳߩ様子ࠍ収ߩ߽ߚ㧕取

取 後߽同懇話会ߣ協働しࡇ࠻ࠅࠃޔックࡑ࠹ߥ㧔婚活等㧕ࠍขࠅ上ޔߪߡߍ地

ߦ啓⊒業ࠍ推進しߜߋ߅߅ޟ男女共同参↹社会ߩޠ実現ࠍ目指すޕ取
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款 0平 総務費 ੍ 算 額 6,ィ平1,000 

項 01 総務管理費  算 額 6,平11,ウ10 

目 11 地域振興費 国県支出金 0 

使用料等 0 

他 6,平11,ウ10ߩߘ 

事

 

業

 

0ウ フンࠪ࠼ップ⛮承事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 0 

大ಽ類 㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類 (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的  

 愛地博ࠆߌ߅ߦ一市↸一国フンࠪ࠼ップ事業ߩ理念を⛮承ޔ⊒展させࠆ

こࠅࠃߦߣ本↸ࠆߌ߅ߦ国際理解ޔ多文ൻ共生を推進すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過 

 フンࠪ࠼ップ事業ߩ成果を⛮承ޔ⊒展させޔ各市↸ࠆߌ߅ߦ国際交流を定着

させࠆこߣを目的ߦ交付さߚࠇ愛知県フンࠪ࠼ップ⛮承交付金を活用しߡ事業展

開しߡいޕࠆ 

ޠ会ߩ࡞ࠢࠗࠨ河ർࠛコޟߣޠ．㧯ｏ࡞ࡏ࠳ࠨޟߚߞ協働事業を行ߩߣ↸ 

ࠪ࠼ン大口↸フߚ実施しߢ一環ߩップ事業ࠪ࠼ン地博フ愛ޔࠇߙࠇߘޔߪ

ップ࠙ࠖࠢ事業ߩ企↹運営をߦߌ߆ߞ߈結成さߚࠇ団体ߣ当該事業߳ߩ参加を

交流をߩߣߜߚ方ߩࠕࠚࠫࠗ࠽ߚߞあߢップ相手国ࠪ࠼ンフߩ↸本ߦߌ߆ߞ߈

⛮⛯しߡいࠆ団体ߢあޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 愛地博を機ߦ育߹ߚ߈ߡࠇ草ߩ根ߩ国際交流多文ൻ共生ߩ取ࠅ組ߺを⛮⛯

すޔߦ߽ߣߣࠆこߢ߹ࠇ中学生を対象ߣしߡいߚ海外派遣事業ߟߦいޔߡ多文ൻ共

生ߩ観点ࠄ߆派遣対象者߿派遣先等を見直しߡ再ࠬ࠻࠲を図ޕࠆ 
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02-01-11(07) 

地域振興課 

㧠 ౝ容 

(1) 海外派遣事業：㧤月㧝㧣日㧔月㧕ࠄ߆㧤月㧞㧠日㧔月㧕߹ߩߢ㧤日間ࡑޔ

大学生㧔㧞名㧕を派遣ޔ高校生㧔㧞名㧕ޔ中学生㧔㧤名㧕ޔ߳࡞ࡐンࠟࠪࠕࠪ

しޕߚ 

 体験ߩ㧕…㧶㧵㧯㧭自然活動࡞バ࠽ࠠ࠲㧔コࠕࠪࡑ ࠕ

ࠗ ࠪンࠟ࡞ࡐ…ヤࠩࡑࠠࠩࡑッࠢ訪問ޔ現地校交流ޔ㧮＆㧿プࡓࠣࡠ㧔現

地大学生ߩߣ市ౝ散策㧕ࠬࡓࡎޔテࠗ㧔࠻ࠬࡎフߩߣࡒࠔ交流㧕 

理念を波及さߩ多文ൻ共生ޔを地域߳⊒信し߈ߠ気ߚ得ࠄ߆体験ߩࠄ自ޔߚ߹

せޔߊߴࠆ報告会߿報告書ߩ作成を行ޕߚߞ 

(平) 国際理解講ᐳޟ地ࠬߩテޠࠫ：貧困߿紛ߩ中ߢ生ߡ߈いࠆ世界ߩ子ߚ߽ߤ

貧ޔ構成しߢࠅ語ޔ曲ߩ自作ߣ映像ߚ撮影し߇ࠄ案ౝ役自ޔしい姿を߹ߊߚߩߜ

困߿紛ߦ揺ࠆࠇ人々ߩ姿を心ߦ伝えࠆ映像ߣ音楽ࠪߩンࠢࠬࡠテޟࠫ地ߩ

ࠬテࠫ㧠ޠを開催しޕߚ 

(年) 多文ൻ共生啓⊒事業：㧺㧼㧻⊓録団体࡞ࡏ࠳ࠨޟ㧯ｏ．ߣޠ協働しޔ国際理

解講ᐳ㧔大人編子߽ߤ編㧕を開催しޕߚ 

(ィ) フンࠪ࠼ップ⛮承事業：㧺㧼㧻⊓録団体ޟ河ർࠛコߩ࡞ࠢࠗࠨ会ߣޠ協

働しޔ田植え߿稲ಿࠅ等を体験しߩࠕࠚࠫࠗ࠽ޔ方ߩߜߚ交流を深ޕߚ 

 

㧡 成果及߮評価 

(1) 海外派遣事業：多文ൻ共生社会を担う次世代育成ߩ観点ࠄ߆派遣対象を大学生

自ࠄ߇ߥ苦労しߦ中心ンバࡔޔ約半ᐕ間ߩߢ߹報告会ࠄ߆事前研修ޕ拡大ߢ߹

ᓞ的ߥ活動を⛯ࡔޕߚ߈ߡߌンバߩ満足ᐲߪ非常ߦ高ޔߊ今ᓟ߽↸国際交流関

連事業߳積極的ߦ参↹参加すࠆ意思߇表さߡࠇいޕࠆ今ᓟޔこうしߚ人᧚߇

↸ౝߢ活躍ޔ߈ߢさߦࠄ輪߇広ߡߞ߇いࠃߊう事業ߩ改善を図ߚࠅいޕ 

(平) 国際理解講ᐳޟ地ࠬߩテޠࠫ：今ᓟ߽ޟ地ࠬߩテߩޠࠫ鑑賞を通しޔߡ

次代を担う子߿ߜߚ߽ߤこߦߜ߹ߩ関わࠆ一人߽ߢ多ߩߊ方ޟߦ生ࠆ߈こߩߣ大

ಾさޠを改ߡ体感しߡいޔߚߊߛߚ次代を担う児童生徒ߦ贈ࡔࠆッセߣࠫ

 ޕいߚ߈いߡ開催しߡしߣ事業ࠆߥ
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款 0平 総務費 予 算 額 年48,761,86平 

項 01 総務管理費  算 額 年年8,551,平66 

目 1年 定額給付金給付事業費 国・県支出金 年年5,4平5,404 

使用料等 0 

そߩ他 年,1平5,86平 

事

 

業

 

0年 定額給付金給付事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 0 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立しߚ生活߇ㅍࠆࠇ健康長ኼ・生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

  景気後ㅌਅߩߢ住民ߩ不安ߦኻ処すޔߚࠆ住民߳ߩ生活支援を行うޔߦ߽ߣߣ

あわせޔߡ住民ߦ広ߊ給付すࠆこޔࠅࠃߦߣ地域ߩ経済ኻ策ߦ資すࠆこߣを目的ߣ

すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  定額給付金ޔߪ国ߩ経済ኻ策ߣしߡᐔ成㧞㧜ᐕ㧝㧜ߦ定さޟߚࠇ生活ኻ策ޠ

を受けޔ国ߩ㧞次補正予算ࠅࠃߦ実施さࠆࠇこޕߚߞߥߦߣし߆しޔ国ߩ㧞次補正

予算ߩ成立߇遅ޔࠇᐔ成㧞㧝ᐕ㧟ࠄ߆事業߇開始ޕߚߞߥߣ 

  こࠃߩうߥ状況ߩ中ޔ本↸ߪߢᐔ成㧞㧜ᐕ度ౝߩߢ事業ߩ完了߇見込ߚߞ߆ߥ

ߩ給付事務ߦᐔ成㧞㧜ᐕ度中ޕߚ予算措置し事業を実施しߡしߣ繰越許費ޔߚ

準備を行いޔᐔ成㧞㧝ᐕ度ߦ給付を行ޕߚߞ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 過誤給付を防ޔ߉すߩߡߴ支給ኻ象者ߦ確実ߦ給付すࠆこޕߣ 

 (平)ޟ最小ߩ経費ޔߢ最大ߩ効果ޠを常ߦ意識しޔ給付事務費ߩ削減ߦ努ࠆこޕߣ 

 

㧠 ౝ容 

 (1) 実施ౝ容 

ア 基 準 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧞㧝日 
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02-01-13(03) 

政策推進課 

イ 給付条件 基準日߅ߦいޔߡ本↸ߦ住所をすࠆ者及び外国人⊓録原票ߦ⊓

録さޔࠇ在留資格をすࠆ者㧔短期滞在ࠆࠃߦ在留資格者を除ߊ㧕 

ウ 給付金額 㧝人あޔࠅߚ㧝万㧞千 

㧔ߛߚしޔ㧢㧡歳以及び㧝㧤歳以ਅߩ者ߟߦいޔߪߡ㧞万㧕 

エ 受付期間 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧟㧞㧠日ࠄ߆ᐔ成㧞㧝ᐕ㧥㧞㧠日まߢ 

  オ 給付方法 日本人世帯ߪそߩ世帯主ޔ外国人ߪそߩ個人ߦኻしߡ給付しޕߚ 

(平) 給付状況 

   ᐔ成㧞㧝ᐕ㧠㧝㧣日ߦ㧝回目ߩ給付を行ޕߚߞそߩ後ޔ㧞㧤回ߦわߡߞߚ給

付を行いᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜㧞㧞日ߦ給付を完了しޕߚ 

 ኻ象 給付済 給付率 

給付世帯 8,054 世帯 7,865 世帯 97.7％ 

給付金額 年年7,748,000  年年5,平5平,000  99.年％ 

(年) 事務費ߩౝ訳 

科 目 平1 ᐕ度支出額 平0 ᐕ度支出額 合 計 

職員手当等・賃金 1,年80,741 654,88平 平,0年5,6平年

需用費 57,平6年 年44,408 401,671

役務費 1,59年,年年9 1,168,945 平,76平,平84

委託料等 平67,9平年 1,90年 平69,8平6

合 計 年,平99,平66 平,170,1年8 5,469,404

 

㧡 成果及び評価 

  すߩߡߴኻ象者ߦኻしߡ給付すߣࠆいう目標を達成すࠆこޔ߇ߚߞ߆ߥ߈ߢߪߣ

住民票等ߪあߩߩ߽ࠆ居住実態ߥ߇いኻ象者ߩ存在を考慮すޔߣࠆ給付率㧥㧣．㧣％

 ޕࠆࠇࠄ考えߣ高い結果ߪ

  まޔߚ事務費ޔߪߢ電算システムを独自ߢ開⊒しߚこࠅࠃߦߤߥߣ国߇示しߚ事

務費ߩ目安ߢあࠆ㧝㧟，㧞㧠㧜千㧔事業費ߩ約㧠％㧕を大幅ߦਅ回ޔࠅ課を超え

 ޕߚ߈ߢ߇ߣ行うこߦ効率的ޔ努ߦ削減ߩ経費ࠄ߇ߥ工夫をしߣ߽ߩ協力ߩ職員ߚ
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款 0平 総務費 予 算 㗵 平4,平年9,000 

項 0平 徴税費  算 㗵 平4,平19,平89 

目 0平 賦課徴収費 国・県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

06 税務対応事務事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平4,平19,平89 

大分類 㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 㧙 㧙 

㧝 目的 

  納期前納付報奨金ޔߪ個人↸民税㧔普通徴収分㧕及び固定資産税ߟߦいޔߡ税収

向上を図ߩ自主納税意欲ޔߦ߽ߣߣࠆߔ資ߦ行財政運営ߥ効率的ࠅࠃߦ早期確保ߩ

 ޕࠆあߢた制度ࠇࠄ設けߦを目的ߣこࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝㧞ᐕ度ߩ制度改ᱜޔࠅࠃߦ報奨金交付率を㧝㧜㧜分ߩ㧝ࠄ߆㧝㧜㧜分ߩ㧜㧚

㧡ߦ改ޔߦ߽ߣߣࠆ報奨金ߩ対象を第㧝期納期ߩ期間ౝߦ一括しߡ納ࠇࠄた第

㧞期分ࠄ߆第㧠期分ߩ税㗵ߣしたޕ 

報奨金制ࠆ係ߦ普通徴収ߩ県民税↸ޔࠅࠃߦ条例改ᱜߩᐔ成㧞㧜ᐕ㧝㧞月ޔ߅ߥ 

度ޔߪᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ交付率㧟％ޔ上限㗵߇㧟万ޔߦᐔ成㧞㧞ᐕ度ߪ交付率㧝％ޔ

上限㗵߇㧝万ߦ減㗵ޔࠅߥߣᐔ成㧞㧟ᐕ度ߦ制度廃ᱛࠆߔߣこ߇ߣまߡߞいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  固定資産税ߩ前納報奨金ߟߦいޔߪߡ収納窓口ߩ多様化ߦ合わޔߖ制度ߩ見直し

を検討ޕࠆߔ 
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02-02-02(06) 

税務課 

㧠 ౝ容 

  納期前納付報奨金ޔߪ上限㗵㧡万ߢ次ߩ算定式ࠅࠃߦ交付さޕࠆࠇ 

   各期ߩ税㗵×0.5㧔0.年㧕㧛100×前納月数㧔固定資産税 平1 月ޔ↸民税 1年 月㧕   

㧖報奨率㧔 㧕書ޔߪ߈↸民税 

                                                    㧔単位：件ޔ千㧕 

固定資産税 ↸県民税 合 計 

ᐕ度 

件数 報奨金 件数 報奨金 件数 報奨金 

19 6,011 平0,年平4 平,108 5,646 8,119 平5,970

平0 6,1平年 平1,平6平 平,191 6,年平年 8,年14 平7,585

平1 6,平平平 平0,995 平,平平8 年,066 8,450 平4,061

 

㧡 成果及び評価 

納期前納付報奨金ޔߪ利用件数及び支給㗵߽ߣᐕ々増加しޔࠅ߅ߡ特ߦ固定資産

税߅ߦいޔߪߡ納税義務者ߩ㧣㧞㧚㧢％ߦあたࠆ㧢㧘㧞㧞㧞人㧔社㧕߇利用し߅ߡ

 ޕࠆいߡ寄与しߦ収納事務ߥ効率的ߦ߽ߣߣ早期確保ߩ税収ޔࠅ

前述ޔࠅ߅ߣߩ↸県民税㧔普通徴収㧕ߟߦいޔߪߡ従来ࠄ߆特別徴収ࠆࠃߦ納税

者ߪߦ適用さޔߕࠇ税ߩ公ᐔ性߇課㗴ߢあߞたޔ߇ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜月ࠄ߆新たߦ始

まߞた公的ᐕ金ߩࠄ߆特別徴収߅ߦい߽ߡ同様ࠆߥߣこ߽ߣあޔࠅᐔ成㧞㧞ᐕ度を

最後ߣし段階的ߦ廃ᱛࠆߔこߣߣしたޕ 
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款 0平 総務費 予 算 㗵 11,7年4,000 

項 0年 戸籍住民基ᧄ台帳費  算 㗵 11,68年,年94 

目 01 戸籍住民基ᧄ台帳費 国県支出金 0 

使用料等 6,707,400 

そߩ他 40,000 

事

 

業

 

0年 戸籍住民基ᧄ台帳等事業 

財

源

ౝ

訳

 

৻般財源 4,9年5,994 

大ಽ類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類  㧙 㧙 

㧝 目的 

  住民߇社会生活を営上߅ߦいޔߡ重要ߥ身ಽ事項等߇記載さࠇた戸籍߿居住関

係߇記録さࠇた住民基ᧄ台帳ߤߥをޔ各種届出ߦ基߈ߠ作成管理必要ߥ諸証

書等ߩ交付を行うこޔࠅࠃߦߣ住民߇安心しߡ生活ࠆߔたߩ基盤ޕࠆߔߣ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  全庁的ߥ住民情報ࠪࠬߩࡓ࠹ＷＥＢ版新ࠪࠬࡓ࠹へߩಾ替えߦ伴いޔᐔ成㧞ᐕ㧝

ߦ稼働した住民記録߽ࠪࠬࡓ࠹新ࠪࠬߦࡓ࠹移行しޔᐔ成㧞㧝ᐕ度中ߦᧄ稼働ߔ

ンࠬࡕ࠺ޔ全く違うた߇操作方法ߣࡓ࠹旧ࠪࠬޔߪࡓ࠹新ࠪࠬޕう計↹したࠃࠆ

概ࠆࠃߦ業者ޔ出席ߩ説会へߩ操作等ޔࠅを見たࠫࡔイࠆࠃߦョン機ࠪ࠻

要マニュアߩ࡞作成ߥ࠭ࡓࠬޔߤߥ移行ࠃࠆ߈ߢ߇う模索したޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 窓口事務ߩ適ᱜ化ߣ能率化を図ޔࠅさߪߦࠄ新ࠪࠬࡓ࠹へߥ࠭ࡓࠬߩ移行を目

標ޕࠆߔߣ具体的ޔߪߦ転出等߅ߦけࠆ窓口ߩߢ待ち時間を短縮ࠃࠆ߈ߢう事務を

行うޔߦ߽ߣߣ適ᱜߥ確認ࠅࠃߦ誤記入を防ᱛࠆߔこޔߣまた戸籍関係届出ߟߦい

必߇住民ޔ記載を行いߩ異動事項ߩ戸籍ޔ編成ߩ審査を行い新戸籍ߦ߆߿速ޔߪߡ

要ࠆߔߣ戸籍関係書類を短期間ߢ交付ࠃࠆ߈ߢう努ޕࠆ 
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02-03-01(03) 

戸籍保険課 

㧠 ౝ容 

新ࠪࠬࡓ࠹へ移行ߦࠆߔあたޔࠅまߕ㧝㧝㧞㧜日時点ߢ旧ࠪࠬ࠺ࡓ࠹タߩ複

写及び確認を行ߞたޕそࠇ以後ޔߪ旧ࠪࠬࡓ࠹へߩ異動入力ߣ並行しޔ操作練習を

兼ߡߨ新ࠪࠬࡓ࠹へߩ異動入力及び࠺タ確認を行ߞたޕᐕᧃᐕ始ߩ休日を利用しޔ

新ࠪࠬࡓ࠹へߩ完全移行作業߿他業務ࠪࠬߩߣࡓ࠹連携ߩ確認作業を行いޔᐔ成㧞

㧞ᐕ㧝㧠日ߦᧄ稼働を迎えたޕまたޔ稼働後ޔߪߦ不具合߿バグߩ解消ޔ操作ߩ

わߥࠄ߆い事例ߩ解消ޔさߪߦࠄ操作性ߩ向上を図ࠆたߩ対応ߦあたߞたޕ 

(1) 戸籍事務㧔ᐔ成㧞㧞ᐕ㧠㧝日現在㧕 

 ᧄ籍人口   㧞㧜㧘㧜㧡㧟人          ᧄ籍数    㧣㧘㧠㧢㧞戸籍

ア 戸籍関係届出件数 (ᐔ成平1ᐕ41日～ᐔ成平平ᐕ年年1日)    㧔単位：件㧕 

区ಽ          種目 出生 死亡 婚姻 離婚 転籍 そߩ他 計 

ᧄ 籍 1平7 1平7 9年 年0 89 114 580窓

口 
非 ᧄ 籍 98 年4 年年 4 0 9 178

他市↸村ߩࠄ߆送付 74 平年 1年8 16 69 57 年77

計 平99 184 平64 50 158 180 11年5

イ 戸籍ߦ関ࠆߔ証                   㧔単位：件㧕 

件              数 

種    類 

  料 無  料 計 

金        㗵

全部事項証書 平,6年0 176 平,806 1,18年,500

個人事項証書 866 9 875 年89,700

৻部事項証書 0 0 0 0

戸

籍 

計 年,496 185 年,681 1,57年,平00

全部事項証書 平84 年1 年15 平1年,000

個人事項証書 7 0 7 5,平50

৻部事項証書 0 0 0 0

謄 ᧄ 1,平8平 平6平 1,544 961,500

抄 ᧄ 平年 1 平4 17,平50

除

籍 

計 1,596 平94 1,890 1,197,000

記 載 事 項 証  0 0 0 0

受 理 証  40 0 40 14,000

届書ߦ基ߠく証  68 0 68 平年,800

合    計 5,平00 479 5,679 平,808,000
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(平) 住民基ᧄ台帳事務 

ア 人口世帯数 㧔ᐔ成平平ᐕ41日現在㧕 

区  ಽ 住民基ᧄ台帳 外国人登録 計 

男 11,平51人 平平9人 11,480人 

女 10,857人 平17人 11,074人 

人 

 

口 

計 平平,108人 446人 平平,554人 

世  帯 7,8平0世帯 平96世帯 8,116世帯 

                                         㧖外国人߇世帯主ߩ場合ߩ世帯数 

イ 人口推移 㧔各ᐕ 4 1日現在㧕              㧔単位：人㧕 

  ᐔ成 16 ᐕ ᐔ成 17 ᐕ ᐔ成 18 ᐕ ᐔ成 19 ᐕ ᐔ成 平0 ᐕ ᐔ成 平1 ᐕ ᐔ成 平平 ᐕ

総  数 平1,平11 平1,平46 平1,平75 平1,588 平1,71年 平平,018 平平,108

男 10,707 10,754 10,756 10,90年 10,964 11,154 11,平51

女 10,504 10,49平 10,519 10,685 10,749 10,864 10,857

 

ウ 住民異動状況㧔ᐔ成平1ᐕ4㧝日～ᐔ成平平ᐕ年年1日㧕     㧔単位：人㧕 

そߩ他 区ಽ 

ᐕ度 

出生 死亡 転入 転出 転居

世帯主

変更

世帯合併 

世帯ಽ離 増 減 

計 

平1 平平9 16平 961 946 年15 平平1 4平 18 6 平,900

 

エ 住民基ᧄ台帳ߦ関ࠆߔ証書等交付状況                  㧔単位：件㧕 

件          数 件数金㗵 

区 ಽ   料 無  料 計 

金    㗵 

広域交付 8 0 8 1,600

写し 9,674 640 10,年14 1,9年4,800住民票 

閲覧 50 年45 年95 5,000

戸籍附票写し 年91 平年4 6平5 78,平00

諸証 平67 4 平71 5年,400

身ಽ証 1年8 0 1年8 平7,600

住基カ98 ࠼ 0 98 49,000

計 10,6平6 1,平平年 11,849 平,149,600
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02-03-01(03) 

戸籍保険課 

(年) 印鑑登録証事務 

印鑑登録者数 1年,198 人 㧔ᐔ成 平平 ᐕ 4  1 日現在㧕 

登録証交付状況 869 件 17年,800  

件   数 

 料 無 料 

金   㗵 

証書交付状況 

7,6平年 件 15 件 1,5平4,600  

 

㧡 成果及び評価 

新ࠪࠬ߇ࡓ࠹ᧄ稼働後ߦ動ߥ߆くߞߥたޔࠅ住民票߇ߤߥ出力さߥࠇいߣいうࠃ

うߥ大ߥ߈問㗴ߞ߆ߥߪたޕまたޔ新ࠪࠬߞߥߦࡓ࠹たࠄ߆待ち時間߇増したߣい

う苦情߽今ߣߩこߥࠈいޕし߆しޔ住民ߣ৻番接点ߩ多い部署ߢあࠆたޔサビ

ࠬマンߢあߣࠆいうこߣを忘ޔߦߕࠇৼ寧ޔߦ公ᐔޔߦ迅速ߦ接客ߦ当たࠆこ߇ߣ

必要ߢあޕࠆ 
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款 0平 総務費 予 算 額 9,750,000 

項 04 選挙費  算 額 9,7年5,55年 

目 0平 衆議院議員総選挙費 国県支出金 9,7年4,6平1 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 衆議院議員総選挙事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 9年平 

大分類 㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

ዊ分類 㧙 㧙 

㧝 目的 

公職選挙法ߦ基ޔ߈ߠ厳正ߟ߆適正ߥ選挙事務ߩ執行を行うこߣを目的ޕࠆߔߣ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

過去ߩ選挙㧦ᐔ成㧝㧣ᐕ㧥㧝㧝日執行ߩ第㧠㧠回衆議院議員総選挙 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 期日前投票所߅ߦいޔߡ投票用紙ߩ㧞度交付を実施ޕࠆߔ 

(平) 期日前投票所߅ߦいޔߡ投票録をプンタ出力ޔߒߣ事務ߩ軽減を図ޕࠆ 

(年) 開票事務߅ߦいޔߡ集計係ߦパソコンを配置ޔߒ集計ࠄ߆開票録作成まߢを連

動ߡߒ行いޔ開票時間ߩ短縮を図ޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 選挙ߩ概要 

ア 当日権者数 㧝㧣,㧞㧞㧟人 

イ 投票者数等 

㧔ア㧕ዊ選挙区 㧝㧞㧘㧥㧝㧟人㧔うち期日前投票 平,650 人ޔ不在者投票 64 人㧕 

㧤㧟㧜日午後㧝㧝時㧡㧡分結了 投票率㧣㧠㧚㧥㧤％ 

㧔イ㧕比例代表 㧝㧞㧘㧥㧝㧝人㧔うち期日前投票 平,650 人ޔ不在者投票 6年 人㧕 

㧤㧟㧝日午前㧝時㧟㧡分結了  投票率㧣㧠㧚㧥㧠％ 
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02-04-02(03) 

行政課 

㧔ウ㧕国民審査 㧝㧞㧘㧢㧝㧣人㧔うち期日前投票 平,年74 人ޔ不在者投票 51 人㧕 

㧤㧟㧝日午前㧟時㧝㧜分結了  投票率㧣㧟㧚㧟㧢％ 

 

(平) 投票関係 

選挙期日 前回㧔ᐔ成 17 ᐕ 9  11 日㧕 今回㧔ᐔ成 平1 ᐕ 8  年0 日㧕

投票事務時間外経費 平,平57,7平6  平,平59,405 

投票事務従事者数 64 人 61 人

   当日ߩ本部要員を減ߒࠄ経費ߩ削減を図ߞたޔ߇結果ߪ前回相当額ߞߥߣたޕ 

(年) 開票関係 

選挙期日 前回㧔ᐔ成 17 ᐕ 9  11 日㧕 今回㧔ᐔ成 平1 ᐕ 8  年0 日㧕

開票事務時間外経費 819,8平年  780,949 

開票事務従事者数 6年 人 50 人

    集計係ߦ表計算ソフトをዉ入ߡߒߤߥࠆߔ事務従事者を減ޔߒࠄ経費ߩ削減

を図ߞたޔ߇国民審査ߩ自動⺒取機ߩ不調߇あޔࠅ結了時間߇遅ࠇたޕ 

㧖  開票速報ࡎムࠫࡍ アクセࠬ数㧔8/平9～8/年1㧕 㧟㧡㧞件 

 

㧡 成果及び評価 

(1) 期日前投票を含めޔ投票事務ޔߪ計画ࠅ߅ߤ執行ࠆߔこ߈ߢ߇ߣたޕ 

(平) 開票事務ޔߪ国民審査投票用紙自動⺒取機ߩ不調ޔࠅࠃߦ事務ߦ支㓚߇生ߓた

ためޔ今後ߪ表計算ソフト等ߩ利用ࠅࠃߦ対応ࠆߔこߒߣߣたޕ 

(年) 権者ߦわߔ߿ࠅ߆いࠃうޔ以下ߩ点ߟߦいޔߡ今後改善を図ࠆこߒߣߣたޕ 

ア 最高裁判所国民審査等ޔ投票期間ߩ異ࠆߥ選挙を同時ߦ執行ࠆߔ㓙ޔߪߦ入

場券߿案ౝチߦࠪ記ޔߒ権者へߩ周知徹底を図ޕࠆ 

イ 近隣以外へߩ転出者ߦ不在者投票㧔遠隔地投票㧕ߩ案ౝを行うޕ 

ウ 郵便投票を初めߡ利用さࠆࠇ方へޔ証書ߩ発行ࠄ߆投票用紙ߩ請求ޔ投票

まߩߢ手続ߟߦ߈いߩߡ⺑文書を送付ޕࠆߔ 
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款 0平 総務費 予 算 額 8,050,000 

項 04 選挙費  算 額 8,0年7,5平平 

目 0年 ↸長選挙費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 ↸長選挙事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 8,0年7,5平平 

大分類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  㧙 㧙 

㧝 目的 

公職選挙法ߦ基ޔ߈ߠ厳正ߟ߆適正ߥ選挙事務ߩ執行を行うこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

過去ߩ選挙㧦ᐔ成㧝㧥ᐕ㧠㧞㧞日執行ߩ大口↸長選挙ޔ大口↸議会議員一般選

挙 

 

 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

急ߥ選挙ߢあߞたためޔ適正ߥ選挙事務߇執行さࠆࠇよう留意したޕ 
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02-04-03(03) 

行政課 

㧠 ౝ容 

(1) 選挙ߩ概要 

ア 当日権者数 㧝㧣㧘㧜㧠㧤人 

イ 投票者数等 㧝㧜㧘㧜㧡㧣人㧔うち期日前投票 1,600 人ޔ不在者投票 68 人㧕 

        㧝㧝㧝日午後㧝㧜時㧠㧡分結了  投票率㧡㧤㧚㧥㧥％ 

 

(平) 投票関係 

選挙期日 前回㧔ᐔ成 19 ᐕ 4  平平 日㧕 今回㧔ᐔ成 平1 ᐕ 11  1 日㧕

投票事務時間外経費 平,平5平,556  平,045,年41 

投票事務従事者数 6平 人 5平 人

(年) 開票関係 

 前回㧔ᐔ成 19 ᐕ 4  平平 日㧕 今回㧔ᐔ成 平1 ᐕ 11  1 日㧕

投票事務時間外経費 585,619  平4年,911 

投票事務従事者数 55 人 45 人

㧖 開票速報ࡎムࠫࡍ アクࠬ数㧔10/年1～11/平㧕 㧝㧘㧞㧡㧡件 

 

前回ߪߣ選挙ߩ種類߇異ࠆߥためޔ一概ߦ比較ߥ߈ߢߪいޔ߇最小限ߩ人員ߢ

投開票事務を執行すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

 

㧡 成果及び評価 

↸民ߡߞߣߦ身近ߥ選挙ߢあޔࠅ投票率߇向上すࠆよう啓発を行ߡߞいくޕ 

またޔ今回ߩ選挙ߩ投開票事務ࠬޔߪムߦ࠭執行すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 
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款 0平 総務費 予 算 額 年,077,000 

項 05 統計調査費  算 額 平,71年,144 

目 01 統計調査費 国・県支出金 平,711,年11 

使用料等 0 

他 0ߩߘ 

事

 

業

 

0年

～

07 

各統計事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 1,8年年 

大分類 㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 － － 

㧝 目的 

  (1) 経済センサス事業 

   統計法ߦ基ߠく基幹統計調査ޔߢすべߩߡ事業所・企業を対象ߣしߩߘޔ活動

を確ߦしޔᚒ߇国߅ߦけࠆ包括的ߥ産業構造を確ߦすޔߦ߽ߣߣࠆ事業所等

を対象ߣすࠆ各種統計調査実施ߩߚߩᲣ集団情報を整備すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

  (平) 全国消費実態調査事業 

 統計法ߦ基ߠく基幹統計調査ޔߢ国民ߩ暮ࠄし向߈をޔ家計ߩ所得ޔ消費ޔ資

産ߩ㧟面ࠄ߆総合的ߦ把握すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

  (年) 国勢調査調査区設定事業 

    ᐔᚑ㧞㧞ᐕ㧝㧜月ߦ実施さࠆࠇ国勢調査調査区ߩ見直しを目的ߣすޕࠆ 

  (4) 工業統計調査事業 

   事業所数ޔ従業員数ޔ製造品出荷額ޔ原᧚料使用額等を調査しޔ工業ߩ実態を  

ߦ߆ࠄすߦ߽ߣߣࠆ工業ߦ関すࠆ施策ߩ基礎資料を得ࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

  (5) 世界農林業センサス事業   

    農林業ߩ生産構造ޔ就業構造をߦ߆ࠄすޔߦ߽ߣߣࠆ農林業ߩ実態を総合的

ߣこࠆ提供すޔ基礎資料を作ᚑߩߚߩ企↹・立案・推進ߩ農林行政ޔ把握しߦ

を目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔᚑ㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  (1) 経済センサス事業 
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02-05-01(03～07) 

行政課 

  㧡ᐕᲤߦ実施さޔࠇ前回ߪ企業・事業所統計調査ߣいう名称ߢ実施さߡࠇいޕࠆ

基礎調査ߣ本調査߇あࠇߙࠇߘࠅ調査ౝ容߇異ޔࠅߥ前回ߪ本調査を行ߡߞいޕࠆ 

  (平) 全国消費実態調査事業 

    ↸ߪ㧝㧜ᐕᲤߦ実施さ９ޔࠇ月ࠄ߆㧝㧝月まߩߢ㧟߆月間ߦわࠅߚ指定㧔国

勢調査ߩ調査地区利用㧕さߚࠇ㧞地区ࠄ߆㧞㧜世帯を対象ߦ行ߡߞいޕࠆ 

  (年) 国勢調査調査区設定事業 

  国勢調査߇実施さࠆࠇ前ᐕߦ調査区ߩ見直しを行ߡߞいޕࠆ 

  (4) 工業統計調査事業 

    経済産業省ޔࠅࠃߦᲤᐕ㧝㧞月㧟㧝日を基準日ߣしߡ実施さޔࠇᐕ度Ფߦ調査

ౝ容߇異ߡߞߥいޕࠆ 

  (5) 世界農林業センサス事業 

    農林水産省ޔࠅࠃߦ㧡ᐕᲤߦ実施さޕࠆࠇ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  社会・経済情勢ߩ変化ߦ合わせޔ各統計ߩ調査項目ߩ見直し߽行わޔࠅ߅ߡࠇこ

うしߚ統計資料ޔߪ行政߿教育機関ޔ企業ߤߥ幅広い分野ߢ利用さߡࠇいޕࠆ一方

ߩ調査員ޔくࠄߠ行いߪ調査ࠆすߣ個人を対象ޔ施行以降ߩ個人情報保護法ޔߪߢ

確保߽難しくߡ߈ߡߞߥいޔߚࠆ登録調査員ߩ確保を図ޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

  調査員ߩ確保ߟߦいޔߡ登録調査員ߦふさわしい方を紹介しߡ頂くࠃう依頼すࠆ

調査ౝ容及ޔߪߡいߟߦ世界農林業センサス事業ޔߚまޕߚߞ調査員確保を図ߤߥ

び調査対象者ߦ詳しい農事組合長ߦ依頼しޔ殆ߩߤ方ߩ協力を得ࠆこ߈ߢ߇ߣ無事

終了しޕߚ 

 

㧡 ᚑ果及び評価 

  統計調査員ߩ協力ޔߣ߽ߩ各調査を無事終えࠆこޕߚ߈ߢ߇ߣ 

  まޔߚ登録調査員ߣしߡ新ߦߚ㧞人ߩ方߅ߦ㗿いすࠆこޕߚ߈ߢ߇ߣ 
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款 0平 総務費 予 算 㗵 1,平07,000 

項 06 監査委員費  算 㗵 1,1年0,740 

目 01 監査委員費 国県支出金 0

使用料等 0 

そ0 ઁߩ 

事

 

業

 

0年 監査事務事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 1,1年0,740 

大分類  㧡 効率的ߥ行財政運営 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類  － － 

㧝 目的 

公ᱜߢ合理的ߟ߆能率的ߥ行政運営を確保すࠆたޔ監査基準ߦ基߈ߠ検査監

査審査等を実施すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧡ᐕߦ大口↸監査基準を施行しޔࠄ߆ߡ法令߿制度改ᱜ等ߩ情報を߽ߦߣ

ᐔ成㧝㧢ᐕޔᐔ成㧝㧥ᐕޔᐔ成㧞㧜ᐕߣ適宜監査基準ߩ見直しを図ޔࠅ毎ᐕ作成す

 ޕた߈ߡദߦ向ߩ監査ޔ߈ߠ基ߦ↹監査計߿監査実施方針ࠆ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

本↸財政ߩ極ߡ厳しい状況認識ߩਅޔ会計経理ߩ合規性及びᱜ確性ߣ事務処理

ޕࠆ監査を実施すߡߞ立ߦ観点ߩ効性効率性経済性ޔߤߥ合理化ߩ組織運営߿

又ޔ事務ߩ機械化ߦ伴う問㗴߿不ᱜ等ߩ防ᱛߩたޔ各部署߅ߦけࠆౝ部監査ߣౝ

部牽制体制ߩ確立を監査ߦ合わせߡ指ዉすޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 例出納検査 

会計管理者ߩ保管すࠆ現金ߩ保管状況及び出納関係諸表等ߩ係数ߩᱜ確性及び

出納ౝ容を検証しޔ現金ߩ出納事務߇適ᱜߦ行わߡࠇい߆ࠆを毎㧝回検査したޕ 

(平) 定期㧔定例㧕監査 

財務ߦ関すࠆ事務執行߇適ᱜߟ߆能率的ߦ行わߡࠇいޔ߆ࠆ又ޔ経営ߦ係ࠆ事

業ߩ管理߇合理的ߟ߆効率的ߦ行わߡࠇい߆ࠆを監査したޕ 
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02-06-01(03) 

監査委員事務局 

ア 第㧝回 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧢㧞㧟日㧞㧠日㧔生涯教育部ߩ各課議会事務局㧕 

イ 第㧞回 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧞㧞日㧟日㧔地域協働部建設部ߩ各課㧕 

(年) 算審査 

算そઁߩ関係諸表等ߩᱜ確性を検証しޔ予算ߩ執行又ߪ事業ߩ経営߇適法

適ᱜߟ߆効率的ߦ行わߡࠇい߆ࠆを主眼ߦ審査したޕ又ޔ財政健全化判断比率等

 ޕ実施したߡ審査߽合わせߩ

ア 実施日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣㧞㧟日～㧣㧟㧜日 

(4) 行政監査㧔行政評価㧕 

行ߦ効率的ߟ߆合理的߇執行ߩ事務ࠆ属すߦ権限ߩ執行機関ߩ↸ߪ事務又ߩ↸

わߡࠇいߤ߆ࠆう߆を主眼ߣしޔߡ定期㧔定例㧕監査時ޔߦห監査ߥߩい部課ߦ

ߦᐔ成㧞㧜ᐕ度算ޟޔߪ第㧞回定期監査ޕ実施したߡ併せߦ算審査時ߪߡいߟ

係ࠆ主要施策ߩ成果報告書ޔ߇ޠ事業評価߽兼ࠆߨౝ容ߞߥߦたたޔ自治事務

 ޕたߞ合理化を図ޔしߣߺߩ法定受託事務ޔをᱛޠ事務事業評価ޟߩߡしߣ

(5) 工事監査 

工事ߩ技術調査を外部委託しޔ書類審査及び現地調査を行いޔ設計ޔ施工等߇

設計図書及び様書ߦ基ߠいߡ適ᱜߦ行わߡࠇい߆ࠆを主眼ߦ監査したޕ 

ア 実施日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧝㧤日㧔建設部 都市整備課㧕 

イ 対象工事ฬ 大口↸公共ਅ水道汚水幹線築造工事㧔国庫第㧞－㧟工区㧕及び付帯工 

(6) 財政援ഥ団体監査 

補ഥ事業ߩ執行状況資金ߩ出納状況補ഥ効果を主眼ߦ監査したޕ 

ア 実施日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧥㧟㧜日 

イ 実施団体 大口↸商工会㧔地域協働部 地域振興課所管㧕 

 

㧡 成果及び評価 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度監査実施方針ߦ沿ߡߞ監査等を実施しޔ↸長及び議長へ監査及び審

査結果を報告したޕ更ޔߦ各監査時ߦ監査委員ߩࠄ߆指ዉ等ߦ加えޔ事務局ࠆࠃߦ

事前検査ߢ担当課ߩߢౝ部監査ߣౝ部牽制体制ߩ充実を喚起したޕ又ޔ工事監査ޔߪ

技術士ߩ専門的ߥ立場ࠄ߆指ዉを受けޔ職員ߩ技術向ߣ今後ߩ工事施工ߩ参考ߣ

 ޕたߞߥ

監査事務全般ߟߦいޔߪߡᐔ成㧞㧝ᐕ度監査実施計↹ߦ基ޔ߈ߠᐕ間業務ࠬケࠫ

ュル表を作成しߡ実施した結果ޔ事務ߩ合理化߿効率的ߥ執行ߦ繋ߞ߇たޕ 
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款 0年 民生費 予 算 㗵 ィ0ん685ん000 

項 01 社会福祉費  算 㗵 年9ん平56ん年0平 

目 01 社会福祉総務費 国県支出金 67ん700 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 社会福祉推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年9ん188ん60平 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会ࠍ創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰߽߇自立ߚߒ生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

●民生委員児童委員協議会 

㧝 目的  

民生委員児童委員ߪ各地区ࠍ㧟㧝名ߢ担当ޔߒ地域ߩߢ生活上ߩ問㗴ޔ家族ߩ

問㗴ޔ高齢福祉ޔ児童福祉ߤߥあࠄゆࠆ分野ߩ相談ߦ応ޔߓഥ言߿調査ࠍ行うこߣ

び児童健全育成ޔߚߩ主任児童委員ߣ協力ߡߒ地域活動ࠍ行うこࠍߣ目的ߔߣ

 ޕࠆ

主任児童委員ߪ↸全域ࠍ㧞名ߢ担当ޔߒ児童福祉ߦ関ࠆߔ事項ࠍ専門ޔߦ児童関

係機関ߩߣ連絡調整߿地域ࠍ担当ࠆߔ民生委員児童委員ߣ一体ߡߞߥߦ児童福祉

 ޕࠆߔߣ目的ࠍߣこࠆߔ推進ࠍ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ度ߪ任期ߩ初ᐕ度ߢあޔࠅ高齢福祉ޔ児童福祉ߤߥあࠄゆࠆ分野ߩ相

談ߦ応ࠆߓこࠃࠆ߈ߢ߇ߣう視察ޔ研修ࠍ実施ޔߒ資質ߩ向上ߦദޕߚ 

 

㧟 目標又ߪ改善策  

  地域߅ߦいߡ援ഥࠍ必要ࠆߔߣ生活困窮者ޔ高齢者ޔᲣ子父子家庭ޔ障߇い者 

 等ߐޔまߑまߥ理由ࠅࠃߦ社会的ߥ支援߇必要ߣ考えࠆࠇࠄ人ߦߜߚኻߡߒ相談

援ഥࠍ行ߡߞいޔ߈ߛߚ地域福祉ߩ増進ࠍ図ࠆ活動ࠍ行うこࠍߣ目標ߡߒߣいޕࠆ 
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03-01-01(03) 

福祉こども課 

㧠 ౝ容 

(1) 民生委員児童委員協議会定例会(Ფ月) 

(平) න身高齢者高齢者世帯ߩ状況確認(ᐔ成㧞㧞ᐕ 1 月) 

(年) 各種研修会福祉大会߳ߩ参加(随時) 

(ィ) 敬老事業߳ߩ協力㧔随時ޔ祝い金配布９ߪ月㧕 

(5) 特養護老人ࡎム愛訪問(Ფ月㧞回) 

(6) あいߟߐ運動地域安全パトロル活動(Ფ月) 

(7) 県外研修 ７月㧞日ࠄ߆㧠日 北海道勇払郡安ᐔ↸民生委員協議会 

北海道空知郡ධ富良野↸ 

就労⛮⛯支援(B 型) ߲ࠎߥ香ᚱ 

(8) 県ౝ研修 㧝㧜月㧞㧞日 名古屋地方裁್ᚲ߳研修 裁್員制度ߟߦいߡ  

 

㧡 成果び評価 

  誰߽߇安心ߡߒ暮ߔࠄこࠆ߈ߢ߇ߣ地域ߠくࠍࠅ目指ޔߒ地域߅ߦけࠆ相談支

援ࡏランテࠖޔߡߒߣࠕ上述ࠃߚߒうߦ様々ߥ事業ࠍ実施ޔࠇߐ地域ޟߩ安全ߦޠ

寄与ޕߚߒ福祉分野߅ߦけࠆ地域力ߦኻࠆߔ期待ߪ今後まߔまߔ増大ࠆߔこ߇ߣ考

えޔࠇࠄ民生委員児童委員ߩ方々߽ߦ地域ߩ安全ߩ担い手ߡߒߣ活躍ࠆࠇߐこߣ

 ޕいߚ߈いߡߒ支援ߦ߽ߣߣࠆߔ期待ࠍ

  

名古屋地方裁್ᚲߡߦ裁್員制度ߟߦいߡ研修 
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款 0年 民生費 予 算 㗵 40,555,000 

項 01 社会福祉費  算 㗵 年8,99年,598 

目 0平 高齢者福祉費 国県支出金 0 

使用料等 57年,600 

他 544,690ߩߘ 

事

 

業

 

0年 高齢者福祉事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 年7,875,年08 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造ࠆߔ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立ߚߒ生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

敬老事業ޔߪ多ᐕߦわࠅߚ社会ߦ⽸献さߚࠇ高齢者ߩ長ኼを祝いޔ自ߩࠄ生活意

欲を高ߦߚࠆ実施ޕࠆߔ 

単身高齢者ߤߥ高齢者߇閉ߓこ߽߿ࠅうつ状態ߦ陥ߥࠄいࠃうޔߦ地域活動を通

㧣㧡ޔߡߒߣ場ࠆࠇ図߇ションコミュニケߦ積極的ߡߒߣ一員ߩ地域社会ޔߡߓ

歳以ߩ高齢者ߦኻߡߒふࠇあいߩつߤい事業を実施ޕࠆߔ 

  

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  敬老祝い金事業ޔߪᐔ成㧝㧤ᐕ度ߦ支給ኻ象ᐕ齢を㧠段階ޔߒߣ㧣㧡歳～㧣㧥歳

敬老券ޔ㧤㧜歳～㧤㧠歳㧡千ޔ㧤㧡歳～㧥㧥歳㧝万ޔ㧝㧜㧜歳以㧞万を支

給ޕߚߒᐔ成㧝㧥ᐕ度ࠄ߆節目ߩ支給ኻ象ᐕ齢を設定ޔߒ㧤㧜歳㧡千ޔ㧤㧡歳

㧥㧜歳㧥㧡歳㧝万ޔ㧝㧜㧜歳以㧞万を支給ޔߦ߽ߣߣࠆߔ高齢者ふࠇあい

 ޕߚߒい事業を開始ߤつߩ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

高齢者ふࠇあいߩつߤい事業を通ޔߡߒ高齢者߇自発的ߦ参加ࠆ߈ߢ各地区ߩ敬

老事業ߡߒߣ定着ࠃࠆߔうߦദޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

従来ߩ敬老事業をޔ祝い金事業ߣ高齢者ふࠇあいߩつߤい事業ߩ㧞本立ޕߚߒߣߡ 
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03-01-02(03) 

健康生߇߈い課 

(1) 敬老祝い金事業 

多ᐕߦわࠅߚ社会ߦ⽸献さߚࠇ節目ᐕ齢ߩ高齢者ߩ長ኼを祝いޔ自ߩࠄ生活意

欲を高ߦߚࠆ祝い金を支給ޕߚߒ 

ᐕ 齢 80 歳 85 歳 90 歳 95 歳 100 歳 合計 

ኻ象者㧔人㧕 1年平 7平 年年 9 0 平46

事業費㧔㧕 660,000 7平0,000 年年0,000 90,000 0 1,800,000

 

(平) 高齢者ふࠇあいߩつߤい事業 

各区長を始区役員ޔ民生委員ޔ住民等ߩ協力を得ࠇߙࠇߘޔߡ地区ߩ特性߿

独自性を生ߚߒ߆高齢者ふࠇあいߩつߤい߇開催さޕߚࠇ事業ኻ象人数㧝，㧢㧜

㧜人ߩうちޔ約半数ߦあࠆߚ㧤㧞㧢人ߩ高齢者߇自発的ߦ参加ޕߚߒ 

地区名 ኻ象人数㧔人㧕 参加者数㧔人㧕 補ഥ㗵() 

秋  田 147 76 147,000 

豊  田 平08 85 平08,000 

大 屋 敷 1平9 67 1平9,000 

外  坪 95 45 95,000 

河  北 118 11年 118,000 

余  野 平19 9年 平19,000 

 小 口 1年年 67 1年年,000 

中 小 口 156 11平 156,000 

ਅ 小 口 平5年 107 平5年,000 

垣  田 61 平平 61,000 

さつ߈ケ丘 81 年9 81,000 

合  計 1,600 8平6 1,600,000 

 

㧡 成果及び評価 

ふࠇあいߩつߤい事業ߪ地域ࠆࠃߦ高齢者ߩコミュニケションを図ޔࠅ閉ߓこ

高齢者ޔࠅ߅ߡߒߣを目的ߣこࠆ地域社会を創ࠆせࠄ暮ߣ߈い߈いޔくߥߣこࠆ߽

 ޕߚࠇ実施さ߇事業ߚߒ߆特性を生ޔ独自性ߩ各地区ޔ߈ߢ参加ߦ自発的߇

こߩ事業ߦついޔߪߡ現行߅ߦけࠆ地域ߩ実施状況߿問㗴点ߩ整理を行いޔ一括

交付金ߩߡߒߣ取ࠅ扱い߽含検討ࠆߔ必要߇あޕࠆ 

祝い金事業ߦついޔ߽ߡ高齢者福祉施策を考慮ࠄ߇ߥߒ見直ߒをࠆߔ必要߇あޕࠆ 
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款 0年 民生費 予 算 額 年年,114,000 

項 01 社会福祉費  算 額 年平,449,607 

目 0年 障߇い者福祉費 国県支出金 年76,887 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 障߇い者福祉事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 年平,07平,7平0 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰߽߇自立した生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

  主ߦ福祉手当ߩ支給ޔ外出支援サビࠬ事業及びレࠬパイト利用料助成事業を行

うこޔࠅࠃߦߣ障߇い者ߩ福祉ߩ向上を図ޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

(1) 福祉手当    

 ᐔ成 18 ᐕ度 ᐔ成 19 ᐕ度 ᐔ成 平0 ᐕ度

ኻ象者㧔人㧕 5年1 5年年 55平

事業費㧔㧕 平8,767,000 平8,年89,000 平9,平年6,000

 (平) 外出支援サビࠬ事業  

 ᐔ成 18 ᐕ度 ᐔ成 19 ᐕ度 ᐔ成 平0 ᐕ度 

利用回数 1,6年平 1,761 1,678 

事業費㧔㧕 1,054,960 1,048,060 1,045,890 

 (年) レࠬパイト利用料助成事業 

 ᐔ成 18 ᐕ度 ᐔ成 19 ᐕ度 ᐔ成 平0 ᐕ度 

登録者数㧔人㧕 1平 1平 9 

実利用者㧔人㧕 1平9 170 1年7 

↸助成額㧔㧕 18年,560 177,5年0 165,060 
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03-01-03(03) 

福祉こども課 

㧟 目標又ߪ改善策 

  㧟事業ߦ߽ߣ障߇い者ߩニ࠭を調査研究しޔ使い߿すい事業ߦしߡいくޕ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 福祉手当 

   福祉手当を支給すࠆこޔࠅࠃߦߣ障߇い者ߩ福祉向上ߦ寄与すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

   実績…ኻ象者数：575 人ޔ事業費：平9,968,000  

(平) 外出支援サビࠬ事業 

外出支援サビࠬ助成券(タクシ―料金ߩ初乗ࠅ料金分)を交付すࠆこࠅࠃߦߣ 

障߇い者ߩ外出促進をすࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

実績…利用回数：1,780 回ޔ事業費：1,1平9,060  

(年) レࠬパイト利用料助成事業  

障߇い者を日常的ߦ護しߡいࠆ護者ߩ⽶担を一時的ߦ軽減すࠆたޔ利用

料ߩ一部を助成すࠆこࠅࠃߦߣ支援すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

実績…登録者数：9人ޔ実利用者数：95 人ޔ↸助成額：97,7年0  

 

㧡 成果及び評価 

障߇い者及び護者ߦኻしޔ経済的支援ߣしߡ福祉手当ߩ支給外出支援サビ

ࠬ事業レࠬパイト利用料助成事業を実施したこޔࠅࠃߦߣ支障ߥく日常生活を送

 ޕったߥߦ地域社会を目指す一助ࠆ߈ߢ߇ߣこࠆ

  後ߦおいߪߡ単ࠆߥ現金給付ߥߪߢߺߩくޔ現物給付を߽含た違う方法ޔߢ

障߇い者߿護者߇快適ߦ生活ࠆ߈ߢ住環境を目指しߡいくޕ 
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款 0年 民生費 予 算 額 14年,966,000 

項 01 社会福祉費  算 額 1年0,年44,平0平 

目 0年 障߇い者福祉費 国県支出金 84,444,575 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

04 障߇い者自立支援事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 45,899,6平7 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創ㅧࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立ߒた生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

●護給付費等 

㧝 目的 

  障害者自立支援法ߦ基ޔ߈ߠ護給付等ߩ障害福祉サビࠬߩ提供ߦଥࠆ費用を

給付ޕࠆߔ 

  利用者ߩ⽶担ߟߦいߪߡ原則㧝割ߢあޔ߇ࠆ各種軽減策߇あޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧤ᐕ度ࠄ߆現在߹ߢ事業を行ߡߞいޕࠆ 

給付定を行うプロޔߦࠬ地域包括支援ンタߢ行う相談支援事業を組ߺ込

 ޕたߞた支給定を行ߞ沿ߦ࠭ニޔߺ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  地域包括支援ンタߢ行う相談支援事業を有効活用ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔサビࠬ

利用ߩ適正化及び効率化を図ߢߣߎࠆ護給付費等を減ࠃߔࠄうߦദޕࠆ 
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

㧠 ౝ容 

事業ฬ 延利用人数(人) 利用回数等 事業費() 国県支出金()

居宅護 14年 1,461 時間 4,1平9,817 

行動援護 平年 平56 時間 1,0年7,740 

生活護 年5 775 回 5,888,645 

児童デイサビࠬ 6 1年 回 70,488 

短期入所 平0 105 回 9平6,平年1 

共ห生活護 1平 年65 回 1,087,6年0 

施設入所支援 47 1,年91 回 年,平05,7平1 

就労⛮⛯支援 年6 66年 回 年,711,657 

旧体系施設支援 年68 8,09年 回 6年,976,545 

特定障害者特別給付費 145 年,987 人 1,711,445 

国 

4年,550,000

県 

平1,775,000

 

  

 

合     計 85,745,919 65,年平5,000

  

●自立支援医療給付費等 

㧝 目的 

障害者自立支援法ߦ基ޔ߈ߠ主ߦ腎臓機能障߇い㧔人工透析含㧕ޔ人工関節置換術

及び心臓機能障߇い等ߦଥࠆ手術費用等を自立支援医療給付費㧔更生医療㧕ߡߒߣ

給付ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔ障߇い者ߩ経済的⽶担を軽減ޕࠆߔ 

  利用者ߩ⽶担ߟߦいߪߡ原則㧝割ߢあޔ߇ࠆ課税状況ߦ応ߡߓ⽶担上限ߩ設定߇

あޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  障害者自立支援法ߦ基ޔ߈ߠ身体障߇い者ޔߪ心身ߩ状態ࠅࠃߦ自立支援医療を

受けࠆ必要߇あޔࠅ障߇い者又ߪ世Ꮺߩ他ߩ世Ꮺ員ߩ所得ߩ状況ޔ治療状況そߩ他

 ޕࠆいߡߞ支給認定を行ߦߣߏ種類ߩ自立支援医療ߡߒ事情をൊ案ߩ
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㧟 目標又ߪ改善策 

߇障ޔߡ向けߦޠ構築ߩ生涯現役社会健康長ኼࠆࠇ送߇た生活ߒ自立߇誰߽ޟ  

い者߇自立ߒた生活を送ࠆうえߢ必要ߥ支援給付を行うࠅࠃߦߣߎ安心ߥ暮ߒࠄ

 ޕࠆߔうദ力ࠃࠆࠇ送߇

 

㧠 ౝ容 

障害者自立支援法ߦ基߈ߠ滑ߦ業ോを行う߈ߢ߇ߣߎたޕ 

障߇い部位 申請数(件) 利用者数(人) 更生医療費⽶担額() 国県支出金()

腎臓機能 

㧔人工透析含㧕 

18 18 4,0平6,平64 

肢体ਇ自由 4 4 平04,979 

心臓機能 1 1 平4,平6平 

国  

平,500,000

県  

1,平50,000

合計 平年 平年 4,平55,505 年,750,000

 

●補装具給付費 

㧝 目的 

  身体障߇い者߇失わࠇた身体機能を補完又ߪ代償ࠆߔたߩ補装具を購入修理

 ޕࠆߔ費用を給付ࠆߔ

  利用者ߩ⽶担ߟߦいߪߡ原則㧝割ߢあޔ߇ࠆ課税状況ߦ応ߡߓ⽶担上限ߩ設定߇

あޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  購入修理ߩ合計件数ߪ昨ᐕߩ㧝㧢件ࠅࠃ㧝件増加ޔߒ全体ߩ給付額ߪߡߒߣ昨

ᐕߩ㧝，㧞㧢㧝，㧥㧣㧢ߣ比ߣࠆߴ㧟．㧢％増ߞߥߣたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  生活向上ߩたߦ購入ߒた補装具ߦኻޔߒ必要ߥ時ߦアドバイࠬをޔߒ生活向上

 ޕࠆߔߦうࠃࠆ改善を行え߿
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

㧠 ౝ容 

障߇い部位 

購入 

件数 

修理 

件数 

件数 

合計 

購入支出額

㧔㧕 

修理支出額

㧔㧕 

支出合計額

㧔㧕 

国県支出金  

   㧔㧕 

義肢 0 1 1 0 5,768 5,768 

装具 年 1 4 年58,1年1 50,4平8 408,559 

遮光眼鏡 1 0 1 11,1平4 0 11,1平4 

盲人安全ߟえ 1 0 1 4,8平0 0 4,8平0 

補聴器 4 0 4 平67,5年1 0 平67,5年1 

車い577,101 5 1 4 ߔ 平年,175 600,平76 

歩行補ഥߟえ 1 0 1 9,8平6 0 9,8平6 

 国 

500,000

 県 

平50,000 

合計 14 年 17 1,平平8,5年年 79,年71 1,年07,904 750,000

 

●地域生活支援事業 

㧝 目的 

  障߇い者ޔ߇自立ߒた日常生活又ߪ社会生活を営ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎうޔ地域ߩ特 

 性߿利用者ߩ状況ߦ応ߓた柔軟ߥ事業形態ࠆࠃߦ事業を実施ޕࠆߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧤ᐕ度ࠄ߆現在߹ߢ事業を行ߡߞいޕࠆ 

支給定を行うプロޔߦࠬ地域包括支援ンタߢ行う相談支援事業を組ߺ込

 ޕたߞた支給定を行ߞ沿ߦ࠭ニޔߺ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  障߇い者ޔ߇自立ߒた日常生活並びߦ日常生活を営ࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎうߦニ࠭

 ޕࠆദߦ提供ߩビࠬたサߞ合ߦ࠭ニޔദߦ把握ߩ
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㧠 ౝ容 

(1) 相談支援事業 

障߇い者߿障߇い児ߩ保護者ޔ護者߳ߩ相談支援ޔ情報ߩ提供߿ഥ言ߤߥを

行ߞたޕ 

(平) コミュニケション事業 

聴覚ޔ言語機能ޔ音ჿ機能等ߩ意思疎通ߦ支障߇あࠆ方ߩたߦ手話通訳者及

び要約筆記者ߩ派遣を行ߞたޕ 

(年) 日常生活用具給付事業 

障߇い者ߩ日常生活ߦ便宜を図ࠆたޔߦ日常生活用具ߩ給付を行ߞたޕ 

(4) 移動支援事業 

屋外ߩߢ移動߇困難ߥ障߇い者ߦኻޔߒ地域ߩߢ自立支援及び社会参加をଦߔ

 ޕたߞ支援を行ߩ外出ޔߒߣを目的ߣߎ

(5) 地域活動支援ンタ 

創作的活動又ߪ生産活動ߩ機会ߩ提供ޔ社会ߩߣ交流をଦ進ࠆߖߐたߩ事業

等を行ߞたޕ 

(6) 日中一時支援 

障߇い者ߩ日中߅ߦけࠆ活動ߩ場を確保ޔߒそߩ保護者ߩ就労支援及び一時的

 ޕたߞ休息を図ߥ

(7) 更生訓練費 

身体障害者更生援護施設ߦ入所ߡߒいࠆ方ߦ更生訓練費を支給ߢߣߎࠆߔ社会

復Ꮻߩଦ進を図ߞたޕ 
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

事業ฬ 利用回数等 事業費() 国県支出金() 

精神障害者相談支援事業㧔相談支援事業㧕 年平年 回 867,114

地域包括支援ンタ㧔相談支援事業㧕 年47 回 6,780,8年7

コミュニケション事業 68 回 年平7,400

日常生活用具給付事業 141 件 年,平89,818

移動支援事業 1,67年 時間 5,598,858

地域活動支援ンタ1,709  回 1平,475,006

日中一時支援 5 回 49,104

更生訓練費 7 回 51,190

国 6,604,000

県 年,年0平,000

合計 平9,4年9,年平7 9,906,000

 

㧡 成果及び評価 

  障害者自立支援法ߦ基ߠく障害福祉サビࠬߩ利用ޔ߿障害者医療及び身体障߇

い者ߩ日常生活を容易ࠆߔߦたߩ補装具購入߿修理ߦଥࠆ費用⽶担ߩ給付事業ޔߣ

大口↸ߩ地域福祉ߦあߞた地域生活支援事業を実施ߒたޔࠅࠃߦߣߎ障߇いߩ有無

共ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆ生活を送ߩ普通ߥ前ࠅ当たߡߒߣ人߇人ߩߡߴߔޔߕࠄわ߆߆ߦ

生社会ߩ実現ߦ寄ਈ߈ߢたޔߪߦࠄߐޕ後予想ࠆࠇߐ制度改正ߟߦいߡ情報収集

を正確ߦ行いޔ迅ㅦߦኻ応を図ߡߞいくޕ 
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款 0年 民生費 予 算 額 1平4,594,000 

項 01 社会福祉費  算 額 118,844,554 

目 04 福祉ක療費 国・県支出金 年0,576,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 子߽ߤක療費助成事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 88,平68,554 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰߽߇自立しߚ生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ・生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的  

子ߩ߽ߤ健康ߩ保持ޔ増進を図ޔߚࠆ子ߩ߽ߤක療費ߩ一部を支給し子育ߡ支

援ߩ一助ߣすࠆこߣ並びߦ福祉ߩ向上ߦ寄与すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  助成ኻ象・方法ߩ経緯 

 県 費 助 成 ↸ 費 助 成 

ኻ象ᐕ齢 4 歳ߩ誕生月末߹8 ߢ 歳ߩ誕生月末߹ߢ ᐔ成 18 ᐕ度 

ᐔ成 19 ᐕ度 

(乳幼児ක療㧕 

支給方法 

ක療機関窓口支払い無し

 現物給付ߩ

役場窓口申請ࠆࠃߦක療費自己⽶

担分ߩ 平/年  償還支払ߩ

ኻ象ᐕ齢 

0 歳～6歳ߦ達すࠆ日以後

ߩ最初ߩ 年 月 年1 日߹ߢ 

15歳ߦ達すࠆ日以後ߩ最初ߩ年月

年1 日߹ߢ 

ᐔ成 平0 ᐕ度 

(子߽ߤක療) 

支給方法 ක療機関窓口支払い無しߩ現物給付 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

県費助成ߣ↸単独助成߇わࠃࠆ߆うߦ受給者番号を別しޔ小学校就学時ߦ受給

者証ߩ更新を行ޕߚߞそߩ折ߦ受給者ߦኻしޔߡ啓発チࠅࠃߦࠪ助成金߇税金ߢ

あࠆこࠫ߿ߣェネックක薬品ߩ利用を勧ޔක療費ߩ軽減を図ޕߚߞ 
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03-01-04(03) 

戸籍保険課 

㧠 ౝ容 

中学校卒業㧔㧝㧡歳ߩᐕ度末㧕߹ߩߢ子ߤもߦ対しޔߡ保険診療ࠆࠃߦ医療費等

中学校卒ޔߣ通院ߩߢ߹小学校入学前ޔしߛߚޕߚߞ全額助成を行ߩ自己負担分ߩ

業߹ߩߢ入院ߦ対しߪߡ県費対象事業ߣしޔߡ小学校㧝ᐕࠄ߆中学校卒業߹ߩߢ通

院ߦ対しޔߪߡᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ࠄ߆町単独事業ߣしߡ対象ᐕ齢ߩ拡大を行ޕߚߞ 

現物支給ߥࠄߥߣい県外受診等ߟߦいޔߪߡ引続߈償還払いߩ申請を役場窓口ߢ

受付けしޕߚ 

(1) 受給者数㧔ᐕ間ᐔ均㧕                  㧔単位：人㧕 

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

ᐔ成 平1 ᐕ度 年,681     平,061 5,74平

ᐔ成 平0 ᐕ度 年,19平     1,9年7 5,1平9

増 減 489   1平4

61年

(1平.0%増)

 

 

(平) 助成額                         㧔単位：㧕 

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

1 人当ࠅߚ 

 助成額ߩ

ᐔ成 平1 ᐕ度  60,年年5,886  55,81年,7平7 116,149,61年   平0,平平8

ᐔ成 平0 ᐕ度  56,91年,157   44,081,平97 100,994,454    19,691

増 減 年,4平平,7平9  11,7年平,4年0 15,155,159

  5年7

(平.7％増)

 ※ᐔ成㧞㧜ᐕ度ޔߪߦ乳幼児等医療分を含ޕ 

 

㧡 成果及び事業評価 

子ߤも医療費ߩ対象ᐕ齢ߩ拡大ޔߪ子育ߡをすࠆ中ߩߢ経済的負担を軽減すߣࠆ

ߣこࠆߡ育ߺもを生ߤ子ߡߞを持ࠅߣゆޔ中ࠆ進行す߇核家族化߿少子化ޔߦもߣ

 ޕߚߞあߢ成果ߥ߈大ߪߣこߚ߈ߢ߇整備ߩ環境ࠆ߈ߢ߇
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款 0年 民生費 予 算 額 年平,67平,000 

項 01 社会福祉費  算 額 年平,平80,85年 

目 04 福祉医療費 国・県支出金 15,997,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

04 障߇い者医療費助成事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 16,平8年,85年 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立した生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ・生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的  

心身障߇い者ߩ健康ߩ保持ޔ増進を図ࠆたޔ医療費ߩ一部を支給し福祉ߩ向上

 ޕࠆすߣを目的ߣこࠆ寄与すߦ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝㧥ᐕ度まߢ↸単独ߢ行߈ߡߞた精神障߇い者へߩ医療費助成㧔所得制限

い者医療߇障ޔࠇさߥ߇改正ߩ県費助成制度ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠ޔߪߡいߟߦ㧕ࠅ

 ޕたࠇ開始さ߇助成ࠆኻすߦい者医療߇精神障ߥ新たߦ別ߪߣ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

福祉こ߽ߤ課ߩࠄ߆障害者手帳交付者情報ޔࠅࠃߦ受給者証発行ኻ象者ߦኻしߡ

案ౝしޔ漏ߩࠇ無いࠃう受給者証ߩ交付手続߈事務を滑ߦ行ߞたޕ 

 

㧠 ౝ容 

一定ߩ障߇い߇あࠆ方をኻ象ޔߦ受給者証を発行し保険診療ࠆࠃߦ医療費等ߩ自

己⽶担分ߩ助成を行ߞたޕ 
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03-01-04(04) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数㧔ᐕ間ᐔ均㧕                  㧔単位：人㧕 

 

県費対象分 町単独分 合   計 

ᐔ成 平1 ᐕ度 平19 平19

ᐔ成 平0 ᐕ度 平平6 平平6

増 減  △7

△7

(年.1%減)

 

 

(平) 助成額                         㧔単位：円㧕 

 

県費対象分 町単独分 合  計 
１人当たࠅ

の助成額 

ᐔ成 平1 ᐕ度 年平,04年,971  年平,04年,971 146,年平0

ᐔ成 平0 ᐕ度 年1,984,197  年1,984,197 141,5平年

増 減 59,774 59,774

 4,797

(年.4%増)

 

５ 事業成果及び事業評価 

  支援を必要ߣすࠆ方々߇安心しߡ生活ࠆ߈ߢようにޔ障߇い者の医療に係ࠆ経済

的負担を軽減しޔ健康の保持増進に寄与したޕ 
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款 0年 民生費 予 算 額 平0,年75,000 

項 01 社会福祉費  算 額 19,年14,58年 

目 04 福祉医療費 国・県支出金 9,616,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

05 Უ子家庭等医療費助成事業

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 9,698,58年 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰߽߇自立した生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ・生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

Უ子家庭ߩᲣ及び父子家庭ߩ父並びߦこߩࠄࠇ家庭ߩ児童ߩ健康ߩ保持ޔ増進を

図ࠆたޔ医療費ߩ一部を支給しޔ福祉ߩ向上ߦ寄与すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧥ᐕ㧤月ࠄ߆所得制限を設けޔᲤᐕ㧤月ߦ受給者証ߩ更新を行っߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  㧤月ߩ受給者証更新時ޔߦ養育費を含た所得金額を基ߦ受給資格審査を適正ߦ

行うޕ 

  

㧠 ౝ容 

児童߇㧝㧤歳ߩᐕ度末まߩߢᲣ㧔父㧕子家庭ߩᲣ㧔父㧕ߣ児童及び㧝㧤歳ߩᐕ度

末まߩߢ父Უߩいߥい児童をኻ象ߦ受給者証を発行しޔ保険診療ࠆࠃߦ医療費等ߩ

自己⽶担分ߩ助成を行ったޕ 
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03-01-04(05) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数㧔ᐕ間ᐔ均㧕                   㧔単位㧦人㧕 

 

 
県費ኻ象分 ↸単独分 合  計 

ᐔ成 平1 ᐕ度 486 486

ᐔ成 平0 ᐕ度 468 468

増 減 18

18

(年.8れ増)

 

 

(平) 助成額                          㧔単位㧦㧕 

 

 
県費ኻ象分 ↸単独分 合  計 

1 人当たࠅ 

 助成額ߩ

ᐔ成 平1 ᐕ度 19,015,796  19,015,796 年9,1平7

ᐔ成 平0 ᐕ度 17,平95,980  17,平95,980 年6,957

増 減 1,719,816  1,719,816 

 平,170

(5.9れ増)

 

㧡 成果及び評価 

Უ㧔父㧕子家庭ߩᲣ㧔父㧕ޔߣこߩࠄࠇ家庭ߩ児童ߩ健康ߩ保持増進を図ࠆたޔ

経済的⽶担を軽減しޔ生活ߩ安定ߦ寄与したޕ 
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款 0年 民生費 予 算 額 1平,754,000 

項 01 社会福祉費  算 額 1平,74年,年64 

目 04 福祉医療費 国県支出金 年,046,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

06 

精神障߇い者医療費助成 

事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 9,697,年64 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立した生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的  

  精神障߇い者ߩ健康ߩ保持ޔ増進を図ࠆたޔ精神障߇い者ߩ医療費ߩ一部を支

給し福祉ߩ向上ߦ寄与すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝㧥ᐕ度まߢ障߇い者医療助成ߩ中ߢ↸単独ߢ行߈ߡߞた精神障߇い者へ

新ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠ޔߪߡいߟߦ㧕ࠅ医療費助成㧔所得制限ࠆ係ߦ精神疾患ߩ

たߦ独立した県費助成ߩ精神障߇い者医療制度㧔所得制限無し㧕ߞߥߣたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

受給者証ߩ交付及び更新ߟߦいޔߪߡ福祉こ߽ߤ課ࠄ߆自立支援受給者情報等を

得ޔߡ漏ߥ߇ࠇいࠃうߦ案ౝすޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

一定ߩ精神障߇いを持ߟ方をኻ象ߣしޔߡ通院ߪ自立支援受給者証を保持すࠆ方

ߩ自己⽶担分ߩ医療費等ࠆ係ߦ精神疾患ߡኻしߦた方ߞあ߇診断ߩ医師ߪ入院ޔߦ

助成を行ߞたޕ 
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03-01-04(06) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数㧔ᐕ間ᐔ均㧕                  㧔単位㧦人㧕 

 

 

 

県費ኻ象分 ↸単独分 合   計 

ᐔ成 平1 ᐕ度 57 147 平04

ᐔ成 平0 ᐕ度 47 149  196

増 減 10 △平

  8

(4.1れ増)

 

 

(平) 助成額                         㧔単位㧦㧕 

  

 

 

県費ኻ象分 ↸単独分 合  計 

㧝人当たࠅ

 助成額ߩ

ᐔ成 平1 ᐕ度   6,064,709 6,5平4,994  1平,589,70年 61,714

ᐔ成 平0 ᐕ度   平,941,195 6,平71,4年平   9,平1平,6平7 47,00年

増 減 年,1平年,514 平5年,56平  年,年77,076

  14,711

 (年1.年れ増)

 

㧡 事業成果及び事業評価 

  福祉医療制度ߩ見直しޔࠅࠃߦ入院ߦኻすࠆ所得制限ߩ廃止߿アルコル等ߩ依

存症߽加えた新制度をᐔ成㧞㧜ᐕ㧠ࠄ߆スタトさせޔ精神障߇い者ߩ医療ߦ係

 ޕたߞう支援を行ࠃࠆࠇ送߇社会生活ޔ自立した日常生活ޔ経済的⽶担を軽減しࠆ
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款 0年 民生費 予 算 額 年平,7年4,000 

項 01 社会福祉費  算 額 年平,年年9,平06 

目 04 福祉医療費 国・県支出金 1年,976,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

08 

後期高齢者福祉医療費助成

事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 18,年6年,平06 

大ಽ類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類 (1) 誰߽߇自立した生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ・生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的  

  後期高齢者医療制度ߩ加入者ߩうちޔ障߇い者߿精神障߇い者等ߩ方ߩ健康ߩ保

持増進を図ࠆたޔ医療費ߩ一部を支給しޔ福祉ߩ向上ߦ寄与すࠆこߣを目的ߣす

 ޕࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ㧟月まߢ老人保健・老人医療制度ߩኻ象者ߩうちޔ援護߇必要ߥ一定

条件ߩ方ߦኻしޔ福祉給付金制度ߣしߡ医療費ߩ助成を行ߞたޕᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ߦ

後期高齢者医療制度߇開始さޔߦ߽ߣߣࠆࠇ福祉給付金制度ࠄ߆精神障߇い者߽ኻ

象ߣした後期高齢者福祉医療費助成制度ߦಾࠅ替わߞたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  㧢㧡歳以上ߢ障߇い߇あࠆこࠅࠃߦߣ後期高齢者医療制度ߦ加入すࠆ資格߇あࠆ

方ߦኻしޔߡ福祉医療制度ߩ周知を適正ߦ行うޕ 
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03-01-04(08) 

戸籍保険課 

㧠 ౝ容 

後期高齢者医療制度の加入者のうちޔ障߇い者߿精神障߇い者等の方の保険診療

 ޕたߞ医療費等の自己負担分の助成を行ࠆࠃߦ

ᐔ成２０ᐕ㧠月ޔࠄ߆こࠇまߢの福祉給付金制度ࠄ߆後期高齢者福祉医療費助成

制度へߣ変わޔࠅ給付方法を償還払いࠄ߆現物給付ߦ変更したޕ 

ᐔ成２０ᐕ８月ࠄ߆県費助成ߥ߇くߞߥたࠅߣ߭ޟ暮し高齢者ߟߦޠいߡもޔ町

単独助成の経過措置ߣしߡ旧制度対象者ߣ新制度対象者への助成を行ߞたޕ 

(1) 受給者数㧔ᐕ間ᐔ均㧕                 㧔単位：人㧕 

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

ᐔ成 平1 ᐕ度 平5年 41 平94

ᐔ成 平0 ᐕ度 平69 47 年16

増 減 △16 △6

△平平

(7.0れ減)

 

 

(平) 助成額                        㧔単位：㧕 

 県費対象分 町単独分 合  計 

1 人当たࠅ 

の助成額 

ᐔ成 平1 ᐕ度 平8,0年9,908  年,907,065  年1,946,97年   108,66年

ᐔ成 平0 ᐕ度  平7,91平,408   1,606,860  平9,519,平68    9年,415

増 減 1平7,500  平,年00,平05  平,4平7,705

    15,平48

(16.年れ増)

 

㧡 成果及߮評価 

後期高齢者医療制度の加入者のうちޔ障߇い者߿精神障߇い者等の方の医療費ߦ

係ࠆ一部を支給すࠆこޔࠅࠃߦߣ経済的負担を軽減しޔ健康の保持増進ߦ寄与したޕ 
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款 0年 民生費 予 算 㗵 年平んィ6ィん000 

項 0平 児童福祉費  算 㗵 年1ん7ィ1んィ0イ 

目 01 児童福祉総務費 国県支出金 拡んィ拠7んイ00 

使用料等 0 

平ん70拠ん拠ィ拠 ઁߩߘ 

事

 

業

 

0年 子育ߡ支援事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 1拡んイィイん0イ7 

大ಽ類  㧝 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類  (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的 

誰߽߇安心ߡߒ子ࠍ߽ߤ産ߺ育ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߡ社会ߩ構築ࠍ目指ޔߒ㧞㧝ᐕ度

߈近ᐕ大ޔߡいߟߦޠ↹大口↸次世代育成支援行動計ޟߚ定ߦᐔ成㧝㧣ᐕ㧟月ߪ

ߣߣࠆߔࠍ再整備ߚࠆߔ対応ߦ࠭ニࠆߔ多様化ߣ環境ߡ子育ࠆあߟߟߒ変化ߊ

 ޕࠆ図ࠍ育成ߩ団体ߡ子育ߦ同時ޔ進ࠍ支援策ߡ子育ߒ協働ߣ団体ߡ子育ޔߦ߽

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

ޠ情報提供事業ߡ地域子育ߟ役立ޟߚ定ߢޠ↹大口↸次世代育成支援行動計ޟ

子ޔߦࡑ࠹ࠍޠ事業ࠅߊߠ文化総合点ߡ子育ޟޠ孤立化防止支援事業ߩߡ子育ޟ

育ࠄ߇ߥߒߡ安心ߡߒ働ࠆ߈ߢ߇ߣߎߊ環境作ࠍࠅ目指ޔߒ実施ޕߚ߈ߡߒ 

特ߦ保育園߿放課後児童クラࠍࡉ補完ࠆߔサビࠬߊߔߊߔޟߡߒߣサ࠻ࡐ事

業ࠍޠ実施ޔߦ߽ߣߣࠆߔ子ߩ߽ߤ病気時ߦ診察及߮預ࠅ߆保育ޟࠆߔࠍ病児病

後児保育ࠍޠ実施ޔߚ߹ޕߚ߈ߡߒ子育ߡ情報ߩ発信ޔߡߒߣ子育ߡ団体ߩߣ協働

 ޕߚߒ作成ࠍ情報誌ߢ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  第㧝ߩ目標ޔߡߒߣᐔ成㧝㧣ᐕ㧟月ߦ作成ޟߚߒ大口↸次世代育成支援行動計↹ޠ

立ࠍ次世代育成支援後期行動計↹策定委員会ޔࠅߚあߦ中間ᐕ߇計↹期間ࠆߌ߅ߦ

 ޕߔ見直ߍ上ߜ
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03-02-01(03) 

福祉こども課 

第㧞ߩ目標ޔߡߒߣ子育ߡ団体ߣ連絡協議会ࠍ作ޔࠅ子育ߡ団体同士߇連絡߿連

携߇図ࠆࠇ体制ࠍࠅߊߠ支援ޕࠆߔ 

第㧟ߩ目標ߊߔߊߔޟޔߡߒߣサ࠻ࡐ事業ߟߦޠいߪߡ事業ߩ周知ߦദޔ更

 ޕߊいߡߒ検討ࠍい方法ߔ߿ߒ利用ߦ

 

㧠 ౝ容 

 ߒ見直ߩޠ↹大口↸次世代育成支援行動計ޟ (1)

   次世代育成支援後期行動計↹策定委員会  㧣回実施 

 事業⛯⛮ ࠕ

㧔ࠕ㧕ޟ子育ߡ文化総合点ࠅߊߠ事業ޠ 

㧔ࠗ㧕ޟ子育ߩߡ孤立化防止支援事業ޠ 

ࠗ 新規追加事業 

㧔ࠕ㧕ޟ子ߩ߽ߤ発達成長ߦ応߉⛮ߚߓ目ߥߩい支援事業ޠ 

保育園幼稚園ޔ小学校ޔ中学校ߩ連携 

大口↸地域包括支援ンタࠍ核ߚߒߣ相談支援体制ߩ充実 

㧔ࠗ㧕ޟ中高生ߩ自尊心㧔役立ߜ感㧕߿主体性ࠍ育事業ޠ 

赤ࠎ߾ߜ抱ߎߞ体験ߚߒߣߓߪࠍ乳幼児ߩߣ交流育児体験ޕࠆߔࠍ 

中高生ߦ自ಽߩ居場所ߣ感ࠆࠇࠄߓ場所ࠍ提供ޔߒ様々ߥ活動ࠍ通ߡߒ多

様ߥ価値観ߣ生ࠆ߈力ࠍ育ޕ 

㧔ウ㧕ޟ地元企業ߩߣ協働ࠆࠃߦワクラࠗࡈバランࠬߩ啓発事業ޠ 

子育ࠗߡベン࠻等へߩ地元企業従業員ࡏߩランࠕࠖ࠹参加߿協力ߩ大ࠍ

子ޔうࠃࠆࠇ送߇生活ߚࠇߣߩバランࠬߩ育児ߣ事߇労働者ޔߦࡊッ࠹ࠬ

育ߡ講演会等ࠍ開催ޕࠆߔ 

(平) 大口↸子育ߡ団体連絡協議会ߩ結成 

愛知県ޟߩ子育ߡネッ࠻ワカ活用モ࠺ル事業ߩޠ委託ࠍ受ޔߌ↸ౝߩ子育

家߿情報交換ߡߓ通ࠍ事業ޔߒ結成ࠍޠ団体連絡協議会ߡ大口↸子育ޟ߇団体ߡ

庭教育支援ࠍ図ޕߚߞ 
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 事業ߥ主 ࠕ

㧔ࠕ㧕命ߩ授業 

中学生ߦ赤ߩࠎ߾ߜ芽生えࠄ߆誕生成長ߩ過程ߟߦいޔߡഥ産師さ߆ࠎ

誕ޔࠇ触ߦߜ気持ߩ親ߟ持ࠍ߽ߤ子ޔいࠄ߽ߡߒࠍ話ߦߣ߽ࠍ経験ߥ様々ࠄ

生ߩ喜߮߿命ߩ輝ࠍ߈感ޕߚߓ 

 

㧔ࠗ㧕赤ࠎ߾ߜ抱ߎߞ体験 

赤ߩߘ߿ࠎ߾ߜ親ߣ触ࠇ合うߢߣߎ命ߩあ߆ߚߚさޔࠅ߽ߊߧ߿重ࠍߺ思

春期ߦあࠆ中学生ߦ感ࠄ߽ߡߓいޔ命ߩ尊さࠍ知ࠅ早い時期ࠄ߆子育ߟߦߡ

いߡ関心ࠍ持ޕߚߞࠄ߽ߡߞ 

 

㧔ウ㧕講演会 

演㗴：ޟ子育ߦߡ脳科学ߩ成果ࠍ利用ࠃߒうޠ 

講師：久保田 競 氏 

詳細：̌ߗߥޟ脳̍̌ߗߥޟޠ？߆ߩߥ㧟歳߹߇̍ߢ大事ޠ？߆ߩߥ 
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03-02-01(03) 

福祉こども課 

ߪߢߩࠆߔߢߌߛ母親ߪ教育ޟޠ？߆ߩ良いߣࠆう教えߤࠍ何ߦࠎ߾ߜ赤ޟ

ޔߡߒߣࡑ࠹ࠍߤߥޠいߥࠄߥ߫ࠇߌߥߒߢ家族全員ޔߒ父親߽参加ޔߊߥ

脳科学ߩ解説ࠄ߆子ߩ߽ߤ育ߦߜ大ಾࠍߣߎߥ学ޕߛࠎ 

 

(年) ߊߔߊߔサߩ࠻ࡐ対象ᐕ齢大 

地域ߩニޔࠅࠃߦ࠭預ߩࠅ߆対象ࠆߥߣ子ࠍ߽ߤ前ᐕ度߹ޟߪߢ就学前ߛޠ

 ޕߚߍࠍ幅ߩ利用ߦ更ޔߒ大ߢ߹ޠ㧢ᐕ生ޟࠍ上限ߚߞ

ߞ߆ಽ߇ߣߎ高いߪ利用意向ޔߩߩい߽ߥ少ߪ利用経験ޔߣࠆࠃߦ࠻ンケࠕ

 ޕߚ

 

㧡 成果及߮評価 

上述ࠃߚߒうޔߦᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ大口↸次世代育成支援行動計↹ࠆߌ߅ߦ計↹期

間ߩ中間ᐕߦあޔࠅߚ施策展開߽ࠄ߇ߥߒࠍ計↹ߩ見直ߦߒ重点ࠍ置ޔ߈多方面߆

ߢ策定ࠍ↹大口↸次世代育成支援後期行動計ࠆあߩ実効性ࠄ߇ߥ߈聞ࠍ意見ߩࠄ

ߥ߇活動ߢ立場ߩࠇߙࠇߘޔߒ多数存在߇団体ߡ子育ߥ優秀ߪߦ↸本ޔߚ߹ޕߚ߈

さߡࠇいޕߚ団体個々ߩ活動ޔ߽ࠄ߇ߥߒ⛯⛮ߪ県ߩࠄ߆事業受託ߒߣߌ߆ߞ߈ࠍ

本ߩ今後ޔߪߣߎߚ߈ߢ結成ࠍ団体連絡協議会ߡ大口↸子育ߡߞ߹集߇団体相互ߡ

 ޕࠆ考えߣࠆߥߦ力ߥ߈大ߦ展開ߩ支援策ߡ子育ࠆߌ߅ߦ↸

今後ޔߪ子育ߡ団体ࠍ始ߚߒߣ地域ߩ力ߣ協働ޔࠄ߇ߥߒ大口↸次世代育成支

援後期行動計↹ࠍ着実ߦ実行ޔߒ誰߽߇安心ߡߒ子ࠍ߽ߤ産ߺ育ࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߡ

社会ߩ構築ࠍ目指ߡߒいޕߊ 
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款取 0年取 民生費取 予取 算取 額取 年ん845ん000 

項取 0平取 児童福祉費取 取 算取 額取 年ん709ん年45 

目取 01取 児童福祉総務費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

そߩ他取 7年8ん0平0 

事

取

業

取

04取 母子通園事業取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 平ん971ん年平5 

大分類取 㧝取 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類取 (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重ࠆࠇߐ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝取 目的取

国籍߿性別ޔᐕ齢ޔ障߇いࠄߣߦߤߥわߥࠇいޔ一人߭ߩࠅߣ人権߇尊重ࠆࠇߐ

共生社会ߩ実現ࠍ目指ޔߒ就学前ߩ心身ߦ発達ߩ遅߿ࠇ心配ߩあࠆ児童ߦ対ޔߒふ

ߩ心身ޔߦ߽ߣߣ養うࠍ習慣ߥ必要ߦ日常生活ߦ߽ߣߣ保護者ޔਈえࠍ場ߩあいࠇ

発達ࠍഥ長ޔߦࠄߐޕࠆߔ保護者ߦ対ߪߡߒ子育ߦߡ対ࠆߔ⽶担感ਇ安感ߩ軽減

取ޕࠆߔߣ目的ࠍߣߎࠆ図ࠍ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

取取取取対象ࠆߥߣ児童㧔園児㧕ߪߦ弟妹ߩいࠆ子߇多ޔߊ一緒ߦ連ߩߡࠇ参加ߚࠆߥߣ

通ޔߚ߹ޕߚߞߥߦうࠃࠆࠇࠄ見߇い状態ߥ合え߈向ߡߒ集中߇園児ߣ保護者ޔ

常ߩ教室߅ߦいޔߡ療育ౝ容ࠍ保護者ߦ伝えߪߡいޔߩߩ߽ࠆわߊߦࠅ߆い点ޔ߿

理解ࠄ߽ߡߒえߥい点߇あޕߚߞ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

目標ޔߪߡߒߣ保護者ߣ園児߇集中ޔߡߒ療育߇ฃࠆࠇࠄߌ環境ޕࠆߔߣࠅߊߠ取

保護者ߦ他ߩ施設߿祖父母等ߢ預ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆ߆いࠍ߆促ޔߒ預ߢ߇ߣߎࠆ߆

取ޕ行うࠍ託児ࠆࠃߦ更生保護女性会ޔߪい場合ߥ߈

療育ౝ߿母子通園ޔ都度ߩそޔߚࠆߔ提供ࠍい療育ߔ߿ࠅ߆わߦ保護者ޔߚ߹

容ߩ目的ޔ意味ࠍ伝えࠍߣߎࠆ心掛ࠃࠆߌうߦദߣࠆ共ޔߦ理解ࠅࠃࠍ深߽ߡ

取ޕߔ目指ࠍ発行ߩޠࠅ便ߛࠎ߬ޟߚߒ解説ߊߔ߿ࠅ߆わࠍౝ容ߩ療育ޔߦߚうࠄ
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03-02-01(04) 

福祉こども課 

㧠取 ౝ容取

(1)取集中ߡߒขࠅ組ࠆ߈ߢߩߣߎ環境ࠅߊߠ取

ア取 対応取 託児ߩ必要ߥ保護者ߩ通園時ޔߦ更生保護女性会ࠆࠃߦ託児ࠍ設置取

イ取 教室ߩ様子取 別室ߢ託児ࠍ行ޔߚߚߞ親子ߪ集中ߡߒ療育ߦขࠅ組ߣߎ

少߇人数ޔい分ߥい߇弟妹ޔߡい߅ߦ音楽療育ߦ特ޕߚ߈ߢ߇

ߣߎ合う߈向ߣせ母親ߏ過ߣࠅߚߞゆޔߡ合わせߦ音楽ޔߊߥ

取ޕߚ߈ߢ߇

ウ取 託児利用者取 㧝㧤組中㧣組取

(平)取ߛࠎ߬ޟ便ߩޠࠅ発行取

ア取 対応取 保護者ߩ方ߛࠎ߬ޔߦ教室ߢ行ߡߞいࠆ療育ߟߦいߡ理解ࠍ深ߡ頂

取ޕߚߒ発行ࠍޠࠅ便ߛࠎ߬ޟߦうࠃࠆߌ

イ取 教室ߩ様子取 ߩߟ一ߟ一ࠆいߡࠇ行わߢ教室ޔࠅࠃߦ発行ߩޠࠅ便ߛࠎ߬ޟ

ౝ容ߩ意義ࠍ理解ࠄ߽ߡߒえޕߚ取

ウ取 発行回数取 ᐕ㧟回発行取(11 月㧝月㧞月)取

取

㧡取 成果及߮評価取

ᐔ成㧝㧤ᐕ度ߦスタトߚߒ本事業߽ޔ上述ࠃߚߒうߦ事業ౝ容ߩ検証及߮改善

ᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔߦ特ޕࠆいߡ߈ߡߒ向上ߪ事業効果߇ࠆあߪߢߦ徐々ޔߒ返ࠅ繰ࠍ

ޔߪߣߎߚࠇࠄ得߇事業協力ߩ方々ߩ更生保護女性会ߢいう形ߣ託児ޔߪߡい߅ߦ

託ޔ言えߣߣߎ߈べߔ特筆߽ࠄ߆観点ߩޠ支援ߡ子育ࠆࠃߦ地域ޟޠ協働ߩߣ住民ޟ

児ࠆߔ側ࠆࠇߐޔ側双方ߦ喜߮߇感ޕߚࠇࠄߓ 

取   今後ߟߦいޔߪߡ母子通園事業ޔߊߥߪߢߌߛ乳児期߿就園就学期߽含ޔߚ

子ߡߞߣߦ߽ߤ継߉目ߥߩい支援ࠃࠆ߈ߢ߇うߥ体制߇ࠅߊߠ求ޕࠆࠇࠄ取
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款 0年 民生費 予 算 額 11,年85,000 

項 0平 児童福祉費  算 額 11,平41,000 

目 01 児童福祉総務費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

05 母子福祉事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 11,平41,000 

大分類  㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的 

  母子家庭及߮父子家庭等ߩ生活ߩ安定を目指しߡ支援すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

߹たޔ経済的支援ޔߊߥߢߺߩ就業支援等ߦよࠅ保護者ߣ児童一人߭߇ࠅߣ尊重

さޔࠇ自立した生活߇送ࠆࠇようߦ支援ߩ充実を図ࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過 

↸児童扶養手当受給者等                  (人) 

 ᐔ成 18 ᐕᐲ ᐔ成 19 ᐕᐲ ᐔ成 平0 ᐕᐲ

受給者数 平07 平平6 199

児童数 年平0 年40 年08

※各ᐕᐲ 年  年1 日現在 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  ↸児童扶養手当受給者数߅ߦいޔߪߡ過去㧟ᐕ間ޔߪ大ߥ߈変動ߥ߇い状況ߦあ

就業ޔしߣߣ支援を行うこߩ同様ߣ前ᐕᐲޔߪߡいߟߦ経済的支援ޔたߩそޕࠆ

支援ߟߦいޔߪߡ県߇行う就業ߩたߩ資格講ᐳを周知すޕࠆ 
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03-02-01(05) 

福祉こども課 

㧠 ౝ容 

(1) ↸児童扶養手当 

ア 支給対象 

児童及߮養育しߡいࠆ方ߦ߽ߣ߇↸ౝߦ住所をしޔ次ߩ要件ߦあࠆ߹ߪߡ

㧝㧤歳以ਅ㧔㧝㧤歳到達ᐕᐲߩ末日߹ߢ㧕ߩ児童を監護養育しߡいࠆ方ޕ 

※受給資格者ߩ前ᐕ所得ߦよࠅ支給制限あࠅ 

㧔ア㧕父߹たߪ母߇死亡した児童 

㧔イ㧕父߹たߪ母߇重ᐲߩ障߇いߩ状態ߦあࠆ児童 

  㧔ウ㧕父母߇婚姻を解消した児童 

  㧔エ㧕父߹たߪ母߇引߈続߈㧝ᐕ以行方不ߢあࠆ児童 

  㧔ࠝ㧕父߹たߪ母߇引߈続߈㧝ᐕ以拘禁さߡࠇいࠆ児童 

㧔ࠞ㧕父߹たߪ母ߦ引߈続߈㧝ᐕ以遺棄さߡࠇいࠆ児童 

㧔キ㧕婚姻しߥいߢ生߹ࠇた児童 

イ 支給額 

 児童㧝人  㧟，㧜㧜㧜㧔額㧕 

ウ 支払 

  㧟ޔ㧣ޔ㧝㧝 

エ 受給者数等 

受給者数㧞㧞㧝人 児童数㧟㧞㧡人 

 (平) 就業支援㧔資格講ᐳ受講希望者㧕 

   医療事務 1 人ޔヘルパ㧞級 㧞人 

 

㧡 成果及߮評価 

児童扶養手当ߩࠅ߅ߤ従来ޔしߣ経済的支援ޔߪߡいߟߦ支援ߩ親家庭へࠅߣ߭

を支給したޕ一方ޔ就業支援ߟߦいߪߡ県福祉制ᐲߦよࠆ母子家庭自立給付金߿資

格講ᐳ受講ߩߤߥ紹介߿周知を図ߞたޕし߆しޔ就業支援ࠆߌ߅ߦ県福祉制ᐲߩ周

知߇十分ߥߢいたޔ周知方法ߟߦいߡ一考を要すޕࠆ 
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款 03 民生費 予 算 額 14,323,000 円

項 02 児童福祉費 決 算 額 13,866,453 円

目 03 児童センター費 国・県支出金 782,500 円

使用料等 0 円

その他 19,500 円

事

 

業

 

03 児童センター運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 13,064,453 円

大分類 １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (2) 一人ひとりが尊重される社会・地域ぐるみの子育て環境の実現

１ 目的 

児童に健全な遊びを与えて、子どもたちが個性を伸ばしながら、豊かな人間性と 

自ら学び考える力を身につけることにより、その健康を増進し情操を豊かにする。 

また、未就園児の親子に遊びを通してよりよい親子関係・友だち関係づくりの援

助や育児相談を行い、子育て支援することを目的とする。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  地域の子育て支援の拠点として、各小学校区に設置された児童センターは、小学

生の児童にとどまらず、就学前の乳幼児やその親たちにも利用されその役割を果た

してきた。近年は比較的利用の少ない平日の午前中について、親子で触れ合う広場

事業の回数を増やしたり、町内で活動する子育て団体に積極的に利用してもらうな

どその有効利用に努めてきた。さらに、平成２０年度からは、南児童センターにお

いて、「住民の参画と参加のまちづくり」の実践としてＮＰＯ登録団体による協働事

業を実施し、一定の成果を挙げている。 

 また、北児童センターでは、中学生や高校生も多く利用しており、世代間交流が 

図られている。 
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03-02-03(03) 

福祉こども課 

 

３ 目標又は改善策 

  比較的利用の少ない平日の午前中については、その有効利用を考え、町内で活動

する子育て団体ともコミュニケーションを図り、地域での子育てを実践する活動拠

点を目指したいと考えている。 

  また、北児童センターで実施している「すくすくサポート事業」については、今

一度、利用者の目線に立ち、事業を再考していく。 

 

４ 内容 

  利用の少ない平日の午前中は、元気なまちづくり事業の助成期間を経て子育て団

体の自主事業として、「ふらっとルーム」を南児童センターで展開するなどし、その

有効活用に努めてきた。 

 (1) 利用状況（開館日数 287 日）                （単位：人） 

 

乳幼児 小学生 中・高生

団体利用

（乳、幼、小）

大 人 

（一般、団体）

計 

一日平均 

利用者数 

南児童センター 2,602 4,415 302 1,019 2,702 11,040 38

北児童センター 2,474 3,943 2,103 671 3,167 12,358 43

西児童センター 2,499 5,182 775 244 2,222 10,922 38

合  計 7,575 13,540 3,180 1,934 8,091 34,320 120

＊児童センターまつりの人数は含まない。 

 (2) 子育て支援事業 

 事 業 名 対 象 者 開 催 日 利用者 

めだか広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  67 回開催 

平均 15 組 

南児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 12 組
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コアラ広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  67 回開催 

平均 24 組 

北児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 16 組 

ちびっこ広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  69 回開催 

平均 21 組 

西児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 13 組 

(3) センターまつり 

  ア 北児童センターまつり・・・・ ５月２３日（土） 

  イ 南児童センターまつり・・・・１０月２４日（土） 

  ウ 西児童センターまつり・・・・１１月２８日（土） 

(4) 北児童センター創作活動室利用状況（午後９時まで） 

高  校  生 中  学  生 団 体 利 用 

  1,425 人（月平均 119 人） 83 人（月平均 7 人） 520 人（月平均 44 人） 

   ライブコンサート（３回開催）、 参加者数 ２５０ 人 

(5) 主な行事・事業 

ア 季節の行事 一年生歓迎会、母の日・父の日プレゼント作り、七夕会、敬老

の日プレゼント作り、クリスマス会、お別れ会 

イ 夏休み企画 ゼリー作り、木のおもちゃ作り、わくわく工作、うちわ作り、 

ふうりん作り、なるこ作り、ソフトバレー教室、ジェンガ大会、

流しそうめん、オセロ大会、スライム作り、国際理解講座（児

童向け）「おやつ付、外国のお話と楽器遊び」 

ウ 健 康 増 進 卓球、一輪車、ドッジボール、大なわとび、なわとビンゴ、玉

入れ、なんでもバスケット、体力測定、うらうらゲーム、鬼ご

っこ、ドッチビー 
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エ チャレンジ 分けリング、風船わり、二人三脚、新聞あそび、缶つみ、かる

たとり、はきリング、ストラックアウト、輪投げ、まきとり、

はんかち落とし、ボーリング、ドミノ倒し、缶ポックリ、豆つ

かみ 

オ そ の 他 センターまつり、Ｍｒスコップのほりあいコンサート、なんじ

ゃもんじゃ公演、ひと組（ほんわかシアター）観劇、野点（茶

会）、移動児童館、卓球大会、こま回し大会、折り紙教室、川柳

の日、おやつ作り（おはぎ・ミニシフォンケーキ・ロールケー

キ・プリンケーキ・焼きショコラ・バレンタインショコラ・フ

ルーツポンチ・ボールカステラ・ホットケーキ・焼きそば・ピ

ザ・クッキー・たこ焼き・おに饅頭・五平餅・パン等） 

 

５ 成果及び評価 

  児童の健全育成の場として、又は地域の子育て支援の拠点として、小学生の児童

にとどまらず、就学前の乳幼児やその親たち、そして、中・高生にも利用され、そ

の役割を十分果たせた。また、乳幼児健診の折に児童センターのＰＲをするなどし

て啓発に努めた結果、乳幼児とその親の利用者や子育て支援事業である広場事業の

参加者が増え、地域の子育て支援の拠点としての機能充実につながった。 

  今後は、児童という概念に捉われることなく、多彩な経験や技術を持った高齢者

を児童センターに招き、そのノウハウを子どもたちに伝承していくとともに、世代

間交流も図っていきたい。 
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款 03 民生費 予 算 額 11,743,000 円

項 02 児童福祉費 決 算 額 11,335,854 円

目 03 児童センター費 国・県支出金 4,588,000 円

使用料等 0 円

その他 2,642,650 円

事

 

業

 

05 児童クラブ運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 4,105,204 円

大分類 １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (2) 一人ひとりが尊重される社会・地域ぐるみの子育て環境の実現

１ 目的 

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学１年生から３年生までの児童に対し、

授業の終了後や長期休みに児童センター等を利用し、適切な遊びや生活の場を与え、

健全育成を図ることを目的とする。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  小学校のクラブハウスを利用してスタートした本事業も、その後、各小学校区に

設置された児童センターを中心に町内４か所で事業展開してきた。保護者の働き方

は多岐に渡るとともに利用ニーズも様々になり、それらに柔軟に対応するため本町

独自の制度として、一時利用制度を設けてきた。 

  また、利用形態については地域差があり、北児童クラブの利用者が増加傾向にあ

るため、北小学校の移転に合わせて北児童クラブも移転し、広いスペースで事業展

開を図る見通しができた。 

 

３ 目標又は改善策 

  北小学校の移転改築に伴い、北児童クラブも同小学校内へ移転することとなり、

これを機に室内の環境整備とともに児童定員数を見直すことなどを目標とし、関係

機関との調整を進める。 

  さらには、これまで休日としていた土曜日やお盆期間の開設について論議をし、 
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運用形態の改善に意を用い、翌年度から試行的に取り組むことができるよう、これ

に係る要綱等の整備を目標として取り組む。 

   

４ 内容 

名 称 開設場所 定員 開設時間 利用料 

南児童クラブ 南児童センター 35 名

北児童クラブ 北児童センター 35 名

西っ子ファミリー 西児童センター 35 名

西児童クラブ 

西小学校クラブ

ハウス 

35 名

平日（月～ 金曜日） 

授業終了後から 

午後 6 時 30 分 

夏・冬・春休み期間

（月～ 金曜日） 

午前 8 時 30 分から 

午後 6 時 30 分 

1,500 円／月 

 

＊一時利用は、

200 円／日

                                 （単位：人） 

 

南 児 童 
ク ラ ブ 

北 児 童 
ク ラ ブ 

西っ子フ

ァミリー 
西 児 童 
ク ラ ブ 

計 

申込利用者数 27 42 22 29 120

年

間 

総数 5,231 7,845 4,373 5,260 22,709

一時利用延べ人数 367 669 522  1,558

申込利用者数 8 25 17  50夏

休

み

期

間 

総数 134 448 284  866

            ※ 年間申込利用者数は、平成２２年３月１日現在である。 

 

５ 成果及び評価 

３小学校区で４か所の児童クラブ開設は、近隣市町に比べ充実した環境にあり、

ワーク・ライフ・バランスの推進に寄与できた。また、かねてから懸案事項であっ

た、北児童クラブの定員超過や土曜日のクラブ開設についても対応策の目途がつい

たことは大きな成果といえる。 

  しかし、児童クラブを利用する方の働き方は多岐に渡っており、それらのニーズ

に対応するには、他の保育サービスとの連携及び地域力の醸成が必要と考える。 
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款 0年 民生費 予 算 㗵 1イイんィ拡拡ん000 

項 0平 児童福祉費  算 㗵 1イ平ん拡ィイん拠平ィ 

目 0ィ 保育園費 国県支出金 ウん平イ6んィイ拠 

使用料等 110ん拠拠0ん0ウ拠 

他 10んイウイん年年0ߩߘ 

事

 

業

 

0年 保育園ㆇ営事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平ィん平年年ん拡イ拠 

大ಽ類 㧝 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類 (平) 一人߭߇ࠅߣ尊㊀さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的 

保護者߇就労ޔߒ昼間家庭ߢ子ߩ߽ߤ面倒ߥ߈ߢ߇ߣߎࠆߺࠍい場合ߦ保護者ߦ

代わߡߞ保育ࠍ行いޔ子ߩ߽ߤ健全育成ࠍ࿑ޕࠆ 

新保育所保育ޔߒ目指ࠍ像߽ߤいう子ߣޠ߽ߤㆆ߱子ߊࠃߊߒ߹ߊߚߦ心身共ޟ

指針ߦၮޔ߈ߠ養護ߣ教育߇一体ޔࠅߥߣ一人߭ߩࠅߣ個性ࠍ育ޔࠄ߇ߥߺ豊ߥ߆

人間性ࠍ育ޔߡ生ࠆ߈力ߩၮ礎ࠍၭߡߞいޕߊ 

ߔ対ߦ保護者ޔߒ把握ࠍ状態ߩ心身ߩ߽ߤ子ࠄ߇ߥߒߦ密ࠍ連携ߩߣ家庭ޔߚ߹

 ޕ行う役割߽担うࠍ支援等ࠆߔ対ߦ家庭ߡ子育ߩ支援及߮地域ࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過 

  保育園ߩࠇߙࠇߘޔߪ地域ࠆߌ߅ߦ子育ߡ支援ߩ点ࠆߔߣ観点ࡑࡄࡄޟޔࠄ߆

 ޕߚߒ実施開設ࠍ㧟講ᐳߩޠッࠢࡒ࠻ޟޔޠߚうߴࠄわޟޔޠ！う߷ߘあࡑ

  保育所保育指針ߩ改正ߦ伴いޔ教育ಽ㊁ߩ充実大口↸保育園ߩ独自性ࠍߤߥ折

 ޕߚߒ作成ࠍ↹指ዉ計ߛࠎ込ࠅ

  日々ߩ保育ߩ中ޔߢ人ߣ人߆߆ߩߣわ߿ࠅ活動行事ࠍߤߥ通ޔߡߒ一人߭ࠅߣ

 ޕߚߞいߡߒଦࠍ成長⊒達ߩ
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㧟 目標又ߪ改善策 

  養護ߣ教育߇一体的ࠃࠆߥߦう保育ࠍ進ޔ豊ߥ߆人間性߿生ࠆ߈力ߩၮ礎ࠍၭ

うࠃうദޕࠆ 

  子育ߡ支援ߩ充実ߦ向ޔߡߌ子ߩߜߚ߽ߤ成長ࠍ線ߢ支えޔߊߴࠆዊ学校߿他機

関ߩߣ連携強ൻࠍ目指ޕߔ 

保ޔߡߖ合わߣ実践ߩ↹指ዉ計ߚߒ作成ޔ伴いߦ施行ߩ新保育所保育指針ޔߚ߹

育所児童保育要録作成߿教育カキュޔࡓ保育士チࠚッࠢߟߦߤߥ࠻ࠬいޔߡ

大口↸独自ࠍߩ߽ߩ作ࠅߡߍいޕߊ 

 

㧠 ౝ容 

  通常保育乳児保育延長保育ߩ他ߦਅ⸥ߩ事業ࠍ行ޕߚߞ 

(1) 園児数及߮保育士数 

園児数              ᐔ成 ࠕ 平平 ᐕ 年  1 日現在㧔න位：人㧕 

 ධ保育園 中保育園 西保育園 ർ保育園 合 計 

0 歳児 6 平 0 0 拠

1 歳児 10 拡 1年 拡 ィ1

平 歳児 拡 11 1イ 16 イ1

年 歳児 年6 ィ0 イィ 平ウ 1イウ

ィ 歳児 平拡 ィ6 ィ拡 年拠 16平

イ 歳児 年1 ィ拠 イ0 年0 1イ拡

合 計 1平1 1イ6 1拠1 1平0 イウ拠

 

ࠗ 保育士数              ᐔ成 平平 ᐕ 年  1 日現在㧔න位：人㧕 

 ධ保育園 中保育園 西保育園 ർ保育園 合 計 

正規保育士 6 ウ 拡 ウ 平拡

臨時保育士 10 1平 1平 拠 ィ平

調理員 平 年 年 平 10

栄養士 0 0 0 1 1

合 計 1拠 平平 平ィ 1拠 拠平
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(平) 特保育 

 い児保育߇障 ࠕ

    心身ߦ障߇い㧔軽ᐲ㧕ߩあࠆ子ߘߣ߽ߤうߥߢい子߇ߣ߽ߤ一緒ߦ生活ޔߒࠍ

互いߦ認合いޔ共ߦ育ߜ合えࠆ場ߡߒߣ統合保育ࠍ実施ޕߚߒ 

 ޕߚ強ࠍ連携ߩߣ他機関ߡいߟߦ参加ߩ߳ޠ広場߸߸ࠎߚޟ    

 

  ࠗ 地域交流保育㧔世代間交流保育㧕 

保育園ߚࠇ߆開ߦ地域ޔ深ࠍ交流ߩߣ方ߥ様々ޔߒ参加ߦ行事ߩ地域߿↸

交流ޔߤߥࠆ増え߇ߣߎߊߛߚいߡߌ掛ࠍჿࠄ߆地域ޕߚߞ࿑ࠍ推進ߩࠅߊߠ

 ޕߚࠇࠄ見߇展⊑ߩ

 ࠅ秋祭 (߈ߟ餅ޔࠅ稲ಿޔ田植え)ࠅߊߠ米 ࠅ夏祭ޔ七夕

 民体育祭↸ 舞い大祭ࠈ߿ࠅߟ߹地区夏 茶会߅ 収穫祭

  伝統芸能⊒表会 交流ߩߣ御桜乃㉿

 職場体験及߮家庭科授業ߩ中学生

 ࠕンテࠖࡏ中学生

 ࠅߟ߹堀尾金ഥ
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(年) 日常保育活動 

保育所保育指針ߩ㧡領域(健康人間関ଥ環境言語表現)ࠍ網羅ߚߒ指ዉ

計↹ࠍ作成実践ޔߒᐕ齢ߦ応ߩࠇߙࠇߘߚߓ⊒達ࠍ実現ޔߒ様々ߥ人ߩߣ関わ

 ޕߚߡ育ࠍさ߆豊ߩ心ߢ中ߩࠅ

 ࠅ元気作ߢ唄ߴࠄいわ߬ߞい߇笑顔 ࠕ

講師：中日子߽ߤ会講師  

ਃ宅 邦夫先生  山崎 治美先生 

    実施：ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜㧞㧜日㧔火㧕 

       ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜㧞㧝日㧔水㧕 

ౝ容：歌ߦ合わߚߖ楽ߒい動作ࠍ行ޔࠅߚߞ身近ߦあࠆ新聞紙ࠍ使ߚߞㆆ߮

ߚ園児ޕߛࠎߒ楽ߢ中ߩ雰࿐気ߥ߆߿和ޔࠄ߇ߥ合いࠇ触ߣ祖父母ࠍ

 ޕߚߞあߢうࠃߚߓ感ߊ߈大ࠍ存在ߩ祖父母ߪߜ

 

(ィ) 食育活動 

知育体育ޔߒߣいࠄߨࠍޠߟ育ߦ心߽体߽元気 ߴ食ߊߒ楽 ߊߒい߅ޟ

徳育ࠍ柱ߦ食育活動ࠍ進ޕߚ 

日常保育ߩ中ߩߢ給食場面߿紙芝居߿ㆆ߮ࠍߤߥ通ߩߡߒ食指ዉߦ加えޔ献立

サンプ࡞展示߿園ߩࠅࠃߛ食育ニュޔߢߤߥࠬ家庭߳ߩ意識ߌߠ啓⊒協力

 ޕߚߒ目指ࠍ浸透関心ߩ食育߳ޔߒଦࠍ

活性ߩ農業ߣ推進ߩ食育ߡߒ通ࠍ農業体験ޟޔߡいߟߦ食育ߩߜߚ߽ߤ子ޔߚ߹

ൻࠍ࿑ߣޠࠆいう目的ޔߣ߽ߩ地域 

団体ߩߣ協働事業ࠍ始ߚ園߽あޔࠅ 

種߹߿߈苗植えޔ生長過程ߩߢ世話 

 ߩ地域߿植物ޔࠄ߇ߥ行いࠍ収穫߿

方ߩߣ触ࠇ合い߇大ޕߚߒ 
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(イ) 保育士勉強会 

 作成ߩ保育所児童保育要録 ࠕ

新保育所保育指針ߦၮޔ߈ߠ子ߩߜߚ߽ߤ成長ࠍ線ߢ支えޔߊߴࠆዊ学校ߣ

 ޕࠆうദࠃࠆ࿑ࠍ充実ߩ連携ߩ

就学後ߩ子ߩ߳ߜߚ߽ߤ適ಾߥ処遇ߩ参考ࠃࠆߥߣうޔߦ↸ౝߩ幼稚園ߣ保

育園߇ߣ合同ߢ会議ࠍ持ޔߜ大口↸独自ߩ保育所児童保育要録ࠍ作成ޕߚߒ 

 

 ࠗ ᐕ齢領域設定表ߩ作成 

   ᐔ成㧞㧞ᐕᐲ実施ߦ向ޔߡߌ現在ߩ保育ౝ容ࠍ確認ޔߒᐕ齢ߦ応ߡߓ経験さ

ࠍ伝統ߩ↸大口ߚ߈ߡࠇࠄߍߺ積ߢ߹今ޔߦ߽ߣߣࠆ࿑ࠍ充実ߩいౝ容ߚߖ

⛮承ߡߒいޟޔߦߚߊᐕ齢領域設定表ޠ作ࠍࠅ進ޕࠆ 

   指ዉ計↹ߩ振ࠅ返ߣࠅ㧼㧰㧯Ａサࠗࠢޟߩ࡞㧯ߩޠ部ಽࠍ担いޔ日常保育ߩ

チࠚッࠢ機能ߡߒߣ位置ޔߌߠ日常保育ߩ充実ࠍ࿑ޕࠆ 

ࠆ߈ߢ活用ߡߒߣޠ߈手引ߩ新指ዉޟޔ行いࠍ精査ߩޠ߈手引ߩ指ዉޟޔߚ߹   

 ޕ行うࠍߒ見直ߦうࠃ

 

 ࠙ チࠚッࠢߩ࠻ࠬ作成 

   ᐔ成㧞㧞ᐕᐲ実施ߦ向ޔߡߌ保育士ߩ自己評価ޔߚߩ大口↸独自ߩチࠚッ

 ޕࠆ進ࠍ作成ߩ࠻ࠬࠢ

新保育所保育指針ࠍ網羅ޔߒ日常保育実践ߩ振ࠅ返ޔߣߎߩࠎࠈߜ߽ߪࠅ他

 ޕߊいߡߒߦうࠃࠆ࿑ࠍ充実ߩ部ಽߩ食育ޔ環境ޔ養護ޔߪߢ

    

 ࠛ 保育士勉強会報告書ߩ作成 

過去㧞ᐕ間ߦ渡ࠅ㧡࡞ࠣߩߟプߦಽࠇߙࠇߘޔߡࠇ߆研究テࠍࡑ設定ߒ

勉強会ߡߒ⛯⛮ࠍ行いߩߘޔ成果ߡߒߣ報告書ߩ作成ޕߚߒࠍ 

 ޕいߚ߈いߡߒߣ߈手引ߩ保育ߩ今後ߣࠅ返ࠅ振ߩ保育ߩߢ߹今ߦၮࠍࠇߎ
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(6) 子育ߡ支援事業 

 園庭開放 ࠕ

就園ߡߒいߥい同ᐕ代ߩ子ߣ߽ߤ親 

 園ޔ㧝～㧞回ޔߡߒߣ場ࠆߔ交流߇

庭߿ㆆ戯室ࠍ開放ޕߚߒ 

在園児ߣ一緒ߦㆆޔࠅߛࠎ絵本ࠍ見 

 ޕߚߞ行ࠍߤߥ指ዉߩ親子ㆆ߮ࠅߚ

 ޕߚߞ相談߽行ࠆߔ関ߦߡ子育ޔߚ߹

  園庭開放参加者数   各園㧝㧠回開催 

   

 

 

 

ࠗ 子育ߡ講ᐳ 

心ߡߒ子育ࠃࠆ߈ߢ߇ߡうޔ子ߩ߽ߤ育߿ߜ親家庭ߩ果ߔߚ役割ޔ親ߣ

子ߩ関ଥߟߦߤߥいߡ学ޕߛࠎ 

㧔ࠕ㧕ࡑࡑࡄࡄあߘ߷う！ 

対象 入園前ߩ子ߩߘߣ߽ߤ保護者 

     実施 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧤日㧔日㧕 

参加者㧠㧟組 

        ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧞㧟日㧔土㧕 

参加者㧝㧢組 

     ౝ容 親߇気付ߚߞ߆ߥ߆子ߩ߽ߤ一面߿成長ࠍ⊒見ޔߒ子育ߩߡ喜߮߿

自信ࠆ߇ߥߟߦ支援ޕߚߞߥߦ 

欲ߡߞ߿ࠎさߊߚߣߞ߽ޕߚえࠄ߽ߡ見ࠍ様子߽ߦ父親ߢ土曜日ޟ        

 ޕߚࠇ߆聞߇感想ߩߤߥޠޕいߒ

 

    

ධ保育園 中保育園 西保育園 ർ保育園 合 計 

平ィ拠 組 年イ0 組 平00 組 1ウイ 組 拡ウ年 組 
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㧔ࠗ㧕子ߩ߽ߤ心ࠍ育ࡒࠆߡニコンサߩࠢ࠻ߣ࠻集い 

     対象 在園児ߣ入園前ߩ子ߩߘߣ߽ߤ保護者 

     実施 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧞㧝㧠日㧔㧕 

        ධ西保育園  

参加者 保護者 㧡㧜人  

未就園児 㧣人 

        ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧞㧝㧡日㧔火㧕 

        中ർ保育園  

参加者 保護者 㧟㧡人  

未就園児㧝㧟人 

ౝ容 ゆߣࡓ࠭ߚߒࠅߚߞ心地ࠃいჿޔߢわߴࠄう߿ߚ童謡ࠍ聴ޔ߈親

子ߢ一緒ߦ歌ࠅߚߞ共感ߒあޔࠅߚߞ感性豊ߥ߆子育ߩߡ秘訣࠻ࠍ

 ޕߚ߈ߢ߇ߣߎ学߱ࠄ߆中ߩࠢ

 

㧡 成果及߮評価 

保育所保育指針ߩ改正ߦ伴いޔ保育課程ߩ中ߦ教育ಽ㊁߿各保育園ߩ独自性ޔさ

ߣߎࠆߔ作成ࠍ↹指ዉ計ߛࠎ込ࠅ折ࠍあいㆆ߮等ࠇ߰伝承ㆆ߮ߩࠄ߆昔ޔߪߦࠄ

ッࠢࠚチޔ今後ޔࠅ߇ߥߟ߽ߦ向ߩ質߇߈気付ߩ保育ߪࠄࠇߎޔߚ߹ޕߚ߈ߢ߇

シࠆࠃߦ࠻チࠚッࠢࠍ行いޔ実践ࠆߌ߅ߦ改善ߡߍߥߟߦいߚ߈いߣ考えߡいޕࠆ 

以ਅޔ総合計↹ߦ示さߡࠇいޟࠆ㧡ߩߟ尺ᐲߦޠ照合ߩߘޔߒ成果等ࠍ検証ޕࠆߔ 

不審者対ޔ避難訓練ޔ交通全教室ޔࠄ߆いう視点ߣޠࠆࠍ生活ߣ命ޟޤ全ޣ

応ߩߤߥ計↹ࠍ立ޔߡ保育園児ޔߊߥߢߌߛ保護者߳ߩ啓⊒߽行ޔߚ߹ޕߚߞ食育

ޔࠅߥߊ߈知識߽大߿興味ࠆߔ対ߦ体ߣ食ޔߒߌ位置付ߢ中ߩ保育ߩ取組߽日々ߩ߳

十ಽߥ成果߇見ޕߚࠇࠄさޔߪߦࠄᐕ長児߇行ߡߞいࠆフッൻ物洗口ߩ実践߇虫歯

減ߡߞ߇ߥߟߦい್߇ߣߎࠆޔߒ数値的߽ߦ成果߇ߣߚߞ߇言えޕࠆ 

活動߽増ߩࠄ߇ߥ得ࠍ協力ߩ団体等ࠕンテࠖࡏ߿㧺㧼㧻ޤ公ᐔ共生協働ޣ

えޔ徐々ޟߦ協働ߦޠ対ࠆߔ意識߽醸成さߟߟࠇあޕࠆ中߽ߢ今ᐕᐲޔߪ西保育園

 ޕߚߒ実施ࠍ協働委⸤事業ߩߣࠎ皆さߩޠ࠻ࡐ食育サޟ㧺㧼㧻⊓録団体ޔߡい߅ߦ
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03-02-04(03) 

福祉こども課 

世代間交ޔߪߢߤߥ収穫祭ޔ交流ߩߣ祖父母߿御桜乃㉿ࠆいߡߞߥߣ恒例ޔߚ߹

流߇生߹ޔࠇ人ߦ対ࠆߔ思い߿ࠅ߿優ߒさޔ感謝߿生߇߈いޔ癒ߒ等ࠍ感ޔߓ地域

全体ߢ子育ࠍߡ行う機ㆇࠍ感ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߓ統合保育ߩ中߽ߢ互いߦ刺激ߒ合

いޔ触ࠇ合いޔ支え合いࠄ߇ߥ成長ࠍଦޔߒ一人߭ߩࠅߣ自立ߦ向ߩߡߌ働߈掛ߌ

 ޕߚߞ行ࠍ

園ޔࠄ߆観点ߚߒߣ支援̍ߡ子育̌ߩ߽ߤ子ߩߡߴߔߩ地域ޔߪ保育園ޤ展⊑ޣ

庭開放߿子育ߡ講ᐳࠍ行いޔ子育ࠆߌ߅ߦߡ場ߩ提供ޔ保護者ߩࠄ߆ニߩ࠭把握

߽ߦ等ࠬࠗࡃ࠼ࠕߩߡ子育ޔࠅ߇ߥߟ߿関ଥ性構築ߩߣ母子ޔߪߦࠄさޕߚദߦ

㊀点ࠍ置ޔ߈課㗴ࠍ整理ߡߒいߚ߈いߣ考えߡいޕࠆ 

いߥߩ目߉⛮ޔߕࠄ߹留ߦߌߛ今後߽情報共ޔߪ連携ߩ中ዊ保幼ޔߚ߹

支援ࠃࠆ߈ߢ߇うߡߒߦいߚ߈いޕ 
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款 0年 民生費 予 算 額 14,5年9,平94 

項 0平 児童福祉費  算 額 1年,年51,105 

目 05 子育ߡ応援特手当費 国県支出金 9,696,000 

使用料等 0 

そߩ他 年,655,105 

事

 

業

 

0年 子育ߡ応援特手当事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 0 

大分類  㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重さࠆࠇ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的 

現下ߩ厳しい経済情勢ߦ鑑ޔߺ多子世帯ߩ幼児教育期ࠆߌ߅ߦ子育ߡを支援すࠆ

こߣを目的ߣしޔߡ幼児教育期ߦあࠆ第㧞子以降ߩ子߇いࠆ世帯ߩ世帯主ߦ対しޔߡ

子育ߡ応援特手当を支給すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧞㧝ᐕ㧟月ߦ法案成立ޕᐔ成㧞㧝ᐕ㧟月ࠄ߆㧠月支給ߦ向ޔߡߌ申請等ߩ準

備をしたޕ 

 

㧟 目標 

  第㧝ߩ目標ߣしޔߡ受給者数㧟㧠㧥ฬޔ対象児童数㧟㧢㧝ฬߩ対象者全員ߦ支給

 ޕ申請を促すߣ周知ߦうࠃࠆ߈ߢ

第㧞ߩ目標ߣしޔߡ最初ߩ支給日を㧠月ࠄ߆支給ࠃࠆ߈ߢうߦ目指すޕ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 支給対象ࠆߥߣ子 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧞月㧝日߅ߦいߡ小学校就学前㧟ᐕ間ߦ属すࠆ

子ޔすߥわちޔᐔ成㧝㧠ᐕ㧠月㧞日ࠄ߆ᐔ成㧝㧣ᐕ㧠月㧝

日߹ߩߢ間ߩ生߹ߢࠇあޔߡߞ第㧞子以降ߢあࠆ児童 

※ 第㧞子以降್ߩ定ߟߦいޔߪߡ高校卒業㧔㧝㧤歳㧕߹ߩߢ子を基礎ߣすޕࠆ 
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03-02-05(03) 

福祉こども課 

※ 外国人ߟߦいޔߪߡ外国人登録原票ߦ登録さߡࠇいࠆ者ߢあޔߡߞ正規在留

者ߦ限ࠆ㧔短期滞在ߩ在留資格を除ߊ㧕ޕ 

(平) 支 給 額 支給対象児童一人߈ߟߦ㧟万㧢千万 

(年) 受 給 者 支給対象ࠆߥߣ子ߩ属すࠆ世帯ߩ世帯主㧔住民基本台帳ޔ外国人登

録原票ߩ情報を活用㧕 

(4) 所得制限 ߥし 

(5) 周知方法 支給対象者ߦ申請書を郵送ޕ↸ౝߩ幼稚園ޔ保育園ߦ周知リフレ

ットを配布 

(6) 専用受付 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧠月㧢日㧔月㧕ࠄ߆㧝㧞日㧔日㧕߹ߢ役場㧞階第㧝会 

議室ߢ定額給付金ߣห時ߦ受付 

 

㧡 成果及߮評価 

第㧝期支払をᐔ成㧞㧝ᐕ㧠月㧝㧣日振込ޕ第㧥期支払㧝㧜月㧝㧢日を最後ߦ全対

象者ߦ支給すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

支給実績 

    

 

 

 

 

    受給対象者全員ߦ支給߈ߢたこޔߪߣ制度ߩ周知方法ߦ非ߪ無ߊ評価ޕࠆ߈ߢ߹

たޔ施策ߣしߩߡ評価ߟߦいޔߪߡ一部߈߹ࠄ߫ޟߪߦ施策ߩߣޠ意見もあߞたも

見えた効果ߦ目ޔࠅあߢޠ配慮ࠆ対すߦ担⽶ߡ子育ߩ多子世帯ޟ߇目的ߩそޔߩߩ

 ޕࠆ考えߣたߞあߪ恩恵ߩࠅߥ多少ߪߡߞߣߦ多子世帯ޔߩߩいもߥ߈ߢ実感ߪ

 

 対象者 支給者 

受 給 者 年49 人 年49 人

対 象 児 童 年61 人 年61 人

金 額 1平,996,000  1平,996,000 
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款取 04取 衛生費取 予取 算取 㗵取 1ん505ん000 

項取 01取 保健衛生費取 取 算取 㗵取 1ん平46ん平54 

目取 01取 保健衛生総務費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

そߩ他取 1年エん6エ0 

事

取

業

取

0年取 健康ࠅߊߠ推進事業取

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 1ん106ん564 

大分類取 㧟取 健康ߢ心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会ࠍ創造ࠆߔ取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊ分類取 (1) 誰߽߇自立ߒた生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築取

㧝取 目的取

住民一人߭ޟޔ߇ࠅߣ自分ߩ健康ߪ自分ߢߣޠࠆいう意識ࠍ持ちޔ豊ߥ߆人生ࠍ

送ࠆたޔߦ主体的ߥ健康ߩ߳ࠅߊߠขࠅ組ࠍߺ支援ޔߦ߽ߣߣࠆߔ健康ߩࠅߊߠ

環境ࠍ整えࠍߣߎࠆ目的ޕࠆߔߣ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

取 取 ᐔ成㧝㧡ᐕ度ߦ策定ߒた大口↸ߩ健康ࠅߊߠ計↹ޟ健康ߋ߅߅ち㧞㧝ࠍޠ事業ߩ

基盤ޔߒߣᐔ成㧝㧢ᐕ度ࠄ߆㧡ߩߟ健康分㊁㧔運動ޔ食生活ޔࠈߎߎޔた߫ߎア

ࠆࠇ入ࠅขߦ保健事業ߩ高齢者成人母子ޔࠍߺ組ࠅขߩ健康㧕ߩ歯ޔ࡞ࠦ࡞

健康߿健康推進員活動ޔߦうࠃࠆߌいߡߒ浸透߇ࠅߊߠ健康ߢ中ߩ地域ޔߦ߽ߣߣ

ޔߒ見直ࠍ↹計ߪߦᐔ成㧝㧥ᐕ度ޕた߈ߡߒ推進ߢ協働ߣ方ߩち㧞㧝作業部会ߋ߅߅

生活習慣病ߦ新たޔߦうࠃࠆߥߣ↹た計ߞあߦ࠭࠾住民߿健康状態ߩ↸大口ࠅࠃ

予防分㊁㧔ࡏ࠲ࡔッࠢࠪンޔࠎ߇ޔࡓࡠ࠼骨粗ࠂߒう症予防分㊁㧕ࠍ追加ޔߒ

住民ߩ健康意識ߣ健康水準߇向上ࠃࠆߔう事業ࠍ展開߈ߡߒたޕ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 中間評価ߢ目標値ߦ達ߡߒいߥい㊀点項目㧔塩分ࠍ減ߔࠄขࠅ組ޔߺた߫ߩߎ害

笑顔㧞ࡉ健康ࠢޔߍ掲ߦ強化目標ࠍฃ診率向上㧕ߩ検診ࠎ߇߿特定健診ޔ⊑啓ߩ

㧝߿健康推進員ߦ߽ߣߣ活動ࠍ展開ޕࠆߔ取

取
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04-01-01(03) 

健康生߇߈い課 

㧠取 ౝ容取

(1)取ޟ健康ߋ߅߅ち㧞㧝ޠ推進実施状況取

取

分㊁取 計取 取 ↹取 取 推取 取 取 進取 取 取 ౝ取 取 取 容取 取

運

動



生

活

活

動

取

㧖生活ߩ中ߦ運動効果ࠍあࠆߍたߩ提案㧔住民検診ޔ骨密度測定時㧕取

㧖ࠬ࠾࠻ࡠンࠣߩ紹ߣ普及取

㧖࠙ࠜࠠンࠣࡑッߩࡊ活用取

㧖߆たߩࠅߟ会ߩ活用取

㧖元気体操ࠍ広ࠃう！㧔体育祭ߩߢ活用ޔ体育指ዉ員߳ߩ協力要請ޔ元気

体操ߩ教室開催㧕取

取

食

生

活

取

㧖味覚ࠚ࠴ッࠢ㧔住民検診ޔ健康߹ࠅߟ時㧕取

㧖塩分ࠍ減ߔࠄ方法ࠍ提案ࠆߔ取

㧖歯部会ߣ一緒ߡߔߔߦいߊ取

㧖大口↸産ߩ旬ߩ㊁菜情報㧔効用ࡇࠪߣ㧕ߩ⊒行ߣ啓⊒㧔広報等㧕取

㧖㊁菜 1 日 年50ｇߩ摂ขߩ普及取

㧖食事ࡃンࠬࠟイࠍ࠼用いޔߡ適㊂ߩ周知取

ߎ

ߎ

ࠈ

取

㧖ޟ早起ޔ߈早寝ޔ朝ߩޠࠎߪߏ推奨取

㧖ޟ一日ࠫࠤࠬߩュࠍ࡞立ޠࠆߡ取⇒取ޟ私ߩ日ߩ目標ޠ用紙ࠍ作成ޔߒ

活用ࠄ߽ߡߒう取

㧖ޟ一日一回誰ߣ߆話そうޟޠ心߆ߠいޔ気߆ߠいࡒࠦޔュࠪࠤ࠾ョンޠ取

た

߫

ߎ



酒

取

㧖ฃ動喫煙防止ߩขࠅ組ߺ㧔た߫ࠬ࠳ࡔ࠳ߎ⊓録機関ߩ拡大ߣ紹㧕取

取 ⇒薬局ޔක療機関ޔࡄࠬޔ金融機関等߳取

㧖た߫ߩߎ健康被害ߩ周知㧔ฃ動喫煙防止ߦኻࠆߔขࠅ組ߺ㧕取

㧖生活習慣病予防歯周病予防ߦ絡ߡ活動取

㧔喫煙指数߇高い人ޔߦ喀痰検査ࠍ勧奨ࠆߔ㧕取

㧖多㊂飲酒߇体ߦ及ぼߔ影響ߩ啓⊒㧔ア࡞ࠦ࡞依存度ࠚ࠴ッࠢ㧕取

㧖ࡏ࠲ࡔッࠢࠪンࡓࡠ࠼予防߅ޔߡߒࡏࠦߣ酒ߺ߹ߟ߅ߣࡠࠞߩ

啓⊒取ࠍࡠࠞߩ
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ア取 周知啓⊒取

㧔ア㧕私ߩ健康ޔ健康川柳ޔ俳句ߩ活用㧔広報掲載㧕取

㧔イ㧕広報無線ࠆࠃߦワンࡐイン࠻アࡃ࠼イࠬ取

㧔࠙㧕広報誌߳ߩ掲載㧔ࠆߔߔߢߥࠎߺޟ健康ߋ߅߅ち㧞㧝࠽ࠦޠ㧕取

㧔ࠛ㧕↸民ࠡャߡߦ活動ߩＰＲ取

㧔ࠝ㧕健康߹ࠅߟ時ࡏ࠲ࡔޔッࠢࠪンࡓࡠ࠼予防ߦ絡た健康ߋ߅߅ち㧞㧝

推進取ߩ

取

イ取 ㊀点事業取

㧔ア㧕生活習慣病予防ኻ策㧔健診ฃ診率アッߩࡊたߦ健診ߩ啓⊒㧕取

㧔イ㧕中間評価ࠍ踏߹えߩߡ推進取

㧔࠙㧕計↹推進者ߩ健康管理取

㧔特定健診等各種健診ߩฃ診ߣ特定保健指ዉ߳ߩ参加㧕取

㧔ࠛ㧕健康ࠢࡉ笑顔㧞㧝ߩ体制ߩ構築取

歯

ߩ

健

康

取

㧖歯間ࠪࡉ糸ࠃうߩߓ普及㧔健康߹ࠅߟ時ߦ啓⊒ࠆߔ㧕取

㧖歯ߩ健康ߦ関ࠟࡠࠬࠆߔンࠍ掲ࠆߍ取

生

活

習

慣

予

防

取

予防取ࡓࡠ࠼ッࠢࠪンࡏ࠲ࡔ

㧖特定健診ޔ特定保健指ዉߩ周知啓⊒取

骨粗ࠂߒう症予防取

㧖骨密度測定時ߩ筋力࠾࠻ンࠣߣ食生活ߩアࡃ࠼イࠬ取

予防取ߩࠎ߇

㧖情報⊒信㧔検診ࠍฃߌたࠃࠆߥߊうߥ⊒信ౝ容ߩ工ᄦ㧕取

㧖講演会ߩ機会߿商店等ߦ出向ޔ߈健診ちࠍߒࠄ配布ࠆߔ取
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04-01-01(03) 

健康生߇߈い課 

(平)取健康推進員活動実施状況取

ア取 研修会取 㧢回取

イ取 代表推進員連絡会取 㧤回取

࠙取 主ߥ地活動取 ᄥ極拳等取ޔ健康教室ޔࡈ࡞ࠧ࠼ン࠙ࠣޔンࠣ大会ࠠࠜ࠙

取 取 取 取 㧔㧝㧝地総延ߴ参加人数取 約㧤ん㧡㧜㧜人㧕取

ࠛ取 健康推進員全体ߩ活動取 健康߹ࠠࠜ࠙ࠅߟンࠣ大会ޔ住民検診取

取

㧡取 成果及߮評価取

取 取 健康ࠢࡉ笑顔㧞㧝߿健康推進員等ޔ健康ߩࠅߊߠ担い手ߩߡߒߣ人材育成ߪ行

ߡߞߥߦߍ底上ߩ健康水準健康意識ߩ個々ޔߡߒ通ࠍ活動ߩࠄࠇߎޔ߇た߈ߡߞ

いߤ߆ࠆうߩ߆評価ߡ߈ߢ߇いߥいޕ取

取 取 ߹たޔ関係団体ߩ抜本的߿ߺߊߒߥ施策ࠍ見直ߔ時期ߡ߈ߡߞߥߣいޕࠆ取

後ߪ戸籍保険課ߤߥ関係部署ߣ連携ޔࠄ߇ߥߒࠍක療費分析等ߡߒࠍいߊ中ޔߢ

地域ߩ健康課㗴ࠍ見ޔߌߟそࠍࠇ施策ߦ反映ࠆߔ地域ߦ根ߒߑた活動ߡߒࠍいߎߊ

取ޕࠆߥߣ㊀要߇ߣ

取

取
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款 04 衛生費 予 算 額 年平ん54平ん000 

項 01 保健衛生費  算 額 年1ん平平1ん084 

目 0平 予防費 国県支出金 平64ん000 

使用料等 0 

そߩ他 0 



 

業

 

0年 予防業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年0ん957ん084 

大分類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会ࠍ創ㅧࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰߽߇自立ߒた生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

予防接種法等関係法ߩ規定ߦ基ޔ߈ߠ感染症予防ߩたߦ乳幼児߿学童ޔ高齢

者ߦኻޔߡߒ安定的ߦ予防接種ߩ機会ࠍ提供ޔߒ安全ߢ効ߥ予防接種ࠍ実施ޕࠆߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

 予防接種法ߩ規定ߦ基ߠいߡ的確ߦ実施ޔߒ感染症予防ߦ努ߡいޕࠆ乳幼児期

↸大口ߪ学童期ޔ尾北医師会管ౝߪエンࠩ予防接種࡞予防接種及び高齢者インフߩ

及び扶桑↸ߩ委託医療機関ޔߢᐕ間ࠍ通ߡߓ接種ޕࠆߔ㧮㧯Ｇ及びポオޔߪ保健

センタߢ集団予防接種ߩ方法ߢ実施ߡߒいޕࠆ 

ߦ現行ޔ߇ኻ象ᐕ齢ߩ定期予防接種ߩࠎߒ風ࠎߒ麻ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠ޔ߅ߥ

加え㧡ᐕ間ߩ経過措置ޔߡߒߣ中学校㧝ᐕ生ߣ高校㧟ᐕ生相当ߩᐕ齢ߦ拡大さࠇたޕ 

またޔ日本脳炎予防接種ޔߪᐔ成㧝７ᐕ㧡ࠄ߆従来ߩ日本脳炎ワクチン接種ߩ

積極的勧奨߇差ߒ控えߡࠇࠄいޔ߇ࠆ接種ࠍ特ߦ希望ࠆߔ場合ޔߪห意書ߦ署ฬߩ

ޔ定期接種߇可能ߢあޕࠆ 

  法ߩ改正߿国ߩࠄ߆通知ߦ迅ㅦߦኻ応ޔߒ接種率ߩ向ޔ接種漏ࠇኻ策ޔ情報ߩ

周知ߦ努たޕ個予防接種ߟߦいੑޔߪߡ市ੑ↸ߢ接種可能ߢあޔ߇ࠆ主治医ߦ

 うࠃࠆ߈ߢ接種߽ߢ委託医療機関એ外ޔߪ場合ࠆߔߣ必要ࠍ医学的್断ߥ高度ࠆࠃ

 制度ࠍ整えたޕ 
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04-01-02(03) 

健康生߇߈い課 

㧟 目標又ߪ改善策 

  今後߽ޔ法ߩ改正߿国ߩࠄ߆通知ߦ迅ㅦߦኻ応ޔߒ接種率ߩ向ޔ接種漏ࠇኻ策ޔ 

情報ߩ周知ߦ努ߡいくޕ 

 

㧠 ౝ容                           㧔単㧦人％㧕 

種     ኻ象者 被接種者 完了者接種率

㧮㧯Ｇ 平60 平40 9平.年 

ポオ㧔㧞回㧕 5年1 48平 90.8 

ਃ種混合 第㧝期㧔㧟回㧕 8年8 7年1 87.平 

ਃ種混合 第㧝期追加 年16 平47 78.平 

麻ࠎߒ風ࠎߒ㧔ＭＲ㧕第㧝期 平57 平54 98.8 

麻ࠎߒ風ࠎߒ㧔ＭＲ㧕第㧞期 平46 平平8 9平.7 

麻ࠎߒ風ࠎߒ㧔ＭＲ㧕第㧟期 平85 平59 90.9 

麻ࠎߒ風ࠎߒ㧔ＭＲ㧕第㧠期 平10 187 89.0 

乳

幼

児

 

日本脳炎 第㧝期㧔㧟回㧕 

(年 歳～7歳ま

 (希望者ߩߢ

4年9 － 

ੑ種混合 平55 平年7 9平.9 

学

童

 

日本脳炎 第㧞期 － 9年 － 

高齢者インフ࡞エンࠩ 4ん平平1 平ん676 6年.4 

㧖㧔 㧕ౝߪ接種回数  

㧖ਃ種混合第㧝期(㧟回)ੑޔߦ種混合㧝人含 

 

㧡 成果及び評価 

  個予防接種ੑޔࠍ市ੑ↸ߩ医療機関ߢ接種ࠃࠆ߈ߢうߞߥߦたたߟࠅ߆߆ޔ

ߪ今ᐕ度ޔߒ߆ߒޕたߞ߇ߥߟߦ向ߩビスࠨ民ޔࠅߥߣ可能߇接種ߩߢ医ߌ

新型インフ࡞エンࠩߩ予防接種߇開始さࠇたたޔ高齢者ߩインフ࡞エンࠩ接種率

緊急措ߩ国ޔߤߥ撲滅ኻ策ࠎߒた麻ߌ受ࠍ流行ࠎߒ麻ߩ青ᐕ期ޕたߒ㧟％程ૐਅ߇

置ߦኻߒ迅ㅦߦኻ応ޔߒ㧥割ߩ接種率ࠍ߈ߢ߇ߣߎࠆߍたޕまたޔኻ象者及び未

接種者へߩ個通知ࠆࠃߦߤߥ周知啓発ࠍ行いޔ感染症予防ࠆߌ߅ߦ接種率ߩ確保

 ޕた努ߦ
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款 04 衛生費 予 算 額 19ん748ん000 

項 01 保健衛生費  算 額 18ん平04ん659 

目 0平 予防費 国県支出金 4ん年04ん000 

使用料等 0 

そߩ他 887ん年00 

事

 

業

 

04 成人保健事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 1年ん01年ん年59 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会ࠍ創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰߽߇自立しߚ生活߇送ࠆࠇ健康長ኼ生涯現役社会ߩ構築 

㧝 目的 

知識ߩߡいߟߦ予防ࠎ߇ޔߦ߽ߣߣࠆߌߟ結びߦ早期治療ദߦ早期発見ߩࠎ߇

 ޕࠆ図ࠍ向上ߩ意識ޔ行いࠍ普及啓発ߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

受診率㧔％㧕 

ᐕ度 

胃ࠎ߇ 大腸ࠎ߇ 肺ࠎ߇ 前立腺ࠎ߇ 子宮ࠎ߇ 乳ࠎ߇ 

ᐔ成 17 ᐕ度 11.1 15.0 平年.0 － 11.5 11.6 

ᐔ成 18 ᐕ度 7.平 10.0 15.7 4.9 8.5 11.9 

ᐔ成 19 ᐕ度 8.6 1年.0 18.0 4.5 8.7 8.6 

ᐔ成 平0 ᐕ度 7.9 1平.6 17.1 5.4 8.年 8.8 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 受診率ߩ向上ࠍ図ޔࠅ早期発見早期治療ޔߚࠆߍߥߟߦ受診ߦ向ߚߌ啓発ޔ

精密検査ኻ象者ࡈߩォロ体制ޔ検診ߩ精度管理等ޔ検診体制ߩ整備ࠍ行ߥうޕ 

まޔߚ検診ߩ受診機会ࠍ拡大しޔ受診し߿すい体制ߠくࠍࠅ行ߥうޕ 
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04-01-02(04) 

健康生߇߈い課 

㧠 ౝ容 

実施回数等 分 

項目 集団検診 ක療機関 

実施回数 

実施機関 

＜ 胃 ＞ 

＜ 子 宮 ＞ 

＜乳:ＭＭＧ＞ 

＜乳：超音波＞ 

＜ 大 腸 ＞ 

＜ 肺 ＞ 

 

＜前立腺＞ 

ᐕ4回㧔検診車㧕 

ᐕ4回㧔検診車㧕 

ᐕ年回㧔検診車㧕 

ᐕ平回 

民検診時 

胸部Ｘ線㧔民検診時㧕

喀痰㧔民検診時㧕 

ᐕ㧝回 

↸ౝ委託ක療機関߅ߦいޔߡ 

 ᐔ成平㧝ᐕ61日ࠄ߆ 

 ᐔ成平平ᐕ平平8日まߢ 

㧔9߆間㧕

㧖女性特ࠎ߇ߩ検診事業ޔߪ

 ᐔ成平平ᐕ年年1日まߢ 

国ޟߩࠄ߆女性特ࠎ߇ߩ検診事業ࠍޠ受ޔߡߌ特定ߩᐕ齢ߦ達しߚ女性ߦኻしޔ

クポン券ߣ検診手帳ߩ発行ࠍ行うޕまޔߚ女性特ࠎ߇ߩ検診ޔߪ実施すࠆ委託

ක療機関ࠍ㧝߆所ࠄ߆㧟߆所ߦ拡大すޕࠆ 

 

㧡 成果及び評価 

ᐔ成 平1 ᐕ度ࠎ߇検診実施状況               㧔単：人％㧕 

種 別 受診者数 受診率 要精検者数 精検受診率 ࠎ߇発見数

胃ࠎ߇検診 4年5 8.9 58 8平.8 0

子宮ࠎ߇検診 587 1年.6 年 100 0

乳ࠎ߇検診 588 16.平 65 76.9 0

大腸ࠎ߇検診 698 14.5 45 86.7 4

肺ࠎ߇検診 965 平0.年 1年 100 1

前立腺ࠎ߇検診 80 5.年 8 87.5 1

 

受診ක療機関ߩ拡大߿女性特ࠎ߇ߩ検診推進事業ޔࠅࠃߦ乳ࠎ߇子宮ࠎ߇検

診ߩ受診率߇向上しޕߚ 

周知啓発ߟߦいޔߪߡ健康クラࡉ笑顔㧞㧝ߩ活動߅ߦいޔߡ機会あࠆごߦߣチラ

シࠆࠃߦ周知等ߩ協力߽得ޕߚࠇࠄ 

まޔߚ精密検査ߩ受診勧奨ߣක療機関߿本人ߦኻしޔߡ精密検査受診状況ߩ確認

 ޕߚ߈ߡ整えࠍ体制ォロࡈޔߤߥ行うࠍ

し߆しޔࠄ߇ߥ受診率ߪ県߿国ߩᐔ均ߦ比べޔまߛまߛૐい状況ߦあޔߚࠆ今

後ߪ未受診者ߦኻしߡ検診受診行動ߦ結びߟくアࡊロチޔߤߥ広く周知すࠆ方法

 ޕࠆあ߇必要ࠆ検討す߽ߡいߟߦഥ成ߩ検診ࠎ߇ޔ߿検討ߩ
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款取 04取 衛生費取 予取 算取 額取 平7ん587ん000 

項取 01取 保健衛生費取 取 算取 額取 平4ん059ん年0平 

目取 0年取 母子保健費取 国県支出金 4ん581ん000 

使用料等取 0 

そߩ他取 0 

事

取

業

取

0年取 母子保健事業取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 19ん478ん年0平 

大分類 取 㧝取 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

ዊ分類 取 (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重ࠆࠇߐ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝取 目的取

多様化すࠆ子育ߡ環境ߩ中ޔߢ妊娠出産育児ࠍ通ߡߒ母性߿父性߇育߹ޔࠇ

乳幼児߇皆ࠄ߆愛ޔࠇߐ心身ߦ߽ߣ健ߦ߆߿育ߟこࠍߣ目指ޔߒ個々ߩ発達߿親ߩ

育児力ߦ合せた保健指ዉࠍ行いޔ子育ࠍߡ総合的ߦ支援すޕࠆ߹たߥ߹ߑ߹ߐޔ機

会ࠍ通ߡߒ子育߿ߒߡすい環境ࠍࠅߊߠ行うޕ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

乳幼児期ޔߦ子ߩ߽ߤ発育発達状況ࠍ確認ޔߒ疾病߿心身障߇いߩ早期発見ࠍ

すࠆたޔ乳幼児健診㧔㧠߆月ޔ㧝㧜߆月ޔ㧝歳㧢߆月ޔ㧟歳㧕ࠍ実施ߡߒいޕࠆ

߹たޔ㧞歳㧟߆月児ࠍ対象ߒߦた歯科健診ߪߢ発達߿育児ߩ確認ࠍ行う場߽ߣ位置

取ޕたߞ図ࠍ向上ߩฃ診率ߤߥ行うࠍ事前通知ߪࠄ߆ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜月ޔߒ実施ߡߌߠ 取 取 取

そޔߡߒフォ߇ࡠ必要ߥ親子ߦ対ޔߡߒ健診後ߩフォࡠ教室߿子育ߡ相談室ࠍ

充実ߐせޔࠄ߇ߥ⛮⛯的ߥ支援体制ࠍ福祉こ߽ߤ課ߣߤߥ連携ߡߒ進ߡいޕࠆ取

߹たޔ少子化対策ߩขࠅ組ޔߡߒߣߺᐔ成㧝㧥ᐕ度ࠄ߆一般不妊治療助成事業ࠍ

開始ޔߒ妊婦健診費用ߩ公費⽶担ޔࠍᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠄ߆㧣回ࠄ߆㧝㧠回へ拡大ߒたޕ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

乳幼児健診ޔߢ精神発達ߢ要観察ߦ挙ࠆ߇子ߩ߽ߤ増加ߦ伴いޔ健診後ߩフォࡠ

取ޕࠆ図ࠍ充実整備ࠆߥࠄߐߩ支援体制ࠆ対すߦ߽ߤ子ߩい߇軽度発達障߿体制
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04-01-03(03) 

健康生߇߈い課 

㧠取 ౝ容取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取(単位㧦回人％)取

健診教室等取 ᐕ間回数取 ฃ診者 ฃ診率 健診教室等取 ᐕ間回数取 参加者数

㧠߆月児健診取 1平取 平年6 98.年

パパママ教室取

取 プママ交流会取

1平取 64

㧝㧜߆月児健診取 1平取 平48 96.9 フッシュママߩ会 6取 65

㧝歳㧢߆月児健診取 1平取 平41 100.0

たࠎ߸߸教室取

(健診事後フォࡠ教室)取

平年取 年18

㧟歳児健診取 1平取 平60 98.1 離乳食教室取 1平取 155

歯科健診取 1平取 平平9 90.5 妊婦相談取 平4取 平平9

赤ちࠎ߾訪問取 平16取 平16 90.8 子育ߡ相談室取 平4取 1年4年

妊婦健康診査取 14

※

取 平657 71.8

育児サク࡞取

取 中学生等健康教育

5取 54

乳児健康診査取 平

※

取 417 8平.平 たࠎ߸߸広場取 平1取 107

一般不妊治療助成事業取

申請者取 19 組取 㧔うち 7 組ߪ 平0 ᐕ度ߢ⛯⛮ߩࠄ߆あ10ޔࠅ

組߇妊娠ߦ繋ߡߞ߇いޕࠆ㧕取

※一人当たߩࠅฃ診限度回数取

取

㧡取 成果及߮評価取

取 取 㧠߆月ޔ㧝㧜߆月ޔ㧝歳㧢߆月ޔ㧟歳ߩ健診ߟߦいߪߡฃ診率㧥㧡％以上ޔ歯科

健診߅ߦい߽ߡ㧥㧜％以上ߣ昨ᐕ同様ߦ高いฃ診率ࠍ維持ߡߒいޕࠆ虐待ߩ早期発

見再発防止ߩ観点ޔߢ健診等ߢ支援߿見守ࠍࠅ行いޔ必要ߥケスߦ対ߪߡߒ福

祉こ߽ߤ課ߣ連携ߡߒケス検討ࠍ行ߞたޕ取

乳幼児健診߅ߦいߡ精神発達面ߢ要観察ߦ挙ࠆ߇子ߩ߽ߤ増加ߦ伴いޔ健診事後

教室ߩ新規対象者数߇増加ޔߒ健診事後教室後へߩ参加人数ߪ前ᐕ度ߣ比較ߡߒ約

㧞倍増加ߒたޕ教室参加後ߦ必要ߥ支援ࠃࠆ߇ߥߟߦう相談体制ࠍ整えޔ⛮⛯的ߥ

支援体制ࠍ福祉こ߽ߤ課߿関係部署ߣ共ߦ進߈ߡた結果ޔフォࡠ体制ߩ整備

充実߇図ߟߟࠇࠄあޕࠆ今後߽ޔ親ߩ育児支援߿子ߩ߽ߤ個々ߩ発達ߦ合わせた支

援ࠍ妊娠期ߡߒ⛯⛮ࠄ߆行ߡߞいߊ必要߇あޕࠆ取
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款 04 衛生費 予 算 㗵 平6,610,000 

項 01 保健衛生費  算 㗵 平5,平平8,91年 

目 04 環境衛生費 国県支出金 9平平,000 

使用料等 1,065,440 

そߩ他 411,14平 

事

 

業

 

0年 環境保全対策事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平平,8年0,年年1 

大分類 㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力を創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生ߒた地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

  ↸ౝ環境ߩ維持ޔ向を図ࠆたޔ水質ޔ大気をߒߣߓߪた環境衛生ߩ向を

目指ޕߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  水質調査ߟߦいޔߪߡ水系ߢ状況を把握ߡߒいߊ必要߇あࠆこޔࠄ߆ߣ近隣市↸

ߩ結果ޔߒ一斉調査を実施ߢ尾張西部環境保全連絡協議会㧔㧢市㧞↸㧕ࠆߔ組織ߢ

検討ߟߦい߽ߡ合同ߢ実施ߒたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  公共ਅ水道ߩ普及ߦ伴いޔ↸ౝ河川等ߩ水質ߪ通水期߅ߦいߡ良好ߦ推移ߡߒい

問㗴ߩߤߥ水利権ޕࠆࠇࠄߌ見受߇死骸ߩ魚ࠄ߆不足ߩ水量ߪߦ渇水期ޔߩߩ߽ࠆ

߽あޔ߇ࠆ渇水期ߩ水量ߩ確保を図ࠆ必要߇あޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 水質調査 ᐕ㧞回㧔㧢月ޔ㧝㧞月㧕 㧡河川㧞用水ߩ㧝㧥地点を調査 

(平) 大気調査 ᐕ㧞回㧔㧤月ޔ㧞月㧕 㧟地点 
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04-01-04(03) 

環境課 

㧡 成果及び評価 

  水質大気ߩ調査結果ߟߦいޔߡ長期ߦわたࠅ⛮⛯さߡࠇいࠆこޔࠅࠃߦߣ経ᐕ

的ߥ水質大気ߩ状態変化߇分ޔࠅ߆環境変化ߩデタ߇蓄積さߡࠇいࠆこޔࠄ߆ߣ

今後ߩ環境施策推進ߦ役立ߣߟ考えޕࠆ 

  犬猫等ߩ道路ߩߢ死体回収ߟߦいޔߪߡ住民ߩࠄ߆情報ߦ対ߡߒ的確ߦ処理

 ޕた߈ߢ߇誘因排除ߩ交通事故等発生ޔ߈ߢ߇ߣこࠆߔ
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款 04 衛生費 予 算 額 181,649,000 

項 0平 清掃費  算 額 179,859,平45 

目 01 塵芥処理費 国・県支出金 0 

使用料等 9,484,8年0 

そߩ他 10,00年,000 

事

 

業

 

0年 廃棄物処分事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 160,年71,415 

大分類  㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣ߹ちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

廃棄物ߩ適正処理を目的ޔߦ可燃ߩߺߏ㧝Ꮢ㧞↸ߩߢ共同処理及び廃棄物ߩ最終

処分㧔埋立ߡ処分㧕を委託ߡߦ取ࠅ組ޕ 

ᐔ成㧟㧜ᐕߩ新たߥ可燃ߺߏ処理施設供用開始を目標ߦ㧞Ꮢ㧞↸ߢ新たߥ処分場 

建設を進ޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  可燃ߩߺߏ祝日回収を行うޔࠅࠃߦߣߎ回収時間߇一定ࠃࠆߥߣう努たޕ߹たޔ

近ᐕ可燃ߺߏをࠞラス߇散߆ࠄす߇ߣߎ多いたࠞޔラスߌࠃネットを必要ߥ場所

 ޕ配Ꮣしたߦ

  犬山Ꮢޔ江南Ꮢޔ大口↸及び扶桑↸ߢ新たߥ可燃ߺߏ処理施設を建設すࠆたޔ

建設候補地ߟߦいߡ協議したޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  新たߥ可燃ߺߏ処理施設ߩᐔ成㧟㧜ᐕ供用開始ߦ向ޔߌ㧞Ꮢ㧞↸ߢ協力しߡ取ࠅ

組ޕ 
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04-02-01(03) 

環境課 

㧠 ౝ容 

(1) 江南Ꮢޔ扶桑↸ߩߣ㧝Ꮢ㧞↸ߢ可燃ߺߏを共同処理すࠆ江南丹羽環境管理組合

へߩ⽶担金 

(平) 陶磁器ޔ割ࠟࠇラスߩߤߥ埋立ߩߺߏ埋立ߡ処分を三重県伊賀Ꮢߩ民間処分

場へ委託 

(年) 新たߥ可燃ߺߏ処理施設建設ߩた尾張ർ部地域ߺߏ焼却処理広域ൻ第㧝小ブ

ロック会議へߩ⽶担金 

 

㧡 成果及び評価 

  住民ߩ協力ޔߣ߽ߩ的確ߥ塵芥処理߈ߢ߇たޕ 
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款 04 衛生費 予 算 額 84ん685ん000 

項 0平 清掃費  算 額 76ん平5平ん6年9 

目 0平 循環型社会形成費 国県支出金 0 

使用料等 1ん679ん100 

そߩ他 5ん459ん415 

事

 

業

 

0年 ߺߏ減量資源化事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 69ん114ん1平4 

大分類 㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣ߹ちߩ活力ࠍ創造すࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 持⛯可能ߥ循環型社会ߩ創造 

㧝 目的 

  資源ߩ有効利用ޔ可燃ߩߺߏ減量ࠍ目的ߦ廃棄物ߩ分別ߩ徹底ࠍ図ߦߣߎࠆよޔࠅ

循環型社会ߩ構築ࠍ目指すޕ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  焼却ߩߺߏ減量ࠍ図ࠆたޔ資源サイク࡞センタߩ設置ޔ有機資源保管場所

 ޕ実施したࠍ設置等ߩ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  引߈⛯߈資源ߩ徹底した分別ߦ取ࠅ組ޔߦ߽ߣߣ生ߺߏ堆肥化ࠍ進ࠆたߩ

検討ࠍ行うޕ 

 

㧠 ౝ容 

  資源サイク࡞センタ利用者 㧥㧟，㧟㧝㧠人㧔ᐔ成㧞㧜ᐕ度㧠㧢，㧜㧜㧢人㧕 

   有機資源保管場所利用者 㧟，㧤㧡㧤人㧔ᐔ成㧞㧜ᐕ度㧟，㧜㧝㧢人㧕 
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04-02-02(03) 

環境課 

㧡 成果及び評価 

  可燃ߺߏ減量ࠍᐔ成㧝㧢ᐕ度比㧞㧜％ߩ減量ࠍ目標ߦ進ߡ߈ߡいޔ߇ࠆ各施策

ߺߏ可燃ޔࠇ表߇成果ߩ一定ޔࠅߥߊ高߇分別意識ߩ方々ߩ住民ޔߡ߈ߡ浸透し߇

減量ߩ約㧥．㧟れߣࠆ比較すߣ量ߺߏ可燃ߩᐔ成㧝㧢ᐕ度ޕࠆいߡ߈ߢࠎ進߇減量ߩ

 ޕߊいߢࠎ組ࠅ取ߌ向ߦ構築ߩ循環型社会߽ߣ今後ޔࠅおߡっߥߣ
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款 05 労働費 予 算 額 6,345,000  

項 01 労働諸費 決 算 額 6,126,264  

目 01 労働諸費 

財

源

内

訳

 

国・県支出金 0  

事 

業

 

03 勤労者支援事業 

使用料等 0  

そࡢ他 5,000,000  

一般財源 1,126,264  

総

合

計

画 

体 
 

系 

大分類  㸰 未来へ引ࡁ継ぐ環境保全まちࡢ活力を創造する 

小分類  (2) 環境共生した産業ࡢ発展 

㸯 目的 

町ෆ在住する勤労者及び事業者対し࡚必要࡞生活資金ࡢ融通を滑し生活

条件ࡢ維持及び改善寄与するため及び勤労者ࡢ親睦生活向上ࠊ福祉増進等ࡢた

め必要࡞事業を行うためࡢ補助事業を行うࠋ 

 

㸰 ᖹ成㸰㸮ᖺ度ま࡛ࡢ経過 

  町ෆ事業所ࡢ代表者࡛組織する勤労青少ᖺ運営委員会委託をし࡚ࠊ毎ᖺボウリ

ング大会を開催し࡚いるࠋ 

 

㸱 目標又ࡣ改善策 

  勤労者協議会 

規約則った会運営会員ࡢためࡢ事業展開ࡀ活発࡞るよう協議会連絡を密

 ࠋ会議等を行うࠊし
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05-01-01(03) 

地域振興課 

㧠 ౝ容 

 (1) 勤労者協議会 

  緩慢ߥ会運営を改善すࠆたޔ会長߇替わߞたߩを機ߦ再構築ޔ会員拡大を図

 ޕ幹事会を実施したたࠆ

 (平) 勤労青少ᐕߩ日大口↸大会 

߇ޠ日ߩ勤労青少ᐕޟޔࠅߥߣ中心߇ޠ日大口↸大会運営委員会ߩ勤労青少ᐕޟ 

設ߡࠇࠄߌいࠆ㧣月ޔߦボウリンࠣ大会を開催したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

 (1) 勤労者協議会 

ア 実施事業 バスレࠢリエション㧔家族向ߌ㧕 㧝㧞㧞名 

イ 五条川ࠢリンキャンペン 㧞㧡㧜名 

ウ 幹事会総会 㧞回 

  家族向ߩߌバスレࠢリエションを新たߦ実施しޔ会員ߦ好評ߢあߞたޕこࠇ

を機ߦ会員へߩ会ߩ周知ߣ会員拡大及び活発ߥ事業展開߇図ࠃࠆࠇࠄう補助を

しߡいޕߊ 

 (平) 勤労青少ᐕߩ日大口↸大会 

ア ボウリンࠣ大会 参加人数 㧞㧟㧤名 

  大会運営ߩた運営委員ߩߣ事前打合せ等ࠅࠃߦ多ߩߊ参加者߇あࠅ働ߊ若者

 ޕࠆいߡ寄与しߦ福祉向上ߩ

 (年) 住宅資金生活資金ߩ預託事業 

  融資制度ߪあߩߩ߽ࠆ融資実績ߥߪい状態ߢあޕࠆ制度ߩ見直しޔ預託金額ߩ

見直し߇必要ߢあޕࠆ 
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款 05 労働費 予 算 額 6ん568ん000 

項 0平 失業対策費  算 額 5ん998ん186 

目 01 一般失業対策事業 国県支出金 平ん年年6ん年1年 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 

生活㓹用支援緊急対策 

事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年ん661ん87年 

大分類 㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまߩߜ活力ࠍ創ㅧすࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (平) 環境ߣ共生しߚ産業ߩ発展 

㧝 目的  

 米国ߩ金融危機ߦ端ࠍ発しߚ世界的ߥ経済不況ޔࠅࠃߦ日本ߩ経済㓹用情勢ߪ

急ㅦߦ悪化しޔそߩ影響ߪ大口↸߽ߦ及ߢࠎいޕࠆこࠃߩうߥ状況ࠍ緩和しޔ㓹用

㓹用支援緊急対策生活ޔߡしߣ措置ߥ緊急的ߩߚࠆ資すߦ安定ߩ生活߿維持ߩ

事業ࠍ実施すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲまߩߢ経過 

 事業主都合ࠆࠃߦ解㓹߿㓹用契約満了ࠆࠃߦ㓹止ࠅࠃߦ離職さߚࠇ人㧔又ޔߪ

さࠆࠇ人㧕ࠍ対象ޔߦ↸独自ߩ緊急的ߥ対策ߣしޔߡ次ߩ事業ࠍ実施しޕߚ 

(1) 生活㓹用支援相談窓口ߩ設置 

(平) 宅ߩ提供㧔㧢ヵ月間㧛最長㧝ᐕ間㧕 

(年) 融資ߦ伴う保証料及び利子㧔貸付利率ᐕ㧝㧚㧡％㧕ߩ補助 

※解㓹等ࠆࠃߦ居喪失者ߦ対すࠆ就職安定資金融資事業㧔厚生労働省㧕ߦ基ߠ

 ޕࠆ限ߦ融資ߊ

(4) ↸臨時職員ߩ㓹用㧔㧢ヵ月間㧛最長㧝ᐕ間㧕 

(5) 事業所説会ߩ開催 

(6) ホࡓヘ࡞パ㧞級養成講ᐳߩ開催 

 

160



05-02-01(03) 

地域振興課 

㧟 目標又ߪ改善策 

 宅ߩ提供߿↸臨時職員ߩ㓹用ࠍ引߈⛯߈実施すޕࠆ経済㓹用情勢ߩ実態ࠄ߆

外ࠃߧࠇうޔハロワߩߣࠢ連携߿就職活動者ߩࠄ߆情報ࠍ収㓸しޔߡ事業実施

 ޕࠆう留意すࠃいߥ逸しࠍンࠣࡒタイߩ

 

㧠 ౝ容 

 引ޔ߈⛯߈生活㓹用支援緊急対策事業ߣしޔߡ次ߩこߦߣ取ࠅ組ޕߛࠎ 

(1) 生活㓹用支援相談窓口ߩ設置 

(平) 宅ߩ提供㧔㧢ヵ月間㧛最長㧝ᐕ間㧕 

(年) 融資ߦ伴う保証料及び利子㧔貸付利率ᐕ㧝㧚㧡％㧕ߩ補助 

(4) ↸臨時職員ߩ㓹用㧔㧢ヵ月間㧛最長㧝ᐕ間㧕 

(5) 農作業支援事業補助金 

 ᐔ成㧞㧝ᐕᐲࠅࠃ新ߦߚ農作業支援事業補助ࠍ対策ߦ加えޔߦ߽ߣߣࠆ緊急㓹

用創出事業ࠍ活用しޔ↸臨時職員ߩ㓹用ߟߦいߪߡ対象ࠍ未就職卒業者まߢ拡大

しޕߚ 

 

㧡 成果及び評価 

(1) 提供すࠆ宅へߩ入居戸数…㧤戸㧔提供戸数㧤戸㧕 

(平) 融資ߦ伴う保証料及び利子ߩ補助へߩ申請件数…㧜件 

(年) 農作業支援事業補助金…㧝件 㧠㧡㧜，㧝㧜㧜 

(4) ↸臨時職員ߩ㓹用人数…㧥人 

㧔ౝ訳㧕生活㓹用支援緊急対策ߦ係ࠆ事務 㧝名 

資源サイࠢ࡞センタ業務    㧠名 

道水路除草作業          㧠名 

㓹用情勢ߪ依然ߣしߡૐ迷状態߇⛯いߡいޔߚࠆ緊急㓹用創出事業ࠍ積極的ߦ

活用しޔ離職ࠍ余儀ߊߥさߚࠇ方ߩ次ߩ㓹用まߩߢ一時的ߥ㓹用就業機会ߩ創出

ߥ申請߽ߪߡいߟߦ補助ߩ伴う保証料及び利子ߦ就職安定資金融資ޔߚまޕࠆ図ࠍ

いߚ中止すޕࠆ 
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款 06 農業費 予 算 額 14,59年,000 

㗄 01 農業費  算 額 1年,466,年64 

目 0年 農業振興費 国県支出金 100,840 

使用料等 0 

そߩ他 年1,500 

事

 

業

 

0年 農業振興事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 1年,年年4,0平4 

大分類  㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣ߹ちߩ活力を創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 持⛯可能ߥ循環型社会ߩ創造 

㧝 目的 

地域農業ߩ持⛯可能ߥ発展を支えࠆたߩ支援を行うޔߦ߽ߣߣ経営感覚ߦ優ࠇ

た効率的ߟ߆安定的ߥ農業経営者ߩ育成を目指ޕߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

国ߩ食糧施策ߢあࠆ米穀ߩ生産調整方針ޔࠅߣߞߩߦ生産調整ߩ要件を満たߒた

農家ߦ対ߡߒഥ成を行߈ߡߞたޕ߹たޔ農作物ߦ被害をぼ࠻ߔアޔアイ

グマ等ޔ地域民ࠄ߆提供さࠇた出没情報を߽ޔߦߣ江ධ猟会ߣ協力ߡߒ駆除ߔ

 ޕた߈ߡദߦ被害防除ߤߥࠆ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

国ߩ支援策ߣ併せޔ担い手農家ߩ経営安定を図ޔߢߣߎࠆ実需者ߩ求ࠆ品質

収㊂ߦ応えࠃࠆࠇࠄう六条大麦߿大豆ߤߥ土地利用型作物ߩ産地確立ࠃࠆ߈ߢう支

援を行うޕ 
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06-01-03(03) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

 (1) 水田農業経営確立対策 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ大口↸ߦ対ߡߒ㧥㧜㧠ｔߩ米生産数㊂目標߇割ࠅ当ޔࠇࠄߡ基

準න収㧔㧠㧤㧜ｋｇ㧛㧝㧜a㧕ߢ面積換算ߒた後ޔߦ各農家ߦ対ߡߒ保有水田面

積ߩ約㧡㧥％を米生産目標面積ߡߒߣ配分ߒたޕ 

大ޔ麦ߦ主食用米以外ߢ水田ߩࠅ残ޔを行いߌ作付ߩ米生産目標面積以ਅߩߎ

豆ޔ㊁菜ߤߥ何ߩ߆ࠄ作付ߌを行ߞた農家ߦ対ߡߒഥ成を行ߞたޕ 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ国ߩ施策ߦ合わせޔ食料自給力向ߩたߦ自己保全管理ޔ調

整水田等ߩ不作付ߩߌ水田ߦ対ࠆߔഥ成ߪ行わߞ߆ߥたޕ 

生産調整達成農家戸数㧞㧟㧝戸ߩうちഥ成対象農家数ߪ㧥㧞戸ޔࠅߥߣഥ成対

象水田面積びഥ成額ߪ次ߞߥߣࠅ߅ߣߩたޕ 

 

ア 基本ഥ成㧦生産調整を実施ߒた面積ߦ応ߡߓഥ成 

 
区  分 

補ഥ金 

(10a 当たࠅ/) 

ഥ成対象 

水田面積(㎡)

ഥ成金 

() 

麦大豆 4,000 6平1,789 平,487,156

稲作認定農業者 

そߩ他ߩ作物 平,000 10,4年7 平0,874

麦大豆 14,000 平6,平47 年67,458

景観作物 10,000 41,945 419,450記以外ߩ者 

そߩ他ߩ作物 7,000 5年,6平6 年75,年8平

計 年,670,年平0
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イ 品質向対策㧦稲作認定農業者ߩ麦大豆ߩ品質別出荷㊂ߦ応ߡߓഥ成 

 
区分 

補ഥ金 

(1kg 当たࠅ/) 

ഥ成対象 

出荷㊂(kg) 

ഥ成金 

() 

㧝等 1平 17年,750 平,085,000

㧞等 10 0 0大 麦 

合格 7 15,580 109,060

㧝等ޔ㧞等 15 0 0

㧟等 1年 1,年80 17,940大 豆 

合格 10 510 5,100

計 平,平17,100

 

(平) 農業近代化資金利子補給等 

農業者ߦ対ߒ融資機関߇行う長期ߟ߆ૐ金利ߩ施設資金等ߩ融資を滑ޔߒߦ

地域農業ߩ安定的発展を図ࠆたޔ融資機関ߩ貸付ߌた農業近代化資金等߆߆ߦ

 ޕたߞを行ߣ߹ࠅ取ߩ審査ࠆߔ対ߦߺ込ߒ申ࠇ入ࠅ借ߩ新規ޔ߿利子補給ࠆ

㧔実績㧕利子補給額 㧤，㧟㧤㧜 

 

(年) 有害鳥獣駆除 

農作物ߦ被害をぼߔ有害鳥獣ߩ駆除を江ධ猟会ߦ߽ߣߣ実施ߒたޕ 

㧔実績㧕カス㧣羽࠻ޔア㧡頭࠼ޔバ࠻㧤㧡羽 
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06-01-03(03) 

建設農政課 

㧡 成果び評価 

大規模経営体を主体ߡߒߣ土地利用型作物ߩ六条大麦ߣ大豆ߩ生産振興を図ޔࠅ

実需者ߩ求ࠆ品質水準ߦ応ߓたޟ大麦ޟޠࠅߊߠ大豆ޔࠅࠃߦޠࠅߊߠ産地確立体

制を強化ߡߒいޔ߇ࠆᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ天候不㗅ߩ影響ࠅࠃߦ前ᐕ実績をਅ回ߞたޕ 

߹たޔ現在ߩ不作付ߌ水田߿麦大豆作ߦ適合ߥߒい水田ޔߪߦンゲキカ

シ࠽タࡀ等ߩ地力増進効果ߩあࠆ景観作物ߩ作付ߌを奨励ޔߒ地力ߩ向ߣ生産

基盤ߩ維持を図ߞたޕ 

ᐔ成㧞㧞ᐕ度ࠄ߆米ߩ戸別所得補償モ࡞࠺事業߇実施さޔࠇᐔ成㧞㧟ᐕ度ߪߦ水

田以外߽ߦ対象を広ߍた戸別所得補償߇本格実施さࠆࠇ予定ߢあޕࠆ 

地域農業ߩ持⛯可能ߥ発展を支えࠆたߩ支援ޔߡߒߣ直売所等ߩ販売経路ߩ開

拓を検討ߡߒいߊ必要߇あޕࠆ 
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款 06 農業費 予 算 額 1平古平98古000 

項 01 農業費  算 額 10古99平古667 

目 0年 農業振興費 国県支出金 年古508古150 

使用料等 0 

他 平84古99年ߩߘ 

事

 

業

 

04 農業公園構想事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 7古199古5平4 

大ಽ類 㧞 未来߳引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力ࠍ創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類 (1) 持⛯可能ߥ循環型社会ߩ創造 

㧝 目的 

先人ߚち߇ฎࠅࠃ深い愛情ߣ多ߩߊ手間ߡߌ߆ࠍ保ߚ߈ߡࠇߚ広ߊ美ߊߒ豊ߥ߆

農地ߩ↸ࠍ財産ߡߒߣ大ಾߦ守ߩߘޔࠅ農地ߩ持ߟ多様ߥ機能ࠍ十ಽߦ活用ޔߡߒ

人々ߩふࠇあい߿健康ߩ喜びࠍ感ࠆࠇࠄߓまちࠍࠅߊߠ行うࠍߣߎ目的ޕࠆߔߣ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

 㧕ࠅࠃᐔ成㧝㧞ᐕ度ޔߪ開催㧔播種ࠅࠃᐔ成㧝㧟ᐕ度  ࠅߟまߍࠎࠇ (1)

(平) 景観事業    ᐔ成㧝㧟ᐕ度ࠅࠃ播種 

(年) 朝市      ᐔ成㧝㧝ᐕ㧝㧝月㧝㧟日ࠅࠃ開催 

(4) ฎ代米     ᐔ成㧝㧢ᐕࠅࠃ開始 

(5) 生ࠧミ堆肥ൻ  ᐔ成㧝㧠ᐕ度ࠅࠃ実施 

         ᐔ成㧝㧢ᐕ㧝㧝月ࠅࠃ河ർエࠦステションߡߦ開始 

(6) ᨑ豆狩ࠅ    ᐔ成㧝㧡ᐕ度ࠅࠃ開催 

(7) ふࠇあい農園  ᐔ成㧝㧞ᐕ度ࠅࠃ開催 

(8) 野菜ࠦンテスト ᐔ成㧞㧜ᐕ度ࠅࠃ開催 

(9) ＢＤＦ精製事業 ᐔ成㧞㧜ᐕ度ࠅࠃ開始 
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06-01-03(04) 

建設農政課 

㧟 目標又ߪ改善策  

大ญ↸ߩ自然ߦ恵まߚࠇ田園風景ߩ中ޔߢ農業ࠍ魅力あࠆ産業ߡߒߣ育成߇ߥߒ

ࠄߔ߿ߣ憩いߦ地域住民ߡߒ通ࠍ農業ޔߦ߽ߣߣࠆߔ推ㅴࠍ構築ߩ循環型社会ޔࠄ

 ޕࠆߔ具現ൻߡߒߣ農業公園ߚߒ調和ߣ転作等農業施策ޔߚࠆߔ提供ࠍ場ߩ߉

㧡Ｋ㧔環境ޔ景観ޔ交流ޔ健康ޔ教育㧕ߦ集約ߦࠇߘޔߒ結びߚߌߟ事業ࠍ通ߒ

 ޕࠆ高ࠍ自給力ߩ食料ޔࠅ図ࠍ活性ൻߩ農業ޔߡ

 

㧠 ౝ容 

 日㧕開催ߩ毎ᐕ㧠月㧞㧥日㧔昭和  ࠅߟまߍࠎࠇ (1)

(平) 景観事業    ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߩ作付面積㧤㧣，㧡㧞㧤㎡ 

(年) 朝市      毎ㅳ土曜日ߩ午前㧣時㧟㧜ಽࠄ߆午前㧤時㧟㧜ಽまߢ 開催 

(4) ฎ代米     ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߩオナ数㧠㧟組 

(5) 生ࠧミ堆肥ൻ  ᐔ成㧞㧝ᐕ度 㧤ｔ生産  

(6) ᨑ豆狩ࠅ    ᐔ成㧞㧝ᐕ度 㧞㧢㧜名参加 

(7) ふࠇあい農園  ↸ౝ㧠߆所ߢ開設 

(8) 野菜ࠦンテスト 㧝㧝名 入賞 

(9) ＢＤＦ精製事業 ᐔ成㧞㧝ᐕ度 㧟，㧟㧢㧜ℓ 精製 

(10) 農機具ンタ࡞ ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣月ࠅࠃ開始  㧝㧢件利用 

 

㧡 成ᨐ及び評価 

事業ߪ⛯⛮ߡߒߣさߡࠇいߩࠇߙࠇߘޔ߇ࠆౝ容߇視点ࠄߣ߿え方߇ࠇߕߦ生ߓ

 ޕࠆいߡ

部署ߩߟ一ޔࠅあߢౝ容߈ߴߊいߡߒ推ㅴߢ全体↸ߪ農業公園構想事業ޔߪࠇߎ

ࠇߘ㧡Ｋߪ今後ޔߢߩいߥߪߢ合理的ߪߣߎߊいߡߒ推ㅴࠍߡߴߔ事業ࠆߔ関連ߢ

 ޕߊいߡߒ検討ࠍ対応ߩ循環型社会߳ߚߒߣ軸ࠍ農業ߢಽ野ߩࠇߙ
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款 06 農業費 予 算 額 9年年ん000 

項 01 農業費  算 額 79年ん750 

目 0年 農業振興費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

05 農地流動化事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 79年ん750 

大ಽ類  㧞 ᧂ来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力ࠍ創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類  (1) 持⛯可能ߥ循環型社会ߩ創造 

㧝 目的 

優良ߥ農地ࠍ確保保全しޔ担い手ߩ安定的ߥ経営ߦ向ߌた農地ߩ利用集積ࠍ推

進すޔߦ߽ߣߣࠆ大口↸農業振興地域整備計↹ߦ基߈ߠ農業振興ߩたߩ各種施策

 ޕࠆすߣ目的ࠍߣߎࠆ推進すߦ計↹的ࠍ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

担い手ߩ育成ޔߪ農業委員会߇中心ߡߞߥߣ昭和㧡㧤ᐕߦ農地銀行߇創設ޔࠇߐ

利用権設定ࠆࠃߦ農地ߩ流動化ࠍ促進しޔ担い手農家ࠆࠃߦ大規模経営ߩ実現ߦ取

 ޕた߈ߢࠎ組ࠅ

またޔ大口↸農業振興地域整備計↹ߪ概ߨ㧡ᐕߦߣߏ見直し߇行わޔࠇᐔ成㧝㧥

ᐕ度ߦ見直した現在ߩ計↹ޔߪ上位計↹ߢあࠆ第㧢次大口↸総合計↹ߦ基ޔ߈ߠ農

業的土地利用ߣそࠇ以外ߩ土地利用ࠍߣ確ߦ区ಽしޔ自然的社会的経済的諸

条件ߦ配慮しޔࠄ߇ߥ農業ߟ߽ߩ多面的機能ࠍ大ಾߦすޔߦ߽ߣߣࠆ合理的ߟ߆生

産性ߩ高い農業ࠍ展開すࠆたߩ計↹的ߥ土地利用ߩ推進ࠍ目指し߈ߡたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

合理的ߟ߆生産性ߩ高い農業ࠍ展開すࠆたޔ面的ߦまߣまߞた優良農地ࠍ保全

しޔ担い手ߩ安定的ߥ経営ߦ向ߡߌ農地ߩ利用集積ࠍ進ޔ耕作放棄地ߩ発生防止

 ޕࠆ努ߦ
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06-01-03(05) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

(1) ᐔ成㧞㧝ᐕ度ᧃࠆߌ߅ߦ利用権ߩ設定状況 

農地面積約㧡㧞㧜ｈａߩうちޔ更新ࠍ含ߡ㧝㧠㧝．㧞ｈａߢ利用権ࠍ設定 

(平) ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߦ大口↸農業振興地域整備促進協議会ߡߦ協議した件数及び面積

 ޕたߞ߆ߥ少߇相談件数自体ߩ農振除外ࠅࠃߦ影響ߩ不況ޕࠅ߅ߣߩ次ߪ

ア 農家住宅及びಽ家住宅 㧢件㧔㧝，㧣㧣㧡㎡㧕 

イ 農産物加工工場 㧝件㧔㧤㧞㧟㎡㧕 

ウ 駐車場 㧝件㧔㧞㧜㧥㎡㧕 

エ 資材置߈場 㧝件㧔㧤㧣㧠㎡㧕 

ࠝ 料老人ホム 㧝件㧔㧡，㧤㧟㧟㎡㧕 

ࠞ 学校用敷地 㧝件㧔㧞，㧥㧞㧥㎡㧕 

キ ࠣルプホム 㧝件㧔㧝，㧜㧜㧣㎡㧕 

ࠢ 用途変更㧔農業用倉庫㧕 㧝件㧔㧞㧜㧜㎡㧕 

(年) 大口↸農業振興地域整備促進協議会ޔߪߢ農業振興地域整備計↹ߩ変更㧔農振

除外㧕ߟߦいߩߡ協議ࠍ行うたޔᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ㧠回㧔㧢㧥㧝㧞

㧟㧕会議ࠍ開催したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

農地流動化推進委員㧔各農事組合㧟㧢組㧕ࠍ通しޔߡ農地ߩ貸し手農家ߩ掘ࠅ起

農ޔࠅあ߇貸し手希望ߩ水田ߩ㧞．㧡ｈａ㧔㧟㧤件㧕ߪᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔ行いࠍしߎ

地ߩ荒廃化ߩᧂ然防止及び担い手農家ߩ規模拡大へߣ誘ዉ߈ߢ߇たޔ߇今後߽貸し

手農家ߩ掘ࠅ起ߎしࠍ行いޔ耕作放棄地ߩ発生防止ߦ努ࠆ必要߇あޕࠆ 

またޔ総合計↹ޔ都市計↹マスタプラン等ߩߣ調整ࠍ図ޔࠄ߇ߥࠅ計↹的ߥ土

地利用ࠍ推進しߡいߥࠄߥ߫ࠇߌߥ߆いޕ 
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款 06 農業費 予 算 額 年4ん786ん000 

㗄 01 農業費  算 額 年年ん156ん947 

目 04 農地費 国県支出金 6ん500ん000 

使用料等 0 

そߩ他 195ん149 

事

 

業

 

0年 土地改良事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平6ん461ん798 

大分類 㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまߩߜ活力ࠍ創ㅧすࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生しߚ地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

老朽化ߩ進ߛࠎ土地改良施設ߟߦいޔߡ地元ߩࠄ߆要望ޔ緊急性ޔ事業効果ࠍ考

慮しޔ国庫及び県費補助ߩ採択基準ߦ基ޔ߈ߠ施設ߩ更新ࠍ行いޔ農作業労力ߩ軽

減ޔ農業用車両ߩ安全確保ޔ用排水ߩ通水不良ߩ改善等農業経営ߩ合理化ࠍ目的ߣ

すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

用排水路施設ࠍ含土地改良施設ߩ加ㅦ度的ߥ老朽化等߇進ޔࠅ߅ߢࠎ補助採択

基準ߦ基߈ߠ健全ߥ営農ߦ支障ߚ߈ࠍす恐߇ࠇあࠆ緊急性ߩ高いゲト及び用排水

路等ߩ改修工事ࠍ㗅次行ߡߞいޕࠆ 

 過去ߩ実績 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ度 

 トルい排水工事 㧠路線 㧣㧜㧞．㧜メ߇ࠎ߆   

   農村総合整備工事 㧞路線 㧞㧜㧜．㧜メトル 

   ゲト維持工事     㧞件 

   農業用施設修繕工事  㧝㧥件 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

補助ౝ示率ߩ減少ޔࠅࠃߦ工事ߩ進捗率ߩ低下߇懸念さޔߚࠆࠇ施工箇所選定

及び計画的ߥ施工ࠅࠃߦ合理的ߦ事業ࠍ進ޕࠆ 
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06-01-04(03) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

土地改良施設ߩ改良ޔ改修工事ࠍ行ޕߚߞ 

 トルい排水工事  㧝路線    㧡㧡メ߇ࠎ߆ (1)

 

 

 

 

 

 

着手前                  完了 

(平) 農村総合整備工事  㧟路線    㧞㧝㧡メトル 

 

 

 

 

 

 

       着手前                  完了 

(年) ゲト改良及び維持工事   㧞件 

(4) 農業用施設維持修繕工事  㧝㧤件  

㧔水路維持工事ޔ用水路維持工事㧕 

(5) 農道整備工事        㧞件 

 

㧡 成果及び評価 

土地改良施設ߩ改良ޔ改修工事ޔࠅࠃߦ用水路へߩ土砂等ߩ流入防止ޔ農業車両

農業経営ޔࠅ߅ߢࠎ進߇老朽化ߩ土地改良施設ޕࠆࠇࠄ見ߡしߣ成果߇安全確保ߩ

整備及ߩ土地改良施設ޔ活用しࠍ基金ࠅߊߠߜまߩ日ޔ߽ߦߚࠆ図ࠍ合理化ߩ

び維持管理ࠍ計画的ߦ実施しߡいߊ必要߇あޕࠆ 
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款取 07取 商工費取 予取 算取 㗵取 年09ん000 

項取 01取 商工費取 取 算取 㗵取 平6イん18ィ 

目取 01取 商工総務費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

そߩ他取 1ィ9ん年00 

事

取

業

取

0年取 消費生活推進事業取

財

源

ౝ

訳

取

一般財源取 11イん88ィ 

大分類 取 㧞取 未来߳引ߋ⛮߈環境保全ߣまߩߜ活力ࠍ創造すࠆ取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (年) 自然ߣ共生しߚ地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保取

㧝取 目的取

消費生活ߩ安定ࠍ目指しޔ消費者意識ߩ高揚ޔ消費者問㗴ߩ解等ࠍ促進すޕࠆ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲまߩߢ経過取

ᐔ成㧝９ᐕᐲまߪߢ消費生活団体߳事業ࠍ委託しߡいޔ߇ߚᐔ成㧞㧜ᐕᐲߪࠄ߆

行政ߣ消費生活団体߇協働しߡ事業ࠍ行ޕߚߞ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 ↸ౝߩ消費者団体ޔߦ߽ߣߣ消費生活ߦ関わࠆ事業ࠍ↸民ࠍ巻߈込ߢࠎ展開しߡ

いޕߊまޔߚ↸民߇消費生活上ߩトߦ࡞ࡉ巻߈込まߥࠇいࠃうޔチ߿ࠪ広報ߦ

努ߦ周知ޔߦうࠃࠆえࠄ߽ߡ充分活用しࠍ消費生活相談員ߦ߽ߣߣࠆ啓発すࠅࠃ

取ޕߊいߡ

取

㧠取 ౝ容取

取 取 取 消費生活団体ߩ育成び消費生活相談多㊀債務者相談ࠍ開催しޔߡ消費者問㗴

ߜあいޟ情報誌ߩ愛知県発行ޔߚߩ高揚ߩ消費者意識ޔߚまޕߚ努ߦ解等ߩ

暮ࠄしࠍޠߊߞ↸広報誌ߣ一緒ߦ配Ꮣしޕߚ取

(1)取消費生活団体ߩ活動取

取ࠕ 大口↸消費生活クࡉ㧔会員９人㧕取

㧔ࠕ㧕ޟＥＭ菌ޠ入ࠅ廃油せࠎߌߞ作ࠅ事業㧔協働委託㧕取
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07-01-01(03) 

町民安全課 

㧔ࠗ㧕ࠕクߚ࡞わしߩ製作取

㧔ウ㧕廃油せࠎߌߞびࠕクߚ࡞わしߩ販売ޔ普促進活動㧔朝Ꮢࠇ߰ޔあい

まࠅߟ等㧕取

ࠗ取 大口↸ࠄߊしߩ会㧔会員㧟㧠人㧕取

㧔ࠕ㧕講演会開催事業ޟあߩߚߥ脳ߪ若返ޠࠆ取 㧢回連⛯講ᐳ実施取 延ߴ 1イ年 人取

㧔ࠗ㧕学校等߳清潔ߢ快適ߥ暮ࠄしࠍ目指すޔߚごࠅ߱߈団子ࠍ配Ꮣしޕߚ取

㧔ウ㧕ボンテࠖࠕ活動取 取 取ޠ御桜乃㉿陶芸教室ޟޠ拾いࡒࠧޟ

(平)取消費生活講ᐳ取取

大口中学校㧟ᐕ生対象取ޠ対処法ߣ࡞ࡉ消費者トࠆߋࠍ若者ޟࠕ 延ߴ 平年8 人取

ࠗ取 講師取 尾張消費生活ࠩࡊ相談員取

(年)取消費生活相談㧔ฃ付件数㧢件㧕取

取ࠕ 相談員取 高木美氏取

ࠗ取 相談日取 毎月第㧞木曜日取 午前９時ࠄ߆ᱜ午取

相談ౝ容ޟߪ不当請求ޟ߿ޠ教室講ᐳߩ解約ߤߥޠ時代ࠍ反映しߡいޕࠆ取

(ィ)取多㊀債務者相談㧔ฃ付件数㧝㧞件㧕取

取ࠕ 相談員取 特定非営利活動法人クࠨあしߩߚ会取

ࠗ取 相談日取 毎月第㧟水曜日取 取 午後㧢時９ࠄ߆時まߢ取

(イ)取商品量目立入検査取

計量ߩ基準ࠍ定ޔ適ᱜߥ計量ߩ実施ߩ確保ࠍ目的ߣしޔߡ商品量目検査ࠍ㧝

㧟店ࠍ検査対象店舗ߣしߡ実施しޕߚ取

取

㧡取 成果び評価取

各消費者団体ޔ߽ߣ協働ߩ趣旨ࠍ理解しߡいޔ߈ߛߚ諸事業߳ߩข組߇実施߈ߢ

被害ޔࠅ߅ߡ占ߊ多߇ߤߥ不当請求架空請求ߩ携帯電話ޔߪ消費生活相談ޕߚ

処ߩ消費生活相談員ޔߪߦ次ᐕᐲޕࠆあߢ必要߇啓発ࠆߥ更߽ߦߚߩ未然防ᱛߩ

遇ߣ環境ߩ改善ࠍテߣࡑしޔข組ࠍ進ߚいޕ取
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款 0ウ 商工費 予 算 額 1イ6,0平年,000 

項 01 商工費  算 額 1イィ,ウェウ,ウェイ 

目 01 商工振興費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 イ1,ィ年6,ィェ6 

事

 

業

 

0ィ 商工業振興事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 10年,年イ1,平エエ 

大分類 㧞 ᧂ来߳引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創ㅧすࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類 (平) 環境ߣ共生した産業ߩ発展 

㧝 目的  

(1) 商工業振興補助事業 

事業ߩ合理化ޔ設備近代化ߩଦ進及び経営ߩ滑化を図ࠆた融資を受ߌた↸

ౝߩ中ዊ企業者ߦ対しޔ⽶担軽減ߣ事業ߩ振興ߩた信用保証料及び利子ߩ一部

を補助すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 (平) 商工会補助事業 

大口↸ߢ事業を営ዊ規模事業者ߩ経営ߩ改善発達を総合的ߦ支援しޔ社会一

般ߩ福祉ߩ増進ߦ資すࠆこߣを目的ߦ組織さࠇた商工会߇行う事業ߦ対しޔ補助

金を交付すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

 (1) 商工業振興補助事業 

   中ዊ企業者ߩ⽶担軽減ߣ事業ߩ振興ߦ寄与しޔ地域経済߇維持発展すࠆた

ޕたߌ利子補給補助制度を設ߣ信用保証料ߩ緊急保証制度ࠄ߆ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝月ߦ

またޔ利子補給ߩ期間をᐔ成㧞㧝ᐕ㧝月ޔࠄ߆こࠇまߩߢ㧢߆月間ࠄ߆㧝㧞߆月

間ߣしたޕ 

 (平) 商工会補助事業 

ᐔ成㧝㧥ᐕ度ߦ補助金交付要綱を見直しޔ補助事業ߩౝ容ࠅࠃߦ補助率を設ޔߌ

効率的ߥ運用߇さࠃࠆࠇう工夫をしたޕ 

174



07-01-01(04) 

地域振興課 

㧟 目標又ߪ改善策 

 融資を受ߌた中ዊ企業者ߩ⽶担軽減ߩたޔ補助業務を迅ㅦߦ行うޕ 

 

㧠 ౝ容 

 (1) 商工業振興補助事業 

  要綱ߦ基ޔ߈ߠ信用保証料ߣ利子ߩ一部ߩ補助を行ったޕ 

(平) 商工会補助事業 

 ዊ規模事業者を主ߣした巡回窓口指ዉ相談ߦ特ߦ力を入ߣࠆࠇ共ޔߦᐕᧃߦ

資金ߩ緊急保証等ޔ開設しߡ延長しߢを㧝㧞月㧟㧜日まޠ金融特別相談窓口ޟߪ

繰ߩࠅ相談ߦ対応したޕまたޔ一時的ߥ休業等を行った中ዊ企業者ߦ対し支給さ

従業ߩ企業ޔ講習会を開設しࠆߥߣ対象ߩ中ዊ企業緊急㓹用安定助成金制度ࠆࠇ

員㓹用維持ߦ当たったޕそߩ他ޔ経営ޔ情報ޔ税務ߦଥࠆ講習会ޔ税理士ޔ弁護

士ࠆࠃߦ相談会を開催したޕ地域ߩ活性化ߩたޔ夏ߩふࠇあいフࠚステࠖバル

を行ったޕ 

 

㧡 成果及び評価 

 (1) 商工業振興補助事業 

商工業振興資金融資保証料補助金   年6 ࠕ 件 1平,エ年年,100  

ࠗ 商工業振興資金融資利子補給補助金  平6 件  平,ウ06,エ00  

࠙ 緊急保証制度融資保証料補助金    10平 件 イウ,ウイ年,ィ00  

ࠛ 緊急保証制度融資利子補給補助金   6ウ 件 1平,イェ平,ウ00  

県ߩ商工業振興資金融資制度及び国ߩセフテࠖネット資金制度ߦ基߈ߠ実施

しߡいޕࠆ経済状況ߦ最߽影響を受߿ߌすい中ዊ企業ߩ⽶担軽減ߦ寄与߈ߢたޕ 

 (平) 商工会補助事業 

商工業振興事業補助金           平6,ウ6ェ,ウウ1 ࠕ  

経営指ዉ員ࠆࠃߦ巡回指ዉߪ㧢㧣㧡件ޔ窓口指ዉߪ㧟㧥㧥件ޔ金融ޔ税務ޔ労

働等ዊ規模事業者ߩ事業経営改善を図ߣࠆ共ޔߦ講習会㧔㓸団ޔ個別㧕ޔߪ延ߴ

㧞㧤回開催しޔዊ規模事業者ߩ経営全般ߦ関し寄与߈ߢたޕ 
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款 07 商工費 予 算 㗵 45,555,000 

項 01 商工費  算 㗵 4年,967,年18 

目 0平 観光費 国・県支出金 6,771,000 

使用料等 0 

そߩ他 900,000 

事

 

業

 

0年 環境共生事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年6,平96,年18 

大ಽ類  㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

  春夏秋冬ޔ五条川ߩせせ߇߉ࠄ心を潤しޔࠆࠇߊߡふࠇあいߩ遊歩道ࠃࠆߥߣう

整備を実施すޔߦ߽ߣߣࠆ五条川ߩ桜ߩ保全を図ޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧠ᐕ度ࠄ߆計↹的ߦ↸ౝ尾ർ自然歩道約７ｋｍをޔ愛知県観光施設費補助金

を受ߌ整備したޕ 

  五条川桜ߩ保全ߟߦいޔߪߡ↸ౝ団体ߣ協働委託を行いޔ実施したޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  尾ർ自然歩道ߩ整備工事ߟߦいޔߪߡᐔ成㧞㧝ᐕ度ߢ整備計↹߇終了すޕࠆ今後

 ޕ維持管理を行うߥ適ಾޔߪ

 

㧠 ౝ容 

  五条川ᐔ和橋ࠄ߆長ᐕ橋まߩߢ尾ർ自然歩道を整備したޕまた桜保存事業ߟߦい

 ޕ事業を実施したߢ協働ߩߣ大口↸㧺㧼㧻登録団体ޔߡ

 

 

 

 

176



07-01-02(03) 

環境課 

㧡 成果及び評価 

  ↸ౝߩ尾ർ自然歩道ߩ整備ߪ完了した߽ޔߩߩ桜ߩ木ߩ老ൻ߇目立ち始ޔࠅ߅ߡ

住民ߩ方々ߦ߽ߣߣ大口↸ߩ桜を保存すࠆこ߇ߣ今後ߩ大ߥ߈課㗴ޕࠆߥߣ 
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款 08 土木費 予 算 額 101,591,000 

項 0平 道路橋ࠅょう費  算 額 99,6年8,平55 

目 01 道路橋ࠅょう維持整備費 国・県支出金 0 

使用料等 17,871,年年平 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 道路維持管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 81,766,9平年 

大ಽ類 㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類 (年) 自然ߣ共生ߒた地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

各行政区ߩࠄ߆要望を基ߦ現地調査を行いޔ緊急性ޔ事業効果を考慮ޔߒ道路及

び道路施設ߩ補修ޔ維持工事を行いޔ快適ߢ安全ߥ住環境ߩ整備を促進ޔߒ道路樹

木ߩ適正ߥ維持管理を行いޔ潤いߩあࠆ道路景観を確保すߣߎࠆを目的ߣすޕࠆ 

 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

地元ߩ要望を基ޔߦ安心ޔ安全ߩ確保を図ࠆたޔ事業ౝ容ߦ⸥す事業を実施ߒ

 ޕࠆいߡ

またޔ住民ߩ方ߩ最߽身近ߥ緑ߡߒߣ日常生活ߦ潤いߣ憩いを与えࠆ道路植栽ߩ

管理を適ಾߦ実施ߡߒいޕࠆ 

 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

道路樹木及び河川敷併用道路部ಽߩ維持管理߅ߦいޔߪߡ地元団体へߩ委⸤ߟߦ

い߽ߡ積極的ߥ発注を行いޔ委⸤箇所を随時増ߡߒ߿いޕߊ 

 

 

 

178



08-02-01(03) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

舗装工事ޔ側溝整備工事ޔ道路維持修繕等工事ޔ交通安全ኻ策工事ޔ側溝横断管

浚渫工事ޔまたޔ道路補修及び清掃ޔ草ಿޔߦࠄߐޔ道路ߩ樹木管理ߡߒߣ除草ޔ

消毒ޔ剪定等を行ߞたޕ 

(1) 舗装工事       㧝㧜件 

(平) 側溝整備工事     㧝㧝件 

(年) 道路維持修繕等工事  㧤㧝件 

(4) 交通安全ኻ策工事    㧣件 

(5) 側溝横断管浚渫工事   㧡件㧔↸ౝ全域㧕 

 

 

㧡 成果及び評価 

住民ߩ要望߇多岐多彩ߦわたࠆ中ޔ道路維持修繕ޔ交通安全ኻ策ޔ側溝横断管浚

渫ߟߦいޔߪߡ住民要望ߦ߶߷ኻ応߈ߢたޕ 

快適ߢ安全ߥ住環境をߒߑた交通安全ኻ策・道路施設ߩ長ኼ命化ߩたߩ維持

管理等ߪ今後߽重要ߥ事業ߢあޔࠅ老朽化ߡߒいߊ道路を維持管理すࠆたߩ基準

を策定すࠆ必要性߇あޕࠆ 

またޔ河川敷併用道路部ಽߩ維持管理߅ߦいޔߪߡᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠄ߆実施ߒた地

元団体等へߩ委⸤߇目標以上ߩ成果を挙ޔࠅ߅ߡߍ今後߽拡߇ࠅ߇期待ޕࠆ߈ߢ 
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款ょ 08ょ 土木費ょ 予ょ 算ょ 額ょ 16年,164,01平 

項ょ 0平ょ 道路橋ࠂࠅう費ょ ょ 算ょ 額ょ 1年9,859,876 

目ょ 01ょ 道路橋ࠂࠅう維持整備費ょ 国県支出金 8,500,000 

使用料等ょ 0 

そߩ他ょ 平0,781,1平0 

事

ょ

業

ょ

04ょ 道路整備事業ょ

財

源

ౝ

訳

ょ

一般財源ょ 110,578,756 

大分類 ょ 㧞ょ 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆょ
総

合

計

↹

ょ

体

ょ
ょ

系

ょ

小分類 ょ (年) 自然ߣ共生ߒた地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保ょ

㧝ょ 目的ょ

各行政区ߩࠄ߆要望を基ߦ緊急性ޔ事業効果を考慮ߒ地元調整を行いޔ県費補助

整ߩ環境ߥ安全ߢ快適ޔ工事を行いߩ拡幅等ޔ改良ߩ道路ޔ߈ߠ基ߦ採択基準ߩ

備促進すࠆこߣを目的ߣすޕࠆょ

ょ

㧞ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過ょ

ᐔ成㧝㧠ᐕ度ࠄ߆ょ ↸道㊁合線交通安全施設㧔歩道設置㧕整備工事を実施ߡߒい

うࠂࠅ大之瀬橋橋ޔߡߒ緊急性を考慮ޔߪ㧝㧤ᐕ度ࠄ߆ᐔ成㧝㧣ᐕ度ߩ途中ޔ߇ࠆ

改築工事ߦ伴う↸道Ꮣ袋小牧線等ߩ改築を県費補助事業ߡߒߣ行ߞたޕᐔ成㧝㧥ᐕ

度ࠄ߆再開ޔߡߒ↸道㊁合線交通安全施設㧔歩道設置㧕整備工事を行ߡߞいޕࠆょ

ょ

ょ 過去ߩ事業実績ޣ↸道㊁合線交通安全施設㧔歩道設置㧕整備工事ޤょ

ょ ょ ᐔ成㧝㧠ᐕ度ょ Ｌ＝㧝㧜㧜メ࠻ルょ

ょ ょ ᐔ成㧝㧡ᐕ度ょ Ｌ＝ょ 㧥㧜メ࠻ルょ

ょ ょ ᐔ成㧝㧢ᐕ度ょ Ｌ＝ょ 㧞㧜メ࠻ルょ

ょ ょ ᐔ成㧝㧥ᐕ度ょ Ｌ＝ょ 㧥㧟メ࠻ルょ

ょ ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度ょ Ｌ＝㧝㧝㧣メ࠻ルょ

ょ

ょ

ょ
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08-02-01(04) 

建設農政課 

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧤ᐕ度ょ ょ ᐔ成㧝㧥ᐕ度ょ ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度ょ

道路改良工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧟路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧠路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ

ょ ょ 道路拡幅工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧞路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧟路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧥路線ょ

ょ ょ 道路新設工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ

ょ ょ 歩道設置工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ

ょ ょ 歩道改良㧔歩道ߩᐔ面ൻ㧕ょ ょ ょ 㧝路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ

ょ ょ 道路整備ߩたߩ用地購入ょ ょ ょ 㧢路線ょ ょ ょ ょ ょ 㧤路線ょ ょ ょ ょ 㧝㧝路線ょ

ょ

ょ

㧟ょ 目標又ߪ改善策ょ

補助ౝ示率ߩ減少ޔࠅࠃߦ工事ߩ進捗率ߩૐ下߇懸念ࠆࠇߐたޔ施工箇所選定

及び計↹的ߥ施工ࠅࠃߦ合理的ߦ事業を進ޕࠆょ

ょ

ょ

ょ

ょ
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㧠ょ ౝ容ょ

(1)ょ現況ߩ↸道㊁合線ޔߪ大型車を含一般交通ߩ滑ߥ通行ߣ歩行者ߩ安全を確

保すࠆこ߇ߣ出来ߥいたޔ地元ߩࠄ߆強い要望߽あޔࠅᐔ成㧝㧠ᐕ度ࠄ߆交通

安全施設㧔歩道㧕ߩ整備ߩたޔ交通安全施設㧔歩道設置㧕整備工事ޔߡߒߣ幅

員㧞．㧡ｍߩ歩道設置を行ߡߞいޕࠆ全体延長㧡㧠㧜ｍߩうち今ᐕ度ߪ㧝㧞㧜ｍ

を施工ߒ↸道㊁合線ߩ整備ߟߦいߪߡ完了ߒたޕょ

ょ

ょ

 

 

 

 

 

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 着手前ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 完了ょ

ょ

(平)ょ整備実績ょ

アょ 道路用地ߩ購入ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧡路線ょ

イょ 道路拡幅工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧝路線ょ

ウょ 歩道設置工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 㧠路線ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 着手前ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 完了ょ

ょ
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08-02-01(04) 

建設農政課 

㧡ょ 成果及び評価ょ

↸道㊁合線߅ߦいޔߪߡ国道㧠㧝号線ߣ大口↸仲沖河ർ地ౝ及び犬山Ꮢ椿地区

ޔ࠼河ർグラウンޔߪߦ付近ޔߊ多߇交通㊂ߩ車大型車を含ߢ路線ߥを結ぶ㊀要ߣ

仲沖集会所ޔ自動車学校߇ߤߥあࠅ尾張広域緑道߽ߣ交差ߡߒ歩道利用者߽多ޔߊ

こߩ歩行者ߩ安全を確保すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕょ

またޔ道路ߦ必要ߥ用地ߩ購入߿水路等を有効ߦ活用ߒた既設道路ߩ改良拡幅

工事ޔࠅࠃߦ歩行者ߩ安全確保ߩたߩ道路整備工事を行ߞたޕょ

道路拡幅ࠆࠃߦ緊急車両ߩ進入路ߩ確保等ޔ快適ߢ安全ߥ環境をߑす道路整

備事業ߪ今後߽㊀要ߥ事業ߢあߣࠆ考えޕࠆょ

今後計↹的ߥ道路整備を実施ߡߒいߊたޔߩ道路整備計↹を策定すࠆ必要性߇

あޕࠆょ
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款ょ 08ょ 土木費ょ 予ょ 算ょ 額ょ 60,998,000 

項ょ 0平ょ 道路橋ࠂࠅう費ょ ょ 算ょ 額ょ 10,574,741 

目ょ 01ょ 道路橋ࠂࠅう維持整備費ょ 国県支出金 0 

使用料等ょ 0 

そߩ他ょ 0 

事

ょ

業

ょ

06ょ 橋ࠂࠅう整備事業ょ

財

源

ౝ

訳

ょ

一般財源ょ 10,574,741 

大分類ょ 㧞ょ 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力を創ㅧࠆߔょ
総

合

計

↹

ょ

体

ょ
ょ

系

ょ

小分類ょ (年) 自然ߣ共生ߒた地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保ょ

㧝ょ 目的ょ

築ㅧさࠄ߆ߡࠇᐕ数߇経ち老朽ൻߒた橋ࠂࠅうߩ長ኼ命ൻߩたߩ補修又ߪ改築

及び緊急車両をޔߓߪ歩行者及び大型車を含車両ߩ安全ߥ通行を確保ࠆߔた

ょޕࠆߔߣを目的ߣこࠆߔ整備促進ߩ住環境ߥ安全ߢ快適ޔࠅࠃߦ拡幅ߩうࠂࠅ橋ߩ

ょ

㧞ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過ょ

(1)ょ大之瀬橋橋ࠂࠅう改築工事ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧣ᐕ度ょ ょ ょ 橋ࠂࠅう改築工事㧔ਅ部工㧕[県費補ഥ]ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧣ᐕ度ょ ょ ょ 仮歩道橋設置工事ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧤ᐕ度ょ ょ ょ 橋ࠂࠅう改築工事㧔部工㧕［県費補ഥ］ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧤ᐕ度ょ ょ ょ 仮歩道橋撤去工事ょ

(平)ょ堀尾橋橋ࠂࠅう拡幅工事ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧝㧥ᐕ度ょ ょ ょ 実施設計ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度ょ ょ ょ 橋ࠂࠅう拡幅工事㧔ਅ部工㧕ょ

(年)ょ大口橋橋ࠂࠅう整備工事ょ

ょ ょ ょ ᐔ成㧞㧜ᐕ度ょ ょ ょ 予備設計ょ

ょ

㧟ょ 目標又ߪ改善策ょ

本↸߇管理ࠆߔ道路橋ޔߪ現在㧤㧤橋あޔࠅこߩうち建設後㧡㧜ᐕを経過ࠆߔ橋

ޔ㧞㧤％を占߇割合ߩこޔߪߦ今後㧞㧜ᐕ後ޕࠆ㧟．㧠％を占ߢ㧟橋ޔߪうࠂࠅ
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08-02-01(06) 

建設農政課 

急ㅦߦ橋ࠂࠅうߩ高齢ൻ߇進ޕこࠃߩうߥ背景ޔࠄ߆今後増加ߡߒいߊこ߇ߣ見

込まࠆࠇ橋ࠂࠅうߩ修繕架ߌ替えߦ要ࠆߔ経費ߩコスト縮減を図ࠆたޔ道路交

通ߩ安全性を確保ࠆߔޔߢこࠇまߩߢ事後保全的ߥኻ応ࠄ߆計↹的ߟ߆予防的ߥ

ኻ応ߦ転換ޔߒ長ኼ命ൻ修繕計↹を策定ߡߒいޕߊょ

ょ

㧠ょ ౝ容ょ

(1)ょ堀尾橋ߪߦ歩道ޔߊߥ߇車道部ߟߦいޔߪߡ堀尾橋ർ側ߩ道路線形߇悪いたޔ

大型車ࠇߔߩ違い߇困難ߢあޕࠆこういߞた状況を改善ࠃࠆߔう地元ߩࠄ߆強い

要望߇あޔࠅ歩行者ߣ大型車を含車両ߩ安全ߥ通行を確保ࠆߔたޔߦ堀尾橋

߈引ߦᐔ成㧞㧜ᐕ度ޔたࠆを図ߒ見直ߩ車道線形ޔߦ߽ߣߣࠆߔ歩道を設置ߦ

ょޕたߞ架設を行ߩ部工ߩ堀尾橋߈⛯

(平)ょ大口橋ޔߪ築ㅧさࠄ߆ߡࠇᐕ数߇経ち老朽ൻޔࠅ߅ߡߒまた現在ߩ幅員ߪߢ緊

急車両ߩ通行ߦ十分ߥߪߢߩ߽ߥいたޔ橋ࠂࠅう改築ߦ向ޔߌ橋ߩ位置ࠄ߆周

辺整備ߦ至ࠆまߢを地元ߩ方ࠆࠃߦワクショップߩ成果ߦ基ޔ߈ߠᐔ成㧞㧜ᐕ

度ߩ予備設計ߦ引ޔ߈⛯߈実施設計を行ߞたޕょ

 

㧡ょ 成果及び評価ょ

堀尾橋橋ࠂࠅう拡幅工事ߩ部工ߩ施工ߟߦいޔߪߡ一部ޔᐕ度を繰ࠅ越ߔこߣ

施工ߩߢ作業を行い短期集中ࠆࠃߦ通行止ޔたߩ安全確保ߩ作業中ޔ߇たߞߥߣ

工程計↹ޔࠅࠃߦ交通規制ߩ期間を極力短ࠆߔߊこߢߣᐕ度ౝߦ架設まߢ完了ࠆߔ

こ߈ߢ߇ߣたޕょ

大口橋ߩ架ߌ替えߦ向ޔߡߌ実施設計を作成ߒたޕょ

実施設計߅ߦいޔߪߡ地元住民ߩ方ߩ参加ࠆࠃߦワクショップを実施ࠆߔこߣ

う維持ࠂࠅ橋ޔまたޕた߈ߢ߇ߣこࠆߔ完了߇た実施設計ࠇ図ߩ合意形成ޔࠅࠃߦ

管理事業ߦ߽ߣߣ橋ࠂࠅうߩ長ኼ命ൻを計↹ޔߒ日ߩまちࠅߊߠ基金を活用ߒた

整備計↹ߩ策定ߦ向ߌദޕࠆょ
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款 08 土木費 予 算 額 15,950,000 

㗄 0年 河川費  算 額 15,4年5,000 

目 0平 河川維持整備費 国・県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

04 河川排水路整備事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 15,4年5,000 

大分類  㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

各行政区ߩࠄ߆要望を基ߦ現地確認を行いޔ緊急性ޔ事業効果を考慮しޔ排水路ޔ

河川施設ߩ改修及び維持工事を行いޔ快適ߢ安全ߥ住環境ߩ整備促進すࠆこߣを目

的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝９ᐕ度ࠄ߆吹㊁水路ߩ改修工事をޔ大口中学校ߩ建設ߦ伴う道路改良ߣ同

時ߦ整備したޕᐔ成㧞㧜ᐕ度ޔߪ郷浦排水路ߦ接⛯すࠆ下流側ࠄ߆整備を行ߞたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

流下能力ߩ不足すࠆ水路ߟߦいޔߡ各行政区ߩࠄ߆要望を基ޔߦ緊急性ޔ事業効

果を考慮しޔ㗅次排水路ޔ河川施設ߩ改修及び維持工事を行うޕ 
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08-03-02(04) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

浸水被害を排除すࠆたޔߦ吹㊁水路ߩ改修工事(約㧝㧝㧜ｍ)を実施したޕ 

 

     

着工前                   完了 

 

       

着工前                   完了 

 

㧡 成果及び評価 

吹㊁水路ߩ改修工事߇完了したこޔߢߣ付近ߩ浸水被害߇減少すࠆこ߇ߣ期待ߢ

 ޕࠆ߈

近ᐕ多発すࠆ集中豪雨ࠆࠃߦ被害を最小限ߦすࠆたޔ排水路ޔ河川施設ߩ改修

及び維持工事ߪ今後߽㊀要ߥ事業ߢあߣࠆ考えޕࠆ 
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款 08 土木費 予 算 額 117,9平5,950 

項 0年 河川費  算 額 117,79年,平00 

目 0平 河川維持整備費 国・県支出金 年7,000,000 

使用料等 0 

そߩ他 80,平平6,平00 

事

 

業

 

06 調整池整備事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 567,000 

大分類 㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

都市化さࠇた宅地等ߩ面積増加ߦ伴う雨水ߩ流入ࠆࠃߦ浸水被害ߩ発生を防止す

雨ޔߦ同時ߣࠆあ߇必要ߊいߡ進ߦ改修・整備等を計↹的ߩ水路߿河川ޔたࠆ

水を河川ߦߤߥ直接流入させߥいたߩ対策ߦ取ࠅ組こ߇ߣ㊀要ߢあޕࠆ 

そこޔߢ調整池ߩ整備ࠅࠃߦ雨水排水ߩ調整機能を充実させࠆこޔߢߣ浸水被害

を軽減し安全ߥ住環境ߩ整備促進すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝㧤ᐕ度 調整池基本設計業務委託 

ᐔ成㧝㧥ᐕ度 調整池詳細設計業務委託 

ᐔ成㧞㧜ᐕ度 調整池整備工事 

仮設工法ߩ変更ߦ伴いᐔ成㧞㧝ᐕ度ߦ繰ࠅ越しߥߣったޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

大口↸流域水害対策計↹ߦ基ޔ߈ߠᐔ成㧠㧣ᐕまߦߢ㧢，㧜㧜㧜㎥分ߩ調整池ߩ

整備を進ࠆこߣを目標ޔߦᐔ成㧞㧜ᐕ度ࠄ߆繰ࠅ越した余㊁調整池ߩ工事を完了

すޕࠆ 
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08-03-02(06) 

建設農政課 

㧠 ౝ容 

余㊁ 1 号緑地ߦ調整池(㧝，㧜㧜㧜㎥)を建設したޕ 

            

着工前                    施工中 

 

                   

           完了                                内部 

 

㧡 成果及び評価 

余㊁㧝号緑地(余㊁地ౝ)ߦ余㊁調整池(㧝，㧜㧜㧜㎥)を建設すࠆこޔ߈ߢ߇ߣ被

害ߩ軽減߇期待ޕࠆ߈ߢ 

またޔ日ߩまちࠅߊߠ基金ߩ設置ޔࠅࠃߦそߩ基金を活用すࠆこߢߣ今後ߩ整

備計↹߇策定し߿すߥߊったこ߽ߣあޔࠅ整備計↹ߩ策定ߦ向ߌ努ޕࠆ 
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款 08 土木費 予 算 額 8年0,000 

項 04 都市計画費  算 額 7年5,000 

目 01 都市計画総務費 国県支出金 50,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 都市計画推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 685,000 

大ಽ類  㧞 未来へ引き継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小ಽ類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的  

  都市計画法第㧢条㧔都市計画ߦ関すࠆ基礎調査㧕ߦ基ߠきޔ都市計画区域ߌ߅ߦ

基礎的ߩ都市計画行政ޔ調査を行いߡいߟߦ法適用状況等ޔ都市施設ޔ土地利用ࠆ

 㧕ޕいうߣޠ都市計画基礎調査ޟ㧔以下ޕࠆを整備す࠲デߥ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐕ度別主ߥ都市計画現況調査項目 

  ᐔ成㧝㧤ᐕ度  ࠱ン別人口ޔᐕ齢性別人口ޔ建物用途別現況ޔ建物構造ߣ

階数 

  ᐔ成㧝㧥ᐕ度  居住状況ޔ土地利用現況ޔ宅地開発開発許可状況ޔ農地転用

状況ޔ建物用途別床面積ޔ建ぺい率容積率 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ度  道路ߩ整備状況 

  

㧟 目標又ߪ改善策 

都市計画基礎調査ޔߪᐔ成㧝㧤ᐕ度ࠄ߆㧡ヵᐕ計画ߢ実施しޔᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔߪ

都市計画道路ߩ現況を把握すࠆためޔ密集市街地ߩ状況ޔ幅員別道路現況ߟߦいߡ

調査を行うޕ 
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08-04-01(03) 

都市整備課 

㧠 ౝ容 

  ᐔ成㧞㧝ᐕ度愛知県都市計画基礎調査要綱ߦ基ߠき調査を実施したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

  都市計画マス࠲プランߩ見直し時ߦ使用すࠆ大ಾߥデߢ࠲あޔߢߩࠆ成果品

を効率的ߦ利用しߡいきたいޕ 

 

191



款 08 土木費 予 算 額 9,平48,000 

項 04 都市計画費  算 額 9,平年7,400 

目 01 都市計画総務費 国・県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 7,0年5,000 

事

 

業

 

04 国土調査事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平,平0平,400 

大分類 㧞 未来へ引ߋ⛮߈環境保全ߣまߩߜ活力を創造すࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生ߚߒ地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的  

  国土調査法ߦ基ޔ߈ߠ地籍ߩ確化を図ߚࠆめޔ一筆ߩߣߏ土地ߟߦいޔߡ科学

的ߟ߆総合的ߦ調査ޔߒ公共事業ߩ滑化ޔ災害復旧等多目的ߦ成果を利活用すࠆ

 ޕࠆすߣを目的ߣߎ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝９ᐕ度ޔࠄ߆替地･

豊田(雉子㊁・狭間)地区ߩ

地籍調査ߦ着手ޕߚߒ地元

説会を経ޔߡ一筆地調査

㧔官民界立会ޔ民々界立

会㧕を実施ߡߒいޔ߇ࠆ境

界確認等ߦ時間を要ߡߒ

いࠆ状況ߢあޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

当該地区ߩ字区域及び名称地番ߩ変更ߦ向ޔߌ早急ߦ境界確認を行いޔ地籍簿ޔ

地籍図ߩ閲覧を実施ޔߒ地籍調査ߩ成果ߩߡߒߣ認証を得ޔߡ新ߥߚ名称地番ߣ共

 ޕ完了を目指すߩ当該地区ޔߒ成果を提出ߦ登記所ߦ
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08-04-01(04) 

都市整備課 

 

㧠 ౝ容 

替地･豊田(雉子㊁・狭間)地区߅ߦ     

いޔߪߡ引ޔ߈⛯߈未ߛ確認ߥࠇߣ߇い

官民及び民々境界ߩ確認を実施ޕߚߒ 

まޔߚ本ᐕ度ࠄ߆新ߒい地区ߢあࠆ城

屋敷㧔城屋敷・山中他㧕地区ߦ着手ޕߚߒ 

 

㧡 成果及び評価 

替地･豊田(雉子㊁・狭間)地区߅ߦい

ߒ終了߇確認ߩ官民及び民々境界ޔߪߡ

めߚߩ事業完了ߩ当該地区ޔߪ今後ޕߚ

更ࠆߥ努力߇必要ߢあޕࠆ 

まޔߚ城屋敷㧔城屋敷・山中他㧕地

区ߟߦいޔߪߡᐔ成㧞㧞ᐕ度ߩࠄ߆現地測㊂㧔説会・一筆地調査㧕ߦ向ߩߡߌ

準備を整えޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆ 

両地区ߟߦいߡ事業߇完了すޔ߫ࠇ不動産ߩ取引ޔߊߥߢߌߛ土地ߦ関すࠆ

 ޕࠆࠇߐ期待߇利活用ߩ成果ޔߒ連携ߣ行政分㊁ߥまߑまߐ

 

 

193



款 08 土木費 予 算 額 年,年70,000 

項 04 都市計画費  算 額 年,0年1,800 

目 0平 街路費 国・県支出金 0

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 街路整備事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 年,0年1,800 

大分類  㧞 未来߳引ߋ⛮߈環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

  街路整備事業ޔߪ滑ߥ交通ߩ確保ߣ豊ߥ߆公共空間を備えた良好ߥ市街地ߩ形

成を図ޔࠅ安全ߢ快適ߥ都市生活ߣ機能的ߥ都市活動ߦ寄与すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝９ᐕ度ޔࠄ߆県道小口岩倉線ࠅࠃ南側ߩ都市計画道路小口線ߩ道路整備ߦ

着手したޕᐔ成㧝９ᐕ度ޔߪ道路測量ߩ関係者ߦ説会を行いޔ道路整備ߩ基礎ߣ

い道路線形を勘案ߥࠄ߆掛ߩ最߽⽶担ߦ利者ᮭࠄ߆測量成果ޔ現況測量を行いࠆߥ

しޔこࠇを基ߦᐔ成㧞㧜ᐕ度ߦ入ࠅ愛知県公安委員会㧔県警本部㧕ߩߣ協議を行ߞ

たޔ߇そこߢ交差点形状㧔樋田橋付近㧕及び道路線形ߟߦいߡ更ߦ検討を要すࠆこ

 ޕたߞߥߣߣ

  

㧟 目標又ߪ改善策 

協議を重ߩߣ県公安委員会ߦ江南警察署並びޔߦたࠆ道路を整備すߥ安全ࠅࠃ

 ޕࠆ道路線形を定すߩ都市計画道路小口線・役場前線ޔߨ
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08-04-02(03) 

都市整備課 

㧠 ౝ容 

県公安委員会ߣ㧠回ߦわたࠅ協議を行ߞたޕ本ᐕ度ޔߪᐔ成㧝９ᐕ度ߩ都市計画

道路小口線ߩ予備設計㧔中心線測量ޔＩＰ設置測量ޔ縦断・ᮮ断測量等㧕ߦ引߈⛯

維持管理ߩ道路用地㧔残地㧕ޔߦ߽ߣߣࠆ予備設計を実施すߩ橋梁㧔樋田橋㧕ޔ߈

 ޕた努ߦ

 

㧡 成果及び評価 

  計㧡回ߩ県公安委員会ߩߣ協議ߩ結果を反映しޔ樋田橋付近を含た交差点詳細

図等ߩ資料߇整理さࠇたޕこߩこࠅࠃޔࠄ߆ߣ安全ߢ快適ߥ道路ߩ整備を早期ߦ実

現すたޔ見直すߣ߈ߴこߪࠈ見直しを行いޔࠄ߇ߥ安全ߟ߆滑ߥ交通ߦ寄与し

たいޕ 
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款 08 土木費 予 算 額 年9,06年,000 

項 04 都市計画費  算 額 年7,797,年0平 

目 05 公園費 国県支出金 8平9,000 

使用料等 60,66年 

他 0ߩߘ 

事

 

業

 

0年 公園維持管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年6,907,6年9 

大分類 㧞 未来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造ࠆߔ 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然ߣ共生ߚߒ地域社会ࠅߊߠ良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的 

公園利用者ߩࠇߙࠇߘޔ߇自由ߥ時間ߦ利用ࠆ߈ߢ交流ߩ場ޔ自然ߩߣふࠇあい

ࠆޟ努ߦ維持管理ޔߢ目線ߩう利用者ࠃࠆ߈ߢ利用ߦ快適ߡߒ安心ߡߒߣ場ߩ

 ޕߔを目指ߣこࠆߔߦ公園ࠆࠇࠄߓを感ޠߦ߆豊ޔߊߒ楽ޔߊ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

ᐔ成㧝㧤度ߦ堀尾跡公園ߩ水景施設ࠈߩ材入ࠇᦧえޔ小口城址公園ߩ物見櫓塗装

工事ޔᐔ成㧝㧥ᐕ度ߦ余野中央公園࠾ࡕߩュࡔントߩ中点検ޔᐔ成㧞㧜ᐕ度ޔߪߦ

堀尾跡公園ߩ裁断橋ߩ塗装工事ߤߥ点検整備ޔߡߒ清潔ߥ公園を目指ޕߚߒまޔߚ

公園ߩ維持管理ߦ関ޔߡߒ地域民ߩ自主的ߥ管理߇増えߟߟあޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  維持管理費ߩ削減を目標ߡߒߣいޔ߇ࠆ老朽化ߥ߽ߣߦい増加傾向ߦあޕࠆ地域

コスト削減ޔߡߞあߒ協力ߣ地区ߣ行政ޔ公園施設をࠆいߡߞߥߣ場ࠆࠇ利用さߦ

 ޕߊいߡ努ߦ

  児童遊園ߩ遊具ߟߦいߪߡ老朽化߇目立ちޔ管理者ߡߒߣ撤去ߚߒ方ࠃ߇いߣ判

断ߟߦߩ߽ߚߒいߪߡ撤去ࠆߔ方向ߢ検討ޕࠆߔ 
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08-04-05(03) 

都市整備課 

㧠 ౝ容 

公園ߩ樹木等ߪ緑化推進ߟߦいߡ配慮ࠄ߇ߥߒᦨૐ限ߩ剪定を行いޔ安全面ࠄ߆

見通ࠃߩߒい公園ࠃࠆߥߣう維持管理ߦ努ޕߚ 

余野㧟号公園ߩ照を老朽化ߦ伴いޔ環境߿ߦさߒい省エネタイプ㧔࠽ࡄソ࠾ッ

ク製エࡃライト㧕ߩ電灯߆ࠅߣߦえޕߚ 

 

㧡 成果及び評価 

  観光名所ߡߞߥߣいࠆ堀尾跡公園ޔߪ開園ࠄ߆㧝㧠ᐕޔ小口城址公園ߪ開園ࠄ߆

㧝㧞ᐕ߇経過ޔ児童遊園等ߟߦいߪߡ㧟㧜ᐕ߇経過߽ߩ߽ߚߒあޔࠅ施設全体߇老

朽化ߡ߈ߡߒいࠃߩߘޕࠆうߥ状況ߩ中ߢコスト意識を߽ߡߞ安心ޔ安全ߥ施設ߢ

あࠃࠆう維持管理ߦ努ޕߚ 

  余野㧟号公園ߩ省エネタイプߩ電灯ߟߦいޔߪߡ今ߣߩこࠈ電気料金ޔߪ改修前 

 ޕߚߞ十分あߪ成果ޔࠅあߢ％㧡㧜ߩ
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款 08 土木費 予 算 額 16,560,000 

項 04 都市計↹費  算 額 16,464,000 

目 07 ਅ水道費 国・県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 



 

業

 

0年 

郷浦排水路整備・維持管理

業 

財

源

ౝ

訳

 

৻般財源 16,464,000 

大分類  㧞 ᧂ来へ引߈継ߋ環境保全ߣまちߩ活力を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然ߣ共生した地域社会ࠅߊߠ・良好ߥ生活環境ߩ確保 

㧝 目的  

近ᐕ頻繁ߦ起こࠆ集中豪雨ޔߣ流域ౝࠆߌ߅ߦ田畑ߩ宅地化ޔࠅࠃߦ大御堂及び

竹田地区ౝߩ郷浦排水路߇能力不足ޔࠅߥߣ同地区ౝを中心ߦ都市ᶐ水ޔౝ水氾濫

すߣを目的ߣこࠆᶐ水被害を抑制すޔࠅࠃߦߣ治水対策を行うこޔためࠆ発生す߇

 ޕࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  総延長㧞，㧟㧢㧟ｍߩうち↸道大屋敷線ࠅࠃਅ流㧣㧜㧜ｍߟߦいޔߪߡᐔ成㧞ᐕ

度まߦߢ改修さߡࠇいたޔ߇ᐔ成㧝㧞ᐕ９月ߦ発生した東ᶏ豪雨ࠅࠃߦᧂ整備地区

流㧝，㧢㧢ߩそޔたためߌᶐ水被害を受ߥ甚大ߡߦ大御堂及び竹田地区ౝࠆあߢ

㧟ｍߟߦいߡᐔ成㧝㧟ᐕ度ࠄ߆計↹的ߦ整備を行いޔᐔ成㧞㧜ᐕ度ᧃ整備済延長ߪ

㧞，㧝㧣㧟ｍޔࠅߥߣᶐ水被害ߩ抑制ޔ軽減ߦ努めߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  ᐔ成㧞㧞ᐕ度ߩ業完了を目標ߣすޕࠆ  
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08-04-07(03) 

都市整備課 

㧠 ౝ容 

  竹田ੑৼ目地ౝ߅ߦいޔߡ前ᐕ度施工を行ߞた個所ߩ流部等㧣㧡．９ｍߩ整備

を行ߞたޕ 

 

㧡 成果及び評価 

  総延長㧞，㧟㧢㧟ｍߩౝޔᐔ成㧞㧝ᐕ度ᧃ整備済延長ߪ㧞，㧞㧠９ｍࠅߥߣ排水

能力߇向したこޔࠅࠃߦߣ都市ᶐ水ޔౝ水氾濫ߩ軽減を図ࠆこ߈ߢ߇ߣたޕᐔ成

㧞㧞ᐕ度ߦ奈良子川調節池まߩߢ㧝㧝㧠ｍを整備しޔ業完了すޕࠆ 
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款 08 土木費 予 算 額 6,979,000 

項 05 住宅費  算 額 6,8平4,055 

目 01 住宅管理費 国県支出金 平,950,000 

使用料等 年,平89,055 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 住環境整備事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 585,000 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (平) 災害ߦ強い地域社会ߩ形成 

●民間木造住宅耐震診断委託料及び改修費補ഥ金 

㧝 目的 

  東海東南海地震ߩߤߥ発生߇予測さޔ߆ߥࠆࠇ地震ࠆࠃߦ建築物ߩ倒壊等ߩ被

害ࠄ߆住民ߩ生命ޔ身体及び財産を保護ࠆߔたޔ旧基準㧔昭和㧡㧢ᐕ㧡㧟㧝日

以前㧕ߢ建築さࠇた木造住宅ߩ耐震改修ߩଦ進を行うこޔߢߣ地震ߦ対ࠆߔ安全性

 ޕࠆߔߣ形成を目的ߩ強い地域社会ߦ災害ޔࠅ向上を図ߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᧄ↸߅ߦいޔߪߡ建築物ߩ耐震改修ߩଦ進ߦ関ࠆߔ法ᓞ㧔耐震改修ଦ進法㧕ߦ基

ഥ成補ഥߩ国及び県ޔࠄ߆ᐔ成㧝㧡ᐕ度ޔ߈ߠ

制度を活用しޔߡ対象建築物ߩ耐震診断㧔無料㧕

ߡߞ補ഥを行ߩ一部ߩ費用ࠆଥߦ耐震改修工事߿

いޕࠆ 

  ߹たޔ耐震化ߩ更ࠆߥଦ進を図ࠆたޔᐔ成㧝

９ᐕ度ޟߦ大口↸耐震改修ଦ進計↹ߩޠ策定並び

 ޕたߞ作成を行ߩޠ地震防災マップޟߦ

計↹ߟߦいޔߪߡ目標ᐕ次をᐔ成㧞㧣ᐕ度ᧃߣ

定ޔ木造住宅ߩ耐震化率９㧜パセントを目指

 ޕߔ
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08-05-01(03) 

都市整備課 

߹たޔᐔ成㧞㧜ᐕ度当初߅ߦいޟޔߪߡ地震防災

マップޠを全戸へ配布しޔ耐震化ߩ必要性ޔߣ事前

啓発を行ߩߡいߟߦ重要性ߩޠ耐震診断ޟࠆけ߅ߦ

 ޕたߞ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

㧝棟߽ߢ多く対象建築物ޟߩ耐震診断ޠを受診し

ᐕ間ޔദߦ啓発ߦ毎ࠆあ߇機会ߦうࠃࠆえࠄ߽ߡ

目標を㧟㧜棟ߣしたޕ 

 

㧠 ౝ容 

  愛知県ߣ協力しߡ対象住宅ߩ無料耐震診断を実施ޔߦ߽ߣߣࠆߔ国ߩ補ഥ制度ߢ

あޟࠆ住宅建築物耐震改修事業ޔ߿ޠ愛知県ߩ補ഥ制度ߢあޟࠆ木造住宅ߩ耐震

診断補ഥ事業ߣ耐震改修補ഥ事業ޠを活用しޔࠄ߇ߥ大口↸耐震改修ଦ進計↹ߩ実

現ߦ向けޔߡ事業を引߈続߈実施しߡいޕࠆ 

 

㧡 成果及び評価 

耐震改修ߟߦいޔߪߡ㧞棟ߟߦいߡ補ഥ金㧔㧢㧜㧜，㧜㧜㧜㧛棟㧕を交付しޔ

無料耐震診断ߟߦいޔߪߡ申込ߩߺあߞた㧝㧞棟㧔㧠㧡，㧜㧜㧜㧛棟㧕ߩ委託を

実施したޕ 

耐震診断を実施した建物ߟߦいޔߪߡ改修ߩ必要性ߩ無ߣ概算耐震改修工事費

用を把握しߞࠄ߽ߡたޕ耐震診断をࠆߔこޔߢߣ改築㧔補ഥ対象外㧕あࠆいߪ耐震

改修㧔補ഥ対象㧕を実施߆ߩࠆߔ将来ߩ方向性を考え߆ߞ߈ࠆけߠく߈ߢ߇ࠅたޕ 

  今ᓟ߅ߦいޟޔߪߡ先ߪߕ耐震診断を！ޔߣޠ診断ߩ重要性を唱えޟޔߦ߽ߣߣࠆ無

料耐震診断ߩޠ更ࠆߥ啓発ߦദޕࠆ 
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款 09 消防⾌ 予 算 額 年7,984,000 

項 01 消防⾌  算 額 年6,99年,589 

目 01 非常備消防⾌ 国県支出金 年,年68,000 

使用料等 1,500 

そߩ他 1,104,894 

事

 

業

 

0年 消防団活動事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 年平,519,195 

大ಽ類  㧟 健康ߢ心ߥ暮ߣߒࠄ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造ࠆߔ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類  (平) 災害ߦ強い地域社会ߩ形成 

㧝 目的 

  ↸民ߩ生ߣ財産をߣࠆいう使ޔߣ߽ߩ消防団員ߪ各自職業を持ߟ中ޔߢ日

夜訓練ߦ励ޔߺ火災災害等ߩ非常時ߦ備えߡいޕࠆ 

ߩ不備ߦ消防資機材等ޔうࠃࠆ行えߦ消防活動を充ಽߩ非常時߇消防団員ޔߪ↸  

ㅴߦうࠃࠆいけߡߒࠄ暮ߦ快適ߢ全心߇地域住民ޔ努ߦ態勢ߥう万全ࠃいߥ

 ޕࠆߔߣを目的ߣいくこߡ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  消防団員ߩᐕ間ߩ出動延人数ߟߦいߡ            㧔単位㧦人㧕 

ᐕ 度 火 災 風水害等 警 戒 訓 練 そ ߩ 他 合 計

17 116 0 108 年47 年91 96平

18 平96 0 116 平68 年18 998

19 11 平 108 57平 年17 1,010

平0 109 0 165 41平 5年7 1,平平年

平1 11年 16 1平平 4平平 年平9 1,00平

警戒ߪ夜警啓発活動ޔそߩ他ߪ式典ポンプ点検等を示ޕߔ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

消防団員一人߭ߩࠅߣさࠆߥࠄ消防技術ߩ向上ߩたߦ各種訓練を実施ߣߣࠆߔ
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09-01-01(03) 

町民安全課 

啓発活動ߦたߩ高揚ߩ火災予防意識ߩ確保及߮↸民ߩ条例定数ߩ消防団員ޔߦ߽

を実施ޔߒ大会式典等を開催ߡߒいくޕ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 各種訓練 

ア 実践操法訓練(㧡月)を丹羽消防署ߢ↸ポンプ操法大会ߦ向けߡ訓練を行ߞたޕ 

イ 部隊訓練(㧥月～㧝㧝月)を観閲式ߦ向けߡ訓練を㧡回行ߞたޕ 

ウ 中継訓練(㧤月)を㧟日間ߢ㧟ಽ団ޔߟߕポンプ㧞台を中継ࠆߔ訓練を行ߞたޕ 

(平) 啓発活動 

ア 火災予防ㅳ間(秋季㧝㧝月ޔ春季㧟月)ߦ↸ౝ啓発活動を各地区ߢ行ߞたޕ 

イ 路上駐車車両指ዉ啓発(㧥月)を行いޔ路上駐車車両ߦステッࠞを⾍ߞたޕ 

ウ ᐕ末夜警(㧝㧞月)ޔߡߒߣ火災予防を目的ߒߣた夜警を行ߞたޕ 

エ 防火パレド(㧟月)をޔ春季火災予防ㅳ間ߦ↸ౝ保育園幼稚園ߢ実施ߒたޕ 

(年) 大会式典等 

ア ↸ポンプ操法大会(㧢月)をポンプ操法技術ߩ向上を目的ߡߒߣ実施ߒたޕ 

イ 消防観閲式(㧝㧝月)ߢ部隊訓練等を行ߞたޕ 

ウ 丹羽郡消防出初式(㧝月)ߢ各種表彰を行いޔ㧝ᐕߩ無火災を߮掛けたޕ 

(4) 消防団活動を通ޔߡߓ消防体制ߩ強化及߮火災予防啓発ߦ努たޕ 

  ߹たޔ自動車㧺㧻ｘ㧼㧹法ߩ排ࠟス規制ࠅࠃߦዊ型ポンプ付積載車を㧠台更新

 ޕたߒ

 

㧡 成果及߮評価 

  建物火災ߩ発生件数ޔߪᐔ成㧞㧜ᐕ度ߩ㧤件ࠄ߆ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ㧡件ߣ減少ߒたޕ

そߩౝ訳ߪ全焼㧝件ޔ部ಽ焼㧝件ޔぼ߿㧟件ߢ全焼ߩ㧝件ߪ車庫ߢ民家ߩ全焼ߥߪ

 ޕた߈ߢ߇ߣこࠆߔ発生を抑制ߩ火災ޔࠅ成果߽あߩ火災予防ޕたߞ߆

  消防団ߪ地域ߩ消防防災活動ߩ要ߢあࠅ大ಾߥ存在ߢあࠆたޔ今後߽充実ߒ

た活動߇行えࠃࠆう支援ޔߒ災害ߦ強い地域社会ߩ形成を目指ޕߔ 
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款 09 消防費 予 算 額 4,651,000 

項 01 消防費  算 額 4,189,650 

目 01 非常備消防費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

04 県操法大会出場事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 4,189,650 

大分類 㧟 健康ߢ心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類 (平) 災害ߦ強い地域社会ߩ形成 

㧝 目的 

  ↸民ߩ生命ߣ財産をߣࠆいう使命ޔߣ߽ߩ消防団員ߪߦ常ߦ消防技術ߩ向上߇

求ߡࠇࠄいޕࠆ 

  消防団ޔߪ愛知県消防操法大会߳ߩ出場ߦ向けޔ早朝ޔ夜間訓練を実施しޔ更ߥ

 ޕࠆ向上を図ߩ団結力ߣ技術ࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  愛知県消防操法大会ߪߦ大口↸ޔ扶桑↸ޔ木曽川↸ߩ㧟↸ߢ交代しߡ出場しߡい

たޔ߇木曽川↸ߩ合併ࠅࠃߦᐔ成㧝㧣ᐕ度ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߪߢ大口↸ߣ扶桑↸

ዊ型ポࠆ出場す߇↸大口ޔࠅあ߇全国大会ߪߦ上ߩ県大会ޕいたߡ出場しߦ交互ߢ

ンプ操法ߣ扶桑↸߇出場すࠆポンプ車操法ߩ㧞種目߇あޕࠆ共ߦ㧠ᐕߦ一度全国大

会߇あࠆたޔ全国大会ߦ合わせᐔ成㧞㧝ᐕ度ࠅࠃ㧞ᐕ交代ߦ変更したޕ 

  愛知県消防操法大会ߩ結果 

ᐔ成㧝㧣ᐕ度  㧞位㧔㧝㧣チࡓ中㧕 

ᐔ成㧝㧥ᐕ度  㧤位㧔㧝㧢チࡓ中㧕 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度  㧞位㧔㧝㧠チࡓ中㧕 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  訓練を通し消防団員ߩ技術ߣ団結力ߩ向上を図ޔࠅ前回以上ߩ成果を目指すޕま

たޔ選手ߩ固定化ࠅࠃߦᐕ齢層߇上߇っߡ߈ߡいࠆたޔ選手ߩ育成߇必要ߢあޕࠆ
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09-01-01(04) 

町民安全課 

㧠 ౝ容 

   㧤月ߩ愛知県消防操法大会ߦ向けޔߡ選抜チ߇ࡓ丹羽消防署職員ߩ指ዉ員㧟

名ߩ指ዉを受けޔ前ᐕ度ߩ㧟月㧡日ࠄ߆㧢月㧝㧥日まߢ夜間訓練ߢ体力ߠく߿ࠅ

基本操作等を行いޔ㧢月㧞㧞日ߪࠄ߆早朝訓練ߢ放水訓練等を行ったޕ選抜チ

㧝，㧝ߴ延ߢ訓練ߩ㧣㧣日間ޔトを行いサポߩ訓練߇団員ޔ他ߩンバࡔߩࡓ

㧜㧞人߇参加したޕ 

 

㧡 成果及び評価 

  訓練を通し消防団員ߩ技術ߣ団結力ߩ向上を図ࠆこޔ߈ߢ߇ߣ前回以上ߩ成果を

収ࠆこ߈ߢ߇ߣたޕこߩ調子ߢ翌ᐕ度ߪさߦࠄ上を目指しޔ↸民ߩ全心を確

保すࠆ消防団ߩ礎ߣしたいޕ 

 

 

205



款 09 消防費 予 算 額 1,964,000 

項 01 消防費  算 額 1,90年,6平8 

目 0平 消防施設費 国・県支出金 0 

使用料等 8,000 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 消防施設管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

৻般財源 1,895,6平8 

大ಽ類  㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類  (平) 災害ߦ強い地域社会ߩ形成 

㧝 目的 

  火災及び大規模災害ߦ必要ߥ消防水利㧔防火水槽ޔ消火栓ޔ飲料用耐震性貯水槽㧕

すߣを目的ߣこࠆ安全安心を確保すߩ民↸ޔࠅࠃߦߣこࠆ設置及び維持管理をすߩ

 ޕࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧥ᐕ度まޔߪߢ↸ౝを㧝㧣㧜ｍߩメッシュߢಾߞた図を基ߦ設置を進めߡ

必要箇ޔ距離を判断しߩ水利ࠅࠃߦ状況ߩ道路等ߩ実際ߪߦᐔ成㧞㧜ᐕ度ޔ߇た߈

所ߩ見直しを行ߞたޕ 

 

  消防水利設置場所㧔ᐔ成 平1 ᐕ 年 月ᧃ㧕 

 防火水槽 消火栓 飲料用耐震性貯水槽 

ർ管区 平7 年0  

中管区 47 79 1(中学校) 

南管区 年9 58  1(南小学校) 

計 11年 167 平 
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09-01-02(03) 

町民安全課 

㧟 目標又ߪ改善策 

  消防水利㧔防火水槽及び消火栓㧕ߩ維持管理を行うこޔߢߣ緊急時ߦ水利߇使用

ߦうࠃࠆ߈ߢ水利を設置ޔߪߡいߟߦ遠い場所ࠄ߆水利ޔまたޕࠆすߦ状態ࠆ߈ߢ

調整を進めޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

  今ᐕ度ޔߪ消火栓㧝基㧔中小口新宮地区㧕を設置したޕ↸ౝߩ水利ߩ設置状況ޔߪ

防火水槽㧝㧝㧟基ޔ消火栓㧝㧢㧤箇所ޔ飲料用耐震性貯水槽㧞基ߢあޕࠆ 

  修繕ߟߦいޔߪߡ中小口三ৼ目地ౝߦあࠆ防火水槽ߩ制水弁ߩ取替及び下小口四

ৼ目地ౝߩ防火水槽ߩ蓋ߩ修繕を行ߞたޕ 

 

㧡 成果及び評価 

水利ߩᧂ設置地域へߩ消火栓㧝基を設置㧔中小口新宮地区㧕したޕ 

  老朽ൻした防火水槽ߩ制水弁及び蓋を修繕したޕ 

  水利ߩᧂ設置地域を無くすࠃうߦ計↹的ߦ消火栓を設置しߡいޕࠆまたޔそߣࠇ

同時ߦ消防団߇中継訓練を実施しޔ水利ࠄ߆離ࠇた地域ߩ火災を想定した訓練を行

安ߩ民↸ޔ留意しߦ維持管理ߦ常ޔうࠃࠆ߈ߢ使用߇消防水利ߦ非常時ޕࠆいߡߞ

全安心ߦ寄与すࠆ施設ߥߢけߥࠄߥ߫ࠇいޕ 
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款 09 消防費 予 算 額 平1,98平,000 

項 01 消防費  算 額 15,87年,年70 

目 0年 災害対策費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 災害対策事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 15,87年,年70 

大分類 㧟 健康ߢ安心ߥ暮ࠄしߣ災害߿犯罪ߦߤߥ強い社会を創造すࠆ 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類 (平) 災害ߦ強い地域社会ߩ形成 

㧝 目的 

  地震風水害等ߩ災害ߦ対応ࠃࠆ߈ߢうޔߦ通信施設ߩ維持管理及び備蓄品ߩ購

入を行い災害時ߦおけࠆ体制を強化すࠆこߣを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

災害時ߩ体制を整備すࠆたޔߦ備蓄品ߩ購入及び住民へߩ情報手段ߢあࠆ防災

行政無線㧔同報系㧕及び情報伝達ߩ防災行政無線㧔移動系㧕ߩ維持管理及び整備を

実施したޕ 

備蓄品ߦついޔߪߡᐔ成㧝㧥ᐕ度ߦ災害救助物資ߩ緊急調達等ߦ関すࠆ協定を↸

ౝ業者ߣ締結しޔ備蓄数及び品目ߩ検討を行いޔカンパンをクラッカ࡞ࠕޔߦフ

 ޕ変更したߦ一部缶詰パン߽ߡついߦ米ࠔ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  災害時ߩ情報ߩ伝達手段ߣしߩߡ同報系無線ߩ維持管理及び各家庭ߦ配布すࠆ個

別受信機ߩ管理を行うޕまたޔ情報ߩ収集手段ߢあࠆ移動系無線ߦついޔߪߡ電波

状況ࠅࠃߦ↸ౝ߽ߢ連絡ߥ߈ߢい場所߇あࠆたޔ代替え手段等ߩ検討を行うޕ 
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09-01-03(03) 

町民安全課 

㧠 ౝ容 

(1) 移動系無線ߩ代替え手段ߩ߽ࠆߥߣをޔコスト面及び使用方法等を検討したޕ

そߩ結果ޔＭＣＡ無線߇移動系無線ࠅࠃ使い勝手ࠃ߇くޔ防災訓練時ߦ借用しߡ

実証をしたޕ 

(平) 防災行政無線戸別受信機購入  㧝㧠㧜台 

(年) 保しߡいࠆ備蓄品等㧔ᐔ成 平平 ᐕ 年  年1 日現在㧕 

災害用トイ㧔大型㧕 8 基 毛布 750 枚 

災害用トイ㧔一般㧕 9 基 米 4,650ࠔフ࡞ࠕ 食 

投光器 平 基 缶詰パン 1,51平 食 

防災ライト 1 基 クラッカ10,500  食 

 

㧡 成果及び評価 

㧤㧝㧝日ߦ発生した駿河湾沖地震ߦおいޔߡ同報系無線ߩ維持管理及びᐔ成㧝

㧥ᐕ度ߦዉ入した全国瞬時警報システムࠅࠃߦ情報を住民ߦ伝達すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

߽ߡおいߦ各家庭߿自主防災会ޔߦ同様ߣߩࠆ備品等を整備すߡ備えߦ災害߇↸  

防災用品߇備蓄さࠃࠆࠇう啓発及び紹介を進ߥけߥࠄߥ߫ࠇいޕ 
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款 10 教育費 予 算 㗵 4年,①①5,000 

項 01 教育総務費  算 㗵 4平,平④④,平平4 

目 0平 事務局費 国県支出金 ②,000 

使用料等 0 

そߩ他 平,③①0 

事

 

業

 

0年 学校教育管理事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 4平,平③④,年①4 

大ಽ類  㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類  (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推ㅴ 

㧝 目的 

  学校家庭地域社会ߩ連携ޟޔߣ߽ߩ開ߚࠇ߆学校߿ޠࠅߊߠ授業改革を目指

ޔߚ߹ޔ育成ߩޠ心ߥ߆豊ޟ߿定着ߩޠ学力ߥ߆確ޟޕࠆ資質向を図ߩ教員ߚߒ

健康߿体力ߤߥ全߅ߦߡいߡ調和ߩ取ߚࠇ子߽ߤを育ޔߚ子ߜߚ߽ߤ一人߭ߣ

 ޕࠆ教育をㅴߔ個性を伸߫ߩࠅ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  生涯学習基本構想ߩ基本目標ߢあޟࠆ学߮を創ޟޠࠆ学߮ߦ集うޟޠ学߮をޠߋߥߟ

を目標ߦ各種事業を展開ޕߚ߈ߡߒ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 (1) 適応指ዉ教室 

   不⊓校児童生徒ߩ中ޔ߽ߦ保護者ߩ協力߇あߡߞ通室ࠆ߈ߢ子ޔ完全ߥ不⊓校ޔ

そߡߒ不⊓校ࠆߥߦ恐ߩࠇあࠆ児童ޔ保健室及߮相談室⊓校等ޔ多様ߥ児童生徒

 ޕࠆあ߇必要ࠆ連携を深ߩߣ今ᓟ߽学校ޔ߇ࠆい߇

 (平) 英語指ዉ助手派遣 

   国際ൻ߇一層ㅴ社会߅ߦいߡ児童生徒ߩ国際理解を育成ޔߒ特ޔߦዊ学校ߢ

ߚい⊒音を学ぶߒ正ߪߢ中学校ޔߚࠆ関心を高興味ࠆߔ対ߦ外国文ൻߪ

ߡࠇ配置さߡߒߣ助手ޔ授業を行いߢ主߇教科担任ߪߢ中学校ޕࠆいߡߒ派遣ߦ

いޔ߇ࠆ教科担任ߪ助手ߦ頼ࠆこޔߊߥߣ今ᓟ߽授業をㅴࠆ必要߇あޕࠆ 
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10-01-02(03) 

学校教育課 

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

   公私立学校間ࠆߌ߅ߦ保護者⽶担ߩ格差是正ޔ教育ߩ機会均等ߩ原則を確保ߔ

教育を行う私立高等ߥ多様ߢ߆個性豊ޔ近ᐕޔ߇ߛ制度ߚߞ߹始ߢߣいうこߣࠆ

学校等を希望ߡߒㅴ学ࠆߔ生徒߽あޔࠅ時代的ޔ社会的ߦ制度߇始߹ߚߞ当時ߣ

ࠃߦ所得ߩ保護者一方ޔߩߩ߽ࠆあ߇水準ߩ所得ߪ現状ޕࠆいߡߞ変わ߇状況ߪ

 ޕࠆあߢ必要߇ߒ見直ߩ補助基準ޔߚࠆあߢ補助ࠆ

 

㧠 ౝ容 

 (1) 適応指ዉ教室 

   不在ߢあߚߞ室長を㧠ࠄ߆採用ޔߒ㧞人ߩ指ዉ員ߩߣ㧟人体制ߢ運営ޕߚߒ 

   適応指ዉ教室嘱託員報酬             㧠，㧝㧞㧤，㧜㧜㧜 

 (平) 英語指ዉ助手派遣 

   ᐔ成㧞㧟ᐕ度ߦ新学習指ዉ要領߇完全実施さࠆࠇこߦߣ伴いޔ移行措置߳ߩ対

応ߣ完全実施ᓟߩಽߔ߿ࠅ߆い授業ޔߦߚߩዊ学校߳㧞ฬ㧔南ዊ㧦ㅳ㧝日ޔർ

ዊ㧦ㅳ㧞日ޔ西ዊ㧦ㅳ㧞日㧕ޔ中学校ߦ常時㧝ฬを派遣ޕߚߒ 

   英語指ዉ助手臨時講師派遣委託料        㧝㧟，㧠㧠㧣，㧜㧜㧜 

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

    毎ᐕ㧝㧜㧝日現在ޔ私立高等学校及߮専修学校ߩ高等課程ߦ在籍ࠆߔ学生ޔߢ

本↸ߦ所をࠆߔ保護者ߦ対ޔߒԘ生活保護世Ꮺޔ当該ᐕ度ߩ↸県民税߇非課

税ޔ均等割ߩߺߩ世Ꮺߩ場合ޔᐕ㗵㧟㧞，㧜㧜㧜ԙ当該ᐕ度ߩ↸県民税ߩ課税

標準㗵߇㧝㧜㧜万以ਅߩ世Ꮺߩ場合ޔᐕ㗵㧞㧜，㧜㧜㧜Ԛ当該ᐕ度ߩ↸県民

税ߩ課税標準㗵߇㧞㧟㧜万以ਅߩ世Ꮺߩ場合ޔᐕ㗵㧝㧢，㧜㧜㧜ԛ当該ᐕ度

ᐕ㗵㧝㧜，㧜㧜㧜を生徒一ޔ場合ߩ㧡㧜㧜万以ਅ߇課税標準㗵ߩ県民税↸ߩ

人߈ߟߦ支給ޕߚߒ 

   私立高等学校等授業料補助金   㧥㧥ฬ支給   㧝，㧢㧥㧢，㧜㧜㧜 
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㧡 成果及߮評価 

 (1) 適応指ዉ教室 

   㧠当初ߪ㧝ฬ㧔ዊ㧡㧕ߩߢスタトߢあޔ߇ߚߞ㧞学期ߪࠄ߆㧞ฬ㧔中㧟㧕ޔ

㧟学期ߪࠄ߆㧝ฬ㧔中㧝㧕ߩ㧠ฬ߇利用ޕߚߒዊ学生ߪߢ在室児童߇ 1 ฬߢߌߛ

あޔߢߩࠆ他ߩ子ߩߣ߽ߤ関わޔߊߥ߇ࠅ子ߣ߽ߤ指ዉ員ߩߣ生活߇主ޔࠅߥߦ

子߽ߤห士ߢ学߮合う環境ߡߞߥߦいߥいޕ交流を図ࠆこ߽ߣ課㗴ߡߒߣ残ޕࠆ

引߈続ޔ߈保護者学校学校教育課߇情報交換を行いޔ預ޔߊߥߪߢߒߥ߬ߞߌ

学校復Ꮻを契機ޔߡߒߣ社会生活ߦ適応ࠆߔ力を身ࠃߩߤߪߦߚࠆߌߟߦうߦ

対応ޔ߆߈ߴߔ目的地ߤߪこ߆ߩߥを確認ߒ合いࠄ߇ߥ指ዉߡߒいߥ߫ࠇߌߥ߆

 ޕࠆあߢ必要߇移転ߩ他施設߳ޔߚߥ手狭߇現施設㧔部屋㧕ޔߚ߹ޕいߥࠄ

 (平) 英語指ዉ助手派遣 

   国際理解ޔߦߚߩዊ学校ߪߢ外国文ൻߦ対ࠆߔ興味関心を高ޔߚࠆ中

学校ߪߢ正ߒい⊒音を学߮ޔ授業ߩ充実を図ߩߚࠆ事業ߢあޕࠆ以前ޔࠅࠃዊ

学校߽߳英語指ዉߡߒߣ派遣ޔ߇ߚ߈ߡߒዊ学校ߪߢ学級担任߇授業をㅴߦࠆ

あޔࠅߚ学級担任ߩ役割ޔ英語指ዉ助手ߩ役割を確ޔߒߦ興味関心を高ࠆ

授業をㅴࠆこ߇ߣ大ಾߢあޔߚ߹ޕࠆ外国人ߩ英語指ዉ助手ޔߊߥߪߢߌߛ外

国語ߦ堪能ߥ地域ߩ人々ߩ活用を検討ࠆߔ必要߇あޕࠆ 
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10-01-02(03) 

学校教育課 

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

公私立学校間ࠆߌ߅ߦ保護者⽶担ߩ格差是正ޔ教育ߩ機会均等ߩ原則を確保ߔ

ߡߒ教育を行う私立高等学校等を希望ߥ多様ޔ߇ߛ制度ߚߞ߹始ߢߣいうこߣࠆ

ㅴ学ࠆߔ例߽あޔࠅ制度߇始߹ߚߞ当時ߪߣ状況߇変わߡߞいޕࠆこࠃߩうߥ中ޔ

ૐ所得者߳ߩ補助を厚ߚࠆߔߊ前ᐕ度߹ߩߢ一ᓞ㧞万ߩ補助を見直ޔ߇ߚߒ

高校無償ൻ法߇成立ޔߒᐔ成㧞㧞ᐕ㧠㧝日ࠄ߆施行さࠆࠇこޔࠅࠃߦߣ私立高

等学校ߪߢ世Ꮺߩ所得ߦ応ޔߡߓ生徒一人当ࠅߚᐕ㧝㧝㧤，㧤㧜㧜～㧟㧤㧞，

㧤㧜㧜ߩ授業料߇減㗵さࠆࠇこޕߚߞߥߦߣこޔࠅࠃߦࠇ事業自体ߩ見直ߒを

図ࠆ必要߇あޕࠆ 
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款 10 教育費 予 算 㗵 1イ7ん1年平ん000 

項 0平 ዊ学校費  算 㗵 1イ平ん年88ん9イ平 

目 01 学校管理費 国県支出金 年年ん9イ年ん60イ 

使用料等 0 

他 平んィ60ߩߘ 

事

 

業

 

0年 ዊ学校運営事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 118んィ年平ん887 

大ಽ類 㧝 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類 (1) 個性ࠍ伸߫ߒ豊ߥ߆人間性ࠍ育学校教育生涯学習ߩ推ㅴ 

㧝 目的 

  学校家庭地域社会ߩ連携ޟޔߣ߽ߩ開ߚࠇ߆学校ߠく߿ޠࠅ授業改革ࠍ目指

ߦ効果的ߟ߆適ಾޔߦߚࠆ㆐成すࠍ目的ߩ学校教育ޔࠅ図ࠍ資質向上ߩ教員ߚߒ

教育事務ࠍ推ㅴすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  各ዊ学校߽ߣ学校経営案ߦߣ߽ࠍ教育目標ޔ経営方針ޔ重点ദ力目標ࠍ設定ޔߒ

ߒദ力ߦࠅくߠ学校ߚࠇ߆開ߦ地域ޔࠅくߠ学校ߚߒ߆生ࠍ特色ߩ学校ߩࠇߙࠇߘ

 ޕߚ߈ߡ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  学校経営案ߦ基ޔ߈ߠ地域ߦ根ߚߒߑ学校ߠくߩࠅ更ࠆߥ充実ࠍ図ޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

 (1) 少人数指ዉ等授業 

   ዊ学校ޔߪߢ複数ߩ指ዉ者ߩࠇߙࠇߘ߇集団ࠍ指ዉすࠆ少人数指ዉࠍ実施ߡߒ

すい߿ࠅ߆ಽޔߒ対ߦ㆑う児童ߩ習熟度ޔߒ採用ߦ授業ߩ国語ߣ算数ߦ主ޕߚ߈

授業ࠍ実施すޔߚࠆ南ዊ学校西ዊ学校ߦ各㧝名ޔർዊ学校ߦ㧞名配置ޕߚߒ 
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10-02-01(03) 

学校教育課 

 (平) 教具ޔ教材備品ߩ購入 

   学校情報通信技術環境整備事業補ഥ金ࠍ活用ޔߒ児童生徒ޔ教職員用ࡄߩソコ

ンޔ周辺機器及び学校サࡃ等ࠍ整備ޔߚ߹ޕߚߒ授業ߢ使用すࠆ教具߿教材

備品ߩ整備充実ࠍ図ޕߚߞ 

 (年) 特色あࠆ学校ߠくࠅ 

   学校߿地域ߩ特性ࠍ生ߒ߆創意工夫ߦ富ߛࠎ教育活動ࠍ展開すޕࠆ 

 ޠ推ㅴߩ教育活動ߡߒ通ࠍ読書指ዉ図書館教育ޟ…南ዊ学校 ࠕ

  ࠗ ർዊ学校…ߣࠅߤߺޟ環境ޠ 

  ウ 西ዊ学校…ޟビオトプࠍ中心ߚߒߣ環境教育ޠ 

 (ィ) ࠬࠢ࡞ネット 

ࠫࡍࡓࡎޔߒ派遣ߦ各校ߢ割合ߩㅳ㧝回ࠍネット推ㅴ事業嘱託員࡞ࠢࠬ   

ࠍ配信࡞ࡔ緊急ޔࠅくߠ授業ࠆ関すߦ情報教育ޔࠅくߠ学校ߚࠇ߆開ߚߞ使ࠍ

使ߚߞ児童ߩ安全確保等ߦ取ࠅ組ޕ 

  

㧡 成果及び評価 

 (1) 少人数指ዉ等授業 

少人数指ዉޔテࠖࡓテࠖチンࠣ指ዉߦ߽ߣޔߪ指ዉ法改善ߩ一手法ߢあޔࠅ

担任ߣ指ዉ員等߇連携ߒ児童ߩ理解度ࠍ高ߩߚࠆ指ዉ法ߢあޕࠆ担任ޔ教科

担当ߪ授業ࠍㅴߦࠆあޔࠅߚ十ಽߥ事前打ߜ合わせࠍ重ޔߨ授業ߦあޔࠅߚ߹

߹ߩ未解߇課㗴等ޔ߫ࠇけߥ߇打合せޕいߥࠄߥ߫ࠇけߥߒࠍ事後打合せޔߚ

ޔ教師ޕࠆߥߦߣいこߥࠄߥߦ改善ߩ指ዉ法ޔߡߒߣ結果ޔࠇߐ返ࠅ繰߇授業ޔ߹

児童ࡔߦット߇あࠆ授業ޔߡߒߣ担任ࠅࠃߣ߽ߪ指ዉ員ߟߦい߽ߡ当指ዉ法

少ߡߒߣ授業法ࠆ߈ߢ発揮߇力量ߩ教師ޕいߥࠄߥ߫ࠇけߥけߟࠍ力ߩߡいߟߦ

人数指ዉ߇あޔ߫ࠄߥࠆ当事業ߩ⛮⛯性߽考えߘޔ߇ࠆࠇࠄうߥߢけ߫ࠇ見直

 ޕࠆあ߇行う必要ࠍߒ
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 (平) 教具ޔ教材備品ߩ購入 

   校ౝߩ整備状況ࠍ十ಽߦ掌握ޔߒ耐用ᐕ数߿指ዉ要領等ߦ基ߠいߚ必要ߥ物品

 ޕࠆ購入すߦ適正ࠍ

 (年) 特色あࠆ学校ߠくࠅ 

   学校ߩ特色ޔߚ߹ޔߡߒߣ学校ߩ事業ߡߒߣ定着ޔߒ学校経営ߩ柱ߡߒߣ事業ࠍ

ㅴޕߚこߩ活動߇こࠆࠇߐ⛯⛮ߢ߹ࠇ中ޔߢ学校ߦ対すࠆ地域ߩ関心߇深߹ޕߚߞ

今後߽地域ߦ根ߚߒߑ学校ߠくߩࠅ更ࠆߥ充実ࠍ図ޕࠆ 

 

 

 

 

 

 

     

    ▲辞書引߈大会            ▲ビオトプ活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ▲稲ಿࠅ                ▲読ߺ聞߆せ 
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10-02-01(03) 

学校教育課 

 (ィ) ࠬࠢ࡞ネット 

   授業߿学校ߩࠄ߆情報発信ߪߡߒߣ成果߇あޕߚߞ携帯電ߩ所有߇ᐕ々低ᐕ

齢ൻߡߒいࠆ中ޔߢ家庭߽含ޔ情報ߟߦ࡞ࡕいߩߡ意識改革ߦദࠆ必要߇

あࡄޔߚ߹ޕࠆソコン機器ߩ更新ޔࠅࠃߦ教職員ߦ࠭ࡓࠬ߇利用ࠃࠆ߈ߢう講

習会等ࠍ実施ࠃࠅࠃޔߒい授業ࠃࠆ߈ߢ߇うദ力すޕࠆ 

 

 

 

 

 

 

            ▲大口南ዊ学校ࠫࡍࡓࡎ 

 

 

 

 

 

 

 

    ▲大口ർዊ学校ࠫࡍࡓࡎ       ▲大口西ዊ学校ࠫࡍࡓࡎ 
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款 10 教育費 予 算 額 45,平18,000 

項 0平 小学校費  算 額 44,971,500 

目 01 学校管理費 国県支出金 851,000 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

05 小学校整備事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 44,1平0,500 

大分類  㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸߫し豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

児童߇学習ߩ場ߣしߡ一日ߩ大半を過ߏす学校施設を安全ߢ安心ߥ場所ߣすࠆた

 ޕࠆよう整備すࠆせߏ過ߦ快適ޔ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

   屋ౝㆇ動場ߟߦいޔߪߡ災害時ߩ避難所ߣしߡ指定ߡࠇߐいࠆた耐震工事を優

先しߡ行いޔ整備߇終了したޕ校舎ߩ耐震調査ޔ耐震実施設計ߤߥを実施したޕ 

  

㧟 目標又ߪ改善策 

  今後߽ޔ児童ߩ安全を第一ߦ既存施設ߩ安心安全確保ߣ潤いߩあࠆ教育環境ߠ

くߤߥࠅを推進すޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 大口西小学校正門設置及び付帯工事        㧟㧜，㧞㧣㧝，㧡㧜㧜 

(平) 大口西小学校プルサイ࠼改修工事         㧢，㧠㧡㧣，㧡㧜㧜 

(年) 大口西小学校ㆆ具改修工事             㧝，㧟㧞㧟，㧜㧜㧜 

(4) 西小学校シャワ室設置工事            㧝，㧞㧟９，㧜㧜㧜 

(5) 西小学校機械室アスベス࠻撤去工事         㧡，㧟㧡㧡，㧜㧜㧜 
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10-02-01(05) 

学校教育課 

㧡 成果及び評価 

  児童ߩ学校生活を安全ߢよࠅ衛生的ߦ送ࠆࠇようޔ今後߽施設ߩ整備ޔ改修を行

うޕ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

           ▲大口西小学校正門 
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款取 10取 教育費取 予取 算取 㗵取 9,988,000 

項取 0平取 小学校費取 取 算取 㗵取 9,4年9,165 

目取 0平取 教育振興費取 国県支出金 平91,776 

使用料等取 0 

そߩ他取 0 

事

取

業

取

0年取 小学校教育振興事業取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 9,147,年89 

大分類取 㧝取 新ߒい時代を担う次世代を育取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類取 (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進取

㧝取 目的取

学校教育ޔߪ生涯学習ߩ基礎を築く場ߩߡߒߣ使命を⽶うࠃうޔࠅߥߦそߩ流ࠇ

教ࠆた特色あߒߑ根ߦ地域ޔ緩和ߩ伴う規制ߦࠇそޔ移行ߩ地方分権社会へߢ中ߩ

育ߩ実現をฃけޔߡ子߽ߤたちをขࠅ巻く安全ߥ環境ߠく߿ࠅ将来を見据えた活力

ขߦ本事業ߦたࠆ応えߦ教育課㗴ߥ様々ࠆけ߅ߦ学校ޔߤߥࠅくߠ学校ࠆࠇ溢ߦ

ࠆ具体化を進ߩ一層ߩた基本構想ߞߥߣ一体ߣࠅくߠ地域ߩ今ᓟޔた߹ޕ組ࠅ

構ߩた生涯学習社会ߒߣを目的ߣこࠆߡ人を育ࠆ学び続けߡߞ渡ߦ生涯ޔߦ߽ߣߣ

築を目的ޕࠆߔߣ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

取 取 昭和㧡㧞ᐕ度ޔࠄ߆無償給与ࠆࠇߐ教科書以外ߦ保護者ߩ経済的⽶担を軽減ޔߒ

児童ߩ学習ߩ一助ࠃࠆߥߣうޔ߹たޔゆࠅߣあࠆ豊ߥ߆学習ࠃࠆ߈ߢ߇うޔ副読本

取ޕたߒト教育振興事業をスタߩ支給を行うたߩ

取 取 昭和㧢㧞ᐕ度ޔߪࠄ߆国ߩ就学奨励事業ߩ事務ข扱規程߇整備ޔࠇߐ経済的ߦ就

学߇困難ߥ児童߿当時特殊学級ߦ在籍ࠆߔ児童ߩ保護者ߦ対ޔߡߒ学用品߿給食費

児童をߥ߆豊ߦ߽ߣ心身ߡߒ活動を通ߥ文化的߿活動ߥ体育的ߦࠄߐޔ援助ߩߤߥ

育成ࠆߔข組ߺを実施߈ߡߒたޕ取

取 取

取
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10-02-02(03) 

学校教育課 

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 要保護及び準要保護児童就学援助ޔ特別支援教育就学奨励費ߪ対象ࠆߥߣ要件߇

法ᓞ等ߩ制度߇ߩ߽ࠆࠃߦ多いたޔ改ᱜߦߤߥ柔軟ߦ対応ߡߒいくޕ߹たޔ義務

教育を均一ߦฃけࠆ機会ߩ提供ߦ寄与ޕࠆߔ取

取

㧠取 ౝ容取

取 取 要保護及び準要保護ߦ認定ࠇߐた保護者ߦ対ޔߡߒ学用品費ޔ通学用品費ޔ給食

費ߩߤߥ援助を行ߞたޕ߹たޔ特別支援学級ߦ在籍ࠆߔ児童ߩ保護者ߩうちޔ⽶担

能力ߦ応ߡߓ一部ߩ保護者ߦ対ޔߡߒ就学援助費ߣ同ߓ費目ߩ半㗵を特別支援教育

就学奨励費ߡߒߣ支給ߒたޕ取

取 取 ߹たޔ全児童ߦ対ߡߒ学校ߢ使用ࠆߔ副読本を無償ߢ配布ߒたޕ取

(1)取要保護及び準要保護児童就学援助費取 㧥㧣人取 取 取 㧡，㧤㧣㧥，㧝㧡㧤取

(平)取特別支援教育就学奨励費取 取 取 取 取 取 㧞㧣人取 取 取 取 取 㧤㧜㧤，㧠㧞㧞取

(年)取副読本無償配布取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧣種類取 取 取 㧝，㧡㧡㧟，㧡㧜㧣取

 

㧡取 成果及び評価取

取 取 学用品費ޔ通学用品費ߟߦいޔߪߡ学期ߦ分けߡ支払ߡߞいޔ߇ࠆ転居ޔ支援停

ᱛ等ࠅࠃߦ返納ߦ⽶担を߆けߡいޕࠆ߹たޔ給食費ߟߦいޔߪߡ毎月ߩ実食数分ߩ

⽶担を事ᓟ支援ߡߒいޔ߇ࠆ給食費ߩ未払い߇生ߡߓいࠆ世帯߇あࠆたޔ事業ߩ

主旨を理解ࠄ߽ߡߒうࠃう保護者へߩ周知を更ߦ進ޕࠆ取

取 取 ߹たޔ保護者ߩ教材費⽶担軽減を図ࠆたߦ副読本ߩ無償配布ߤߥを実施ߡߒい

ࠆߔ方を模索ࠅあߩ支援ߥ必要ߦ真ࠄ߇ߥߒ社会情勢等を考慮ߣ現状ߩ教育ޔ߇ࠆ

必要߇あޕࠆ取

取
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款 10 教育費 予 算 額 1,468,511,000 

項 0平 小学校費  算 額 1,440,年年5,84平 

目 0年 学校建設費 国県支出金 481,平07,000 

使用料等 0 

そ650,000,000 ઁߩ 

事

 

業

 

0年 

日ߩ学校ߠくࠅ施設整備

事業 

財

源

ౝ

訳

 

৻般財源 年09,1平8,84平 

大分類  㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸߫し豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

  学校ޔߪ次代を担う子߽ߤたち߇仲間ߣ共ߦ学߮߿ㆆ߮を通しߡ成長すࠆ場ߢあޔࠅ

৻人߭ߩࠅߣ子ߦ߽ߤ基礎基ᧄを身ߦ付けさせࠆ場所ߢあࠆたޔ夢ߩあࠆ学校ߠ

くࠅを目的ߣすޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  日ߩ学校ߠくࠅ施設整備事業ߣしޔߡᐔ成㧝㧢ᐕ度ࠅࠃ大口中学校ߩ建設を検

討しޔᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ߦ新生大口中学校߇開校ޕ新大口北小学校߅ߦいޔߪߡ旧大

口北部中学校跡地ߦ移転すߣࠆいうこޔߢߣ実施設計を実施したޕまたޔ大口西小

学校校舎耐震補強工事設計ߤߥを実施したޕ 

  

㧟 目標又ߪ改善策 

  計↹的ߥ施設整備計↹を立ޔߡ先延߫しすࠆこߥߣく定期的ߦ整備すޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 児童生ᓤߩ安全確保ޔ教育環境ߩ整備ߩたޔߦ北小学校ߩ移転ߣしޔߡ旧

大口北部中学校校舎ߩ改修ޔ耐震補強ޔ校舎棟増築ޔ既設屋ౝㆇ動場ޔプル改

修ޔࠆࠃߦ新生大口北小学校をᐔ成㧞㧞ᐕ㧠月ߦ開校したޕ 
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10-02-03(03) 

学校教育課 

ア 大口北ߞ子わくわく小学校整備工事㧔第㧝工区㧕 

㧝，㧝㧣㧣，㧞㧣㧥，㧥㧡㧜 

イ 大口北ߞ子わくわく小学校整備工事㧔第㧞工区㧕 㧢㧥，㧟㧟㧢，㧣㧡㧜 

  ウ 大口北ߞ子わくわく小学校整備工事㧔第㧟工区㧕 㧞㧤，㧤㧣㧡，㧜㧜㧜 

  エ 大口北ߞ子わくわく小学校整備工事㧔第㧠工区㧕 㧝㧜，㧝㧤㧡，㧜㧜㧜 

   ࠝ 大口北ߞ子わくわく小学校整備工事監理委託料   㧞㧠，㧝㧡㧜，㧜㧜㧜 

(平) 南小学校߅ߦいޔߪߡ全面改築ࠆࠃߦ教育環境整備を行うたߦ用地拡張ߩ買

収を完了しޔ設計ߦ着手したޕ 

  ア 用地購入㧔大口↸奈良子ਃৼ目㧝㧝㧜㧕㧞，㧥㧞㧥㎡ 

㧢㧝，㧤㧜㧝，㧥㧜㧜 

  イ 大口南小学校建設工事実施設計委託料       㧞㧜，㧟㧣㧜，㧜㧜㧜 

              㧔うちᐔ成㧞㧝ᐕ度支出 㧢，㧝㧝㧜，㧜㧜㧜㧕 

 

㧡 成果及߮評価 

(1) 大口北小学校ߩ移転ߦ伴う旧大口北部中学校改修工事等を行ߞたޕౝ容ߪ既設

校舎ߩ全面改修ޔ耐震補強工事及߮普通教室ޔ特別支援学級室ޔ職員室ޔ校長室

等ߩ教室棟ߩ増築を行ߞたޕまたޔプルを小学校様ߦ改修しޔᐔ成㧞㧞ᐕ㧟

月ᧃߦ移転すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

(平) 大口南小学校ߩ改築ߟߦいޔߪߡ学校敷地南側ߩ農地を買収ࠅࠃߦ用地拡張߇

環境整備を図ߩ南小学校ޔߢߣこࠆルを新築すプޔ屋ౝㆇ動場ޔ校舎棟ޔ߈ߢ

予ߩたࠆを検討す߆ᓥ来方式߆ＰＦＩ方式ߢ㧥月補正ޕたߞߥߣ可能߇ߣこࠆ

算を計したޔ߇早期ߦ用地拡張߈ߢ߇たこޔࠅࠃߦߣᓥ来方式ࠅࠃߦ実施すࠆ

こߣを確認しޔᐔ成㧞㧠ᐕ㧠月開校を目標ߦ㧝㧝月補正予算ࠅࠃߦ設計業務ߦ着

手すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ既設校舎を利用しߩࠄ߇ߥ建設工事ࠆߥߣたޔ騒音等ޔ

授業ߦ支障ߥ߇いࠃうߥ工程ޔまたޔㆇ動場߇工事現場ߣしߡ狭くࠆߥたޔ学

校外ߩ施設ߩ利用߇必要ޔ߅ߥޕࠆߥߣ建設事業ߟߦいޔߪߡ㧟ࠞᐕ㧔ᐔ成㧞㧞

ᐕ度～㧞㧠ᐕ度㧕ߦわたࠆ長期的ߥ工事ࠆߥߣたޔ保護者地域ߪߦ建設ߦ関

すࠆ情報を逐次発信しޔ理解ߣ協力を得ࠆ必要߇あޕࠆ 
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款 10 教育費 予 算 額 116,766,000 

項 0年 中学校費  算 額 114,年48,5年1 

目 01 学校管理費 国県支出金 年5,958,110 

使用料等 0 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 中学校運営事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 78,年90,4平1 

大ಽ類 㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類 (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

学校家庭地域社会ߩ連携ޟޔߣ߽ߩ開ࠇ߆た学校ߠく߿ޠࠅ授業改革を目指ߒ

た教員ߩ資質向上を図ޔࠅ学校教育ߩ目的を達成すࠆたޔߦ適ಾߟ߆効果的ߦ教育

事務を推進すޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  学校経営案を߽ߦߣ教育目標ޔ経営方針ޔ重点ദ力目標を設定ޔߒ学校ߩ特色を

生ߒ߆た学校ߠくޔࠅ地域ߦ開ࠇ߆た学校ߠくߦࠅദ力߈ߡߒたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  学校経営案ߦ基ޔ߈ߠ地域ߦ根ߒߑた学校ߠくߩࠅ更ࠆߥ充実を図ޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

 (1) ࠬクルネット 

   ࠬクルネット推進事業嘱託員を派遣ࠫࡍࡓࡎޔߒを使ߞた開ࠇ߆た学校

安全確保ߩた児童ߞル配信を使ࡔ緊急ޔࠅくߠ授業ࠆ関すߦ情報教育ޔࠅくߠ

等ߦ取ࠅ組ޕ 

 (平) 特色あࠆ学校ߠくࠅ 

   地域ߦ寄与すࠆ活動ޔ地域ߩ教育力を生߆す活動ޔ地域ߦ発信すࠆ活動等ߦ取

 ޕࠆദߦ確立ߩ学校体制歩ߦ共ߣ地域ޔߺ組ࠅ
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10-03-01(03) 

学校教育課 

 (年) 教具ޔ教材備品ߩ購入 

   学校情報通信技術環境整備事業補ഥ金を活用ޔߒ生徒教員ߩパソコン等を整備

 ޕたߞ整備充実を図ߩ教材備品߿教具ࠆ使用すߢ授業ޔた߹ޕたߒ

 

㧡 成果及び評価 

 (1) ࠬクルネット 

   授業߿学校ߩࠄ߆情報発信ߪߡߒߣ成果߇あߞたޕ携帯電話ߩ所有߇ᐕ々低ᐕ

齢化ߡߒいࠆ中ޔߢ家庭߽含ޔ情報ࡕラルߟߦいߩߡ意識改革ߦദࠆ必要߇

あޕࠆ߹たޔパソコン機器ߩ更新ޔࠅࠃߦ教職員ߦ࠭ࡓࠬ߇利用ࠃࠆ߈ߢう講

習会等を実施ࠃࠅࠃޔߒい授業ࠃࠆ߈ߢ߇うദ力すޕࠆ 

 (平) 特色あࠆ学校ߠくࠅ 

   学校ߩ特色ޔߡߒߣ߹たޔ学校ߩ事業ߡߒߣ定着ޔߒ学校経営ߩ柱ߡߒߣ事業

を進たޕこߩ活動߇こࠆࠇߐ⛯⛮ߢ߹ࠇ中ޔߢ学校ߦ対すࠆ地域ߩ関心߇一層

深߹ߞたޕ今後߽地域ߦ根ߒߑた学校ߠくߩࠅ更ࠆߥ充実を図ޕࠆ 

 (年) 教具ޔ教材備品ߩ購入 

   校ౝߩ整備状況を十ಽߦ掌握ޔߒ耐用ᐕ数߿指ዉ要領等ߦ基ߠいた必要ߥ物品

を適正ߦ購入すޕࠆ 
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款取 10取 教育費取 予取 算取 㗵取 14,514,000 

項取 0年取 中学校費取 取 算取 㗵取 1年,5平8,98平 

目取 0平取 教育振興費取 国県支出金 14平,平平4 

使用料等取 0 

そߩ他取 0 

事

取

業

取

0年取 中学校教育振興事業取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 1年,年86,758 

大分類 取 㧝取 新ߒい時代を担う次世代を育取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進取

㧝取 目的取

学校教育ޔߪ生涯学習ߩ基礎を築く場ߩߡߒߣ使命を⽶うࠃうޔࠅߥߦそߩ流ࠇ

教ࠆた特色あߒߑ根ߦ地域ޔ緩和ߩ伴う規制ߦࠇそޔ移行ߩ地方分権社会へߢ中ߩ

育ߩ実現をฃけޔߡ子߽ߤたちをขࠅ巻く安全ߥ環境ߠく߿ࠅ将来を見据えた活力

ขߦ本事業ߦたࠆ応えߦ教育課㗴ߥ様々ࠆけ߅ߦ学校ޔߤߥࠅくߠ学校ࠆࠇ溢ߦ

取ޕ組ࠅ

߹たޔ今ᓟߩ地域ߠくߣࠅ一体ߞߥߣた基本構想ߩ一層ߩ具体化を進߽ߣߣࠆ

構築をߩた生涯学習社会ߒߣを目的ߣこࠆߡ人を育ࠆ学び続けߡߞわたߦ生涯ޔߦ

目的ޕࠆߔߣ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過取

取 取 昭和㧡㧞ᐕ度ޔࠄ߆無償給与ࠆࠇߐ教科書以外ߦ保護者ߩ経済的⽶担を軽減ޔߒ

生徒ߩ学習ߩ一助ࠃࠆߥߣうޔ߹たޔゆࠅߣあࠆ豊ߥ߆学習ࠃࠆ߈ߢ߇うޔ副読本

取ޕたߒト教育振興事業をスタߩ支給を行うたߩ

取 取 昭和㧢㧞ᐕ度ޔߪࠄ߆国ߩ就学奨励事業ߩ事務ข扱規程߇整備ޔࠇߐ経済的ߦ就

学߇困難ߥ生徒߿当時特殊学級ߦ在籍ࠆߔ生徒ߩ保護者ߦ対ޔߡߒ学用品߿給食費

生徒をߥ߆豊ߦ߽ߣ心身ߡߒ活動を通ߥ文化的߿活動ߥ体育的ߦࠄߐޔ援助ߩߤߥ

育成ࠆߔข組ߺを実施߈ߡߒたޕ取

取 取

取
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10-03-02(03) 

学校教育課 

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 要保護及び準要保護児童就学援助ޔ特別支援教育就学奨励費ߪ対象ࠆߥߣ要件߇

法ᓞ等ߩ制度߇ߩ߽ࠆࠃߦ多いたޔ改ᱜߦߤߥ柔軟ߦ対応ߡߒいくޕ߹たޔ義務

教育を均一的ߦฃけࠆ機会ߩ提供ߦ寄与ޕࠆߔ取

取

㧠取 ౝ容取

取 取 要保護及び準要保護ߦ認定ࠇߐた保護者ߦ対ޔߡߒ学用品費ޔ通学用品費ޔ給食

費ߩߤߥ援助を行ߞたޕ߹たޔ特別支援学級ߦ在籍ࠆߔ生徒ߩ保護者ߩうちޔ⽶担

能力ߦ応ߡߓ一部ߩ保護者ߦ対ޔߡߒ就学援助費ߣ同ߓ費目ߩ半㗵を特別支援教育

就学奨励費ߡߒߣ支給をߒたޕ取

取 取 ߹たޔ全生徒ߦ対ߡߒ学校ߢ使用ࠆߔ副読本を無償ߢ配布ߒたޕ取

(1)取要保護及び準要保護生徒就学援助費取 㧣㧣人取 取 取 㧢，㧤㧝㧣，㧜㧡㧜取

(平)取特別支援教育就学奨励費取 取 取 取 取 取 取 㧣人取 取 取 取 取 㧞㧢㧢，㧜㧞㧥取

(年)取副読本無償配布取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧝㧞種類取 取 取 㧝，㧥㧠㧠，㧢㧣㧟取

 

㧡取 成果及び評価取

学用品費ޔ通学用品費ߟߦいޔߪߡ学期ߦ分けߡ支払ߡߞいޔ߇ࠆ転居ޔ支援停

ᱛ等ࠅࠃߦ返納ߦ⽶担を߆けߡいޕࠆ߹たޔ給食費ߟߦいޔߪߡ毎月ߩ実食数分ߩ

⽶担を事ᓟ支援ߡߒいޔ߇ࠆ給食費ߩ未払い߇生ߡߓいࠆ世帯߇あࠆたޔ事業ߩ

主旨を理解ࠄ߽ߡߒうࠃう保護者へߩ周知を更ߦ進ޕࠆ取

߹たޔ保護者ߩ教材費⽶担軽減を図ࠆたߦ副読本ߩ無償配布ߤߥを実施ߡߒい

ࠆߔ方を模索ࠅあߩ支援ߥ必要ߦ真ࠄ߇ߥߒ社会情勢等を考慮ߣ現状ߩ教育ޔ߇ࠆ

必要߇あޕࠆ取

取
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款 10 教育費 予 算 額 128,877,000 円

項 04 学校給食費 決 算 額 123,884,954 円

目 01 給食センター費 国・県支出金 0 円

使用料等 0 円

その他 102,099,110 円

事

 

業

 

03 給食センター運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 21,785,844 円

大分類  １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸ばし豊かな人間性を育む学校教育・生涯学習の推進 

１ 目的  

 (1) 日常生活における食事について、正しい理解と望ましい習慣を養うこと。 

 (2) 学校生活を豊かにし、明るい社交性を養うこと。 

 (3) 食生活の合理化、栄養の改善及び健康の増進を図ること。 

 (4) 食料の生産、分配及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 (5) 児童生徒の嗜好及び地域の実態を的確にとらえ、栄養に配慮しながら魅力ある

給食とするための工夫に努めること。 

 (6) 学校給食の意義を家庭に周知し、また、家庭との密接な連絡を図り、学校給食

に対する関心を深めるとともに食生活の改善に役立てること。 

 (7) 衛生管理の徹底に努め、給食に起因する伝染病または、食中毒の皆無を図るこ

と。 

 (8) 町内でとれた食材を生かした献立を考え、健やかな食習慣を推進する。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  平成１９年度には、児童生徒に食に関する正しい理解とそれに関する家庭・学校・

地域との連携を深めるため、学校栄養職員が、学校に出向き担任の先生とのＴＴ授

業を行ってきた。平成２０年度から、栄養教諭として、１名が配置され、関連教科

や食に関する指導が個別指導も含めてできるようになった。 

  また地産地消をさらに進めるため、これまで取り入れてきた、米・黒米・大豆・ 

 キャベツ・ブロッコリーに加え、新たに水菜・奈良漬をとり入れた。 

228



10-04-01(03) 

学校給食センター 

３ 目標又は改善策 

(1) 大口町産の食材利用を拡大する。 

(2) 施設や機械器具類の適正な維持管理に努める。 

 

４ 内容 

(1) 安心安全な学校給食の実施 

  調理総数              ４２７，２２０食 

   内訳  小学校分         ２８９，６４３食 

       中学校分         １３４, ４７５食 

       給食センター分        ３，１０２食 

(2) 学校給食センター運営委員会の開催 

給食センターの運営に関し重要な事項を審議するため、運営委員会を２回開催

した。委員は議会代表２名、有識者１名、学校長４名、ＰＴＡ代表４名の１１名 

ア 平成２１年７月７日（火）  委員１１名出席 

イ 平成２２年２月１０日（火） 委員１１名出席 

(3) 学校給食献立委員会の開催 

毎月の献立の反省と今後の献立について協議するため、献立委員会を５回開催

した。委員は、学校の給食担当の教諭４名、栄養教諭１名、栄養士１名、調理員

代表１名、所長の８名 

(4) 学校給食物資選定会の開催 

平成２２年度購入する給食物資の選定を行った。委員は、献立委員会の８名に

学校長の代表１名が加わり９名 

ア 平成２２年２月２６日（金） 委員９名出席 

(5) 大口町産の地場産物を取り入れた給食の実施 

その地域で育まれた旬の農産物を食べるのは、健康に良く、おいしいといわれ、

安心安全な給食の提供や環境への負担の軽減にもなる。 

  平成２１年度の使用量は次のとおりである。 
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ア 使用野菜等  合計 ５，５６１ｋｇ 

（内 容） キャベツ  2,006kg    黒米         125kg 

         大豆      467kg   精白米        2,421kg 

         水菜      422kg    ブロッコリー      63kg 

           奈良漬         57kg 

※なお、この他にご飯のときに使用する米は、大口町産米をほぼ１００％使用し

ている。 

(6) 学校での給食試食会の実施 

全小学校では、１年生の保護者を対象に給食についての理解を深めていただく

ため、給食試食会（無料）が行われた。その時に栄養教諭が講師となり学校給食

や、家庭での食事の大切さなどをわかりやすく説明した。 

ア 平成２１年６月１２日（金）  南小学校 ５４名    

イ 平成２１年６月１１日（木）  北小学校 ７１名 

ウ 平成２１年６月１８日（木）  西小学校 ４４名 

(7) 食に関する指導 

  ア ＴＴ授業…栄養教諭が学校に出向き、担任の先生とともに授業を行った。 

    北小学校     ２２回 

  イ 給食時訪問 

    栄養教諭、栄養職員が給食時に学校を訪問し、約１０分間程度の栄養指導を 

行った。 

    南小学校      ６回     北小学校      １８回 

    西小学校     １８回     大口中学校     １１回 

(8) 衛生管理検査の実施 

調理員の手洗い消毒後の手指の一般細菌検査や調理器具や作業着等の一般細

菌・大腸菌・黄色ブドウ球菌の検査を実施し、意識の向上に努めた。 

ア 平成２１年９月１０日（木）  検査件数      １６件 
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10-04-01(03) 

学校給食センター 

 

５ 成果及び評価 

食に関する児童生徒への指導として、２０年度から「栄養教諭」が１名配置され、

学校栄養職員、学級担任と協力して、学校でのＴＴ授業の実施や、給食時に児童生

徒と給食を共にし、指導案に基づき日常生活の中での食生活の大切さを楽しく指導

できた。 

地産地消を推進するために、従来の精白米、黒米、キャベツ等に加え、水菜・奈

良漬を新たに取り入れた。 

こうした様々な「食」に関する取り組みが認められ、平成２１年１１月に、「第６

０回全国学校給食研究協議会」において文部科学大臣表彰を受け、一定の評価を得

ることができた。 
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款 干0 教育費 予 算 㗵 8ん9イ年ん000 

項 0イ 社会教育費  算 㗵 8ん77干ん平ィィ 

目 0干 社会教育総務費 国県支出金 6ん6干イん000 

使用料等 0 

他 イ平9ん年00ߩߘ 

事

 

業

 

0年 家庭教育推進事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 干ん6平6ん9ィィ 

大ಽ類  㧝 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊಽ類  (平) 一人߭߇ࠅߣ尊重ࠆࠇߐ社会地域ߩߺࠆߋ子育ߡ環境ߩ実現

㧝 目的  

  家庭߿地域社会ߩ役割ߔ߹ߔ߹߇大ࠆߥߊ߈現在ޔ子ߦߜߚ߽ߤ学校外ߩߢ様々

社会性ߥ߆豊ޔߪߣߎࠆߔ参加ߦ活動߇ࠇߙࠇߘޔਈえࠍ機会ࠆ߈ߢ߇学習活動ߥ

子役割ߩ大人ޔせߚ持ࠍ時間ߩあいࠇ߰ߩ親子ޔߢߎߘޕࠆ߇ߥߟߦߣߎ育ࠍ

ࠍ向ߩ家庭教育ࠆあߢ基ߩ教育ߩߡߴߔޔࠅ図ࠍ展開ߩ事業ࠆߡ持߇役割ߩ߽ߤ

目指ޔߦࠄߐޕߔ学校地域ߩߣ連携ࠍ図ޔࠅ家庭教育ߩ充実ࠍ目指ޕߔ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧜ᐕࠄ߆始߹ߚߞ自然体験教室㧔日間賀島㧕ޔߪ᥉段体験ߥ߈ߢいౝ容ߩ

自然ߚߒうߎޔߚ߹ޕߚ߈ߡߞ行ࠍ事業ߡߒ⛯⛮ޔࠅあ߇根強い人気ޔᲤᐕޔߚ

体験教室ࠄ߆新ߥߚ取ࠅ組ޔߡߒߣߺᐔ成㧞㧜ᐕᐲࠄ߆親子ߎߩߌߚ自然教室߿親

子雪遊߮教室ࠍ開催ࠅߣޔߒわߌ家庭教育講ᐳޔߦ父親ߩ参加߇促進ࠃࠆ߈ߢうߦ

取ࠅ組ޕߚ߈ߢࠎ 

Უ親ߣ幼児ࠇ߰ߩあいޟߚߒߦࡑ࠹ࠍ親子߰ࠇあい広場ޟ߿ޠ幼児講ᐳ～音楽

ࠃうࠄ߽ߡ深ࠍあいࠇ߰ߩ親子ޔߒ開催ࠍ家庭教育講ᐳߩ各種ޔߤߥޠ遊߷うߣ

う家庭教育ߩ推進ߦ努ޕߚ߈ߡ 
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㧟 目標又ߪ改善策 

  親子ߢ参加ࠆߔ講ᐳ等ࠍ企↹ߚߒ場合ޔᲣ親ߩ参加߇多ޔߊ父親ߩ参加߇少ߥい

家庭教育ޔߒ↹企ࠍ講ᐳ等ߥ必要߇出番ߩ父親ޔߒ示ࠍ興味߇父親ޕࠆあߢ常߇ߩ

推進事業ߩ充実ࠍ図ޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(干) 自然体験教室㧔日間賀島㧕 

期 ࠕ 間 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣㧡日㧔日㧕 

ࠗ 会 場 知多郡南知多↸ 日間賀島 

ウ 指 ዉ 者 日間賀島観శ協会 

エ 参 加 者 㧠㧞家族㧝㧞㧥人㧔大人㧡㧡人ޔ高校生㧞人ޔ中学生㧝人ޔዊ学 

生㧢㧟人ޔ園児㧡人ޔ幼児㧟人㧕 

ࠝ ౝ 容 魚࠲ߣコࠅߤߺ߆ߟߩᐓ物作ࠅ体験浜辺ࠢߢエࠪョン

ࠞ 所 感 離島ࠍ訪ޔߡߞࠃߦߣߎࠆࠇ子߽ߤ達ߦ魚ߦ触ߣࠆࠇいう᥉        

段経験ߥ߈ߢいࠍߣߎ体験ޔߚ߹ޕߚߞࠄ߽ߡߒ親子ߢ昼食߿ᐓ

物ࠍࠅߊߠ体験ޔߡߞࠃߦߣߎࠆߔ親子共通ߩ㗴ߣࠅߊߠコࡒ

ュࠪࠤ࠾ョンࠍ養うޕߚ߈ߢ߇ߣߎ 

キ 経 費 㧢㧣㧢，㧟㧜㧜㧔委託料ޔ賃借料㧕 

 

(平) 日食ࠍ観測ࠆߔ会 

対 ࠕ 象 ዊ学㧢ᐕ生 

ࠗ 参加人数 㧞㧝人 

ウ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣㧞㧞日㧔日㧕 

エ 場 所 大口中学校 

ࠝ ౝ 容 日食ߟߦいߩߡ学習及߮遮శ板ޔ望遠鏡等ࠆࠃߦ観察 
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ࠞ 所 感 㧠㧢ᐕ߱ߩࠅ皆既日食߇見ߤ߆ࠆࠇࠄうޔ߆微妙ߥᄤ候ߢあߚߞ 

 ޔߪߜߚ߽ߤ子ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ観測ࠍᄥ陽ߦߣߏ࠻ンࠗࡐޔ߇

大変興味ࠍ持ߡߞ取ࠅ組ޔߺ自然ߩਇ思議߿ߐ素晴ࠍߐߒࠄ体感

 ޕߚ߈ߢ

キ 経 費 㧜 

 

(年) 親子ߎߩߌߚ自然教室 

 ࠅߊߠࠎߪߏ竹ߣࠅ߶ߎߩߌߚ ࠕ

㧔ࠕ㧕対 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親ޔ一般成人 

㧔ࠗ㧕参加人数 㧝㧜家族㧟㧣人 

㧔ウ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧠㧝㧞日㧔日㧕 

㧔エ㧕場 所 大口↸ߎߩߌߚ広場 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 ޔߣࠅ߶ߎߩߌߚ竹ࠍ使ߚߞ筍ߏ飯ࠅߊߠ 

㧔ࠞ㧕所 感 参加者߽多ޔߊ特ߦ父親ߩ参加߇目立ޕߚߞ親子ߎߩߌߚ自然

教室ޔߪ前ᐕᐲࠄ߆㧟回目ޔࠅߥߣ徐々ߦ全↸的ߦ周知ߡࠇߐ

いࠆ実感ޕߚߒ߇ 

㧔キ㧕経 費 㧢，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

ࠗ 竹筆ࠅߊߠ 

㧔ࠕ㧕対 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親 

㧔ࠗ㧕参加人数 㧤家族㧞㧠人 

㧔ウ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧢㧣日㧔日㧕 

㧔エ㧕場 所 大口↸ߎߩߌߚ広場ޔ中央公民館Ｃ会議室 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 竹ߩ採集ޔߣ竹筆ޔࠅߊߟࠍ紙ߦ文字ࠍ書ߊ 

㧔ࠞ㧕所 感 父親ߩ参加߇目立ޕߚߞ子߇ߜߚ߽ߤ積極的ߦ竹ࠍಾޔࠅߚߞ 

叩いߡߒࠅߚ竹筆ߦࠅߊߠ励ߢࠎいޕߚ 

㧔キ㧕経  費 㧢，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 
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ウ 竹笛ࠅߊߠ 

㧔ࠕ㧕対 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親 

㧔ࠗ㧕参加人数 㧡家族㧝㧟人 

㧔ウ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜㧝㧤日㧔日㧕 

㧔エ㧕場 所 中央公民館Ｃ会議室 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 ࠅߣ笛ޔＷࠅߣ笛ࡔ࡞ࡖ࠴ޔ笛ߡߚޔ笛ࠍ作ޕࠆ 

㧔ࠞ㧕所 感 親子ߢ協力ߡߒ真剣ߦ取ࠅ組姿ࠍ見ޔߡ家族ߩ温߆い߰ࠇあ

いߣ߭ߩ時ࠍ感ޕߚߓ 

㧔キ㧕経 費 㧢，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

エ 竹紙ߢᐕ賀状ࠅߊߠ 

㧔ࠕ㧕対 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親 

㧔ࠗ㧕参加人数 㧣家族㧝㧤人 

㧔ウ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧞㧥日㧔日㧕 

㧔エ㧕場 所 中央公民館Ｃ会議室 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 竹ߩ繊維ࠄ߆ࡊ࡞ࡄߣ竹紙ࠄ߆ߎߘޔࠅߊߟࠍᐕ賀状ޕࠆߊߟࠍ 

㧔ࠞ㧕所 感 親子ߢ競い合ߡߞ作ߡߞいࠆ家族߽あޔࠅ心ࠇ߰ߩあい߇十ಽ

 ޕߚߓ感ߣߚ߈ߢߦ

㧔キ㧕経 費 㧢，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

ࠝ 竹ࡄߢンࠅߊߠ 

㧔ࠕ㧕対 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親 

㧔ࠗ㧕参加人数 㧝㧡家族㧠㧞人 

㧔ウ㧕期 日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧝㧣日㧔日㧕 

㧔エ㧕場 所 大口↸ߎߩߌߚ広場 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 ࡄン生地ࠍ竹ߦߡ直火焼ޕࠆߔࠍ߈ 
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㧔ࠞ㧕所 感 親子ߎߩߌߚ自然教室ߩ講ᐳޔߢ㧝㧡家族ߣ非常ߩࠎߐߊߚߦ

参加者߇あޕߚߞ㧡回ߢ࠭ࠪߩ開設ߚ߈ߡߒ成果ࠍ感ࠄߓ

 ޕߚࠇ

㧔キ㧕経  費 㧢，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(ィ) ࠝࠫ放送ࡖ࠴ߦンࠫ 

対 ࠕ 象 ዊ学生以 

ࠗ 参加人数 㧝㧢人 

ウ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡 

 㧣 㧡回ࠄ߆

エ 場 所 中央公民館研修視聴覚室 

ࠝ ౝ 容 愛知ർＦ㧹放送ߢ生放送ߦ出演ޟޔߚࠆߔޔߣߎߔ聞ޠߣߎߊ 

 ޕࠆߔ体験ࠍߐߒ楽ߩョンࠪࠤ࠾ュࡒコޔࠄ߇ߥ学߮ࠍ基本ߩ

ࠞ 所 感 子ޔߪߜߚ߽ߤ実際ࠝࠫߦ番組ߩ中⛮ߦ出演ޔࠄ߇ߥߒ学校ߩ 

授業ߥ߈ߢߪߢいޔ貴重ߥ経験ߣߚ߈ߢ߇思うޕ 

キ 経 費 㧞㧟，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(イ) 大口↸ߩ企業見学講ᐳ 

対 ࠕ 象 ዊ学㧠ᐕ生～㧢ᐕ生 

ࠗ 参加人数 延ߴ 㧠㧞名 

ウ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧤㧡日㧔水㧕 

エ 見学企業 東海理ൻンࠗ࠽青山製作所 

ࠝ ౝ 容 大口↸ߦあࠆ企業ࠍ見学ߦࠅߊߠߩ߽ޔߡߒ対ࠆߔ興味関心ࠍ 

高ޕࠆ 

ࠞ 所 感 自ಽ߇暮ߔࠄ大口↸ߟߦいߡ学߱機会ߦࠅߊߠߩ߽ޔࠅߥߦ対ߔ 

 ࠍޠߌ߆ߞ߈ޟߩ自覚ߩߡߒߣ一員ߩ地域ޔ高ࠍ関心興味ࠆ

 ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߊߟ

キ 経 費 㧜 
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(6) 親子ߢ夏࠺ߩキࡖンࡊ 

期 ࠕ 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧤㧞㧟日㧔日㧕 

ࠗ 会 場 岐阜県関市ਅ之保ߩ山林 

ウ 指 ዉ 者 大口↸㧺㧼㧻団体桜口魂 

エ 参 加 者 㧥家族㧞㧡人㧔大人㧝㧝人ޔዊ学生㧝㧠人㧕桜口魂㧝㧞人 

ࠝ ౝ 容 ࠳ンࡉࠝ࡞ࡏンޔࠅߊߠࠩࡇߢ魚ࠅߤߺ߆ߟߩ丸ᄥ工 

ࠞ 所 感 大口↸ߩ企業߇所ߡߒいࠆ山林߅ࠍ借ޔߡߒࠅ生涯学習課ߣ桜

口魂ߩߣ協働事業ߢ親子࠺キࡖンࠍࡊ行ߢޕߚߞあいࠇ߰あ

いわߜ߆あい教室ޔࠅ߅ߣߩ青ᐕߣߜߚ親子ߣ自然ߩ中߰ߩߢ

 ޕߚߞߛいశ᥊ߒ߹微笑߽ߡߣޔߪあいࠇ

キ 経 費 㧝㧢㧜，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 

 

(7) 親子ペࠅߊߠ࠻࠶ࠤࡠ࡞࠻ࡏ࠻࠶ 

 

 

 

 

 

 

対 ࠕ 象 ዊ学生以ߩ子ߣ親 

ࠗ 参加人数 㧝㧜家族㧞㧞人 

ウ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧞㧞日㧔日㧕 

エ 場 所 大口南ዊ学校 

ࠝ ౝ 容 ペࠍ࠻࠶ࠤࡠࠄ߆࡞࠻ࡏ࠻࠶作ߡߞ飛߫ޕߔ 

ࠞ 所 感 現役ߩዊ学校ߩవ生ࠍ講師߅ߦ招ޔߒ߈ペޔࠍ࠻࠶ࠤࡠ࡞࠻ࡏ࠻࠶

ߡࠇߐ説ߊߔ߿ࠅಽࠍ原理ߩߘޔߊߥߢߌߛߔ飛߫ߡߞ作ߛߚ

いߪߩߚ良ޕߚߞ߆親߽童心߆ߦえߡߞ取ࠅ組ߢࠎいޕߚ 

キ 経 費 㧤，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 
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(8) 親子ࡄンࠅߊߠ教室 

対 ࠕ 象 親子 

ࠗ 参加人数 㧟㧟家族㧣㧟人 

ウ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝ࠄ߆㧞 㧟回 

エ 場 所 中央公民館調理室 

ࠝ ౝ 容 ߩࠇߙࠇߘ時期ࡄߛࠎߥߜߦンࠍ親子ޕࠆߊߟߢ 

ࠞ 所 感 Ფ回ޔ親子ߢ楽ࡄߊߒンߦࠅߊߠ取ࠅ組ߢࠎいޕߚ作ࡄߚߞンࠍ

 ޕߚߞ߆ࠃߡ߈ߢ߇ߣߎࠆ帰ߜ持ߦ土産߅

キ 経 費 㧢㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(9) 親子ߢ雪遊߮ 

期 ࠕ   日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧞㧠日㧔日㧕 

ࠗ 会 場 岐阜県郡市  

鷲ヶ岳ࠬ࠼࡞ࠖࡈࡁ 

ウ 指 ዉ 者 鷲ヶ岳ࠬ࠼࡞ࠖࡈࡁ 

ࠗンࠬ࠲ࠢ࠻ 

エ 参 加 者 㧝㧡家族㧠㧡人 

㧔一般㧟㧥人ޔ四歳以ਅ㧢人㧕 

ࠝ ౝ 容 ࠖ࠹ࡈ࡞ࡆࡕンࠣ࠴ޔ࠻ࡏ࠽࠽ࡃޔュࡉ滑ࠅߘޔࠅ遊߮ޔ

雪合戦ߤߥ 

ࠞ 所 感 昨ᐕᐲޔߪ雪ਇ足ߢ中ᱛޔ߇ߚߞߥߣ今回ߪ雪߽十ಽޔߢᄤ候ߦ

߽恵߹ޔࠇ親子ߢ雪ߚߦわߡ߈ߢ߇ߣߎࠆࠇ良ޕߚߞ߆ 

キ 経 費 㧞㧝㧣，㧡㧞㧜㧔委託料㧕 

 

(干0) ߰ࠇあい߹ࠅߟ㧞㧜㧜㧥ࠆߌ߅ߦ家庭教育推進事業 

 参加人数 約㧝，㧢㧜㧜人 ࠕ

ࠗ 期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧤日㧔日㧕 午前㧝㧜時～午後㧟時 

ウ 場 所 健康文ൻン࠲駐車場 
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エ ౝ 容 ߰ࠇあい߹߅ߦࠅߟいߡዊ学校㧟校ޔ中学校㧝校ࠍࠬࡉߢ開い

ߩ木ߢ親子ޔࠅ作࠲ࡊコߺ߆ޔࠇ玉入࠷ࠤࡃޔߪߢࠬࡉޕߚ

ࠗࠬ作ޔࠅ輪ޔߍߥ手作ࡊ࠶ࡐࠅコン販売ߔ࡞ࡏࡄࠬޔ

 ޕߚࠇ行わߦ盛大ߤߥいߊ

ࠝ 所 感 参加ߚߒ㧼ＴＡ役員ࡏ߿ࠎߐンߩࠕࠖ࠹生徒ޟߪࠄ߆ࠎߐ多ߊ

ߊ多߇感想ߚߞいߣޠ満足ߡ߈ߢ߇活動ߊߒ楽ޔࠅあ߇参加者ߩ

寄せޕߚࠇࠄᱜߦ親子ࠇ߰ߩあいߩ場ߢあޔࠅ子ߩߜߚ߽ߤ喜߱

姿ࠍ見ߡ߈ߢ߇ߣߎࠆ本当ߦ良ޕߚߞ߆ 

ࠞ 経 費 㧝㧢，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 

 

㧡 成果及߮評価 

家庭教育ߦ関連ߚߒ各種ߩ講ᐳ߿教室ࠍ開催ޔࠅࠃߦߣߎࠆߔ多ߩߊ参加者߇家

族ߩ絆ߩߘޔ意義ࠍ体験ߩߘޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ中ߢ㧡回ߢ࠭ࠪߩ行ޟߚߞ親

子ߎߩߌߚ自然教室߿ޠ一日教室ߢ行ޟߚߞ親子ペߦޠࠅߊߠ࠻࠶ࠤࡠ࡞࠻ࡏ࠻࠶

成ޔࠇࠄ見߇ޠ積極的参加ߩ講ᐳ߳ߩ父親ޟߚいߡߒߣ重点目標ߩ生涯学習課ޔߪ

果߇あޕߚߞ 

山ߩߢ自然体験教室ޔߡߒߣ初ߡ行ޟߚߞ親子ߢ夏࠺ߩキࡖンޔ߽ޠࡊ大口

↸㧺㧼㧻団体桜口魂ߩߣ協働事業ޔࠅࠃߦ家族߿青ᐕࠇ߰ߩߣあいޔߢ意義߭ߥ

ߡߞ行ߡߒ⛯⛮ޔࠅࠃߦߒ見直ߩ事業ߩ全体↸ޔ߅ߥޕߚ߈ߢ߇ߣߎߔߏ過ࠍ時ߣ

団体ߩ支援ߡ子育ߩ他߿民間ࠄ߆㧞㧝ᐕᐲޔߪޠ～遊߷うߣ幼児講ᐳ～音楽ޟߚ߈

ߘޔߡߒߣ行う事業ߢ課߽ߤߎ福祉ޔあい広場߽ࠇ親子߰ޔߚ߹ޔߒߣ行う事業ߢ

 ޕߚߒ除外ࠄ߆本事業ࠇߙࠇ

今後ޔ߽ߣ各事業ࡑ߇ンࡀൻߥߩߣߎࠆߔいࠃうࠕޔߦン࠻ࠤ調査等࠾ߢ

 ޕいߚ߈いߡߌ設ࠍ場ߩあいࠇ߰ߩ親子ޔߢߣߎࠆߔ展開ࠍ各種事業ߚߞあߦ࠭
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款 1ｆ 教育費 予 算 㗵 エｂエ年平ｂｆｆｆ 

項 ｆイ 社会教育費  算 㗵 エｂェ年6ｂェ6ィ 

目 ｆ1 社会教育総務費 国県支出金 ｆ 

使用料等 ｆ 

他 ｆߩߘ 



 

業

 

ｆィ 生涯学習活動推進業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 エｂェ年6ｂェ6ィ 

大分類 㧝 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性ࠍ伸߫ߒ豊ߥ߆人間性ࠍ育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的  

  生涯学習ޔߪ生涯ࠍ通ߡߓ人々߇自ߩࠄ意思ޔߢ自分ߦ適ߚߒ方法ߢ生߇߈いࠍ

創ޔࠅ自己実現ࠍ࿑ࠅ生活ࠍ豊ࠆߔߦ߆学習活動ߢあߩߘޕࠆ学習活動ߢ習得ߚߒ

知識技術ࠍ生ߚߒ߆活動ޔߪ↸民ߣ行߇協働ߡߒ進ߦࠅߊߠߜ߹ࠆ大ߥ߈力

ޔ߽ߢߎߤޔ߽ߢߟいޟࠄ߇ߥ߈ߠ基ߦ大口↸生涯学習基本構想ޔ߈続߈引ޕࠆߥߣ

 ޕߔ目指ࠍޠࠅߊߠߜ߹ߩ生涯学習ޟߦ࠻࠶ࡕࠍޠ߽ߢࠇߛ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過 

  従来ޔ生涯学習課ߢ行ޔߚ߈ߡߞ教室㧔講ᐳ㧕߿業ߩ企↹実施主体ࠍᐔ成㧝

㧤ᐕᐲޔࠅࠃ↸ౝߢ文化的学習活動ࠍ展開ࠆߔ団体ߦ関わߡߞ㗂ࠃࠆߌう取ࠅ組ࠎ

ߒ実施ࠍ鑑賞会ߡ招いࠍ出演者ࠄ߆外部ߪ従来ޔߪߡいߟߦ芸能文化業ߦ特ޕߛ

ߩ日㗃ߢ形ߚߞߥߣ一体߇住民ߩ地域ߣ団体ࠆいߡߒ活動ߦ拠点ࠍౝ↸ޔ߇ߚいߡ

練習ߩ成果ࠍ発表ࠃࠆ߈ߢうߩߣ↸ޔߚ߹ޕߚߒߦ協働業ߢ開催ࠃࠆߔうޕߚߒߦ

ᐔ成㧝㧥ᐕᐲߩ途中ޔࠄ߆各行区ߦあࠆ公民館分館ߩߡߒߣ位置付ߢߌあࠆ学習

等共ห利用施設ߩ常時開ࠍ目指ޔߒ子߅ࠄ߆߽ߤᐕ寄ߢ߹ࠅ幅広いᐕ齢層ߩ方々

ޔ各種講ᐳޕߚߒ協働委託ߦ各行区ߡߒߣう公民館分館活動ࠃࠆࠇ寄ߜ立ߦ気楽߇

教室等ࠍ体験ࠃࠆ߈ߢうߦ出前講ᐳޔߒࠍ生涯学習活動ߩ機会ࠍ提供ޕߚߒ 
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㧟 目標び改善策 

  引߈続ޟ߈いޟޔߦ࠻࠶ࡕࠍޠ߽ߢࠇߛޔ߽ߢߎߤޔ߽ߢߟ生涯学習ߊߠߜ߹ߩ

ޕߊいߡうദࠃࠆ߈ߢ実感ࠍびߎࠈࠃ学߱ޔ߇人々ߩ幅広い世代ޔߡߒߣޠࠅ

更ߘޔߦうߥ߹ޟߚߒびߩޠ取ࠅ組ߩߺ中ޔߢ大口↸ߩ芸能ޔ文化ߩ発展ޔ向

 ޕߊいߡߒ目指ࠍ

   

㧠 ౝ容 

(1) 文化協会補ഥ 

ᐔ成㧝㧥ᐕᐲࠅࠃഥ成金ߩ見直ޔߒࠍߒ公益的ߥ業ߦ対ߡߒഥ成ߣߎࠆߔࠍ

㧝㧞㧜ߪ慰問発表会ޔ㧟㧢業㧔昨ᐕ比㧟業増㧕ߪ教室作品展ޕߚߞߥߦ

業㧔昨ᐕ比㧝㧥業増㧕߇実施ޔࠇߐ各団体ࠇߙࠇߘ߇工ᄦޔߒࠍ活発ߥ業߇

展開ޕߚࠇߐ 

 㧔න位㧦人㧕             ࡉ各ࠢߩ文化協会所属 ࠕ

 ฬ 人数ࡉࠢ ฬ 人数ࡉࠢ

詩吟 1ｆ 歌謡ห好会 エｆ 

将棋 1平 盆栽 1ェ 

読書 11 ࡞ࠢࠨ࠻࡞ࠠࠄߊߐ 1ｆ 

࿐碁 年エ 中国語 1ｆ 

平ｆ ࠬࠦࡦࠣ 書道 1ェ 

大口民踊会ࠄߊߑߎ会 1平 悠美会 ィ6 

日本ᄥ鼓研究会 年1 ᐔ成民歌ࠢ1 ࡉｆ 

水彩↹ 1年 豊淑五民踊ห好会 平平 

大口↸1 ߒߊ߾ߓ߹ߚ߅平 川柳 ェ 

水彩↹ 1ｆ࠷࠶ 俳句 1エ 

芙蓉句会 ェ 和楽会 イ 

愛 年ウࠇ大口߰࡞ࠢࠨࠬࡦ࠳ 俳↹ 1平 

琴生流大ᱜ琴 年平  会 ェｆߩせいߊ߽

   ᐔ成 平1 ᐕ ィ 月現在  ࠢࡉ総数 平6ޔ会員総数 イエイ 人 

241



ࠗ 県文連美術展 

㧔ࠕ㧕会 場 愛知県芸術文化࠲ࡦ㧤階 愛知県美術館ࠡࡖ 

㧔ࠗ㧕会 期 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧥月㧞㧥日㧔火㧕～㧝㧜月㧠日㧔日㧕 

 ※洋↹部門ߡߦ水彩↹ࠢࡉ入選㧞ฬ 

 

࠙ 文化祭 

㧔ࠕ㧕会 期 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝月㧣日㧔土㧕㧤日㧔日㧕 

㧔ࠗ㧕会 場 中央公民館び駐車場付近 

㧔࠙㧕参 加 者 㧞㧢㧢ฬ 㧝㧞団体 

㧔ࠛ㧕出 品 数 㧟㧠㧡点 

㧔ࠝ㧕ౝ 容 文芸部㧝㧞団体߇日㗃ߩ練習ߩ成果ࠍ発表ޕߚߒ盆栽ࠢࡉ

߹ߒ実施ࠍ࠽体験ࠦ߇࿐碁将棋࡞ࠢࠨ࠻࡞ࠠࠄߊߐ

販ߩ果物ߡߦࠬࡉߩ㧞㧜㧜㧥ࠅߟ߹あいࠇ߰߇芸能部ޕߚߒ

売ߡߒࠍ盛ࠅޕߚߍ 

 

ࠛ 芸能発表会 

 

 

 

 

 

 

㧔ࠕ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝月㧝㧡日㧔日㧕 

㧔ࠗ㧕会 場 ↸民会館ホ࡞ 

㧔࠙㧕出演団体 㧝㧝団体 㧝㧞㧡ฬ 

㧔ࠛ㧕ౝ 容 芸能部㧝㧝団体߇日㗃ߩ練習ߩ成果ࠍ発表ޕߚߒ今ᐕᐲ߽߰ࠇ

あい߹ߢࠅߟ行ߚߞ果物販売ߩ売ߍ金ޔߢ来場者߳ࠢࡦ࠼

ޔߚ߹ޕߚߒ提供ࠍ方߳粗品ߚߒ観覧ߢ߹最後ߣࠬࡆࠨ無料ߩ
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動因ߩ観客ޔ行いࠍ販売ߩࡦࡄࠅ手作ࠆࠃߦ࡞ࠢࠨࠅ作ࡦࡄ

 ޕߚߞ࿑ࠍ

 

ࠝ 県民茶会㧔尾張部㧕 

㧔ࠕ㧕会 場 知多市勤労文化会館 

㧔ࠗ㧕期 日 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝月㧤日㧔日㧕 

          㧖本ᐕᐲࠇ߰ޔߪあい߹ߣࠅߟ日߇ߜߦ重ߚߚߞߥ不参加 

 

ࠞ 老人ࠢࡉ連合会芸能鑑賞会 

㧔ࠕ㧕期 日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧞月㧡日㧔金㧕 

㧔ࠗ㧕場 所 老人福祉ޟ࠲ࡦ憩いߩ四季ޠ娯楽室 

㧔࠙㧕出演団体 㧤団体 

㧔ࠛ㧕ౝ 容 老人ࠢࡉ連合会ࠅࠃ依頼ޔࠇߐ芸能部߇老人ࠢޔߦࡉ 

踊ޔࠅ民踊ޔ歌謡等ࠍ発表ޕߚߒ 

 

(平) ࠻࠱ࡘࠪ࠶ࡈ施設利用ഥ成 

   ↸ౝ在住ߩ小学生以ޔ↸ౝߩ企業等ߦ㧞㧜ᐕ以勤務ߩ方ޔ߇対象施設ࠍ利

用ߚߒ場合ޔ宿ᴱ㧔年ｂｆｆｆ 㧕日帰ࠅ㧔1ｂイｆｆ 㧕߆ࠄߜߤ㧝回ഥ成ޕࠆߔ 

 利用者数  計㧞，㧟㧡㧟人 ࠕ

 宿 ᴱ 日帰ࠅ 

昼神温ᴰ 年ェ6 人 ィ6 人

日間賀島 イィ平 人 1年 人

ਅ呂温ᴰ ィウィ 人 平6 人

犬山温ᴰ イ平 人 ェ1ィ 人

計 1ｂィイィ 人 ェエエ 人

 

ࠗ 所 感 昨ᐕᐲߣ比較ߣࠆߔ利用߇宿ᴱ㧣㧑減ޔ日帰ࠅ㧝㧣㧑増ޕߚߞߥߣ

 ޕࠆあߢ㧟㧤㧑ࠅ日帰ޔ宿ᴱ㧢㧞㧑ޔߪ割合ߩ利用者数ޔ߅ߥ

࠙ 経 費 㧡，㧣㧝㧜，㧡㧜㧜㧔交付金㧕 
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(年) 芸能文化業 

  ↸ౝࠍ拠点ߦ文化活動ߡߒࠍいࠆ様々ߥ団体ޔ߇日㗃ߩ練習ߩ成果ࠍ発表߈ߢ

 ޕࠆߍあࠅߊߟߢ協働主催ߩߣ↸ߣ団体ࠍ機会ࠆ

 ࠻ࠨࡦࠦࡁࠕࡇࠗࠚ࠙ࡦࠗ࠲ࠬ ࠕ

㧔ࠕ㧕ほほえ࠻ࠨࡦࠦߺ 

㨍 日 時 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧢月㧞㧤日㧔日㧕㧝㧠時～ 

 入場者 㧡㧠ฬ ࠻ࠨࡦࠦߩࡁࠕࡇ

ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧜月㧞㧡日㧔日㧕㧝㧠時～ 

 入場者 㧡㧝ฬ ࠻ࠨࡦࠦࡁࡊ࠰

ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝月㧟㧝日㧔日㧕㧝㧠時～ 

 入場者 㧟㧢ฬ  ࠻ࠨࡦࠦࡃࡦࡑ

㨎 場 所 健康文化࠲ࡦ 㧠階 ߰ࠇあい㧝 

 

㧔ࠗ㧕࠻ࠨࡦࠦࡦ࠰ࡑ߽ߢࠎߥ㧔߰ࠇあい߹ࠅߟ協賛㧕 

㨍 日 時 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝月㧣日㧔土㧕㧝㧜時㧟㧜分～ 

㨎 出 演 者 㧞㧣組㧔㧠㧡ฬ㧕 

ࠞ࠾ࡕࡂ複音ࡦࠝࠗࠔࡧ連弾ࡁࠕࡇ独奏ࡁࠕࡇ

ੑ胡࠲ࠡ࠽ࠞࠝਃ線 

㨏 観 客  約㧝㧡㧜ฬ 

 ࡞ࡃࠖ࠹ࠬࠚࡈࠢ࠶ࠫࡘࡒ㧒ࠬࡦ࠳ ࠗ

㧔ࠕ㧕日 時 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧞月㧝㧟日㧔日㧕㧝㧟時㧜㧜分～ 

㧔ࠗ㧕場 所 大口↸民会館 

㧔࠙㧕参加者数 㧠㧜㧜ฬ㧔ࠬࡈ࠶࠲出演者ߩ一部含㧕 

㧔ࠛ㧕ౝ 容 ↸ౝߩ若者ࠍ中心ߦࠢ࠶ࠫࡘࡒ߿ࠬࡦ࠳ߚߒߦ親ߒ機会ߣ

 ޕߚߞߊߟࠍ機会ߩ発表ߩ行う団体ࠍ活動ߚߒうߘ

㧔ࠝ㧕経 費 㧝㧠㧟，㧣㧜㧥 
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࠙ 第㧟回ߜߋ߅߅合唱祭～届ޔߌ心࠾ࡕࡂߩ！～ 

 

 

 

 

 

 

 

㧔ࠕ㧕日 時 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧞月㧣日㧔日㧕㧝㧟時㧟㧜分～㧝㧡時㧟㧜分 

㧔ࠗ㧕場 所 ↸民会館ホ࡞ 

㧔࠙㧕参加団体 㧢団体 

㨍 女ჿ合唱団ࠫョࠗ࡞ࡈ㧔㧞㧣ฬ㧕 

㨎 ධ山ࠧࠢ࡞ࠗࡔࡦ࠺࡞ワࠗࡗ㧔㧟㧝ฬ㧕 

㨏 ࠣࠬࠦࡦ㧔㧞㧝ฬ㧕 

㨐 ߜߋ߅߅少ᐕ少女合唱団㧔㧝㧞ฬ㧕 

㨑 藤ࠦࠬ㧔㧝㧣ฬ㧕 

㨒 ࡊ࡞ࠣࠬࡦࡑࠜࡈࡄ࡞ࠞࠜࡧ櫻組㧔㧝㧥ฬ㧕 

㧔ࠛ㧕入 場 者 㧝㧥㧡ฬ 

㧔ࠝ㧕協力団体 大口߹ࠅߊߠߜ応援隊ᄥഥޔ大口↸ࠬࠗࠚ࠙ࡦࠗ࠲ߩ会 

㧔ࠞ㧕経 費 㧟㧤㧜，㧠㧜㧜 

 

(ィ) 青少ᐕ教育 

  次代ࠍ担う青少ᐕޔ߇ߡߴߔߩ人間味溢ߚࠇ思いߩࠅ߿心ࠍ持ޔߟ豊ߥ߆青少

ᐕߢあࠍߣߎࠆ㗿いޔ関係機関団体ߩߣ連携ࠍ深ߦ߽ߣߣࠆ地域ߢߺࠆߋ

業ߩ推進ࠍ࿑ޕߚߞ 
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 開催ߩ集いߩ成人 ࠕ

新成人ࠆߥߣ青ᐕޔ߇自ࠄ企↹立案ޔߒ自主性ࠍ尊重ߚߒ催ޕߚߞߥߣߒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

㧔ࠕ㧕新成人地域⽸献業ޟ誓夜祭ޠ 

㨍 期 日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝月㧥日㧔土㧕 

㨎 場 所 中央公民館集会室他 

㨏 ౝ 容 今߹߅ߢ世話ߚߞߥߦ大口↸ߦ感謝ߩ気持ࠍߜ込ޔߡ中央

公民館ࠗߢベࠍ࠻ࡦ行いߦࠬࠢ࠶ࡑࠗࠢޔ花火ࠍ打ߜߍ

 ޕߚ

㧔ࠗ㧕大口↸成人ߩ集いޟ絢爛ޠ 

㨍 期 日 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝月㧝㧜日㧔日㧕 

㨎 場 所 ↸民会館 㧞階ホ࡞ 

㨏 成 人 者 男㧝㧡㧝人 女㧥㧤人 合計㧞㧠㧥人 

㧔ᐔ成元ᐕ㧠月㧞日ࠄ߆ᐔ成㧞ᐕ㧠月㧝日߹ߦߢ出生ߚߒ者㧕 

㨐 ౝ 容 成人代表者ޟࠆࠃߦ成人ߩ集い実行委員会ߢޠ企↹運営ࠍ

保護者ߡߒߣ↹企࠭ࠗࡊࠨࠆࠃߦ桜口魂ޕߚߒࠍ開催ޔߒ

 ޕߚࠇ行わ߇映会ߩ࠼ࠗࠬߩߌ実行委員向ߣ

㨑 経 費 㧝，㧠㧥㧜，㧝㧡㧡㧔委託料㧕 
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㧡 成果び評価 

  ᐔ成㧞㧝ᐕᐲޔࠄ߆大口↸ߩ組織ޔ業ߩ見直ޔࠅࠃߦߒ青少ᐕ問㗴ߦ関ߎࠆߔ

ߦห課ޔ学習等共ห利用施設߽ࠆあߦ各行区ޔߚ߹ޕߚߒ移管ߦ民安全課↸ࠍߣ

管理ࠍ移管ޔߒ公民館分館ߩߡߒߣ位置ࠍߌߠ廃ᱛޔ߇ߚߒ従来ࠅ߅ߤ各種講ᐳޔ

教室等ࠍ開催ޔߒߣߣߎࠆ߈ߢ生涯学習活動ࠍ推進ޕߚߒ 

  生涯学習ߦ携わࠆ芸能ޔ文化ߩࠇߙࠇߘ団体߅ߦいޔߡ自主的ߦ活動ࠆ߈ߢ団体

 ޕࠆ言えߣ成果ߥ߈大ޔߪߣߎߚ߈ߡߒ成長ߣ߳
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款取 10取 教育費取 予取 算取 㗵取 1古年ィ6古000 

項取 0イ取 社会教育費取 取 算取 㗵取 1古平66古年平イ 

目取 01取 社会教育総務費取 国県支出金 0 

使用料等取 0 

他取ߩߘ 171古000 

事

取

業

取

0イ取 生涯学習講ᐳ事業取

財

源

ౝ

訳

取

৻般財源取 1古09イ古年平イ 

大分類 取 㧝取 新ߒい時代ࠍ担う次世代ࠍ育取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊ分類 取 (1) 個性ࠍ伸߫ߒ豊ߥ߆人間性ࠍ育学校教育生涯学習ߩ推進取

㧝取 目的取 取

↸民৻人߭ޔ߇ࠅߣ変化ߩ多い社会ߩ中ޟߢࠆくޔ楽ߒくޔ豊ޠߦ߆生ߎࠆ߈

ߎࠆߔ習得ࠍ技術߿教養ߩ個々ޔࠄ߇ߥߒ開設ࠍ各種講ᐳߩ分㊁ߥ様々ޔ㗿いࠍߣ

 ޕࠆߔߣ目的ࠍߣ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

取 取 主ߦ中央公民館ࠍ講ᐳߩ開催場所ޔߡߒߣ↸ౝ外ࠄ߆様々ߥ分㊁ߩ講師߅ࠍ招߈

幅広いޔߪߡいߟߦౝ容ޕߚ߈ߡߒ実施ࠍ各種講ᐳޔ分けߦᓟ期ߣ前期ࠍᐕᐲޔߒ

ᐕ齢層ߦ対応ࠃࠆ߈ߢうߩߘޔߚ߹ޔ時々ߩ住民ニߦ࠭配慮ࠄ߇ߥߒ定ޔߒ実

施回数等߽ޔ৻日教室ࠄ߆数回ߦ渡ࠆシޔߢ߹ߩ߽࠭変化ࠍ持ߚせߩߘޕߚ結

果ޔ講ᐳ終了ᓟޔ自主活動団体߿サ࡞ࠢ活動߳⊒展ߚߒ講ᐳ߿大ญ↸文化協会߳

加盟ߦࠆߔ至ߚߞ講ᐳࠍ開設ޔߚ߹ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ施設ߩ効活用ࠍ図ޔߚࠆ

地域ߦあࠆ学共㧔公民館分館㧕ࠍ会場ߡߒߣ講ᐳࠍ実施ޕߚ߈ߡߒ毎回ޔ講ᐳ終了

ᓟޔߪߦ事業評価及߮今ᓟߩ計↹策定ߦ参考資料ߚࠆߔߣฃ講者ࠕߦンࠍ࠻ࠤ

実施ޕߚߒ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

取 取 団体等߳協働ࠅくߠߜ߹文化協会ࠍ講ᐳߚ߈ߡߒ運営↹企߇職員ޔߢ߹ࠇߎ

委託ޔߡߒ更ߦ自主活動ࠆ߈ߢ߇組織作ޔߚ߹ޕࠆߔࠍࠅ↸ౝߢ開催ࠆࠇߐ各種講
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ᐳ等ߩ情報ࠍ集約整理ߡߒ情報ߩ⊒信ޔߢߣߎࠆߔࠍ学習機会߇得ߔ߿ࠇࠄい環

境ߟࠍくޕࠆ取

取

㧠取 ౝ容 

(1)取高齢者教室取  ～大学ࠄくߐ～

取ࠕ 対 象取 ↸ౝ在住ߨ߅߅ߩ㧢㧜歳以上ߩ方取

ࠗ取 参加人数取 ᑧߴ㧢㧟㧝ฬ取

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧠～ᐔ成㧞㧞ᐕ㧟㧔㧝㧞回㧕 

エ取 ౝ 容取 講話ޟ仏教ߣ老人ޟޠ笑ߡߞ脳ࠍ健康ޟޠࠆߔߦ知ߡߞ得ࠆߔ高

齢者ක療福祉ࠝࠝޟޠ詐欺ߚߞ߭ޔくߤߥޠࠅ 

演奏会ࠕ࠲ࠡޟンサンޟޠ࡞ࡉ大正琴ߩ伴奏ߩ集いޟޠ舞踊鑑

賞ߤߥޠ 

毎第㧝金曜日午前中ޔ中央公民館娯楽室ޔߡߦ高齢者߇楽ߒい

 ޕߚߞ行ࠍ演奏会߿う講話ࠃࠆせߏ過ࠍ時ߣ߭

ࠝ取 所 感取 大ญ↸㧺㧼㧻⊓録団体憩いߩ四ቄߦ当日ߩ企↹運営ࠍ委託ޕߚߒ

㧟ߩ閉校式ߪߦ㧞㧡ฬߩ方߇終了証書ࠍ授ਈޕߚࠇߐ 

ࠞ取 経 費取 㧟㧤㧜，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 

取

(平)取竹ߏ߆作ࠅ取

取ࠕ 対 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧝㧟人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧠㧞㧢日㧔日㧕 

エ取 場 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ 容取 竹߭ࠍߏ߆ߢߏ編ޔߺዊ物入ࠗ߿ࠇンテߩߡߒߣࠕ竹細工ࠍ体

験ޕࠆߔ 

ࠞ取 所 感取 時間߇予想以上ޔ߇ߚߒ߹ࠅ߆߆ߦ最ᓟޔߪߦ全員߇満足ࠆ߈ߢ

作品ޕߚߞ߆ࠃߡ߈ߢ߇ 

ࠝ取 経 費取 㧝㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 
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(年)取幸せߩシࠬࠗࡓࠝ～ࡇ～取

取

 

 

 

 

 

 

取ࠕ 対 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧞㧟ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡㧝㧡日㧔木㧕 

エ取 場 所取 中央公民館取 調理室 

ࠝ取 ౝ 容取 ࡓࠝߥ本ᩰ的ޔߡ得ࠍ協力ߏߩ店ࠆあߩ人気ߢ料理ࠬࠗࡓࠝ

 ޕߚߒ挑戦ߦࠅくߠࠬࠗ

ࠞ取 所 感取 多ޔ߈ߛߚいߡߒ指ዉߢ総出ࡈッ࠲ࠬߩ店߅ޔ技ߩߪߢࠄߥࡠࡊ

くߩฃ講生߇満足ࠆߔ料理教室ޕߚߞߥߣ 

ࠠ取 経 費取 㧝㧡，㧜㧜㧜㧔報償費㧕取

取

(ィ)取山㊁草ߩ寄せ植え教室取

取ࠕ 対 象取 ৻般取

ࠗ取 参加人数取 㧝㧥ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡㧟㧜日㧔土㧕 

エ取 場 所取 中央公民館取 娯楽室 

ࠝ取 ౝ 容取 鉢ߦ㧡種類ߩ山㊁草ࠍ寄せ植えޕߚߒ߹ߒ 

ࠞ取 所 感取 文化協会所属ߩ盆ᩱࠢߩࡉ方ߦ委託ߡߒ実施ߤࠎߣ߶ޔ߇ߚߒ

߆ࠃߢうࠃࠆいߡߒ満足߇全員ޔせߐ完成ߢߤ߶㧝時間ޔ߇人ߩ

 ޕߚߞ

ࠠ取 経 費取 㧝㧡，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 
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(イ)取美ߣࠎ߾ߜ৻緒ࠢࠗࡔߦッࠬン取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧝㧝人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡㧝㧣日㧔日㧕ޔ㧟㧝日㧔日㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 自分ߦ合う色ࠍ学߮ࠢࠗࡔޔッࠬンࠍฃけޕࠆ 

ࠞ取 所取 取 感取 女性独特ߩౝ容ޔߦฃ講生ߪࠄ߆質問߇多くࠕޔンߪߢ࠻ࠤ時

間߇足ߥࠄいߣいう感想߇多ޕߚߞ߆次回ޔߪ時間配分ࠍ考慮ߒ

 ޕߚߓ感ߣいߚ

ࠠ取 経取 取 費取 㧞㧠，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

取

(6)取日常生活ߦ役立ߟ心理学～話ߒ上手ࠅࠃ聞߈上手～取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般取

ࠗ取 参加人数取 㧤人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧢㧠日㧔木㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 研修視聴覚室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 相手ߣ気持ࠍߜ通わせあう 

簡単ߥ技術ࠍ習得ޕࠆߔ 

ࠞ取 所取 取 感取 参加人数ߪ少ޔ߇ߚߞ߆ߥ初 

 ߚߞ߆ߥߢ積極的ߤ߶ࠇߘ

参加者߽徐々ߦ積極的ߦ話せ 

 ޕߚߞߥߦうࠃࠆ

ࠝ取 経取 取 費取 㧝㧡，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 
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(7)取ウッࡃ࠼ニンࠣ取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧞ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡～㧣㧔㧠回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 木ࠍ焦ࠄ߇ߥߒ߇焼߈絵ࠍ作成ޕࠆߔ 

ࠞ取 所取 取 感取 ウッࡃ࠼ニンࠣ߇あ߹ࠅ知ߡࠇࠄいߥいޔࠄ߆ߣߎ参加者ߪ少

ߣߎࠆߔ習得ࠍ技術ޔߺ進ߦ࠭ࡓࠬ߇分指ዉߩߘޔ߇ߚߞ߆ߥ

 ޕߚߞ߆ࠃߡ߈ߢ߇

ࠠ取 経取 取 費取 㧞㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(8)取高ߩࠎ߾ߜ中国家庭ߩ飲茶取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧝㧠ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡～㧣㧔㧟回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 調理室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 本場中国料理ߣ飲茶ߠくࠍࠅ体験ޕࠆߔ 

ࠞ取 所取 取 感取 以前ࠄ߆人気ߩあࠆ講ᐳޔߢ講師ߩߣ意思疎通߽図ޔࠇࠄ参加者

 ޕߚߞ߆良ߡいߢࠎ組ࠅขߦ熱心ߦ本場中国家庭料理ޔߪ

取 取 ࠠ取 経取 取 費取 㧠㧡，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(9)取暮ߦߒࠄ役立ߟ書道 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧞㧝人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡～㧣㧔㧡回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 電子文字ߩ全盛期ޔߦ今৻ᐲޔ書道ࠍ見直ޕߔ 
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ࠞ取 所取 取 感取 最終日ࡒߦニ色紙ߣ㗵ࠍ作成ޔ߇ߚߒ参加者ࠇߙࠇߘߪ非常ߦ満

足ߚߒ様子ޕߚߞߛ 

ࠠ取 経取 取 費取 㧣㧡，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(10)取樹脂粘土教室取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧢ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧡～㧢㧔㧠回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 樹脂粘土ࠍ用いߡዊ花ࠍ作ޕࠆ 

ࠞ取 所取 取 感取 参加者ߪ少ޔ߇ߚߞ߆ߥ講師ߩ指ዉ߇ゆ߈渡ޔࠅ樹脂粘土独特ߩ

風合いߩあࠆዊ花ߟࠍくޕߚߞ߆ࠃߡ߈ߢ߇ߣߎࠆ 

ࠠ取 経取 取 費取 㧠㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(11)取࡞シ࠳ッ࠻ン 

 

 

 

 

 

 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧟㧜人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝～㧝㧞㧔㧡回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 集会室ޔ研修視聴覚室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 刺激ࠍࠇ流ߩ血液߿ࡄンޔࠅߚߒ直ࠍߺ߇ゆߩ体ߢ式࡛ࠟࠗ࠲

ߥߦいࠇ߈ࠄ߆中ߩ体ޔߦ߽ߣߣ解消ߩ運動ਇ足ޔ高ࠍ代謝ߒ

 ޕࠆ
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ࠞ取 所取 取 感取 女性ߦ大変人気ߩあࠆ講ᐳޔߢ講ᐳ終了ᓟ߽自主活動ߢ続けߡい

くޕߚߞߥߦߣߎ 

取 取 ࠠ取 経取 取 費取 㧞㧡，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(1平)取樹脂粘土教室取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧝㧜ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝㧞㧝㧔土㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 樹脂粘土ߩዊ花ߢテࠖシュボッࠢࠬࠍ作ޕࠆ 

ࠞ取 所取 取 感取 参加人数ޔߪ本講ᐳߦৼᐲࠃい数ޔߢ㧝回ߩ教室ޔ߇ߚߞߛ時間

ౝߦ完成ߐせޕߚߞ߆ࠃߡ߈ߢ߇ߣߎࠆ 

ࠠ取 経取 取 費取 㧝㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(1年)取松竹梅ߩ寄せ植え教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧣ฬ 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧞㧝㧥日㧔日㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 娯楽室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 新春ࠍ飾ࠆ縁起物ޟ松竹梅ߩޠ寄せ植えޕߚߒࠍ 
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ࠞ取 所取 取 感取 前期講ᐳߦ引߈続ޔ߈大ญ↸文化協会ߩ盆ᩱࠢߩࡉ方ߦ委託ߒ

参ޔࠅߥߣ作品ߚ出߇個性ߩࠇߙࠇߘߪࠅ߇出来上ޕߚߒ実施ߡ

加者ޔߪ大変喜ߢࠎいޕߚ 

取 取 ࠠ取 経取 取 費取 㧝㧡，㧜㧜㧜㧔委託料㧕 

  

(1ィ)取日常生活ࠄ߆学ぶ法ᓞ 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧣人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝 

～㧝㧞㧔㧢回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 法ᓞࠍ身近ߥ問㗴ߣ捉えޔ日常生活ߤߦう役立ߡߡいくࠍ߆学ࠎ

 ޕߚߒࠍ法ᑨ傍聴体験ߩߢฬฎ屋地方裁್所ޔߚ߹ޕߛ

ࠞ取 所取 取 感取 法ᓞߪ特ߥ専門分㊁ߣ思わߩߜ߇ࠇせいޔ߆参加者߇少ߞ߆ߥ

ޕࠆࠇ思わߣߚߞ伝わߦ参加者ߦ十分ߪ熱意ߩ講師ޔߒ߆ߒޕߚ

ߞߥߦ体験ߥ大変貴㊀ޔߪ法ᑨ傍聴ߩߢฬฎ屋地方裁್所ޔߚ߹

 ޕ思うߣߚ

取 取 ࠠ取 経取 取 費取 㧥㧜，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(1イ)取高ߩࠎ߾ߜ楽ߒい中国語会話 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧝㧣人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝～ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧔㧤回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 ࠍ違いߩ生活習慣ߩߣ日本ޔࠍい中国語ߚ߈߅ߡߞ知ߪけߛࠇߎ

交えߡ楽ߒく学ぶޕ 

ࠞ取 所取 取 感取 講ޕߚߒ߹いߡߒ参加ߦ熱心ߚ߹ޔߦうߘߒ楽ޔ߇人ߩߤࠎߣ߶

ᐳ終了ᓟޔߦห好会߳⊒展ޕߚߞߥߦߢ߹ࠆߔ 
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ࠠ取 経取 取 費取 㧝㧞，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(16)取ࠎߣ߷玉入門取

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧤人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧝㧝 

～ᐔ成㧞㧞ᐕ㧝㧔㧢回㧕 

エ取 場取 取 所取 中央公民館Ｃ会議室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取  ޕߔ施ࠍ模様ߥ華麗ߩࠅߤࠅߣ色ߦ玉ࠬࠟ

ࠞ取 所取 取 感取 参加者ߤࠎߣ߶ޔߪ主婦ޔ߇ߚߞߛ余暇ࠍ利用ߎߡߒうࠟߚߒ

ࠬ細工ߩ趣味ߦ溶け込߽うࠆߔߣ意欲ߦ敬服ߐせޕߚࠇࠄ 

ࠠ取 経取 取 費取 㧝㧞，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

(17)取流木ߩ灯࠻ࠕࠅ 

 

 

 

 

 

 

 

取ࠕ 対取 取 象取 ৻般 

ࠗ取 参加人数取 㧠人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧞ᐕ㧞㧞㧣日㧔土㧕ޔ㧟㧝㧟日㧔土㧕 

エ取 場取 取 所取 大ญ中学校取 理科室 

ࠝ取 ౝ取 取 容取 流木ߣ竹紙ߢ灯ࠍࠅ作ޕࠆ 

ࠞ取 所取 取 感取 大ญ中学校ߢ初ߡ開設ࠆߔ大人向けߩ講ᐳޔ߇ߚߞߛ参加者߇

少ߥくߡ残念ޕߚߞߛౝ容߿募集方法ࠍ৻考ࠆߔ必要ࠍ感ޕߚߓ 

256



10-05-01(05) 

生涯学習課 

(18)取߈ߟߐヶ丘地出前講ᐳ 

取ࠕ 対取 取 象取 㧢㧜歳以上ߩ地住民 

ࠗ取 参加人数取 毎回㧝㧡～㧞㧜人 

ウ取 期間回数取 ᐔ成㧞㧝ᐕ㧣～ᐔ成㧞㧞ᐕ㧟㧔㧞㧜回㧕 

エ取 場取 取 所取  ヶ丘地集会所߈ߟߐ

ࠝ取 ౝ取 取 容取 ቅ独老人ߥࠍくߘうߣ立ߜ上ߚߞ߇自主活動団体ޟ元気会߳ޠ講

師ࠍ派遣ޔߒ高齢者ߩ健康ޔ生߇߈いߟߦߤߥいߩߡ話߿体操ޔ

 ޕߚߞ行ࠍ等ࡓࠥ

ࠞ取 所取 取 感取 ߔ߹ߔ߹ޔߦ↸本ޔࠄߚ߈ߢ開催߽ߢ地域ߩ他ޔࠍ講ᐳߚߒうߎ

元気߅ߥᐕ寄߇ࠅ増えߡいくߣߪߢߩ感ޕߚߓ 

ࠠ取 経取 取 費取 㧝㧟㧡，㧜㧜㧜㧔報償費㧕 

 

㧡取 成果及߮評価 

ᐔ成㧞㧜ᐕߡߒߣޠ生涯学習講ᐳޟޔߒ統合ࠍޠ公民館講ᐳޟߣޠ社会教育講ᐳޟ

ᐲࠄ߆講ᐳࠍ開講ޕߚ߈ߡߒ多種多様ߥニߦ࠭対応ޔߚࠆߔฃ講者ࠕߩࠄ߆ン

い中国ߒ楽ߩࠎ߾ߜ高ޟޔߚ߹ޕߚ߈ߢ開講߇い企↹講ᐳߒ新ޔߦ参考ࠍ結果࠻ࠤ

語会話࡞ޟ߿ޠシ࠳ッ࠻ンࠃߩޠうߦ講ᐳ終了ᓟޔߦ参加者߇中心ࠅߥߣ自主

活動߳⊒展ߚߒ講ᐳ߇あޔߪߣߎߚߞ評価ޕࠆ߈ߢ 
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款 10 教育費 予 算 額 5平,587,000 

項 05 社会教育費  算 額 48,110,85平 

目 0平 生涯学習施設費 国県支出金 166,950 

使用料等 年,年68,年平5 

他 年81,48平ߩߘ 

事

 

業

 

0年 中央公民館管理事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 44,194,095 

大分類 㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸߫し豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

  ↸民ߩࠇߙࠇߘޔ߇自由ߥ時間ߦ学習ࠆ߈ߢ生涯学習ߩ充実ߩߘޔߦߚߩ拠点

中央ޔߡしߣߟ一ߩ施設ߥうࠃࠆ߈ߢ学習ߦ快適ߢ安全߇民↸ޔߡしߣ施設ࠆߥߣ

公民館を生涯学習活動拠点施設ߣしߡ整備しޔ↸民一人߭ޔ߇ࠅߣ教養߿技術を習

得すߚࠆ積極的ߦ学߮ޔ個人ߩ能力を伸߫すޔߦ߽ߣߣ変化ߩ多い社会ߩ中ޟߢ

 ޕࠆすߣ一ഥߩߣこࠆ߈生ޠߦ߆豊ޔ楽しくޔくࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧥ᐕ度ࠅࠃ施設ߩ予約方法及߮利用料金ޔさޔߪߦࠄ減免規程ߟߦいߡ見

直しを図ޕߚߞこࠅࠃߦࠇ既存団体ߩ既得権的優先利用߿料金ߩ不均衡を是正しޕߚ 

 現在ߦ至ࠅࠃޔ߽ߡߞ多くߩ利用者ߛࠆ߈ߢޔߦけ⽶担߇少ߥく済ࠃうߥ料金ߢ

 ޕࠆいߡ߈ߢ߇会館運営ߥ࠭ムࠬޔࠅ߅ߡߞߥߣ利用ߩ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  開館ࠄ߆すߦߢ㧟㧞ᐕ߇経過しޔࠅ߅ߡ施設全体ߩ老朽化ߪ否ߥいޕ現状ޔߪߢ

施設利用者ߩ要望ߦ応えࠆこߥ߈ߢ߇ߣい部分߽多々存在しߡいޔ߇ࠆ修繕ߢ対応

可能ߥ部分ߟߦいޔߪߡ積極的ߦ修繕しޔ改修߇必要ߥ場合ࠆ߈ߢ߽ߦ限ࠅ対応し

 ޕいߚ߈いߡ
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10-05-02(03) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) 開場時間及߮休館日 

  午前㧥時ࠄ߆午後㧥時  月火曜日休館 

(平) 会館ౝ施設名称 

  集会室小体育室研修視聴覚室Ｃ会議室Ｃ教室和室礼法室調理室 

 

㧡 成果及߮評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   述べ総件数㧟，㧜㧠㧡件  延べ総利用者数 㧡㧤，㧢㧢㧡人 

(平) 評価 

   細ߥ߆修繕ߟߦいޔߪߡ積極的ߦ実施しޔ施設ߩ維持管理ߦദޕߚし߆しޔ

大規模ߥ改修߇必要ߣ考えࠆࠇࠄ箇所߽あ߇ࠆ実施さߡࠇいߥい部分߇あޕࠆ利

用者ߩࠄ߆要望ߟߦいޔߪߡ十分ߪߣいえߥいま߽ߢ最低限ߩ対応ߡ߈ߢߪいࠆ

 ޕࠆࠇ思わߣ

開館日数 平64 日 

集会室 1,平年0 件 平5,495 人 

小体育室 750 件 16,400 人 

研修視聴覚室 平1年 件 5,年47 人 

Ｃ会議室 平8年 件 4,189 人 

Ｃ教室 平50 件 平,468 人 

和室 1平年 件 1,706 人 

礼法室 49 件 490 人 

利

 

用

 

者

 

ߩ

 

数

 
調理室 147 件 平,570 人 
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款 10 教育費 予 算 額 平9,054,000 

項 05 社会教育費  算 額 平8,平85,71平 

目 0平 生涯学習施設費 国県支出金 0 

使用料等 1,949,平00 

他 1,009,958ߩߘ 

事

 

業

 

04 ↸民会館管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 平5,年平6,554 

大分類  㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的  

  ↸民ߩࠇߙࠇߘޔ߇自由ߥ時間ߦ学習ࠆ߈ߢ生涯学習ߩ充実ߩߘޔߦߚߩ発表

ࠃࠆ߈ߢ学習ߦ快適ߢ安全߇民↸ޔߚまޔߡߒߣ施設ࠆ߈ߢ߇ߣこࠆߔ場を提供ߩ

うߥ学߮ߩ場ߩ施設ߩ一ޔߡߒߣߟ↸民会館を整備ޔߒ↸民一人߭ޔ߇ࠅߣ教養߿

技術を習得ߚࠆߔ積極的ߦ学߮ޔ個人ߩ能力を伸߫ޔߦ߽ߣߣߔ変化ߩ多い社会

 ޕࠆߔߣ一ഥߩߣこࠆ߈生ޠߦ߆豊ޔくߒ楽ޔくࠆޟߢ中ߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧝９ᐕ度ޔࠅࠃこࠇまߢ規則ߦ記さߡࠇいߚߞ߆ߥ営利目的ߩߢ利用ߟߦ

いޔߡ確ߥ料金設定をߚߒこޔࠅࠃߦߣ営利目的ߩߢ利用߇可能ޔࠅߥߣ施設ߩ

活用ߩ幅߇広ޕߚߞ߇現在߽地域民ߩ生涯学習ߩ発表ߩ場を提供ࠆߔ施設ޔߡߒߣ

 ޕࠆいߡߒう整備ࠃࠆ߈ߢ一層活用ࠅࠃ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  開館ߦߢߔࠄ߆㧞㧜ᐕ߇経過ޔࠅ߅ߡߒ施設全体ߩ老朽化ߪ否ߥいޕ現状ޔߪߢ

施設利用者ߩ要望ߦ応えࠆこߥ߈ߢ߇ߣい部分߽多々存在ߡߒいޔ߇修繕ߢ対応可

能ߥ部分ߟߦいޔߪߡ積極的ߦ修繕ޔߒ改修߇必要ߥ場合ࠆ߈ߢ߽ߦ限ࠅ対応ߡߒ

いߚ߈いޕ 
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10-05-02(04) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) 開場時間及߮休館日 

  午前９時ࠄ߆午後９時  月火曜日休館 

(平) 会館ౝ施設名称 

  ホル㧔移動椅子設備㧕ࠬテࠫ㧔音響ޔ照設備㧕会議室 

 

㧡 成果及߮評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

(平) 評価 

   積極的ߦ修繕を実施ߒ施設ߩ維持管理ߦദޕߚまޔߚ予防的ߥ改修ߟߦいߡ

いߥいえߪߣ十分ޔߪߡいߟߦ要望ߩࠄ߆利用者ޕいくߡߒ実施ߡߓ応ߦ必要ߪ

ま߽ߢ最ૐ限ߩ対応ߡ߈ߢߪいߣࠆ思わޕࠆࠇ 

開館日数 平65 日 

ホルࠬテ141 ࠫ 件 14,900 人

会議室 平91 件 4,405 人

利

用

者

ߩ

数合計 4年平 件 19,年05 人
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款 10 教育費 予 算 額 37,297,000 円

項 05 社会教育費 決 算 額 36,733,123 円

目 03 図書館費 国・県支出金 0円

使用料等 0 円

その他 26,601 円

事

 

業

 

03 図書館運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 36,706,522 円

大分類 ３ 健康で安心な暮らしと災害や犯罪などに強い社会を創造する 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰もが自立した生活が送れる健康長寿・生涯現役社会の構築 

１ 目的 

生涯現役として誰もが自立した生活が送れるよう、生活圏を共有する近隣市町の

住民を対象に、生活に「役に立つ」情報が提供できるよう資料の収書管理、貸出・

返却サービス、予約・リクエスト並びに資料の参考業務など利便性向上を目的に事

業展開を図っている。 

特に、運営にあたっては、資料の在庫管理や利用者への督促管理、事務の効率化

を重点に実施している。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

平成２０年４月から施行した「週６日開館」に向け、平成１９年度は蔵書全体を

在庫管理の視点から抜本的に見直し、併せて利便性向上のために、①利用者カード

発行手続の簡素化、②インターネットによる図書発注の導入、③予約対象の図書以

外への拡大、④定期的なリサイクルの実施、⑤館内照明器具取替による照度改善、

⑥書架の転倒防止の耐震対策修繕、⑦業務マニュアルの作成と実践など、運営にお

けるさまざまな業務改善を実施した。また、平成２０年度は、「週６日開館」に対応

すべく利用者への接遇意識の向上や業務マニュアルの作成に取り組んだ。 

 

３ 目標又は改善策 

(1) 「週６日開館」２年目を迎え、更なる利便性の向上を図る 

(2) 地域に“役に立つ図書館”をめざす 
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10-05-03(03) 

図書館 

貸出点数,

232,026

貸出点数,

260,896

貸出点数,

284,791

利用者数,

41,284

利用者数,

47,619

利用者数,

53,949

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H19年度 H20年度 H21年度

４ 内容 

(1) 雑誌及び視聴覚資料の貸出点数と貸出期間の変更 

(2) 利用者管理の整備 

ア 未返却者への督促の強化と貸出制限を規定 

イ 利用者データの確認及び更新作業 

(3) 在庫管理の視点からの収書（選書）と除籍を一元化できる仕組みを作成 

(4) 施設環境の整備（前年度からの継続事業） 

ア 室内照度の改善…ホール等照明器具の取替及び増設 

(5) 全員で業務マニュアルを整備 

 

５ 成果及び評価 

「週６日開館」への取り組みを平成

１９年度から実施してきた結果、利用

者数及び貸出冊数が２か年連続で前

年比９～ １５％伸びた。また、近隣市

町の利用者も全体の３０％以上を占

めた。一方、未返却者が増加したため、

１２月に利用制限規定を制定した結

果、減少傾向が出始めている。 

また、機器更新が近づいていること

もあり、利用者すべてのデータ更新作業を１年かけて利用者に直接確認する方法で

進めた結果、順調に進んでいる。 

また、施設面では、前年の継続事業として館内ホールの照明器具の取替を進めた

結果、照度が改善され館内が明るくなった。 

「週６日開館」も施行後２年が経過し、利用者にも周知され運営も円滑に進める

ことができたので、今後は利用者ニーズをさらに研究し、地域のほか「生活に」役

立つ図書館づくりにつながるよう努めていきたい。 
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款 10 教育費 予 算 額 7古平年6古000 

項 05 社会教育費  算 額 6古99平古165 

目 04 文ൻ財保護費 国⋵支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 9古年00 

事

 

業

 

0年 文ൻ財保護事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 6古98平古865 

大分類  㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

先人ߩ遺産ߢあࠆ貴㊀ߥ文ൻ財߿遺跡を保護ߚ߹ޔߒ活用ࠄ߇ߥߒ文ൻ財ߦ対ߔ

ദߦ伝承ߣ保存ߩ伝統芸能ޔߚ߹ޔߣߎߋ⛮߈次世代߳引ޔߡ関心を深ߣ理解ࠆ

 ޕࠆߔߣを目的ߣߎࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

(1) 文ൻ財ߦ対ࠆߔ理解ߣ関心を高ޔߚࠆᐔ成㧡ᐕ度ࠄ߆ᐔ成㧝９ᐕ度߹ޔߢ

指定文ൻ財ߩ説⋴板をᐕ㧝基ߟߕ設置ޔߒ㧞ߩߟ歩いߡ回ࠆࠇコスを文ൻ財

マップߦ掲載ޕߚߒ子ߩ߽ߤ調ߴ学習߅ߦいޔ߽ߡ現地ߦ行߫ߌ説⋴板߇あࠆ

 ޕࠆいߡࠇߐ活用ߕࠄわ߆߆ߦ߽ߤ子大人ޔߢいう状況ߣ

   文ൻ財ߩ指定ߟߦいޔߪߡᐔ成㧞㧜ᐕ度ޟߦ木製獅子狛犬ޠ㧔余㊁神社㧕を指

定文ൻ財ߡߒߦいޔ߇ࠆ今後߽指定ߦ値ࠆߔ文ൻ財を探ߔദ力߇必要ߢあޕࠆ 

維ޔߒを実施ߒ見直ߦᐔ成㧝９ᐕ度ޔߪߡいߟߦ交付金ߩ指定文ൻ財߳ޔߚ߹   

持費ߟߦいޔߡ一定ߩ基準ߦ基߈ߠ交付金を交付ޔߦ߽ߣߣࠆߔ修繕ߟߦいߪߡ

必要ߦ応ߡߓ補ഥޕߚߒߣߣߎࠆߔ 

 (平) 伝統芸能を維持⛮承ޔߚࠆߔ春ߣ秋ߦ発表会を開催ߡߒいޕࠆ秋ߪᐔ成㧝

㧠ᐕࠄ߆実施ߒ軌道ߦ乗ߡߞいޔ߇ࠆ実際ߩ⛮承ߪߢ各地区ߦ差ޕࠆࠇࠄߺ߇ 

(年) 過去ߦ実施ߚߒ発掘調査ߩ報告書ߢ未刊行߇ߩ߽ߩあޕࠆそޔߚߩ㧞ᐕ計↹

整理をߩ図面等ߦ㧞㧝ᐕ度ޔ整理を行いߩ出土品ߩ発掘調査ߩ過去ߦ㧞㧜ᐕ度ߢ

 ޕߚߒ↹刊行を計ߩ報告書ޔߢߚߒ
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10-05-04(03) 

歴史民俗資料館 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 新規ߦ指定文ൻ財ࠅߥߦうࠆ物件ߩ調査 

(平) 過去ߩ発掘調査ߩ報告書ߩ刊行 

(年) 伝統芸能ߩ保存⛮承ߟߦいߩߡ模索 

 

㧠 ౝ容                      

(1) 新規ߦ指定文ൻ財ࠅߥߦ得ࠆ物件       ർ小学校ߩߢ伝統芸能ߩ披露 

 ߡࠇߐ安置ߦ薬師堂ߩਅ小ญ竹田ޔߡߒߣ

いߚ不動王像ߩ鑑定を依頼ޕߚߒ          

(平) 過去ߩ発掘調査をᐔ成㧞㧜ᐕ度ߩ遺物ߩ整理事業ߩ成果を߽ޟߦߣ大ญ↸ౝ遺

跡調査報告書ޠを刊行ޕߚߒ 

(年) 伝統芸能ߩ保存⛮承ߟߦいߡ模索をޕߚߒ会議ߩߢ意見交換ޔ春ߣ秋ߩ伝統

芸能発表会以外ޔ߽ߦർ小学校ߩߢ伝統芸能ߩ披露交流会を行ޕߚߞ 

 

㧡 成果及び評価 

ਅ小ญ竹田ߩ薬師堂ߦ安置ߡࠇߐいߚ不動王像ޔ߇南ർ朝時代ߩ大変ฎい仏像

最ޔߢ中ߩ仏像ߚߒ鑑定߇専門家ޕߚߒߦ指定文ൻ財↸ߦߚ新ޔ߈ߢ確認ߣࠆあߢ

߽ฎい仏像ߢあ߇ߣߎࠆ判߽ߡߒߣ↸ߒ収穫ߢあޔߚ߹ޕߚߞ過去ߩ発掘調査ޔߢ

報告書߇刊行ߡ߈ߢいߥい߽ޔࠅߥߊߥ߇ߩ長ᐕߩ懸案を解消ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ 

伝統芸能ߩ保存⛮承ߟߦいޔߡ地域ߢߣߏ⛮承ߦ差߇出ߡいޔߩߩ߽ࠆ少ߕߒ

ർ小ޔߦ伝統芸能発表会以外ߩ秋ߣ春߿意見交換ߩߢ会議ޕࠆいߡࠇ現߇承者⛮ߟ

学校ߩߢ伝統芸能ߩ披露ߡߞࠃߦ子ߦߜߚ߽ߤ関心を持ޔࠇߚ保存会߽ߦ活気を߽

自発的ߩ各地区ޔߡߒそޕいߚ߈いߡߒ⛯⛮交流をߩߣ学校ޔ߽ߣ今後ޕߚߒࠄߚ

 ޕߊいߡߞ方向߳持ߩ自立ߦ徐々ߒを促ߺ組ࠅ取ߩ承߳⛮ߥ

総体的ޔߦ↸民ߩ中ޟߦ大ญޔߪ歴史߽文ൻ߽何߽ߥいߣޠࠈߎߣいう意識߇߹

堀尾氏ޔฎ墳ࠆߔ点在ޔ大集落群ߩ弥生時代ߚߒߣ仁所㊁遺跡を中心ޕ強いߛ߹ߛ

歴ߩ郷土ޔߤߥ植樹ߩ桜߿工場誘致ߩ近代ޔ仏像ߚࠇ優ޔ戦国時代ߩߤߥ小ญ城߿

史ߣ文ൻをアピルޟޔߒ誇ࠅあߜ߹ࠆ大ญߣޠ言えࠆ施策を講ߡߓいޕߊ  
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款 10 教育費 予 算 額 1年古857古000 

項 05 社会教育費  算 額 1年古661古889 

目 04 文化⽷保護費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 11平古000 

事

 

業

 

04 歴史民俗資料館ㆇ営事業 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 1年古549古889 

大分類 㧝 新しい時代ࠍ担う次世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性ࠍ伸߫し豊ߥ߆人間性ࠍ育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

先人ߩ営ࠍߺߦ伝えࠆたޔ郷土ߩ歴史ߦ関す߿ߩ߽ࠆ美術的ࠍߩ߽ߥ展示す

一ߩ形成ߩ高い生活空間ߩ質ࠆ߈ߢ創造ࠍ文化ޔ応えߦ知的欲求ߩ民↸ޔߢߣߎࠆ

助ࠃࠆߥߦう様々ߥ企↹展ࠍ開催すޔߦ߽ߣߣࠆ小中学校ߩ授業࡞ࠣ߿プ学習ߩ

場ߣしߡ学校教育課ߣ連携しޔ子߽ߤたちߩ教育ߦ⽸献しߡいࠍߣߎߊ目指すޕ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

↸史研究߇ࠎ߹ޟߣ大ญ↸ߩ歴史ߩޠ編纂ࠍ重点ߦ時間ࠍ費߿した結果ޔ現在ߢ

 ޔߡそしޕࠆいߡߞߥߣ副読本ߩ歴史ߩ小学㧢ᐕ生߇ޠฎ代編原始ޟߩ第㧝巻ޔߪ

資料館活動ߣ学校ߩ授業߇ンࠢし࠹ޔマࠍ持ߞた資料館ߩ見学ࠣޔ ޔプ学習࡞

又ޔߪ出前授業ߩߤߥ交流ࠍ深ߡいޕࠆ 

  近ᐕߪ企↹展ߩ充実ߣ同時ޔߦ収蔵庫ߩ資料ߩ整理方法ࠍ改善し電算ߩ登録߽成

果ࠍ上ߡߍいޕࠆ企↹展ߦあޟޔߪߡߞ家族ߢ楽しࠆ資料館ߩޠࠅߊߠ一環ߣしޔߡ

冬ߩ企↹展ߪ恒例ߞߥߣたࠅߟ߹ߥ߭ޟ展ࠍޠ開催しޔ実際߅ߦౝ裏様߅ߣ雛様ߩ

衣装ࠍ着ߡ写真ࠍ撮ࠆコナࠍ設置し好評ࠍ得たޕᐔ成㧝㧥ޔ㧞㧜ᐕ度ߥ߭ޟߩ

端午ޟߪߢ企↹展ߩ春ߩᐔ成㧞㧝ᐕ度ޔࠅあ߇要望ࠄ߆来館者ߩߊ多ߢޠ展ࠅߟ߹

ޔ設置しࠍナコࠆ撮ࠍ写真ߡ着ࠍ❰陣羽߿甲冑ߦ実際ޕ開催したࠍޠ節ฏ展ߩ

冬春ߣ家族ߢ楽しࠆ企↹展ߣしߡ好評ࠍ得ߡいޕࠆ 
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10-05-04(04) 

歴史民俗資料館 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 入館者数ߩさࠆߥࠄ増加 

(平) 家族ߢ楽しࠆ資料館ޔ子߇߽ߤ楽しࠆ資料館ࠅߊߠ 

(年) 収蔵品ߩ整理࠺タ化ߩ促進 

 

㧠 ౝ容 

(1) 常設展示ቶߩ解放㧔子߽ߤたちߦㆆ߮ࠄ߇ߥ昔ߩ道具ߦ触ࠄせࠆ㧕 

(平) ᐕ 4 回ߩ企↹展ߩ開催 

ア 春㧦端午ߩ節ฏ～子ߩ߽ߤ健ߥ߆߿成長ࠍ㗿ߡߞ～ 

  イ 夏㧦紙ߩモンࠬタ展 

ウ 秋㧦郷土ߩゆߩࠅ߆現代作家シ࠭ 

～倉地比沙支ߩ世界～ 

エ 冬㧦߭ࠅߟ߹ߥ展示 

(年) 一日教ቶߩ開催㧔遺跡ࠅߋ㧕            

(4) 学校授業ߩߢ見学受ߌ入ࠇ㧔㧢回㧦㧞㧟㧡人㧕 

(5) 文化⽷収蔵庫ߩ樋ߩ修❲               夏ߩ企↹展 

 

㧡 成果及߮評価 

  生涯学習ߣ家庭教育ߩ一助ߣしޟޔߡ家族ߢ楽しࠆ資料館߇ޠ具現化しߟߟあޕࠆ

し߆しޔ入館者数ޔߪᐔ成㧝㧥ᐕ度ߪ㧣，㧡㧝㧡人ޔᐔ成㧞㧜ᐕ度ߪ㧥，㧣㧠㧤人ޔ

ᐔ成㧞㧝ᐕ度ߪ㧤，㧣㧞㧠人ߢ㧣，㧜㧜㧜人台ࠄ߆㧥，㧜㧜㧜人台ࠍ推移しߡいޕࠆ

↸民ߦ資料館ߩ認知度߇低いޔ又ߪ企↹展ߩት伝߇足ߥࠅいߥߪߢߩいߣ߆いߞた

原点ߦ立ち返ࠅࠃޔࠅ多ߩߊ↸民߇来館しࠆࠇߊߡ工夫ࠍし߽ޔう一ンࠢ高い水

準ߢ 1 万人以上ߩߢ入館者ߩ推移ࠍ目指したいޕ 

  資料館ޔߪ調査研究ߣ展示߇車ߩ両輪ߢあޕࠆ後߽ޔ大ญ↸ߩ歴史߿伝承ߩ

研究ࠍ展示ߦ生߆しߡいޕߊ夏ߣ秋ߩ企↹展ޔߪߢ質ߩ高い芸術ߩ企↹展ޔ߿昔߆

さ߆߿穏ߩ心ޕしたいߣ清涼剤ߩ癒す一服ࠍ紹し心ߡしߎ起ࠅ掘ࠍ物語ࠆ伝わࠄ

 ޕࠆ考えߣࠆߥ߽ߦ一助ߩࠅߊߠち߹ߩ安心安全ޔ߇
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款 10 教育費 予 算 㗵 1年ん1イ6ん000 

㗄 06 保健体育費  算 㗵 11ん110ん年ィ平 

目 01 保健体育総務費 国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 1ん平7イん600 

事

 

業

 

0年 社会体育振興事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 エん8年ィん7ィ平 

大分類  㧝 新ߒい時代ࠍ担うᰴ世代ࠍ育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類  (1) 個性ࠍ伸߫ߒ豊ߥ߆人間性ࠍ育学校教育生涯学習ߩ推進 

●社会体育振興 

㧝 目的 

暮ߩߒࠄ中ޟߦ体育ࠍޠ取ࠅ入ࠇ定着させޔߢߣߎࠆ人々ߩ生߇߈いߠくࠍࠅ図

大会߿各種講習会ߦンࠟࡠࠬࠍޠ社会体育ߚいߟ結びߣ民↸ޟޔߒߣ目的ࠍߣߎࠆ

 ޕࠆ努ߦ普ߣ機会ߩツ参加ࡐࠬߦ民↸ޔߒ開催ࠍߤߥ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ↸ౝߢ多くࡐࠬߩツ事業߇行わޔࠅ߅ߡࠇ各事業ߩౝ容ࠍ洗い出ޔߒ重複ߡߒ

いࠆ事業ޔߪ団体事業ࠍ推進ࠃࠆߔう事業ߩ見直߿ߒ廃止ޔߒࠍ事業ᧄ来ߩ目的ࠍ

理解ޔߒ参加ࠄ߽ߡߒえࠃࠆう事業展開ࠍ進ߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  体育事業ߩ重要課㗴ߡߞߥߣいࠆ総合型地域ࠬࡐツߩ普ޔߡߒߣ事業実施߇

難ߒいߣさࠆࠇ㧞㧜～㧡㧜代ࡐࠬߩツ教室߿講習会ࠍ行うޕ 

事業企↹ޔߪߢ体育指ዉ委員ࠍ中心ߦ気軽ࡐࠬࠆ߈ߢߦツࠍ学びޔ検討߇ߥߒ

 ޕࠆߔࠍ事業展開ࠄ

ࠃࠆ߈ߢ提供߇ツࡐࠬࠅߥߣ主ዉ߇ߤߥ関係団体ޔߪߡいߟߦ各種大会ޔߚ߹

う事業ߩౝ容ࠍ吟味ߡߒいくޕ 
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) 体育指ዉ委員活動 

手߿指ዉߩߢ࠻ンࡌ体育ࠗޔߒߣ目標ࠍޠ普ߩツࡐࠬࠆߒ楽߇߽ࠇߛޟ

軽ࡐࠬߥツߩ指ዉޔ普ࠍ中心ޔߦ体育ࠬࡐツࠍ通ߚߓ生߇߈いߠくޔࠅ健

康ߠくޔࠅ仲間ߠくߦࠅ努ޕߚ 

 委員人数 㧝㧡ฬ ࠕ

ࠗ 活動ౝ容 大口↸体育指ዉ委員会㧔㧝㧞回㧕 

愛知県西尾張地区ਤ葉地区体育指ዉ委員連絡協議会 計㧥回 

         第㧡㧡回東海四県体育指ዉ委員研究大会㧔岐阜県ਅ呂市 㧞日間㧕 

協力事業 ࠬࡐツ教室࡞ࡊޔ祭ޔࠅ↸民体育祭ޔ 

第㧠回愛知県市↸村対抗駅伝競走大会 

 

 (平) ࠬࡐツ教室 

目 ࠕ 的 大人ࠍ対象ࡐࠬߚߒߣツ教室 

  ࠗ ౝ 容 体育指ዉ委員ࠍ指ዉ者ߚߒߣバࡒ࠼ン࠻ンޔソ࠻ࡈバ࡞ࡏ 

  ウ 開催期間 㧣～㧝㧞月 計㧝㧜回 

  ࠛ 参 加 者 㧡㧢ฬ㧔㧝㧢歳以㧕 

  ࠝ 所 感 女性ߩ参加者߇大半ࠍ占ߔ߿ߺߓߥޔい種目ߣいߚߞ点ޔࠄ߆

教室終了後ߪߦ自主ࠣࡐࠬޕߚ߈ߢ߇ࡊ࡞ツࠍ始߆ߞ߈ࠆ

 ޕߚߓ感ߣいߒ߹望߇⛯⛮今後߽ޔߡߒߣߌ

 

(年) ࠬࠠࠬノ࠼ࡏ講習会 

目 ࠕ   的 普段行う߇ߣߎ出来ߥいウࠗンタࡐࠬツࠍ学ぶޔߚ߹ޕ㧝泊

㧞日ߢ実施ޔߢߣߎࠆߔ達ห士ߩ思い出作ߩࠅ場ࠍ提供ޕࠆߔ 

  ࠗ ౝ 容 ࠬࠠびࠬノ࠼ࡏ講習 

  ウ 開 催 日 㧝㧞月㧞㧟日㧔水㧕㧞㧠日㧔木㧕 

ࠛ 参 加 者 㧡㧤ฬ 㧔ዊ学㧠ᐕ生～中学㧟ᐕ生㧕 

ࠝ 所 感 参加者ޔߪࠄ߆㧞日間ޔ朝ࠄ߆晩߹ߢ滑ޔ߈ߢ߇ߣߎࠆ概ߨ好評
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事ޔࠄ߆ߣߎߚߒく減少ߥߦ数ᐕߎߎ߇ߺ込ߒ参加申ޔ߇ߚߞあߢ

業ߩ実施ࠍ検討ࠆߔ必要߇あߣࠆ感ޕߚߓ 

 

(ィ) 愛知万博ޟ࡞ࠕࡕࡔ第㧠回愛知県市↸村対抗駅伝競走大会ޠ 

目 ࠕ 的 愛知県ౝ市↸村ߩ交流ޔ県民ࠬࡐツߩ振興ߩ普 

ࠗ ౝ 容 監督߇中心ޔࠅߥߣ選手ޔ補ᰳ選手߇世代ࠍ超えߡ一ਣߡߞߥߣ

練習ޔߒ大会ޔߪߢ県ౝߩ市↸村チޔߣࡓ㗅位߿区間⸥録ߤߥ

 ޕߚߞ競い合ࠍ

ウ 開 催 日 㧝㧞月㧡日㧔土㧕㧔場所 愛地博⸥念公園㧕 

ࠛ 所 感 ዊ学生ޟࠄ߆参加ߚߒいߣޠいߚߞჿࠍ聞く߽ߣߎあޔࠅ学校߿

企業ߩ協力ࠅࠃߦチ߇ࡓ編成ޔ߈ߢ練習時ࠄ߆監督ࠍ中心ߦ߹

 ޕߚ߈ߢ߇編成ࡓチࠆあߩࠅ߹ߣ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) ࡞ࡊ祭ࠅ㧔ウࠖ࡞大口ࠬࡐツࠢ߳ࡉ事業委⸤㧕 

目 ࠕ 的 海ߩ日ࠍᐕ㧝度ߩ施設無料開ࠪࠛࠢޔߡߒߣョンコ࠽

 ޕࠆ作ࠍߌ߆ߞ߈ࠆߔ利用ࠍ࡞ࡊޔߌ設ࠍߤߥ

ࠗ ౝ 容 臨時ࠪࠛࠢߩョンコߩ࠽設置 

ウ 開 催 日 㧣月㧞㧜日㧔月㧕海ߩ日 
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

  ࠛ 来 場 者 㧡㧡㧤ฬ 

ࠝ 所 感 対象ࠍ子ߦ߽ߤ絞ࠅ込ࠪࠢޔߢߣߎߛࠎョン߽子供向ߦߌ

絞ࠅ込ޕߚ߈ߢ߇ߣߎ今後߽ࠅࠃޔ多くߩ方々ߦ利用ࠄ߽ߡߒ

うࠃࠆߥߣߌ߆ߞ߈う⛮⛯ߣ߈ߴߔ考えߡいޕࠆ 

 

(6) 地区別ソ࡞ࡏ࠻ࡈ大会㧔大口↸ソ࡞ࡏ࠻ࡈ協会߳事業委⸤㧕 

目 ࠕ 的 各地域ߢ行わࠆࠇソߢ࡞ࡏ࠻ࡈ行区間ߩ交流ޔ親睦ࠍ図ޕࠆ 

  ࠗ 開 催 日 㧥月㧝㧟日㧔日㧕ޔ㧞㧜日㧔日㧕 

ウ 方 法 男性㧝㧠チޔࡓ女性㧟チࡔ࠽࠻ߢࡓン࠻戦ࠍ実施ޕߚߒ 

ࠛ 所 感 チࡓ数߇多い地区ޔߪ早い時期ࠄ߆地区大会ࠍ行いޔ大会当日

 ޕߚߞߥߣ大会ࠆ߇ࠅ盛ߦ非常ࠇ訪߇地区応援ޔߪ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (7) ↸民体育祭㧔大口↸民体育祭実行委員会主催㧕 

目 ࠕ 的 ↸ߩ体育ߩ祭典ޔߡߒߣ地域間交流߿親睦ࠍ深ࠆ 

ࠗ 開 催 日 㧝㧜月㧠日㧔日㧕 
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ウ ౝ 容 ↸ౝߢ活動ߠߜ߹ࠆߔくࠅ団体ߣ一緒ߩࡓࠣࡠࡊޔߦ企↹運

営ࠍ行う方法ࠍ㧔㧡団体㧕⛮⛯ޕ㧝㧣ࡓࠣࡠࡊ総勢約㧞，㧜㧜

㧜ฬ߇参加ޕ賞品等ޔߪ協賛品ߢ絞込ࠍߺ行いޔ経費節減߽ߦ努

 ޕߚ

ࠛ 所 感 行区ࠍ中心ߚߒߣ各団体ߩ協力ޔࠅࠃߦ大ߥ߈混乱߽ߥく無事

終了ޔ߇ߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ賞品ߩ一部ߩ物品ࠍ協賛ࠅࠃߦ得߅ߡ

 ޕߚߞߥ多く߇分ࠆߔ購入ޔߓ生߇差ߦ数量ߣࠆߴ比ߣ例ᐕޔࠅ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) ↸民水泳大会㧔ウࠖ࡞大口ࠬࡐツࠢ߳ࡉ事業委⸤㧕 

目 ࠕ 的 ࠬࠗࡒンࠣ技術向ߣ競技ߩ推進 

ࠗ 開 催 日 㧝月㧞㧠日㧔日㧕 

ウ ౝ 容 ウࠖ࡞大口ࠬࡐツࠢࠍࡉ中心ޔߦ大口↸水泳協会び中学生

練習ߩ日頃ߡߞ絞ߦ競技種目ޔ行いࠍ運営ߦ一緒߇ࠕンテࠖࡏ

成果ࠍ発揮ࠆߔ場ޕߚߒߣ 

ࠛ 参 加 者 㧟㧝㧜人 

ࠝ 所 感 開始時間ࠍ早くޔ߇ߚߒ一般利用者ߩ大ߥ߈混乱߽ߥくޔ細߆く

競技種目ࠍ分ߡߌいޔ߇ߚ例ᐕߥߦく早く終了ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ 
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

(エ) 桜並木健康ࠫョࠡンࠣ 

目 ࠕ 的 手軽ߦ取ࠅ組ࠫࠆョࠡンࠣࠍ通ޔߡߒ運動߳ߩ関心ࠍ高ޕࠆ 

ࠗ 開 催 日 㧠月㧡日㧔日㧕ޔᐔ成㧞㧞ᐕ㧟月㧣日㧔日㧕 

ウ ౝ 容 大会ޔߪ桜ߩ開花時期ߦ合わせߡᐕ度当初ߦ㧝回目ࠍ開催ޔߒ㧞

回目ࠍ例ᐕޔࠅ߅ߤᐕ度ᧃߩ㧟月ߦ開催ޕߚߒコࡍࠗࡑޔߪࠬ

㧟ペボࠆࠇ走ߢࠬ び㧡ペボ コࠬ並びߦウࠜࠠンࠣࠍ主体ߣ

㧝．㧡ペボߚߒ ޔࠅ募ࠍ参加ߩ仮装部門ޔߪߦ㧝回目ޔߚ߹ޕߚߒߣ

大会ࠍ盛ࠅޕߚߍ 

ࠛ 所 感 㧠月ߩ桜ߩ開花時ޔߪ他ࡌࠗߩンߣ࠻重ߤߥࠆߥ参加者߇少߆ߥ

ߤߥ学校߳協力依頼ޕߚߒ開催ࠍ㧞回目ߦᐕ度ᧃ㧟月ޔߚߚߞ

 ޕߚߞߥߣ結果ࠆ超えࠍ予定数ޔߪ参加者ߢߣߎߚߞ行ࠍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㧡 成果び評価 

ߥߒ再確認ࠍޠ目的ޟߡい߅ߦ各事業ޔߒࠍߌわߺߔߣ行う事業߇ツ団体ࡐࠬ

߆ߣߎいߒ難ߪ運営ߩߢߌߛ団体ߩߟ一ޔߪߤߥ大会ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ実施ࠄ߇

ޔߺ進ࠍ協議ߣ団体ࠆߔ関連ޔࠄ  ޕࠆいߢࠎう進ࠃいくߡߒ事業߳展開ࠆ創ߢߥࠎ
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●補助事業 

㧝 目的 

ス࠷ࡐ団体間ߩ連携ࠍ࿑ޔࠅスࠍ࠷ࡐ通しߚ事業ࠍ積極的ߦ進ޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  助成ౝ容ࠍᐔ成㧝㧥ᐕࠅࠃ団体助成ࠄ߆事業助成へߣಾࠅ替えࠍ行いޔ当初ߪ各

団体ߪߢ大ߥ߈混乱߇あޔ߇ߚߞᐔ成㧞㧜ᐕ度ߪࠄ߆定着化しޕߚ߈ߡ 

活動߅ߦい߽ߡ公益性ߩ高い事業߇増えޔ趣味中心ߩ活動ࠄ߆一般ࠍ巻߈込ߛࠎ

幅広い活動へ広ޔࠅ߅ߡߞ߇定着しߟߟあޕࠆ 

߿߈手続ߚߞいߣ各事業助成申請ߚいߡߞ行߇生涯学習課ޔߪߢ体育ද会ޔߚ߹

確認ߣߤߥいߚߞ事務ޔࠍ事務局員ࠍ㓹用し行うࠃうߦしޕߚ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  各団体ߢ行ߡߞいࠆ事業件数ߪ非常ߦ多いޔ߇一般ࠍ対象ߣしߚ事業㧔公益事業㧕

事業ౝ容ߩ既存ޔうࠃࠆ߈ߢ߇事業展開ߛࠎ込߈巻ࠍ一般ޔߚいߥ少ߦ件数的ߪ

 ޕ行うࠍ活性化ߩ活動ޔバࠗスし࠼ࠕうࠃࠆ工ᄦすࠍ

  体育団体߇子供ߣ大人ߩ活動団体ߦಽߡࠇ߆いޔߚࠆ現状把握ࠍしޔࠄ߇ߥ団

体ߩ活動方針߿将来像ࠆߥߣプンࠍ検討すޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

(1) 体育ද会補助 

 補助金㗵 㧟㧘㧡㧜㧜㧘㧜㧜㧜 ࠕ

ࠗ 対象事業 町ౝߩ方々向けߦ何ߩ߆ࠄ事業ࠍ行う公益事業ޔߣ加盟ද会員ߩ

技術向上及び親睦ࠍ࿑ࠆ自主事業 

 定期練習助成ࠆいߡ実施しࠄ߇ߥ行いࠍ一般募㓸ޔߚ߹       

ウ 事業ౝ容 

㧔ࠕ㧕㧝㧝団体߇加盟 

軟式野連盟ޔソフ࡞ࡏ࠻ද会ޔバ࠼ミン࠻ンද会ޔソフ࠻テニスද会ޔ
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生涯学習課 

ථද会ޔ剣道ද会ޔ水泳ද会ޔゲ࡞ࡏ࠻ද会ޔ硬式テニスද会ޔᄥ

極拳ද会ޔグウン࠼ゴ࡞フද会 

㧔ࠗ㧕主ߥ事業 

㨍 春季町民総合体育大会                   㧔㧠月～㧢月㧕 

㨎 第㧟㧡回扶桑町大口町親善体育大会     㧔㧢月㧕 

㨏 秋季町民総合体育大会                   㧔㧤月～㧝㧞月㧕 

㨐 加盟団体対抗ࡏング大会ޔ講習会ࡏޔンテࠖࠕ清掃活動 

エ 所 感 ද会ߢ事務員ࠍ㓹用し㧞ᐕ目ޔࠅߥߣ会長߿理事長ߣいߚߞ役員

審議す߽ߡいߟߦ事業ౝ容ޔ߈ߢ߇事務局運営ࠄ߇ߥߺ込߈巻ࠍ

 ޕࠆ考えߣߚ߈ߢ߇事務局運営ߚ安定しࠅߥߦうࠃࠆ߈ߢ߇ߣこࠆ

 

 

 

 

 

 

ゴミ拾い㧔総合運動場他㧕      講習会 

 

(平) 大口町ス࠷ࡐ少ᐕ団補助 

 し㧕ߥ補助金㗵 㧢㧜㧜㧘㧜㧜㧜㧔対前ᐕ比増減 ࠕ

ࠗ 対象事業 補助積算ޟޔߪ加盟団体割㧗加盟人数割߇ޠ中心ߢあޕࠆ 

ウ 事業ౝ容 

㧔ࠕ㧕㧡団体߇加盟 

大口ＦＣޔ大口オࠠ࡞ングスޔ大口タࠗࠟスޔ大口バスޔ 

     大口女子ス࠷ࡐ少ᐕ団 
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㧔ࠗ㧕主ߥ事業 

㨍 各団ߩ活動助成 

    㨎 ス࠷ࡐ少ᐕ団交流大会㧔テࠖ࠶࠼ޔ࡞ࡏチビޔ綱ࠅߣ㧕 

    㨏 体力テス࠻ 

エ 所 感 各団ߩ活動ޔߪ活動拠点ࠍ学校施設ߣしߚこޔߢߣ安定しߚ活動

ߥߣ事務局㧔生涯学習課㧕主導ޔߪ事業ߩ全体ޔ߇ࠆいߡ行え߇

今ᐕ度一時ࠍ事業数ࠅࠃߦ見直しߩ全体事業ޔࠄ߆ߣこࠆいߡߞ

的ߦ減ࠄしޕߚそߩ結果ޔ役員ޟࠄ߆事業ౝ容ࠍ見直し展開すࠆ

必要߇あߣޠࠆいߚߞ意見ࠍ得ࠆこޟޔ߈ߢ߇ߣ事務局頼ߩࠅ事業ޠ

 ޕߚࠇࠄ見߇変化ߦ意識ߩ役員ߦ徐々ߣへޠ行う事業ࠄ自ޟࠄ߆

 

 

 

 

 

 

 

 

体力テス࠻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会 
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生涯学習課 

㧡 成果及び評価 

  体育ද会ߟߦいޔߪߡ事務局ߢ事務員ࠍ㓹用し㧞ᐕޔࠅߥߣ事務局体制߽ߤߥ安

定しޔ各活動߽安定しߚᐕ度ޕߚߞߥߣ 

し߆しޔ活動ߩ中ޔߪߦ子供ߣ一緒ߦ行ߡߞいࠆ活動߽あޔ߇ࠆ現時点ߪߢද会

活動ߪߡߞࠃߦ団体ޔࠅあ߇い現状ߥ߈ߢ߇活動ߦ一緒ߡしߣ会員ޔࠅࠃߦ規約ߩ

 ޕࠆいߡߞ残߇課㗴ߚߞいߣし߹うߡ出߇制限ߦ

 ス࠷ࡐ少ᐕ団ߟߦいޔߪߡ全体事業ߩ見直しࠍ行ߚߞ結果ޔ役員ߩ全体事業へ

 ޕߚ߈ߢ߇ߣこࠆ高ࠍ関心ߩ

総合的ޔߪߦ㧝ᐕ間ࠍ通しߡ各団体ߩ活動߿事業ߩ現状ࠍ確認及び調査しߚこߣ

範ߩ会員ޔ役割ߩ課㗴㧔事務局ߩߡ向けߦ一本化ߩ団体ࠆいߡߞߥߣ現在課㗴ޔߢ

࿐ޔ各事業ౝ容ߩ整理㧕ࠍ抽出すࠆこޕߚ߈ߢ߇ߣ 
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款 10 教育費 予 算 額 4年,06年,000 

項 06 保健体育費  算 額 41,89年,59年 

目 0平 生涯学習施設費 国県支出金 年,465,000 

使用料等 平1,年61,10平 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0年 温水ࡊル管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 17,067,491 

大分類 㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類 (1) 個性を伸߫し豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推ㅴ 

㧝 目的 

  スポツ振興を図ࠆ上ޔߢ誰߽߇気軽ߦスポツߦ親したޔߪߦ安心しߡ使

用ࠆ߈ߢ施設߇必要ߢあޕࠆ↸民߇安全ߢ快適ߦスポツを楽しこࠃࠆ߈ߢ߇ߣ

うߥ施設ߩ一ߣߟしޔߡ一ᐕを通しߡ活用ࠆ߈ߢ温水ࡊルを整備すࠆこߢߣ↸民

 ޕࠆを推ㅴすࠅくߠいまちࠆࠆࠃߦツスポޔ努ߦࠅくߠ健康ޔࠅくߠ体力ߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  スポツ施設ߩ指定管理者制度ߩዉ入ߦ向けޔߡそߩ契約ౝ容及び方法ߟߦいߡ

検討しޔߟߟ施設自体ߩ整備ߦ関しޔ߽ߡ制度ߩዉ入ߦ向けߩߡ整備ߦ重点を置い

 ޕたߞߥߣߣこࠆ指定管理者制度をዉ入すࠄ߆ᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔ߇た߈ߡ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  スポツ施設ߩ指定管理者制度ߩዉ入ߦ向けޔߡそߩ契約ౝ容及び方法ߟߦいߡ

検討しޔߟߟ施設自体ߩ整備ߦ関しޔ߽ߡ制度ߩዉ入ߦ向けߩߡ整備ߦ重点を置い

 ޕいくߡ実施しߡ
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10-06-02(03) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) 開場時間 

   㧠月ࠄ߆㧥月  水曜日ࠄ߆土曜日 午前㧝㧜時ࠄ߆午後㧥時 

           日曜日月曜日  午前㧝㧜時ࠄ߆午後㧣時 

   㧝㧜月ࠄ߆㧟月 水曜日ࠄ߆土曜日 午前㧝㧜時ࠄ߆午後㧤時 

           日曜日月曜日  午前㧝㧜時ࠄ߆午後㧣時 

(平) 休館日  毎ㅳ火曜日及び㧝㧞月㧞㧤日ࠄ߆翌ᐕ㧝月㧡日まߢ 

 

㧡 成果及び評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

 

 

   ᐕ間 年0平 日開場  総利用者数 1平9,575 人 

 

(平) 評価 

いߡ委託しߦࡉツクラル監視及び受付業務を㧺㧼㧻法人ウィル大口スポࡊ   

ߩルࡊޕࠆいߡルを活用した事業߽数多く実施しࡊߡ併せ߇法人ߩこޔ߇ࠆ

運用等߽含ߡ毎ᐕ改善をㅴࠅࠃޔߟߟ一層↸民ߦ身近ߥ運動施設ߣしߡ温水

経߇㧤ᐕ߽ࠄ߆大規模改修工事ޔ㧞㧣ᐕࠄ߆し開館߆しޕいくߡルを活用しࡊ

過しޔࠅ߅ߡ施設全体ߩ老朽化ߪ否ߥいޕ現状ޔߪߢ施設利用者ߩ要望ߦ応え

 ޕࠆいߡい部分߽多々存在しߥ߈ߢ߇ߣこࠆ

ᐔ成㧞㧞ᐕ度ࠄ߆指定管理者制度をዉ入すࠆこߞߥߣߣたࠅࠃޔߢߩ一層利用

者目線ߩ施設管理運営߇図ߣߩ߽ࠆࠇࠄ期待すޕࠆ 

開館日数 年0平 日

一  般 70,平94 人

ዊ中学生 55,年50 人

幼  児 年,9年1 人

計 1平9,575 人

利

用

者

ߩ

数

 

一日当たߩࠅ利用者数 4平9 人

279



款 10 教育費 予 算 㗵 6平,平57,000 

項 06 保健体育費  算 㗵 61,平58,766 

目 0平 生涯学習施設費 国県支出金 平,00年,000 

使用料等 8,0年0,9年8 

そߩ他 6平年,000 

事

 

業

 

04 グラン࠼等管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 50,601,8平8 

大分類  㧝 新しい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類  (1) 個性を伸߫し豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推進 

㧝 目的 

  スポツ振興を図ࠆ上ޔߢ誰߽߇気軽ߦスポツߦ親したޔߪߦ安心しߡ使

用ࠆ߈ߢ施設߇必要ߢあޕࠆ↸民߇安全ߢ快適ߦスポツを楽しこࠃࠆ߈ߢ߇ߣ

うޔまたޔ多種多様ߥスポツ種目ߩ要望ߦ応えࠃࠆࠇࠄうߦ施設を整備しޔ↸民

 ޕࠆߔを推進ࠅくߠいまちࠆࠆࠃߦツスポޔ努ߦࠅくߠ健康ޔࠅくߠ体力ߩ

またޔスポツ人口ߩ増加ޔࠅࠃߦそߩ活動ߩ場ߣしߡ学校体育施設を積極的ߦ

開放しޔスポツ施設ߩ不足分を補うޕ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  スポツ施設ߩ指定管理者制度ߩዉ入ߦ向けޔߡそߩ契約ౝ容及び方法ߟߦいߡ

検討しޔߟߟ施設自体ߩ整備ߦ関しޔ߽ߡ制度ߩዉ入ߦ向けߩߡ整備ߦ㊀点を置い

 ޕたߞߥߣߣこࠆߔ指定管理者制度をዉ入ࠄ߆ᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔ߇た߈ߡ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  スポツ施設ߩ指定管理者制度ߩዉ入ߦ向けޔߡそߩ契約ౝ容及び方法ߟߦいߡ

検討しޔߟߟ施設自体ߩ整備ߦ関しޔ߽ߡ制度ߩዉ入ߦ向けߩߡ整備ߦ㊀点を置い

 ޕいくߡ実施しߡ
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10-06-02(04) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) スポツ施設 

ア 開場時間 ㊁グラウン࠼↸テ࠾スコ࠻わ߆し߾ち国体⸥念運動公園

河北グラウン࠼秋田グラウン࠼ 

  午前㧣時㧟㧜分～午ᓟ㧣時㧟㧜分 

総合運動場総合テ࠾スコ࠻ 午前㧣時㧟㧜分～午ᓟ㧥時㧟㧜分 

イ 休場日  㧝㧞月㧞㧤日㧔月㧕ࠄ߆翌ᐕ㧝月㧢日㧔水㧕まߢ 

 

(平) 学校体育施設 

大口中学校大口南ዊ学校大口北ዊ学校大口西ዊ学校 

  ア 開場日 

    屋ౝ運動場㧔昼間㧕ޔ屋外運動場 

    㧔土曜日ޔ日曜日及び国民ߩ祝日ߦ関ࠆߔ法ᓞߦ規定ࠆߔ休日㧕 

    屋ౝ運動場㧔夜間㧕 

    㧔国民ߩ祝日ߦ関ࠆߔ法ᓞߦ規定ࠆߔ休日を除く火曜日ࠄ߆土曜日㧕 

    ※い߽ࠇߕ㧝㧞月㧞㧤日㧔月㧕ࠄ߆翌ᐕ㧝月㧠日㧔月㧕まߢ及び学校開校時

間を除くޕ 
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㧡 成果及び評価 

(1) 成果 

施 設 名 項  目 計 

件  数   平,71平 件 

↸テ࠾スコ࠻ 

利用者数   平8,91平 人 

件  数   1,154 件 

総合運動場 

利用者数 60,4年0 人 

件  数     平平年 件 

 イタ࠽ 

利用者数  6,0平8 人 

施 設 名 項  目 計 

件  数   4,87平 件

総合テ࠾スコ࠻ 

利用者数  年7,06年 人

件  数   1,547 件

 イタ࠽ 

利用者数   9,平61 人

件  数   4平6 件

㊁グラウン࠼ 

利用者数   17,044 人

件  数   年46 件

 わ߆し߾ち国体⸥念運動公園 

利用者数   1年,平8平 人

件  数   平64 件

河北グラウン࠼ 

利用者数   9,平76 人

件  数   年55 件

秋田グラウン࠼ 

利用者数   9,7平8 人
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10-06-02(04) 

生涯学習課 

施 設 名 項 目 屋外 屋ౝ昼 屋ౝ夜 

件  数 51 件 平7 件 175 件

大口中学校 

利用者数 年,400 人 1,年50 人 4,年85 人

件  数 年55 件 平16 件 7年 件

大口北ዊ学校 

利用者数 15,年05 人 11,615 人 平,490 人

件  数 平46 件 69 件 4平 件

大口南ዊ学校 

利用者数 年,555 人 平,年60 人 1,6平0 人

件  数 平平4 件 117 件 150 件

大口西ዊ学校 

利用者数 8,9平8 人 5,074 人 年,916 人

 

(平) 評価 

こࠇまߩߢスポツ振興事業ߩ成果ޔ߿生活習ᘠ病予防ߩたޔ近ᐕޔスポ

ツߦ親し方ߩ人口߇ᐕ々増加しߡいޕࠆまたޔ施設ߩ利用߇休日߿夜間ߦ多い

たޔ施設ߩ絶対数߇ᘟ性的ߦ不足しߡいޕࠆ体育施設߿学校施設ߩ改修等߽こ

こ数ᐕ中ߦ実施さߡࠇいޔߢߩࠆ一部ߩ施設ߪ建設当時ߩ目的以外߽ߦ利用しޔ

可能ߥ限ࠅ利用者ߩ利用形態ߩ要望ߦ合うࠃうߥ施設ߩ運営ߦ努ߡいޕࠆまたޔ

最ዊߩ経費ߢ最大ߩ効果߇得ࠃࠆࠇࠄうߦ職員自߇ࠄ施設ߩ維持管理作業を多々

行ߡߞいޔ߇ࠆそ߽ߦࠇ限界߇あޔࠅ今ᓟߩ施設管理ߩ在ࠅ方ߣしߡ指定管理者

制度ߩዉ入を検討しߡ来たޔ߇そߩ準備段階ߣしޔߡᐔ成㧞㧝ᐕ度ߦグラン࠼等

ࠄ߆ᐔ成㧞㧞ᐕ度ޔࠇく管理さߥ問㗴ߨ概ޕ管理委⸤したߡ体育施設を一括しߩ

指定管理者制度をዉ入ࠆߔこࠆ߈ߢ߇ߣ見通しߞߥߣたޕ 
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款 10 教育費 予 算 㗵 7,ィィ6,000 

項 06 保健体育費  算 㗵 6,80イ,0イ7 

目 0平 生涯学習施設費 国県支出金 0 

使用料等 1,平00 

そߩ他 0 

事

 

業

 

0イ 野外活動施設管理事業 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 6,80年,8イ7 

大分類 㧝 新ߒい時代を担う次世代を育 
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸߫ߒ豊ߥ߆人間性を育学校教育生涯学習ߩ推ㅴ 

㧝 目的 

↸民߇自然ߦふࠇあいࠄ߇ߥ規ᓞޔ協調ޔ愛ߩ精神を養いޔ心身ߦ߽ߣ健全ޔߦ

まࠅࠃޔߚ豊ߥ߆心を養うこߣを目的ߚߒߣ自然体験活動ߩ場ޟޔߡߒߣ白山ふࠇあ

いߩ森ޠを設置ޔߒ安心ߡߒ利用ࠆ߈ߢ施設管理を目的ޕࠆߔߣ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  ᐔ成㧝㧥ᐕ度ޔࠄ߆地元住民ߩ志ࠣߦࡊ࡞日常管理を委託ޔ߇ߚ߈ߡߒ大߈

 ޕࠆいߡߒ日常管理を委託ߦࡊ࡞ࠣߓく現在߽同ߥ等߽࡞ࡉラ࠻ߥ

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  施設ߩ老朽化ߦ対応ޔߚࠆߔ可能ߥ限ࠅ早期ߩ修繕を実施ߡߒいޔ߇ࠆ地元地

域ߩࠄ߆要望等߽ߦ早期ߩ対応ߦ心߇けߡいޕࠆ 

  施設そޔߩ߽ߩ特ߦキャンࡊ場ߩ存在意義そ߽ߩ߽ߩ今ᓟߩ検討課㗴ߡߒߣいࠆ

良い方向ࠅࠃㆇ営を管理ߩ施設ޔߟߟ意見߽踏まえߩ地元地域߿施設利用者ޔ߇

 ޕいくߡㅴߦ
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10-06-02(05) 

生涯学習課 

㧠 ౝ容 

(1) 開場時間 

   㧠ࠄ߆㧥  水曜日ࠄ߆日曜日 午前㧝㧜時ࠄ߆午ᓟ㧢時 

   㧝㧜ࠄ߆㧟 水曜日ࠄ߆土曜日 午前㧝㧜時ࠄ߆午ᓟ㧡時 

(平) 休場日  毎ㅳ曜日火曜日び㧝㧞㧞㧤日ࠄ߆翌ᐕ㧝㧡日 

 

㧡 成果び評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

(平) 評価 

開場ࠄ߆既ߦ㧞㧢ᐕ߇経過ޔࠅ߅ߡߒㆆ具߇老朽化ߡߒいࠆ部分߽あޔߚࠆ可

能ߥ限ࠅ早期ߦ修繕ޔߒ誰߽ߢߦ安心ߡߒ利用ߡߒいߛߚけࠃࠆうߦ施設ߩ管理ߦ

努ޕߚまޔߚ地元志ࠗ࠻ࠅࠃߦ清掃ߤߥを含日常管理を行ߡߞいࠃޔ߇ࠆ

ߠߜまޔࠅ߅ߡけߛߚいߡߞ施設ㆇ営を行ޔ施設維持管理ߢ視点ߚߒ密着ߦ地域ࠅ

くࠅ活動ߩ場ߡߞߥ߽ߣいޕࠆ今ᓟ߽同様ߩ管理を⛮⛯ߡߒいけࠃࠆうޕࠆߔߦ 

 

開 場 日 数 平6年 日

チッࠢ場 ィ,9ィィスࠕ࠼࡞ࠖࡈ 人

キャンࡊ場 イ,709 人

利

用

者

ߩ

数 合   計 10,6イ年 人
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Ⅳ 一般会計の主要工事一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





主要工事一覧表 

一般会計 

一般会計主要工事一覧表㧔㧝３㧜万円を超える工事㧕 

 

㧔款㧕㧟 民生費 ＜福祉ߎども課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

中保育園ਅ水道

接続工 

中保育園 

21.11. 7

22. 1.15

2,350,950 L=17.7ｍ න独

保育園費 

ධ保育園ਅ水道

接続工 

ධ保育園 

22. 2.16

22. 3.30

4,293,450 L=61.7ｍ න独

 

㧔款㧕㧠 衛生費 ＜環境課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

循環型社

会形成費 

セン࡞サイク

ター資᧚置き場

及び駐車場整備

工 

ਅ小口六ৼ目

21.11. 7

22. 1. 5

2,362,500 砂利舗装 1,400 ㎡ න独

 

㧔款㧕㧢 農業費 ＜建設農政課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

農 業 

振 興 費 

草ߩ堆肥ൻ施設

等設置工 

ਅ小口六ৼ目

21.11. 7

22. 1. 5

2,877,000 延床面積 32.70 ㎡ න独

スイࠥ࠼ー࠻

改良工 

西割地区 

河ർੑৼ目 

21. 4.11

21. 6.19

3,864,000

スイࠥ࠼ー࠻ 

電動ൻ工 㧝基 

න独

න独土地改良

業農総合整備

工 差柳地区 

奈良子৻ৼ目

21.11.26

22. 3. 5

6,562,500

L=96.3m 

側溝 L=94.5m 

県費

町න独業農

総合整備工 

大島地区そߩ㧥 

伝右৻ৼ目 

21.12.19

22. 3.13

1,764,000

L=30.0m 

側溝 L=30.0 

න独

農 地 費 

න独土地改良

業農総合整備

工 大島地区 

そߩ㧤 

伝右৻ৼ目 

21.12.23

22. 3. 7

5,544,000

L=88.5m 

側溝 L=88.5m 

県補
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㧔款㧕㧣 商工費 ＜環境課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

観 光 費 

尾ർ自然歩道環

境整備工 

大屋敷ੑৼ目

他

21. 9.29

22. 2.18

22,575,000

L=432.0ｍ 

舗装 A=805.0 ㎡ 

県費

 

㧔款㧕㧤 土木費 ＜建設農政課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

側溝整備工 

町道秋↰48号線 

秋↰ੑৼ目 

21. 4.11

21. 6.19

1,496,250

L=21.5m 

側溝 L=41.6m 

න独

舗装工 

町道柏森大口線 

伝右৻ৼ目 

21. 5.21

21. 8.23

12,988,500

L=147.0m 

舗装 L=1138.2m2 

න独

舗装工 

町道余㊁71号線 

竹↰৻ৼ目 

21. 6.18

21. 8.16

7,665,000

L=264.0m 

舗装 A=1684.1m2 

න独

側溝整備工 

町道ਅ小口58号

線 

ਅ小口七ৼ目

21. 6.27

21. 9.14

2,677,500

L=56.5m 

側溝 L=56.5m 

න独

道路維持工 

町道中小口19号

線 

城屋敷ੑৼ目

21. 6.27

21. 8.25

1,890,000

L=55.2m 

L 型側溝 L=55.2m 

න独

側溝整備工 

町道大屋敷13号

線 

大屋敷ਃৼ目

21. 7.25

21.10.12

3,370,500

L=104.0m 

側溝 L=102.5m 

න独

転落防ᱛ柵設置

工 

町道河ർ44号線 

河ർੑৼ目 

21. 8.22

21.10.10

1,680,000

転落防ᱛ柵 A=73.7m

転落防ᱛ柵 天=81.4m

න独

舗装工 

町道中小口19号

線 

ਅ小口ਃৼ目

22. 1. 9

22. 3.24

2,205,000

L=175.3m 

舗装 A=692.1m2 

න独

舗装工 

町道住宅2号線 

余㊁ੑৼ目他

22. 1. 9

22. 3.19

2,940,000

L=250.5m 

舗装 A=571.66m2 

න独

側溝整備工 

町道秋↰120号線 

秋↰৻ৼ目 

22. 1. 9

22. 3.19

3,762,150

L=121.5m 

側溝 L=119.9m 

න独

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路橋ࠅ

ょう維持

整 備 費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装工 

町道西武線 

豊↰ਃৼ目 

22. 1.28

22. 3.28

14,542,500

L=180.0m 

舗装 A=1466.06m2 

න独
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主要工事一覧表 

一般会計 

舗装工 

町道ਅ小口82号

線 

竹↰ਃৼ目 

22. 2.16

22. 3.30

1,827,000 舗装 A=517m2 න独

道路改良工 

町道ਅ小口97号

線 

竹↰ਃৼ目 

21. 6. 4

21. 9.21

10,080,000

L=201.8m 

側溝 L=386.3m 

舗装 A=619.1m2 

න独

道路改良工 

町道豊ਃ線 

堀尾跡৻ৼ目

21.11.12

22. 6.29

9,922,500

(0)

L=56.9m 

自↱勾配側溝 

L=24.8m 

න独

交通安全施設整

備工 

町道小口51号

線㧔㧝工区㧕 

中小口ੑৼ目

21.12.23

22. 3.22

19,552,050

L=164.3m 

L 型擁壁 L=43.6m 

水路 L=144.0m 

න独

交通安全施設整

備工 

町道㊁合線 

河ർਃৼ目 

21.12.23

22. 3.27

19,477,500

L=119.85m 

函渠 L=119.9m 

歩車境界 L=80.1m 

県補

交通安全施設整

備工 

町道小口51号

線㧔㧞工区㧕 

小口ਃৼ目

21.12.23

22. 3.22

24,813,600

L=274.7m 

L 型擁壁 

L=248.5m 

水路 L=92.0m 

න独

交通安全施設整

備工㧔付帯工㧕 

町道㊁合線 

河ർੑৼ目 

22. 1. 9

22. 3.29

4,593,750

L=119.9m 

側溝 L=108m 

舗装 A=136m2 

න独

道路改良工 

町道余㊁71号線 

㧔㧝工区㧕 

竹↰৻ৼ目 

20.10.23

21. 6.19

47,145,000

(7,875,000)

L=67.2m 

函渠 L=64.2m 

側溝 L=139.3m 

න独

道路改良工 

町道余㊁71号線

㧔㧞工区㧕 

竹↰৻ৼ目 

20.10.28

21. 6.24

66,360,000

(11,130,000)

L=96.2m 

函渠 L=96.2m 

側溝 L=192.8m 

න独

道路改良工 

町道余㊁71号線

㧔㧟工区㧕 

竹↰৻ৼ目 

20.10.28

21. 6.24

65,310,000

(10,920,000)

L=92.0m 

函渠 L=91.2m 

側溝 L=184.5m 

න独

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路橋ࠅ

ょう維持

整 備 費 

橋梁拡幅工 

㧔部工㧕 

堀尾橋 

堀尾跡৻ৼ目

21.11.12

22. 6.29

44,940,000

(0)

橋長 L=27.0m 

桁長 L=26.9m 

න独

排水路改修工 

吹㊁水路 

竹↰ੑৼ目 

21.12.10

22. 3.24

15,435,000

L=110.7m 

U 型水路 L=100.2m 

න独

調整池整備工 

余㊁調整池 

余㊁四ৼ目 

20.10. 1

22. 1.31

113,280,300

(113,280,300)

調整池(鉄筋ࠦンク

1,000 (࠻ー ㎥ 

国庫
河川維持

整 備 費 

側溝横断管浚渫

工 

町ౝ全域 

21. 4.17

21. 9. 2

9,948,750

実施延長=12,864ｍ

除去㊂=123.46 ㎥ 

集落ౝ清掃分処理

㊂=133ｔ 

න独
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㧔款㧕㧝㧜 教育費 ＜学校教育課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

大口西っ子ޟ里山

 整備工ޠ道ߩ

西小学校 

21. 8.18

21.11.15

30,271,500

ᱜ門設置ޔ駐車場整

備 

න独

西小学校プー࡞

サイ࠼改修工 

西小学校 

21. 9. 4

21.12. 2

6,457,500

プー࡞サイ࠼床張

替等 

න独

西小学校遊具改

修工 

西小学校 

21.7.25

21.9. 2

1,323,000

鉄棒ޔ登ࠅ棒等遊具

補修 

න独

学 校 

管 理 費 

西小学校機械室

アスベス࠻撤去

工 

西小学校 

21. 7.25

21. 9. 2

5,355,000

機械室壁ޔᄤ井アス

ベス࠻撤去 

国庫

大口ർっ子わく

わく小学校整備

工㧔㧝工区㧕 

ർ小学校 

21. 6.20

22. 3.19

1,177,279,950

校舎増築ޔ既設校舎

耐震補強及び改修 

国庫

大口ർっ子わく

わく小学校整備

工㧔㧞工区㧕 

ർ小学校 

21. 6.20

22. 3.19

69,336,750

体育館屋防水ޔプ

ー࡞槽底ߍ等改

修 

න独

大口ർっ子わく

わく小学校整備

工㧔㧟工区㧕 

ർ小学校 

21. 7. 2

22. 3.19

28,875,000

ᱜ門築造ޔ囲障工

ޔ遊具設置 

国庫

学 校 

建 設 費 

大口ർっ子わく

わく小学校整備

工㧔㧠工区㧕 

ർ小学校 

21. 8. 8

22. 3.19

10,185,000 ᄥ陽光パネ࡞設置 国庫

 

㧔款㧕㧝㧜 教育費 ＜生涯学習課＞ 

目 工  名 工場所 工 期 

請負金額 

()

摘    要 

補 助

න 独

別 ߩ

大口町温水プー

系統空࡞プー࡞

調機ࠦイ࡞取替

工 

温水プー࡞ 

22. 2.16

22. 3.30

5,775,000 空調機ࠦイ࡞取替 න独

生涯学習

施 設 費 

㊁外活動施設ਅ

水道接続工 

白山ふࠇ 

あいߩ森 

21. 5.30

21. 8.21

2,932,650 L=39.9ｍ න独

 

※ 請負金額欄に㧔 㧕書きߩあࠆもޔߪߩ㧔 㧕外ߪ契約総額ޔ㧔 㧕ౝߪ当該年度支払額 

であޕࠆ 
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Ⅴ 一般会計の土地取得一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





土地取得一覧表 

一般会計 

一般会計土地取得一覧表 

 

㧔款㧕８ 土木費 ＜建設農政課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㧔㎡㧕

金 額 

㧔㧕 

摘 要

補 助

න 独

別 ߩ

町道豊田22号線 

秋田字 

天王 

1 1 12.95 411,810  න独

町道豊三線 

堀尾跡 

二ৼ目 

1 2 69.86

2,962,064 

(2,073,445) 

 න独

町道外坪1号線 

萩島 

二ৼ目 

2 3 159.66 4,987,038  補助

道路敷 

余野 

二ৼ目 

1 1 0.69 5,310  න独

町道下小口97号線 

竹田 

三ৼ目 

16

(1)

20

(2)

272.39

(37.98)

7,706,280 

(1,181,685) 

 න独

道路橋ࠅ

ょう維持

整 備 費 

町道豊田42号線 

堀尾跡 

৻ৼ目 

1

(1)

2

(2)

124.40

(124.40)

5,391,745 

(1,617,745) 

 補助

 

㧔款㧕㧝㧜 教育費 ＜学校教育課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㧔㎡㧕

金 額 

㧔㧕 

摘 要

補 助

න 独

別 ߩ

学 校 

建 設 費 

ධ小学校用地 

奈良子 

三ৼ目 

㧝 㧝 2,929 61,801,900  න独

 

㧔款㧕㧝㧜 教育費 ＜生涯学習課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㧔㎡㧕

金 額 

㧔㧕 

摘 要

補 助

න 独

別 ߩ

生涯学習

施 設 費 

町民会館駐車場用

地 

下小口 

七ৼ目 

㧝 㧝 330.00 9,570,000  න独

㧖表中に㧔 㧕書きもߩあࠆもޔߪߩ㧔 㧕外ߪ契約総額等ޔ㧔 㧕ౝߪ当該年度支払金額等であޕࠆ 
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Ⅵ 特別会計の状況及び 

主要な施策の成果 





特 別 会 計 一 覧 表 

所属課 特別会計名 ページ 

行政課 土地取得特別会計 292 

地域振興課 国際交流事業特別会計 294 

戸籍保険課 国民健康保険特別会計 296 

戸籍保険課 老人保健特別会計 304 

戸籍保険課 後期高齢者医療特別会計 308 

健康生きがい課 介護保険特別会計 312 

都市整備課 公共下水道事業特別会計 328 

都市整備課 農業集落家庭排水事業特別会計 334 

学校教育課 社本育英事業特別会計 336 

 

特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計を

いい、地方自治法の中で「普通地方公共団体が特定の事業を行なう場合その他特定の歳入を

もつて特定の歳出に充て一般の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合において、条例

でこれを設置することができる。」と規定されている。 

 大口町では、上記の９つの特別会計を設置しており、それぞれ下記の条例で特別会計を設

置している。 

○大口町土地取得特別会計条例（昭和 44 年大口町条例第 17 号） 

○大口町国際交流事業特別会計設置に関する条例（平成 2 年大口町条例第 18 号） 

○大口町公共下水道事業特別会計設置に関する条例（平成元年大口町条例第 6 号） 

○大口町農業集落家庭排水事業特別会計設置に関する条例（平成 7 年大口町条例第 13 号） 

○大口町社本育英事業特別会計設置に関する条例（昭和 58 年大口町条例第 10 号） 

 また、介護保険特別会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計及び後期高齢者医療

特別会計については、特別会計の設置が法律上義務づけられているため、条例制定による設

置はしていない。 
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款   予 算 額 年平9,000 

項    算 額 平18,79年 

目   国・県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 平18,79年 

会

 

計

 

 土地取得特別会計 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 0 

大分類    
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類    

㧝 目的 

  用地先行取得事業ߦ係る歳入歳出を経理するޔߦ߽ߣߣ土地取得ߩ滑化を図る

こߣを目的ߣするޕ 

 

 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  新たߥ土地取得߆ߥ߇ったたޔ記載事項ߥߪしޕ 

 

 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  新たߥ土地取得ߩ予定ߥ߇いたޔ記載事項ߥߪしޕ 

 

 

 

 

292



土地取得特別会計 

行政課 

㧠 ౝ容 

  土地開発基金ߩ預金利子収入 218,793 を同基金ߦ積み立てたޕ 

 

 

 

㧡 成果及び評価 

  新たߥ土地取得߆ߥ߇ったためޔ記載事項ߥߪしޕ 

 

 

○収支状況                          㧔単位：・％㧕 

区    分 21 年度算額 20 年度算額 増 減 額 増 減 率

歳 入 総 額 301,390 233,136 68,254 29.3

歳 出 総 額 218,793 233,136 △14,343 △6.2

歳入歳出差引額(A) 82,597 0 82,597 皆増

翌 年 度 ߳ 繰 越 

す ߴ ߈ 財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支(A ) - ( B ) 82,597 0 82,597 皆増

単 年 度 収 支 82,597 0 82,597 皆増 

㧖単年度収支＝当該年度ߩ実質収支－前年度ߩ実質収支 
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款   予 算 額 8ィ9,000 

項    算 額 1イ平,100 

目   国県支出金 0 

使用料等 0 

そߩ他 1イ平,100 

会

 

計

 

 国際交流事業特別会計 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 0 

大ಽ類    
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類    

㧝 目的  

  故青山利శ氏及び株式会社青山製作所ߩࠄ߆寄付金並びߦ大口↸ߩ積立金ߢ設置

した大口↸国際交流事業基金ޔࠅࠃߦ次ߩ事業を実施すޕࠆ 

(1) 教育ޔ文化及びス࠷ࡐ交流を目的ߣした海外派遣 

 (平) ↸民ߩ国際感覚を醸成すࠆたߩ講演会及び研修会ߩ開催 

 (年) そߩ他↸長߇国際交流ߩ振興ߦ必要ߣ認た事業 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  ᐔ成㧞ᐕ度        国際交流事業基金ߩ設置 

  ᐔ成㧞ᐕ度ࠄ߆㧝㧟ᐕ度  海外派遣事業 

  ᐔ成㧟ᐕ度ࠄ߆㧝㧞ᐕ度  合唱団等ࠆࠃߦコンサߩ࠻開催 

  ᐔ成㧝㧟ᐕ度ࠄ߆㧝㧢ᐕ度 ࡏランテࠖࠕグ࡞プࠆࠃߦ国際交流事業ߩ実施 

ᐔ成㧥ᐕ度ࡎ      ࠄ߆ムステࠗ助成事業ࡏランテࠖࠕ通訳登録制度 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

 こߢ߹ࠇ教育委員会߅ߦいߡ中学生を対象ߦ実施さ߈ߡࠇた海外派遣事業ߟߦい

 ޕࠆ見直しを図ߩ事業ౝ容ࠄ߆観点ߩ多文化共生国際理解ޔߡ

※海外派遣事業ߩほޔ߆国際理解多文化共生を推ㅴすࠆ事業ߟߦいޔߪߡᐔ成㧝

㧥ᐕ度ࠄ߆㧡ᐕ間ޟޔߪフン࠼シ࠶プ継承事業㧔一般会計㧕ߢ߆ߥߩޠ実施しߡ

いޕࠆ 
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国際交流事業特別会計 

地域振興課 

㧠 ౝ容 

(1) 大口↸国際交流事業推ㅴ委員会 㧠回開催 

海外派遣事業ߟߦいޔߡ派遣対象者߿派遣వ等ߩ見直しを行ߞたޕ߹たޔ派遣

対象者ߩ選考㧔書類選考面接㧕߿成果報告ߦ対すࠆ講評㧔検証㧕を行ߞたޕ 

(平) ࡎムステࠗ助成 㧝件 

(年) 日本語教室を開催しߡいࠆグ࡞プ߳ߩ場所ߩ提供 

日本語教室㧦隔ㅳ土曜日午後㧣時㧜㧜ಽࠄ߆㧥時㧜㧜ಽ 

 

㧡 成果及び評価 

 今ᐕ度ࠄ߆事業ౝ容を見直しߡ再スタ࠻した海外派遣事業ޔ߿実績߇ૐ調ࡎߥ

ߡ実行しߦそうした改善を適ಾޕࠆあߢ必要߇事業改善ߩ個々ޔムステࠗ助成等

いくたޔ߽ߦ国際交流事業基金ߩ設置ࠄ߆㧞㧜ᐕ߇経過しޔこߩ間ߩ大口↸を取

ޔ方ࠅあߩ即した国際交流事業ߦ実情ߩ↸大口ޔߡߺㅴ展を鑑ߩ化࡞バࡠ巻くグࠅ

基金運用ߩあࠅ方を考えࠆ必要߇あޕࠆ 

 

○収支状況                         㧔単㧦％㧕 

区    ಽ 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増減額 増減率 

歳 入 総 額 986,平0平 8ィイ,年8平 1ィ0,8平0 16.7

歳 出 総 額 1イ平,100 年6,ィ00 11イ,700 年17.9

歳 入 歳 出 差 引 額 ( A ) 8年ィ,10平 808,98平 平イ,1平0 年.1

翌 ᐕ 度 ߳ 繰 越 

す ߴ ߈ 財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 8年ィ,10平 808,98平 平イ,1平0 年.1

単 ᐕ 度 収 支 平イ,1平0 19年,791 △168,671 △87.0

㧖単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支－前ᐕ度ߩ実質収支 
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款取 取 取 予取 算取 額取 1ん899ん471ん000 

項取 取 取 取 算取 額取 1ん809ん9年6ん855 

目取 取 取 国⋵支出金 440ん671ん年平0 

使用料等取 106ん900 

そߩ他取 68年ん484ん0年9 

会

取

計

取

取 国民健康保険特別会計取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 685ん674ん596 

大分類 取 取 取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊ分類 取 取 取

㧝取 目的取

取 国民健康保険ޔߪ相互扶ഥߩ精神ߦ基ޔ߈ߠ被保険者ߩ疾病ޔ⽶傷ޔ出産ޔ死亡ޔ

社会保ޔߡしߣ国民皆保険制ᐲޔࠅあߢක療保険ߩ行う地域ࠍ給付ߥ必要ߡ関しߦ

障及߮地域住民ߩ健康増進ߦ寄ਈޕࠆߔ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

ҋ国民健康保険加入状況Ҍ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単位㧦世帯数ޔ人ޔ％㧕取

ᐕ取 総世帯数取 加入世帯数取 割合取 総人口取 加入者数取 割合

ᐔ成 17 ᐕᐲ取 7ん451取 年ん平7平 4年.9 平1ん686 6ん590取 年0.4

ᐔ成 18 ᐕᐲ取 7ん6平8取 年ん平9平 4年.平 平平ん007 6ん5年1取 平9.7

ᐔ成 19 ᐕᐲ取 7ん749取 年ん平74 4平.年 平平ん167 6ん49平取 平9.年

ᐔ成 平0 ᐕᐲ取 7ん985取 平ん8平1 年5.年 平平ん490 5ん年平平取 平年.7

ᐔ成 平1 ᐕᐲ取 8ん167取 平ん871 年5.平 平平ん554 5ん年71取 平年.7

※取各ᐕᐲ 年 月 年1 日現在ߩ数値取 取

ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ޔࠄ߆㧣㧡歳以ߩ全ߩߡ人㧔一定ߩ障߇い߇あࠆ方ߪ㧢㧡歳㧕

加ߩ国民健康保険ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕᐲޔ伴いߦߣߎߚ後期高齢者ක療制ᐲへ移行し߇

入世帯加入者数ߪ減少しߡいޕࠆ取

後期高齢者支援金分ක療分ޟޔߪ国民健康保険税ࠅࠃߦ制ᐲ改正ߩߎޔߚ߹

護納付金分ߩޠ㧟ᧄ立ޕߚߞߥߣߡ取
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㧠取 ౝ容取

(1)取税収ߩ確保取

取 取 取 納税相談取 ᐕ㧞回㧔㧝月ޔ㧣月取 他ߪ短期被保険者証更新時ߦ実施㧕取

取 取 取 収納強化月間取 ᐕ㧟回㧔㧡月ޔ㧤月ޔ㧝㧞月㧕取

(平)取ක療費抑制ߩߚߩข組ߺ取

取 取 ⋴護師ޔ保健師ࠆࠃߦ㧞㧠時間対応可能ߥ電話相談ߩ開始取 取

取 取 被保険者証更新時ߦジェネリックක薬品希望カドࠍ配Ꮣ取

(年)取特別調整交付金ߩ確保取

取 取 取 ᐔ成㧞㧝ᐕᐲ取 特別調整交付金ߩ特別事情㧔経営姿勢良好㧕ߩ申請取

(4)取保健事業ߩ充実取

乳ޔࠎ߇子宮ࠎ߇健診ࠍ国保ߩ人間ドックߣ併ߡߖฃ診ࠃࠆ߈ߢうߦしޔ疾病

委託ߩක療機関へ指ዉ業務ࠆ߈ߢߩ特定保健指ዉޔߚ߹ޕߚߍߥߟߦ早期発見ߩ

取取ޕߚߞߣࠍい体制ߔ߿ߌฃࠍ指ዉߚし⛯⛮ޔしࠍ

取 取 取 取 取

㧡取 成果及߮評価取

(1)取税収ߩ確保取

取 取 ҋ収納状況Ҍ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単位㧦％㧕取

取

取

取

取

取

取

取

納税相談ߩ実施߿収納強化月間ߩߤߥข組ࠍߺ行ޔ߇ߚߞ社会全体ߩ経済状況߇

思わしߥߊい中ޔߢ雇用状況ߩ悪化ࠅࠃߦߤߥ収納率ߪ伸߮ޔߕ前ᐕᐲࠍਅ回ࠆ結

果ޕߚߞߥߦし߆しޔ調整交付金ߩ減額対象ࠆߥߣ被保険者数㧝万人ᧂ満ߩᏒ↸村

取ޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆ回ࠍ％㧥㧟．㧜ࠆあߢ基準ߩ

取 取 取 分取 ක療分取

後期高齢者

支援金分取

護取

納付金分取

計取

一般取 9年.8取 9年.5取 91.0取

ᐔ成 平0 ᐕᐲ

退職取 98.年取 98.1取 98.1取

94.0取

一般取 9年.年取 9年.平取 91.年取

ᐔ成 平1 ᐕᐲ

退職取 97.1取 97.年取 97.8取

9年.6取
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国民健康保険特別会計 

戸籍保険課 

(平)取ක療費抑制ߩߚߩข組ߺ取

安易ߥක療ฃ診ࠍ抑制ޔ߿ߣߎࠆߔක療ਇ安ࠍ解消ޔߚࠆߔᐔ成㧞㧝ᐕ㧢月

取ޕࠆいߡ業務委託し実施しࠍ電話相談ߩ㧞㧠時間体制ࠄ߆

ドジェネリックක薬品希望カޔߚߩ利用促進ߩジェネリックක薬品ޔߚ߹

取ޕࠆいߡ配Ꮣしߦ届出時ߩ資格ข得ޔߪߦ新規加入者ޔߦ被保険者証更新時ࠍ

取 取 取 ҋ保険給付ߩ状況Ҍ取

ᐕ取 取 ᐲ取 保険給付費取 一人当ߩࠅߚ給付費取

ᐔ成 平0 ᐕᐲ取 1ん180ん平91ん466円 平平6ん196 取

ᐔ成 平1 ᐕᐲ取 1ん年01ん51年ん71平  平40ん年5年 取

㧖取保険給付費ޔߪ徴収金等ࠍ除ߊ保険者支払義務額取

㧖取ᐔ成 平0 ᐕᐲߩ保険給付費ޔߪߦ平0 ᐕ 年 月診療分ߦ旧制ᐲࠆࠃߦ療養給付費ࠍ含ޕ取

保険給付ߩ状況ߟߦいޔߪߡක療技術ߩ発達等ࠆࠃߦක療費ߩ高額化ޔߤߥ過

去ߩデタߪߢߌߛ予測ߥ߈ߢߩい状況߇あޔࠅ保険給付費ߩ削減ߪߦ至߆ߥࠄ

意識ࠆߔ対ߦක療ߩࠅߣ被保険者一人߭ޔߪߦߚߩක療費抑制ޔし߆しޕߚߞ

取ޕࠆあߢ必要߇啓発ߩ߈⛯߈引ޔߚࠆあߢ重要߇

(年)取特別調整交付金ߩ確保取

国ߩࠄ߆特別調整交付金ޔߪᧄ↸ߩ経営姿勢߇良好ߣ認ޔࠇࠄ特別事情ߦ取

ߡしߣ交付金ࠆࠃ 10ん000 千߇交付さޕߚࠇ取

(4)取保健事業ߩ充実取

取 取 取 ҋ特定健康診査特定保健指ዉฃ診率Ҍ取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単位㧦％㧕取

取

取

取

取

取

取

取

㧖取 ᐔ成 平1 ᐕᐲߩ実績ߪᐔ成 平平 ᐕ 4 月 年0 日現在ߩ暫定値取

ᐔ成㧞㧝ᐕᐲߩ特定健康診査特定保健指ዉߩฃ診率ޔߪ暫定数値ߪߢᐔ成㧞

㧜ᐕᐲࠍ回ޔࠅ目標値ߦ近い数値߇達成ߡ߈ߢいޕࠆ取

後ޔߪᧂฃ診者へߩ啓発ߣฃ診しߔ߿い体制ߦࠅߊߠദޔ健康生߇߈い課

取ޕߊいߡദߦ向ߩฃ診率ࠄ߇ߥࠅ図ࠍ連携ߩߣ

特定健康診査取 特定保健指ዉ取

ᐕ取 ᐲ取

目標値取 実取 績取 目標値取 実取 績取

ᐔ成 平0 ᐕᐲ取 49.0取 48.7取 平5.0取 平年.年取

ᐔ成 平1 ᐕᐲ取 5年.0取 5平.9取 年0.0取 平8.0取

299



○収支状況

  㧖 単ᐕ度収支 ＝ 当該ᐕ度実質収支 － 前ᐕ度実質収支

ᐕ度

一人当たࠅ

繰入金額ߩ

17 平4,589

18 平4,平78

19 18,041

平0 18,79平

平1 平1,49年

い額ߥ職員給与事務費を含まޔߪ一般会計繰入金ޓ㧖ޓ

  㧖  財政調整基金現在高ޔߪ各ᐕ度㧟月㧟㧝日現在ߩ額

ᐕ度

ᐔ均被保

険者数

㧔A)

一人当た

給付費ࠅ

ᐔ均被保

険者数

㧔B)

一人当た

納付額ࠅ

給付費ߦ対す

国保税納付ࠆ

額ߩ割合

平0 5,平18 平平6,196 5,平年0 69,089 年0.54%

平1 5,415 平40,年5年 5,4平0 66,489 平7.66%

ᐔ均被保険者数ߩ㧞月ࠄ基づく㧟月かߦ国民健康保険事業状況報告書ޔߪ(ᐔ均被保険者数㧔Aޓ㧖ޓ

徴収金等を除く保険者支払義務額ޔߪ保険給付費ޓ㧖ޓ

療養給付額を含むࠆࠃߦ旧制度ߦ㧞㧜ᐕ㧟月診療分ޔߪߦ保険給付費ߩᐔ成平0ᐕ度ޓ㧖ޓ

額ߩいක療給付分ߥ後期高齢者支援金分・介護納付金分を含まޔߪ国保税納付額ޓ㧖ޓ

㧔単位：円・％ޓ㧕

67,659,年5年

67,659,年5年

67,659,年5年

67,659,年5年

67,8平9,160

㧔単位：円)

7.平

△4.年

㧔単位：人・円㧕

8,81平,平01

単ᐕ度収支

0.0

△4.年

△1年年.9

財政調整基金現在高

160,平8年,516

16平,4年年,449

1平6,平17,405

104,平平8,年19

91,081,456

一般会計繰入金額

保険給付費

年9,79平,718

1年,146,86年

△17,605,810

98,平79,9年6

△年5,1年5,949 117,878,875

国保税納付額

㧔ක療給付分㧕

実質収支

86,4平4,687

△4,458,947

0

増減額

116,5年0,1平5

1平0,989,07平

104,平平8,年19

99,769,年7平 104,平平8,年19

1年,146,86年

△4,458,947

㧞㧜ᐕ度算額㧞1ᐕ度算額

1,909,706,平平7

1,809,9年6,855

99,769,年7平

翌ᐕ度߳繰越

すߴき財源 (B)

1,79年,176,10平

1,688,947,78年

0

ޓޓ分

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

(A)

増減率

6.5

0

△4,458,947

実質収支

(A)-(B)

99,769,年7平 △4,458,947 116,489,4平4

1,年01,51年,71平 年60,年7平,989

1,180,平91,466 年61,年年6,799

単ᐕ度収支
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国民健康保険特別会計

戸籍保険課

○歳入歳出算額

　(1)　歳入

平1ᐕ度 平0ᐕ度

94,465 94,787

(177,655) (178,195)

平0 19

(年5) (年6)

67,895 6平,7年7

(1平7,685) (117,94平)

18,1年7 年4,年76

(年4,110) (64,6平5)

76,756 64,659

(144,年50) (1平1,556)

1年,410 14,年77

(平5,平19) (平7,0平7)

年0,971 平9,年4年

(58,平45) (55,16年)

平1 17

(40) (年平)

平7,平年1 平4,775

(51,平1平) (46,576)

19,平年0 17,415

(年6,165) (年平,740)

年,968 年57

(7,46平) (671)

平40 0

(45平) (0)

年5平,年44 年4平,86年

(66平,6年平) (644,564)

5,平年0 人 世帯数 平,78平 世帯

5,4平0 人 世帯数 平,88平 世帯

皆増㧝㧞　連合会支出金 1,年01,44年 0 1,年01,44年

19,6年7,平85 1,051.5

㧥　繰入金

10　繰越金

㧝㧝　諸収入

147,59年,平58

104,平平8,年19

平1,504,90平

115,46平

年.年

㧔単位㧦円・％　㧕

率減増額減増額算度ᐕ0平分　　区

被保険者1人(世帯)当たり

平1ᐕ度算額

4平6,46平,61年04,7年7,594税険保康健民国　㧝 51平,00平,0平7

4.5005,5004,101料数手び及料用使　㧞 106,900

△45.年

平.平1平9年,578,9年144,年11,8平年金出支庫国　㧟 年67,988,8年年

98,年04,000

㧤　財産収入

047,年84,18△047,787,971金付交費付給養療　㧠

416,016,78年

7平,68平,487

167,861,81年

△年.年

18,019,444

歳入合計

75,189,946

1平9,57年,814

90,平46

1,867,617

㧢　県支出金

㧣　共同事業交付金

1,79年,176,10平

91,081,456 1年,146,86年 14.4

△平,507,459

1年.9

15年,464,4年年 14,年97,年80 9.4

平5,平16 平7.9

0.年平771,848,77606,861,8年年金付交者齢高期前　㧡

   㧖ᐔ成平0ᐕ度ᐕ間ᐔ均被保険者数

   㧖ᐔ成平1ᐕ度ᐕ間ᐔ均被保険者数

116,5年0,1平5 6.51,909,706,平平7

年01



平1 平0

6,40年 7,61平

(1平,041) (14,年09)

平40,558 平平6,0平6

(45平,40年) (4平4,916)

41,756 年9,年年7

(78,5平7) (7年,951)

119 5年

(平平年) (100)

年 年,年5平

(6) (6,年01)

15,0年4 14,648

(平8,平74) (平7,5年8)

平5,1年8 平7,0年8

(47,平76) (50,8年1)

平,78年 平,840

(5,平年4) (5,年年9)

1,741 1,6年平

(年,平74) (年,067)

平1 17

(40) (年平)

年81 年80

(716) (714)

年年年,9年7 年平平,9年5

(6平8,014) (607,098)

5,平年0 人 世帯数 平,78平 世帯

5,4平0 人 世帯数 平,88平 世帯

10

7

16,平年9

1,809,9年6,855

㧖ᐔ成平0ᐕ度ᐕ間ᐔ均被保険者数

㧖ᐔ成平1ᐕ度ᐕ間ᐔ均被保険者数

81,486,844

1年6,平49,平78

15,08年,105

9,4年6,0平4

115,46平

平,06平,740

年4,70平,4平平

1,年0年,8平6,平47

平平6,年14,99平

64年,50平

8-1

8-平

9 基金積立金

保健事業費

歳出合計

1

平

年

4

5

6

諸支出金

特定健康診査等事業費

介護納付金

㧔単位：円・％　㧕

増減率

総務費 年9,808,878 △5,106,456 △1平.8

被保険者1人(世帯)当たり

区　分

　(平)　歳出

平1ᐕ度算額 増減額

10.年

17,5平9,95年 △17,51年,714 △99.9

平0ᐕ度算額

90年,19年 10.6

平年0,948

76,611,平75

1平1,709,年年7

6.4

共同事業拠出金 141,411,平8年

前期高齢者納付金等

4,875,569

老人保健拠出金

保険給付費 1,18平,116,910

後期高齢者支援金等

1,688,947,78年 1平0,989,07平 7.平

△5,16平,005 △年.7

14,85平,157

1,985,545 77,195

1.6

90,平46 平5,平16 平7.9

年.9

平05,7年1,687 平0,58年,年05 10.0

平77,018 年66,484 1年平.年

8,5年平,8年1
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国民健康保険特別会計

戸籍保険課

○保険税収納状況

(現ᐕ度分㧕

収納率

94.0

9年.6

㧔滞納繰越分㧕

収納率

9.7

9.6

○保険給付等ߩ状況

件数 金額 件数 金額

療養給付費 71,9年7 1,049,0年5,69年 67,605 906,180,平0平 14平,855,491 15.8

療養費等 平,985 19,79年,641 平,555 17,4年5,109 平,年58,5年平 1年.5

高額療養費 1,61平 110,840,770 1,平61 8平,045,平5年 平8,795,517 年5.1

移ㅍ費 0 0 0 0 0 0.0

小ޓޓ計 76,5年4 1,179,670,104 71,4平1 1,005,660,564 174,009,540 17.年

療養給付費 6,9平4 96,906,年8平 9,平96 1年8,77平,年66 △ 41,865,984 △ 年0.平

療養費等 年17 1,851,平77 565 年,617,76年 △ 1,766,486 △ 48.8

高額療養費 71 10,年68,1年4 平01 16,486,516 △ 6,118,年8平 △ 年7.1

移ㅍ費 0 0 0 0 0 0.0

小ޓޓ計 7,年1平 109,1平5,79年 10,06平 158,876,645 △ 49,750,85平 △ 年1.年

年,080,758 平,954,平57 1平6,501 4.年

19 7,887,057 年0 10,650,000 △ 平,76平,94年 △ 平5.9

年5 1,750,000 4年 平,150,000 △ 400,000 △ 18.6

1,年01,51年,71平 1,180,平91,466 1平1,平平平,平46 10.年

15,08年,105 14,85平,157 平年0,948 1.6

9,4年6,0平4 8,5年平,8年1 90年,19年 10.6

出産育児一時金

葬ޓ祭ޓ費

合ޓޓޓ計

特定健康診査等事業

保健事業費

  㧖ޓ療養給付費・療養費等・高額療養費ޔߪ徴収金等を除く支払い保険者支払義務額ޕ

審査支払手数料

平1ᐕ度 平0ᐕ度

16,54年,60年

ㅌ

職

155,0年0,048 14,810,平77

㧔単位：円・％ޓ㧕

区ޓޓ分

一

般

平1ᐕ度

ᐕޓޓ度

平0ᐕ度

平1ᐕ度

調定額

509,5年7,500

科ޓޓ目

5年1,060,年00

収納済額

479,19年,800

 㧖ޓᐔ成平0ᐕ度収納済額にޔߪ過誤納金還付未済額19,900円を含むޕ

㧔単位：円・％ޓ㧕

増減額 増減率

497,191,750

ᐕޓޓ度 調定額 収納済額

平0ᐕ度 170,9年平,平79
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款   予 算 額 8,平19,000 

項    算 額 年,94年,576 

目   国・県支出金 967,平5年 

使用料等 0 

そߩ他 6平年,000 

会

 

計

 

 老人保健特別会計 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 平,年5年,年平年 

大ಽ類   
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小ಽ類   

㧝 目的  

老人保健制度ޔߪ本格的ߥ高齢化社会ߩ到来ߦ対応ޔߒ国民ߩ老ᓟࠆߌ߅ߦ健康

総合ࠆ至ߦ機能訓練ޔ治療ࠄ߆予防ߩ疾病ޔたࠆ確保を図ߩක療ߥ適ಾߣ保持ߩ

的ߥ保健事業を実施ޔߒ国民保健ߩ向上ߣ老人福祉ߩ増進を図ߣߎࠆを目的ߡߒߣ

いޕࠆ 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

老人保健法ࠆࠃߦ老人ක療制度ߟߦいޔߪߡ昭和㧡㧤ᐕ㧞月ߦ発足ޔߡߒ国・都

道府県・市↸村ߩ⽶担金及び各ක療保険者ߩ拠出金ࠅࠃߦ運営さ߈ߡࠇたޔ߇高齢

化ߩ進展等ޔࠅࠃߦそߩ⽷政⽶担ߪ増加ߩ一途を辿߈ߡߞたޕそߩた被保険者ߩ

ᐕ齢߿窓口⽶担等ߩ引上ߍ等を行うߤߥ制度改ᱜを幾度߽行߈ߡߞた߽߅ߥޔ߇増

え⛯ࠆߌ高齢者ක療費ߩ⽷政⽶担を抑制ࠆߔたޔᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ߩක療制度改革

ᓟ期ޟくߠ基ߦޠ法ᓞࠆߔ関ߦ確保ߩක療ߩ高齢者ޟޔߒ老人保健制度を廃ᱛࠅࠃߦ

高齢者ක療制度߇ޠ創設さࠇたޕ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

老人保ޔࠅࠃߦߣߎたࠇ施行さࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠月ޔ߇ޠᓟ期高齢者ක療制度ޟ

健制度ߥߪくߞߥた߽ޔߩߩ老人保健特別会計ߪᐔ成㧞㧞ᐕ度߹ޔߒ⛯⛮ߢ精算事

務を行うޕ 
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老人保健特別会計 

戸籍保険課 

㧠 ౝ容 

ᐔ成㧞㧝ᐕ度߅ߦいޔߪߡ月遅ࠇಽ等ࠆࠃߦක療給付等ߩ支払いޔߣᐔ成㧞㧜ᐕ 

度ߩ国庫⽶担金等ߩ精算金ߩ処理を行ߞたޕ 

歳入ߟߦいޔߪߡ当該ᐕ度ߩක療諸費ߩ支出予定額ߦ応ޔߡߓ社会保険診療報酬

支払基金ࠄ߆㧝㧞ಽߩ㧢߇交付さࠇたޕ߹たޔ今ᐕ度ࠄ߆国・県ߩ⽶担金及び基金

 ޕたߞߥߦ取扱いߩ翌ᐕ度精算交付ޔߪߡいߟߦ事務費交付金ߩ

歳出ߟߦいޔߪߡක療諸費߇㧝㧘㧞㧠㧢㧘㧟㧡㧢ߢ前ᐕ度対比㧥㧤㧚㧤％ߩ減

少ߞߥߣたޕ߹たޔ一般会計繰出金ߩ㧥㧢㧣㧘㧞㧡㧟ޔߪ前ᐕ度ߩ老人ක療費⽶

担金ߩ不足額߇国ࠄ߆追加交付さࠇたࠆࠃߦߣߎ一般会計߳ߩ返還金ߢあޕࠆ 

 

㧖⽷源過不足額ౝ訳 基金交付金㧔ක療費㧕           11   不足 

基金交付金㧔審査支払事務費㧕        年年4   不足 

国庫支出金                 415,年40   不足 

県支出金                         10年,8年5   不足 
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○収支状況 

                        㧔単位㧦㧕 

    ಽ 19 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 平1 ᐕ度算額 

歳 入 総 額 1,平平年,111,585 11年,474,566 年,94年,576

歳 出 総 額 1,平平年,111,585 111,744,599 年,94年,576

歳 入 歳 出 差 引 額 ( A ) 0 1,7平9,967 0

翌 ᐕ 度 ߳ 繰 越 

ߔ ߴ ߈ ⽷ 源 ( B ) 

0 0 0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 0 1,7平9,967 0

単 ᐕ 度 収 支 0 1,7平9,967 △1,7平9,967

㧖単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支㧙前ᐕ度ߩ実質収支 

㧖ᐔ成 平0 ᐕ度ߪᐔ成 平0 ᐕ 年 月診療ಽ及び月遅ࠇಽ等ޔߺߩᐔ成 平1 ᐕ度ߪ月遅ࠇಽ

等ߺߩ 

 

○歳入歳出算額 

(1) 歳入                          㧔単位㧦・％㧕 

    ಽ 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

1 支払基金交付金 6平年,000 67,平7年,平5年 △66,650,平5年 △99.1

平 国 庫 支 出 金 967,平5年 平9,平年7,477 △平8,平70,平平4 △96.7

年 県 支 出 金 0 7,668,470 △7,668,470 皆減

4 繰 入 金 6平年,年56 8,518,4年9 △7,895,08年 △9平.7

5 繰 越 金 1,7平9,967 0 1,7平9,967 皆増

6 諸 収 入 0 776,9平7 △776,9平7 皆減

歳 入 合 計 年,94年,576 11年,474,566 △109,5年0,990 △96.5
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老人保健特別会計 

戸籍保険課 

(平) 歳出                          㧔単位㧦・％㧕 

    ಽ 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

1 ක 療 諸 費 1,平46,年56 104,455,年46 △10年,平08,990 △98.8

 (1)ක 療 給 付 費 1,平年年,0平0 98,445,487 △97,平1平,467 △98.7

 (平)ක療費支給費 1年,00平 5,610,475 △5,597,47年 △99.8

 (年)審査支払手数料 年年4 年99,年84 △年99,050 △99.9

平 諸 支 出 金 平,697,平平0 7,平89,平5年 △4,59平,0年年 △6年.0

 (1)償 還 金 1,7平9,967 年,84平,年57 △平,11平,年90 △55.0

 (平)繰 出 金 967,平5年 年,446,896 △平,479,64年 △71.9

歳 出 合 計 年,94年,576 111,744,599 △107,801,0平年 △96.5
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款   予 算 㗵 140,7平0,000 

項    算 㗵 140,667,764 

目   国県支出金 0 

使用料等 10,100 

そߩ他 0 

会

 

計

 

 ᓟ期高齢者ක療特別会計 

⽷

源

ౝ

訳

 

一般⽷源 140,657,664 

大分類   
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

ዊ分類   

㧝 目的 

㧣㧡歳ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠㧝日ޔ߈ߠ基ߦޠ法ᓞࠆ関すߦ確保ߩක療ߩ高齢者ޟ  

以ߩ高齢者ߦଥࠆක療ߟߦいޔߪߡ従来ߩක療保険制ᐲࠄ߆独立させ運営主体を

全市↸村߇加入すࠆ広域連合ߣすࠆᓟ期高齢者ක療制ᐲ߇始まߞたޕこߩක療制ᐲ

国民කߊいߡ増加しߦක療費を中心ߩ高齢者ޔ超高齢化社会ࠆ到来すߊߥま߽ޔߪ

療費を背᥊ޔߦ国民皆保険制ᐲを将来ߦわたࠅ維持すࠆたޔ現役世代ߣ高齢者ߢ

担⽶ߩ世代間ߩ高齢者世代ߣ現役世代ߪߢまた老人保健制ᐲޔߣ支え合うこߦ߽ߣ

こࠆすߊす߿ࠅ߆分ߢ公ᐔޔ担を確化し⽶ߩこޔいたたߡࠇ指摘さ߇不公ᐔߩ

 ޕたࠇ創設さߦを目的ߣ

 ○ᓟ期高齢者ක療制ᐲߩක療費ߩౝ訳 

公費 㧡割 ޣ国㧦都府県㧦市↸村＝㧠㧦㧝㧦㧝ޤ 患者 

⽶担 保険料 㧝割 ᓟ期高齢者支援金㧔保険者拠出㧕 㧠割 

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲまߩߢ経過 

  ᐔ成㧞㧜ᐕ㧠㧝日ߩࠄ߆ᓟ期高齢者ක療制ᐲߩ施行ߦ先立ちޔ出前講ᐳߩ実施ޔ

制ᐲ案ౝリフレットߩ送付ޔ広報ࠆࠃߦ制ᐲߩ周知を積極的ߦ進たこޔࠅࠃߦߣ

開始当初ޔ当↸߅ߦいߪߡ大ߥ߈混乱等ߪ避ࠇࠄߌたޕし߆しޔ全国的ߪߦ制ᐲ߇

認識さޔࠇߟߦࠆࠇ不ᐔ不満߿混乱を招ޔ߈ᐔ成㧞㧜ᐕ㧢ޔ政府ߪ特別軽減対策

 ޕ変更㧔選択制㧕をዉ入したߩ納付方法߿

308



後期高齢者医療特別会計 

戸籍保険課 

㧟 目標又ߪ改善策 

  問㗴点ߩ解消ߣ国民ߩ納得ߣ信頼を得ࠆࠇࠄ制ᐲߣすࠆたޔ国߅ߦいߡᓟ期高

齢者ක療制ᐲを廃止しᐔ成㧞㧡ᐕ㧠ࠄ߆新しい高齢者ක療制ᐲを構築すࠆ方針߇

示さޔࠇ新たߥ制ᐲ߇検討さߡࠇいޕࠆこߦࠇ伴ޔߡߞ保険料ߩ特別軽減対策߽当

分ߩ間ޔ延長さࠆࠇこߞߥߣߣたޕ 

 

㧠 ౝ容 

  ᓟ期高齢者ක療制ᐲߪ愛知県ᓟ期高齢者ක療広域連合ߣ県ౝ㧡㧣ߩ市↸村߇協力

しߡ運営しޔ事務をਅ記ࠃߩうߦ分担しߡいޕࠆ 

(1) 広域連合ߩ事務  保険料ߩ定ޔක療ߩ給付及び保険証ߩ発行 

(平) 市↸村ߩ事務   保険料ߩ収納ޔ保険証等ߩ引߈渡しޔ各種申請߿届出ߩ受

付及び制ᐲߦ関すࠆ広報߿窓口相談 

  またޔ市↸村ߪᓟ期高齢者ක療特別会計を設置しޔ主ߦᓟ期高齢者ක療ߩ被保険

者ࠄ߆徴収した保険料を受ߌ入ޔࠇ愛知県ᓟ期高齢者ක療広域連合߳納入しߡいޕࠆ 

 

㧡 成果及び評価 

ᓟ期高齢者ක療制ᐲ創設ࠄ߆㧞ᐕ目ޔࠅߥߦ概ߨ制ᐲߩ周知߇さ߈ߡࠇたޔ߇㧣

㧡歳ߩᐕ齢到㆐ࠅࠃߦᓟ期高齢者ක療ߦ加入ᓟすߦߋᐕ金ࠄ߆保険料߇特別徴収さ

ߣࠆまま⛮⛯すߩそ߇口ᐳ振替ߩ߈ߣいたߡ加入しߦ国民健康保険ߪいࠆあޔࠆࠇ

誤解さޔࠇ未納ࠆߥߣ場合߇発生したޕそߩた督ଦ状を発送すࠆ前ߦ未納ߩ案ౝ

を送付すࠆこޔ߿ߣさߦࠄ未納ߊ⛯߇場合ߪߦ臨戸訪問をしޔ制ᐲߩ説をしߡ納

付をଦしたޕ᥉通徴収保険料㧔現ᐕ分㧕ߩ収納率ޔߪᐔ成㧞㧜ᐕᐲࠅࠃ㧜㧚㧞ポイ

ント昇し㧥㧥㧚㧞％ߣ高水準ߞߥߣたࠅࠃޔ߇一層ߩ収納率ߩ向߿滞納を未然

必ߊいߡ協力し合い進ޔ情報を共しߣ税務課ޔ努ߦ周知ߩ制ᐲޔたߋ防ߦ

要߇あޕࠆ 
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○収支状況 

                        㧔単位㧦％㧕 

    分 平1 ᐕᐲ算㗵 平0 ᐕᐲ算㗵 増 減 㗵 増 減 率

歳 入 総 㗵 14年,518,964 140,971,187 平,547,777 1.8

歳 出 総 㗵 140,667,764 140,59平,8年7 74,9平7 0.1

歳 入 歳 出 差 引 㗵 

(A) 

平,851,平00 年78,年50 平,47平,850 65年.6

翌 ᐕ ᐲ ߳ 繰 越 

す ߴ ߈ ⽷ 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支(A ) - ( B ) 平,851,平00 年78,年50 平,47平,850 65年.6

単 ᐕ ᐲ 収 支     平,47平,850 㧙 平,47平,850 皆増 

㧖単ᐕᐲ収支＝当該ᐕᐲߩ実質収支㧙前ᐕᐲߩ実質収支 

 

○歳入歳出算㗵 

(1) 歳入                          㧔単位㧦％㧕 

    分 平1 ᐕᐲ算㗵 平0 ᐕᐲ算㗵 増 減 㗵 増 減 率

1 ᓟ期高齢者ක療保険料 1平4,941,000 1平4,1年年,500 807,500 0.7

平 使 用 料 及 び 手 数 料 10,100 9,150 950 10.4

年 繰 入 金 18,119,914 16,8平7,9年7 1,平91,977 7.7

4 繰 越 金 年78,年50 㧙 年78,年50 皆増

5 諸 収 入 69,600 600 69,000 11,500.0

歳 入 合 計 14年,518,964 140,971,187 平,547,777 1.8

 

 

310



後期高齢者医療特別会計 

戸籍保険課 

(平) 歳出                          㧔単位㧦％㧕 

    分 平1 ᐕᐲ算㗵 平0 ᐕᐲ算㗵 増 減 㗵 増 減 率

1 ᓟ 期 高 齢 者 ක 療 

広 域 連 合 納 付 金 

140,590,114 140,59平,平年7 △平,1平年 △0.0

 (1)保険料ޔ延滞金 1平平,101,000 1平年,764,年00 △1,66年,年00 △1.年

 (平)保険基盤安定⽶担金 18,119,914 16,8平7,9年7 1,平91,977 7.7

 (年)保険料⽶担金精算金 年69,平00 㧙 年69,平00 皆増

平 諸 支 出 金 68,500 600 67,900 11,年16.7

歳 出 合 計 140,667,764 140,59平,8年7 74,9平7 0.1

 

○ 被保険者ߩ状況 㧔各ᐕᐲ 年  年1 日現在㧕            㧔単位㧦人㧕 

  分 65 歳～74 歳 75 歳以     計 

ᐔ成 平1 ᐕᐲ 107 1,641 1,748 

ᐔ成 平0 ᐕᐲ 101 1,565 1,666 

 

○ 保険料収納状況                       㧔単位㧦％㧕 

    分 調 定 㗵 収入済㗵  収入未済㗵 収 納 率 

特 別 徴 収 71,174,100 71,174,100 0 100.0

᥉ 通 徴 収 5年,881,000 5年,471,100 409,900 99.平

 

現

ᐕ

分

 

計 1平5,055,100 1平4,645,平00 409,900 99.7

滞 納 繰 越 分 46平,500 平95,800 166,700 64.0
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款取 取 取 予取 算取 㗵取 ェェ平んエ年1ん000 

項取 取 取 取 算取 㗵取 ウ11ん1ェ4んエ年年 

目取 取 取 国⋵支出金 平平平ん1①0ん4①① 

使用料等取 10ん①00 

取ઁߩߘ 1ェ5んェ0年ん平ウ平 

会

取

計

取

取 護保険特会計取

⽷

源

ౝ

訳

取

一般⽷源取 年0年ん平10ん5エ5 

大ಽ類 取 取 取
総

合

計

↹

取

体

取
取

系

取

ዊಽ類 取 取 取

●護保険事業ߩ概要㧔認定及び保険料ߩ状況㧕取

㧝取 目的取

高齢者߇ߺ慣ߚࠇ地域߅ߦいޔߡい߽ߢ߹ߟ健康ߢ心ߡߒ暮ޔ߈ߢ߇ߣߎߔࠄ

生߇߈いߩあࠆ生活߇送ࠃࠆࠇうޔ高齢者ߩ健康߿ࠅߊߠ護予防事業ࠍ推ㅴޕࠆߔ取

ビࠬサߥ適ᱜߚߓ応ߦ状況ߩ心身ޔ߇高齢者ࠆߔߣ必要ࠍビࠬ護サޔߚ߹

護認ߥ公ᐔߢᱜ確ޔߦ߽ߣߣࠆ࿑ࠍ向ߩ質ߩビࠬ護サޔうࠃࠆࠇࠄߌฃࠍ

定審査ࠍ実施ޕࠆߔ取

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

護保険制ᐲޔߪ核家族化ߩㅴ行߿護ࠆߔ家族ߩ高齢化ޔߤߥ家族ࠆߋࠍ状

況߇大ߊ߈変わߟߟࠅあࠆ中ޔߢ高齢化長ኼ化ߩㅴ展ߦ伴い要護߿認知症ߩ高

齢者߇増加ޔߒ護期間߇長期化ޔߤߥࠆߔ護ߦኻߔ߹ߔ߹ߪ࠭࠾ࠆߔ増大ߒ

ᐔ成㧝㧞ᐕޔߡߒߣߺ支え合う組ߢ社会全体ࠍいう問㗴ߣ護ߩ高齢者ޔࠅ߅ߡ

㧠ࠬࠄ߆タトޕߚߒ取

護保険制ᐲߪ㧟ᐕߦߣߏ見直ޔࠅ߅ߡࠇߐߣߣߎߔᐔ成㧝㧤ᐕ㧠ߩ制ᐲ改ᱜ

地ߡߒߣ総合窓口ߩ高齢者福祉ޔࠇߐ実施߇施策展開ߚߒ㊀視ࠍ護予防ޔࠅࠃߦ

域包括支援ンタ߇設置ޕߚࠇߐ取

護ޟࠆߔߣ㧝期ࠍ㧟ᐕޔࠅߚあߦߊいߡߒ運営ߦ総合的ࠍ護保険制ᐲޔߚ߹

保険事業計↹ࠍޠ策定ޔߒ事業ߩ適ಾߥ運営ߣ護サビࠬ基⋚ߩ整備ࠍ計↹的ߦ

ㅴߡいޕࠆ取
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介護保険特別会計 

健康生߇߈い課 

ᐔ成㧞㧜ᐕᐲޔߪ第㧟期護保険事業計↹㧔ᐔ成㧝㧤ᐕᐲ～ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ㧕ߩᦨ

終ᐕᐲߩߢ߹ࠇߎޔߡߒߣ実績ࠍ検証ޔߦ߽ߣߣࠆߔ新ߥߚ課㗴解ߦ向ߚߌ施策

展開ࠍ映ߐせޔߚ第㧠期護保険事業計↹㧔ᐔ成㧞㧝ᐕᐲ～ᐔ成㧞㧟ᐕᐲ㧕߇策

定ޕߚࠇߐ取

取ޠ基本理念ߩ護保険制ᐲޟ

取 取 Ԙ高齢者ߩ自立支援取

取 護߇必要ߚߞߥߦ方߽ޔߺ慣ߚࠇ地域߅ߦいߩߘޔߡ人ߩ心身ߩ状況ߦ

応ߚߓ自立ߚߒ生活ޕߣߎࠆࠇࠄߌ⛯߇取

取 取 ԙ利用者本ࠆࠃߦサビࠬߩ選択取

取 利用者߇自ߩࠄ意志ߦ基ߠいߡ必要ߥサビࠬࠍ選択ߒ定ޕࠆߔ取

取 取 Ԛ社会保険制ᐲߩ確立取

取 給付㧔護サビࠬ給付費㧕ߣ⽶担㧔保険料㧕ߩ関ଥࠍ確化ޕࠆߔ取

取

ᐕ齢人口ߩ推移㧔各ᐕᐲ 年  年1 日現㧕取取取 取取取取取取取取取取取取取取㧔単：人％㧕取

ᐕ取 取 取 ᐲ取 平1 ᐕᐲ取 平0 ᐕᐲ取 1エ ᐕᐲ取

総取 人取 口取

㧔外国人ࠍ含㧕取

平平ん554 平平ん4エ0取 平平ん1①ウ

40 歳以 ①5 歳未満人口取 ①んエ平0 ウん005取 ①んェウウ

比取 取 取 率取 年0.ウ 年1.1取 年1.0

第㧝号被保険者数取

㧔①5 歳以㧕取

4ん145 4ん01エ取 年んェ4エ

比取 取 取 率取 1ェ.4 1ウ.エ取 1ウ.4

⸥ߩうߜ ウ5 歳以取 1ん①平ウ 1ん54ウ取 1ん5平5

比取 取 取 率取 ウ.平 ①.エ取 ①.エ

取
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㧟取 目標又ߪ改善策取

㧢㧡歳以ߩ高齢者人口ߪ前ᐕᐲߣ比較ߡߒ㧝㧞㧢人増加㧔㧟㧚㧝％増加㧕ߥߣ

推移ߊߥ増減ߤࠎߣほߪ認定件数߿要護認定者数ޔ߇ࠆいߡߒ高齢化率߽昇ࠅ

身ߦߚࠆߔ維持ࠍ現状ߩߎޕࠆあߦ要護認定者数߽減少傾向ߩ㊀ᐲޔࠅ߅ߡߒ

体機能ߩ維持向ߔߑࠍ体操教室ߩߤߥ予防施策ࠍ積極的ߦ推ㅴޕࠆߔ取

認定調査ߟߦいޔߪߡ調査員್ࠆࠃߦ定ߩ差߇生ߥߓいࠃうޔ研修ߦ参加ߥࠆߔ

取ޕࠆ࿑ࠍ情報共化ߩ調査員ߤ

護保険料ߟߦいޔߪߡ普通徴ಽߩ納率߇ૐਅߡߒいޔߚࠆ戸訪問ࠍ実

施ޔߒ納率向ߦദࠆ必要߇あޕࠆ取

取

㧠取 ౝ容取

護保険料ߪ法ᓞߩ定ࠅࠃߦ原則ߡߒߣᐕ金ࠄ߆特徴ޔߚࠆࠇߐ定ߒ

ਇ納ᰳ損㗵߽増ޔࠅ߅ߡߒૐਅߪ納率ߩ普通徴ޔ߇ࠆいߡߞ保ࠍ高い納率ߡ

加ߡߒいޕࠆ⽶担ߩ公ᐔ性߿定ߚߒ保険⽷政基⋚ࠍ保持ޔߚࠆߔ長期ߩ滞納者

納付相談ޔߦ߽ߣߣࠆ࿑ࠍ強化ߩ徴体制ߤߥ推ㅴߩಽ納߿個訪問ޔߪߡߒኻߦ

周知啓発ߡいߟߦ給付制限ߩビࠬ護サࠆࠃߦ滞納ߩ保険料ޔ勧奨ߩ口ᐳ振ᦧ߿

等ࠍ実施ޔߒ納率ߩ向ߦദߡいޕߊ取

取

㧡取 成果及び評価取

高齢者人口ߩ増加ߦ伴い高齢化率߽昇ߡߒいޔ߇ࠆ要護認定者数ߪほߤࠎߣ

増減ޔߊߥ߇㊀ᐲߩ要護認定者数߽減少傾向ߢあޔߚ߹ޕࠆ利用者߳ߩ護給付

費ߩ通知߿事業者߳ߩ指ዉࠍ行いޔ適ᱜߥ護サビࠬߩ提供ߦขࠅ組ߢࠎいߎࠆ

取ޕࠆࠇࠄ考えߣߚߞ߇ߥߟߦ減少ߩ護給付費ޔࠄ߆ߣ

護保険料ߟߦいޔߪߡ納率߇昨ᐕࠅࠃૐޔࠅߥߊਇ納ᰳ損㗵߇多い結果ߥߣ

取ޕࠆദߦ納率向ߤߥࠆߌ設ࠍ徴強化間ޔ整えࠍ徴体制ߪߦᰴᐕᐲޕߚߞ

取
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介護保険特別会計 

健康生߇߈い課 

○支状況取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：％㧕取

取 取 取 ಽ取 平1 ᐕᐲ算㗵取 平0 ᐕᐲ算㗵取 増減㗵取 増減率取

歳入総㗵取 ウ50ん平①平ん0年年 ウ5エん年①5んウエ① △エん10年んウ①年取 △1.平

歳出総㗵取 ウ11ん1ェ4んエ年年 ウ平5んウエウんエェウ △14ん①1年ん054取 △平.0

歳入歳出差引㗵取

取取取取取取取取取取取㧔㧭㧕

年エん0ウウん100 年年ん5①ウんェ0エ 5ん50エん平エ1取 1①.4

翌ᐕᐲ߳繰越ߔ取

源取取㧔㧮㧕⽷߈ߴ

0 0 0取 0.0

実質支取㧔㧭㧙㧮㧕 年エん0ウウん100 年年ん5①ウんェ0エ 5ん50エん平エ1取 1①.4

単ᐕᐲ支取 5ん50エん平エ1 ウん年5ェんェ平エ △1んェ4エん5年ェ取 △平5.1

※取単ᐕᐲ支取＝取当該ᐕᐲߩ実質支取㧙取前ᐕᐲߩ実質支取

㧔単：㧕取

ᐕ取 ᐲ取 実質支取 単ᐕᐲ支取 護給付費支払準備基金

1エ ᐕᐲ取 平①ん平0ェんエェ0 1ん平14んウ年年 ウ0ん401んウ00

平0 ᐕᐲ取 年年ん5①ウんェ0エ ウん年5ェんェ平エ ェェん155んェェ①

平1 ᐕᐲ取 年エん0ウウん100 5ん50エん平エ1 11年ん4ウ5ん平ェ①

取
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○歳入歳出算㗵取

(1)取 歳入取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：％㧕取

取 取 ಽ取 平1 ᐕᐲ算㗵取 平0 ᐕᐲ算㗵取 増減㗵取 増減率取

1取護保険料取 1ウエんェ1①ん400 1ウェん年51ん000 1ん4①5ん400取 0.ェ

平取使用料及び手数料取 10ん①00 1平ん150 △1ん550取 △1平.ェ

年取国庫支出金取 1平1ん40ウんェ年平 1年0ん年0①んウ01 △ェんェエェんェ①エ取 △①.ェ

4取支払基金交付金取 1ェ0ん1平0んウ①平 1エ①んウウ5ん1ェ1 △1①ん①54ん41エ取 △ェ.5

5取⋵支出金取 100んウ5平ん①年4 100ん041んウ①ウ ウ10んェ①ウ取 0.ウ

①取繰入金取 1平ェんエ0年ん4ェ① 1平平ん平平平んウ1ウ ①ん①ェ0んウ①エ取 5.5

ウ取繰越金取 年年ん5①ウんェ0エ 平①ん平0ェんエェ0 ウん年5ェんェ平エ取 平ェ.1

ェ取諸入取 5ん①ェ平ん510 5ん44ウん年00 平年5ん平10取 4.年

歳取入取合取計取 ウ50ん平①平ん0年年 ウ5エん年①5んウエ① △エん10年んウ①年取 △1.平

取

(平)取 歳出取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：％㧕取

取 取 ಽ取 平1 ᐕᐲ算㗵 平0 ᐕᐲ算㗵 増減㗵取 増減率取

1取総務費取 51ん年エ0んウ0① 4平ん平4①ん54ェ エん144ん15ェ取 平1.①

(1)一般管理費取 44ん0ェ1ん40エ 年5ん4ェェん平平4 ェん5エ年ん1ェ5取 平4.平

取

(平)護認定審査会費取 ウん年0エん平エウ ①んウ5ェん年平4 550んエウ年取 ェ.平

平取保険給付費取 5エェんエウエんエ45 ①平平ん年平0ん10ェ △平年ん年40ん1①年取 △年.ェ

年取地域支援事業費取 平ウん1①ェん年ウ年 平5ん平51ん1①ウ 1んエ1ウん平0①取 ウ.①

4取⽷政定化基金拠出金取 0 ウ0ウん1ウウ △ウ0ウん1ウウ取 皆減

5取基金積立金取 平5ん年1エん400 平①ん平①ウんェ50 △エ4ェん450取 △年.①

①取諸支出金取 ェん年平①ん50エ エん005ん1年ウ △①ウェん①平ェ取 △ウ.5

歳 出 合 計取 ウ11ん1ェ4んエ年年 ウ平5んウエウんエェウ △14ん①1年ん054取 △平.0

取
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介護保険特別会計 

健康生߇߈い課 

○護保険料ߩ状況取

(1)取 各徴段階人数表㧔各ᐕᐲ 年  年1 日現㧕取 取 取 取 取 取 取㧔単：人％㧕取

保険料ಽ取 平1 ᐕᐲ取 平0 ᐕᐲ取 1エ ᐕᐲ取

段階取 ᐕ間保険料 ኻ象者数取 割合取 ኻ象者数 割合取 ኻ象者数取 割合取

1取 1ェん①00 平エ取 0.ウ 平5 0.① 平5取 0.①

平取 1ェん①00 平ウ5取 ①.① 平①① ①.① 平4平取 ①.年

年取 平ェんエ00 年1年取 ウ.① 平ウ平 ①.ェ 平①0取 ①.ェ

4-1取 年5ん100 ェェ4取 平1.年

4-平取 41ん400 ウ平4取 1ウ.5

1ん54平 年ェ.4 1ん4エ4取 年ェ.ェ

5取 4エん①00 5①年取 1年.① 取

①取 51んウ00 54年取 1年.1 1ん0ェエ 平ウ.1 1ん045取 平ウ.平

ウ取 ①平ん100 ①年4取 15.年 ①平1 15.4 ①10取 15.ェ

ェ取 ウ平ん400 1ェ0取 4.年 平04 5.1 1ウ年取 4.5

合取 取 計取 4ん145取 100.0 4ん01エ 100.0 年んェ4エ取 100.0

取

(平)取 保険料納状況取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：％㧕取

平0 ᐕᐲ取 調取 定取 㗵取 入済㗵取 ਇ納ᰳ損㗵取 未取 取 㗵取 納率取

特徴取 1①平ん①5ェんウ00取 1①平んウ5エんエ00 0取 100.0

普通徴取 1①んェェ年ん100取 15ん年45ん150 1ん55平んェ50取 エ0.エ

現

ᐕ

ಽ

取

計取 1ウエん541んェ00取 1ウェん105ん050 1ん55平んェ50取 エエ.平

滞納繰越ಽ取 平ん4エエん①50取 平45んエ50 1ん04ウん①00 1ん平0①ん100取 エ.ェ

平1 ᐕᐲ取 調取 定取 㗵取 入済㗵取 ਇ納ᰳ損㗵取 未取 取 㗵取 納率取

特徴取 1①5んエ年エん400取 1①5んエ①①ん400 0取 100.0

普通徴取 15ん5ウ4ん000取 1年んウ05ん400 1んェ①ェん①00取 ェェ.0

現

ᐕ

ಽ

取

計取 1ェ1ん51年ん400取 1ウエん①ウ1んェ00 1んェ①ェん①00取 エエ.0

滞納繰越ಽ取 平んウェ4ん550取 144ん①00 1ん1平平ん100 1ん51ウェ50取 5.平

平0 ᐕᐲ㧔還付未済㗵取 特徴取101ん平00 取 普通徴取14んエ00 㧕取

平1 ᐕᐲ㧔還付未済㗵取 特徴取取平ウん000 㧕取
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○護認定ߩ状況取

(1)取 要護認定審査件数等取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件％㧕取

平1 ᐕᐲ取 平0 ᐕᐲ取

取

件取 数取 割取 合取 件取 数取 割取 合取

認定審査件数取 51エ 100.0 540取 100.0

うߜ新規申請取 104 平0.0 14年取 平①.5

うߜ変更申請取 年1 ①.0 1ェ取 年.年

うߜ更新申請取 年ェ4 ウ4.0 年ウエ取 ウ0.平

取 取

(平)取 要護ᐲ認定ฃ給者数㧔各ᐕᐲ 年  年1 日現㧕取 取 取 取 取 㧔単：人％㧕取

平1 ᐕᐲ取 平0 ᐕᐲ取

取

施取 設取 取 宅取 合取 計取 割取 合取 合取 計取 割取 合取

要支援㧝取 取 54 54 1年.エ 4ウ取 1平.平ウ

要支援㧞取 取 ①1 ①1 15.ウ ①平取 1①.平

要護㧝取 平取 ウ5 ウウ 1エ.ウ ①5取 1①.エ

要護㧞取 11取 4ェ 5エ 15.1 ①ウ取 1ウ.5

要護㧟取 平平取 44 ①① 1①.エ ①4取 1①.ウ

要護㧠取 平ウ取 1エ 4① 11.ェ 44取 11.5

要護㧡取 1エ取 ェ 平ウ ①.エ 年4取 ェ.エ

合取 計取 ェ1取 年0エ 年エ0 100.0 年ェ年取 100.0

取

取

取
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●護保険サビࠬ取

㧝取 目的取

要支援ޔ要護認定ࠍฃߚࠇࠄߌ方ޔ߇心身ߩ状況ߦ合わせߩࠇߙࠇߘޔߡ限

㗵ߩ範࿐ߢ必要ߥ護サビࠬࠍ組ߺ合わせߡ利用ࠃࠆ߈ߢうࠍߣߎࠆߔߦ目的ߣ

取ޕࠆߔ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

ᐔ成㧝㧤ᐕ㧠ߦ実施ߚࠇߐ護保険制ᐲߩ改ᱜޔࠅࠃߦ新ߦߚ護予防サビ

増大߇伴う費用⽶担ߦ利用ߩビࠬ護サޕߚࠇߐ創設߇ビࠬ地域密着型サߣࠬ

ޔߦߚࠆߔ確保ࠍ持⛯性ߩ制ᐲޔߒ維持ࠍ健全性ߩ護保険⽷政ޔߢ中ߊいߡߒ

護予防ࠍ㊀視ߚߒ施策転換߇࿑ޔࠇࠄ護߇必要ߥ状態ߩ軽減߿悪化防ᱛߦ向ߌ

取ޕߚߞߥߦうࠃࠆࠇߐ提供߇ビࠬ護予防サߚߒߣኻ象ࠍ軽ᐲ者ޔߡ

指ዉ⋙査߿指定ߩ護事業所ࠅࠃߦ権限ߩ市↸村ޔߪビࠬ地域密着型サޔߚ߹

ㅴࠍ整備ߩ施設߿提供ߩビࠬ護サߥ柔軟ߢ多様ߚߓ応ߦ特性ߩ地域ޔࠇ行わ߇

取ޕߚߞߥߣ可能߇ߣߎࠆ

施設ޔߚࠆ࿑ࠍ公ᐔ性ߩ担⽶ߩビࠬ施設護サߣビࠬ居宅護サޔߦࠄߐ

護サビࠬߦଥࠆ食費ߣ居費߇護保険ߩኻ象外ޔ߇ߚߞߥߣૐ所得者ߦኻߒ

⽶ࠆߔኻߦ居費ߣ食費ޔうࠃいߥࠄߥߦ経済的⽶担߇利用ߩビࠬ施設サޔߪߡ

担限ᐲ㗵ࠍ設ޔߌ軽減措置߇࿑ߡࠇࠄいޕࠆ取

取

㧟取 目標又ߪ改善策取

護保険給付㗵ޔߪ前ᐕߣ比ߴ居宅護サビࠬ費ߪ㧝㧡㧚㧤％増加ߡߒいޔ߇ࠆ

施設護サビࠬߪ㧤㧚㧣％減少ޔࠅ߅ߡߒ護給付費全体ߪߢ㧟㧚㧤％ߩ減少ߣ

߇給付ߩビࠬ護サߥ適ᱜޔߦ߽ߣߣࠆ࿑ࠍ推ㅴߩᓟ߽宅護ޕࠆいߡߞߥ

取ޕࠆあߢ必要߇ࠢ࠶ࠚチߩンࡊアࠤ߿査⋘ߩ事業所ޔߚࠆࠇߐ

取

取

取
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㧠取 ౝ容取

事業所ߩ指ዉ⋙査ߩ実施ޔ߿軽ᐲ者ߩ福祉用具貸ਈߩ実態調査等ࠍ行ߥい護給

付費ߩ適ᱜ化ߦദࠆ必要߇あޕࠆ取

居宅護支援ࠍ目的ޔߦ護ࠆ߆߆ߦ⽶担ߩ軽減ߣ生活ߩ質ߩ向ࠍ࿑ޔߚࠆ

市↸村特給付ߡߒߣ護用品購入費支援ޔ宅サビࠬ利用支援㧔食費補ഥ㧕ߦ

加えޔᐕᐲߪࠄ߆宅改修支援費ߩ支給߽実施ߡߒいޕࠆ取

取

㧡取 成果及び評価取

第㧠期護保険事業計↹㧔ᐔ成㧞㧝～㧞㧟ᐕᐲ㧕ߩ事業方針ߦ基ޔ߈ߠ護サ

ビࠬࠍ必要ࠆߔߣ高齢者ޔ߇適ᱜߦサビࠬࠍฃࠃࠆ߈ߢ߇ߣߎࠆߌうޔ護サ

ビࠬߩ供給体制ߩ整備ߦࠇߘޔߣ伴う護保険料ߩ⽶担ߟߦいߡ検討ߡߒいߊ必要

ビサࠆ߈ߢ利用ޔߦߚࠆࠇߐ提供߇ビࠬ護サߩ利用者本ޔߚ߹ޕࠆあ߇

広報ޔߡいߟߦߺ組ߩ護保険制ᐲޔߤߥ相談窓口利用方法ౝ容種類ߩࠬ

取ޕࠆあ߇必要ࠆߔ実施ࠍ情報提供ߊ易ࠅ߆ಽޔࠅࠃߦ等ࠪチޔࠫࡍࡓࡎ߿

取

○護保険サビࠬ等利用状況取

(1)取 居宅サビࠬ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件日％㧕取

取 取 取 ಽ取 延件数取 延日数取 給付㗵取 割取 合取 増減率

訪問護取 1ん05① 11ん150 年ェんェェ年ん15エ取 11.5取 平①.1

訪問入浴護取 1①ェ ウエエ ェんエ5年ん平0エ取 平.ウ取 △エ.①

訪問⋴護取 年①5 1んエ4ウ 10んェ①平んエ①4取 年.平取 △取①.4

訪

問

系

取

訪問ハビ取 154 エ1平 4ん年4エん151取 1.年取 平5.平

通所護取 1んェ0ェ 1①ん①05 10①ん4平年ん410取 年1.5取 平エ.5
通

所

系

取 通所ハビ取 ウ54 ①ん45エ 4エん4ウ4んエウ1取 14.ウ取 45.エ

短期入所生活護取 年ェ① 平んウ15 平平ん0ェエん015取 ①.5取 △取0.4
短

期

入

所

系

取

短期入所療養護取 ウ1 4平年 4ん1平平ん平5平取 1.平取 △取5.エ
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福祉用具貸ਈ取 1ん40ウ 40ん44① 1①ん5エ平ん11① 4.エ取 ①.4

居宅療養管理指ዉ取 平1年 504 1んウエ4ん4平0 0.5取 △14.4

特定施設入所者生活護取 ①① 1んエ1平 1平ん05エんウェ4 年.①取 △取平.エ

認知症ኻ応型共ห生活護取 111 年ん1ェ平 平5ん①1年ん年4年 ウ.①取 △取エ.4

居宅護支援取 年ん年1平 平ェん①ウェん平①0 ェ.5取 年.ェ

福祉用具購入取 平ウ 1ん0平ウん年①0 0.年取 △年ェ.年

宅改修費取 平ウ ①んウ平5んエ0平 平.0取 10.ウ

合取取取計取 エんエ平5 年年ウん①平エん年1① 100.0取 0.4

(平)取 施設サビࠬ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：人日％㧕取

取 取 取 ಽ取 延人数取 延日数取 給付㗵取 割取 合取 前ᐕ比取

護老人福祉施設取 ①50 1ェん①4ェ 14ェん年ェ平ん50平 ①4.0取 △年.ウ

護老人保健施設取 年01 ェんウ1平 ウエん54①ん1ェ5 年4.年取 △取①.4

護療養型ක療施設取 10 平ん①54 年んエ①ウん0年ェ 1.ウ取 △ウ年.平

合取取取計取 エ①1 年0ん014 平年1んェエ5んウ平5 100.0取 △取ェ.ウ

取

(年)取 特定入所者護サビࠬ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件日％㧕取

取 取 取 ಽ取 延件数取 延日数取 給付㗵取 前ᐕ比取

特定入所者護サビࠬ費取 4年4 11ん平5エ 1ェん1年エんエ00取 △エ.年

取

取 (4)取 高㗵護サビࠬ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件％㧕取

取 取 取 ಽ取 件数取 給付㗵取 前ᐕ比取

高㗵護サビࠬ取 ①年年 5んエ50ん50年取 △エ.1

取

取

取

321



(5)取 市↸村特給付取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件％㧕取

取 取 取 ಽ取 件数取 給付㗵取 前ᐕ比取

宅改修支援費取 11 平ん1ェ4んウ50取 皆増

取護用品購入支援費取 1①年 1ん51年ん年平1取 △取平年.エ

 護 保 険  宅 サ  ビ ࠬ

利用支援費(宅食費補ഥ)取

100 ウエエんウエ0取 11.ウ

合取 取 取 計取 平ウ4 4ん4エウんェ①1取 ①①.年

取

●地域支援事業取

㧝取 目的取

高齢者߇ߺ慣ߚࠇ地域߅ߦいޔߡい߽ߢ߹ߟ健康ߢ心ߡߒ暮ޔ߈ߢ߇ߣߎߔࠄ

生߇߈いࠍ持ߡߞ自立ߚߒ生活߇送ࠃࠆࠇうޔ高齢者ߩ健康߿ࠅߊߠ護予防事業

取ޕࠆߔ推ㅴࠍ

取

㧞取 ᐔ成㧞㧜ᐕᐲ߹ߩߢ経過取

一人暮߿ߒࠄ認知症ߩ高齢者߇増加ޔߒ地域߅ߦいߡ高齢者ߩ見ߩࠅ必要性߇

高߹ࠆ中ޔ取高齢者ࠍ地域ߢ支えߩߚࠆ総合相談窓口ޔߡߒߣ取ᐔ成㧝㧤ᐕ取㧠ߦ

福祉会ߜߋ߅߅社会福祉法人ޕߚߒ߹ࠇߐ設置߇ޠンタ大口↸地域包括支援ޟ

護ޔߡߒ߆活ࠍ専門性ߩࠇߙࠇߘޔߒ配置ࠍ専門職員ࠅࠃߦ職員派遣等ߩࠄ߆

健康福祉ߥ߹ߑ߹ߐߤߥ面ࠄ߆高齢者ࠍ総合的ߦ支援ߡߒいޕࠆ取

護支援ޔߒ調査ࠍ健康状態߿生活状況ߩ高齢者ޔࠄ߆㊀要性ߩ護予防ޔߚ߹

߿ࠅߊߠ健康ߩ高齢者ޔߢߣߎࠆߔ把握ࠍޠ特定高齢者ޟ高いߩࠇ恐ࠆߥߣ必要߇

護予防ߩ推ㅴߡߍߥߟߦいޕࠆ護予防事業߳ߩ積極的ߥ参加ࠍଦޔߚߔ地域

包括支援ンタ職員ޔ߇ኻ象者ߩ生活߿心身ߩ状況ߦ合わせޔߚ護予防計↹ࠍ

作成ߡߒいޕࠆ取

取

取
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㧟取 目標又ߪ改善策取

地域ߩ実情ߦ応ߡߓ市↸村߇独自ߦ実施ࠆߔ事業ߢあޔࠅ本↸ߪߢ高齢者ߩߘ߿

家族ޔ߇ߺ慣ߚࠇ地域߅ߦいߡ心ߡߒ暮ޔߚࠆߌ⛯ߒࠄ護ߟߦいߩߡ知識

取ޕࠆߔ推ㅴࠍ宅護ޔ行いࠍ啓発普及ߩ 取 取

取

㧠取 ౝ容取

健康ࠣ߿ࡊ࡞地域包括支援ンタߩߣ連携ࠍ࿑ޔࠅ特定高齢者߿一般高齢者

取ޕߚദߦ啓発ߩ必要性ߩ護予防ߦ߽ߣߣ等ࡉ老人ࠢߩ地域ޔߦኻ象ࠍ

取

㧡取 成果及び評価取

総合的ߥ護予防ࠪࠬテߩࡓ確立ޔߪߦߚߩ要支援要護状態ࠆߥߦ前ࠄ߆

߽ߣߣࠆߔ提供ࠍビࠬ護予防サߥ効果的ޔߚߩߎޕࠆあߢ㊀要߇護予防ߩ

高ޔߤߥࠆ࿑ࠍ連携ߩߣ予防ኻ策ߩ生活習慣病ߤߥ糖尿病ޔ高脂血症߿高血ޔߦ

齢者ߊߥߢߌߛ若いߚߒ⛯⛮ࠄ߆߈ߣ護予防健康ߦࠅߊߠขࠅ組߇ߣߎ必要

取ޕࠆあߢ

取

○地域支援事業ߩ実績取

(1)取総合相談事業取

地域包括支援ンタ߇地域ࠆߌ߅ߦ高齢者ߩ中心的ߥ相談窓口ޔࠅߥߣ高齢

者ߩߘ߿家族ߩ相談ߦ応ޔߓ護支援専門員߿護サビࠬ機関ߩߣ連携ࠍ࿑ࠆ

整備ࠍ体制ࠆࠇߐ提供ߦ適ᱜ߇ビࠬ護サ߿支援ࠆߔߣ必要߇高齢者ޔߢߣߎ

取ޕࠆߔ

関ଥߦߚߩ権利擁護ߩ高齢者ޔ早期発見߿防ᱛߩ虐待ࠆߔኻߦ高齢者ޔߚ߹

各機関ߩߣ連絡調整ࠍ࿑ޕࠆ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：件㧕取

相談ౝ容取 ᐔ成 平1 ᐕᐲ取 ᐔ成 平0 ᐕᐲ取

護保険ߩઁߩߘ保健福祉サビࠬ取 平ん①ウ① 1んエ①0

権利擁護㧔成ᐕᓟ見制ᐲ㧕取 ェ 年

合取 取 計取 平ん①ェ4 1んエ①年

323



(平)取護予防特定高齢者事業取

要護認定ࠍฃߡߌいߥい㧢㧡歳以ߩ高齢者ࠍኻ象ߦ生活機能評価ࠍ実施ޔߒ

日常生活߅ߦいߡ心身ߩ衰えࠆࠇࠄߺ߇高齢者㧔特定高齢者㧕ࠍ把握ޕߚߒ特定

高齢者ࠍኻ象ߦ護予防教室ࠍ実施ޔߒ要護状態ߥࠄߥߦいࠃう予防ߦദޕߚ取

取

ア取 特定高齢者数及び該当項目取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：延ߴ人数％㧕取

ᐕ取 取 取 取 ᐲ取 ᐔ成 平1 ᐕᐲ取 ᐔ成 平0 ᐕᐲ取

特定高齢者数取 年0① 平エ1取

取 該当者取 割合取 該当者取 割合取

運動器取 平0年 ①①.年 1エ平取 ①①.0

栄養改善取 15 4.エ 平エ取 10.0

口腔機能取 1①① 54.平 1①4取 5①.4

閉ࠅ߽ߎߓ取 年5 11.4 5年取 1ェ.平

認知症取 1ウ年 5①.5 1①0取 54.エ

うߟ取 140 45.ェ 1年①取 4①.ウ

該

取

当

取

項

取

目

取

チࠬࠢ࠶ࠚト್定取 ①エ 平平.5 5ェ取 1エ.エ

取

イ取 特定高齢者把握経路取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：人㧕取

取 取 取 ಽ取 男取 性取 女取 性取 合取 計取

本人家族ߩࠄ߆相談取 年 年取 ①

基本健康診査㧔生活機能評価㧕 10ェ 1エ平取 年00

特定高齢者数取 111 1エ5取 年0①

取

取
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࠙取 通所型護予防事業ޟほほえߺ教室ޠ取

取 取 取 取 軽費老人ࡓࡎ一期一会荘ߦ委⸤取

㧔ア㧕委⸤料取 平ん0ェェん000 取

㧔イ㧕利用料取 㧝回取 平00 取

㧔࠙㧕ౝ取 容取 ㅳ㧞回㧔木㧕取 午ᓟ㧝時㧟㧜ಽࠄ߆㧟時㧜㧜ಽ߹ߢ取

健康チޔࠢ࠶ࠚ体力測定ޔ歌ޔ運動ޔ頭ߩ体操ޕߤߥ取

取

取

取

取

取

ࠛ取 口腔機能向教室取

教取室取ฬ取 場取取所取 日取取時取 参加者人数取

ࠇࠄߴ食ߊߒい߅

健口教室取ࠆ

健康文化ンタ取

機能回復訓練室取
ᐔ成 平1 ᐕ 1平  1ウ 日取 10 ฬ取

ࠇࠄߴ食ߊߒい߅

健口教室取ࠆ

健康文化ンタ取

機能回復訓練室取
ᐔ成 平平 ᐕ取年  11 日取 15 ฬ取

口教室取߅ߟࠄߟߪ

㧔① 回コࠬ㧕取

保健ンタ取

歯科室取

ᐔ成 平平 ᐕ 1 取5 日ޔ平エ 日取

ᐔ成 平平 ᐕ 平  1平 日ޔ平① 日取

ᐔ成 平平 ᐕ 年 取5 日ޔ平① 日取

5 ฬ取

取

(年)取護予防一般高齢者事業取

高齢者ޔ߇自ࠄ護予防ߦ向ߚߌข組ࠍߺ実践ࠆ߈ߢ地域社会ࠍ目指ޔߡߒ

護予防ߦ関ࠆߔ知識ߩ普及啓発ࠍ行いޔ護予防ߦኻࠆߔ意識ࠍ高ޔߢߣߎࠆ

自発的ߥ護予防活動ࠍ推ㅴޕߚߒ取

取

取

取

実参加者数取 延ߴ参加回数取

年① 人取 1044 回取
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ア取 ハトࠤ࡞ࡈア࠽ࡒ取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：人㧕取

実施日時場所等取 参加者取 ౝ取 取 容取

参加

人数

ᐔ成 平1 ᐕ 5  1エ 日(火)取

取

憩いߩ四季取

老人ࠢࡉ取

連合会取

講義取ޟ家庭ౝ事故ࠍ防ޠߦߚߋ取

講師：板部取美紀子取

取

演習取ࠪࠛࠢޟョンࠄ߆護取

取取取取取取取予防ࠍ考えޠࠆ取

講師：江口取 ᱜ巳取

40

ᐔ成 平平 ᐕ 年  1平 日(金)取

取

健康文化ンタ取

取 多目的室取

一般参加者取

講義取ޟ食生活ࠄ߆護予防ࠍ考え取

取取取取取取取ޠࠆ取

講師：ᐔ井取 恵子取

取

演習取ޟ家庭ࠆ߈ߢߢハビテ取

取取取取取取取ࠪョンߩ工夫ޠ取

講師：板部取美紀子取

平ウ

取

取

イ取 福祉講演会取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：人㧕取

実施日時場所等取 ౝ取 取 容取 参加人数取

ᐔ成 平1 ᐕ ウ  平5 日(土)取

取

健康文化ンタ取

ほほえ࡞ࡎߺ取

講義取ޟ心ߚߒ老ᓟޠ！ߦߚࠆߊ߅ࠍ取

～知ߚ߈߅ߡߞい相⛯㧛遺言成ᐕ取

取取ᓟ見ߩ知恵～取

取

講師：㊁取 実哉取

1エ年

ᐔ成 平1 ᐕ 1平  ① 日(日)取

取

健康文化ンタ取

ほほえ࡞ࡎߺ取

講義取ޟわߡߞ߆！認知症ޠ取

～ක療護現場ߩ現状～取

取

講師：長谷川取 嘉哉取

1①0

取

取
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健康生߇߈い課 

(4)取任意事業取

ア取 護者教室取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 㧔単：人㧕取

実施日時場所等取 ౝ取 取 容取 参加人数取

ᐔ成 平1 ᐕ ①  1平 日(木)取

取

健康文化ンタ取

多目的室取

講義取ޟ聞ߣߊ体߿心߇楽ࠆ̌ߥߦ ࡏ࠷ 講̍ᐳޠ取

取

講師：大井取 秀樹取

平5

ᐔ成平1ᐕ10平1日()取

取

健康文化ンタ取

多目的室取

取

講義ޟ家ࠆ߈ߢ߽ߢハビޠ取

取

講師：ቝ㊁取 純代取

4平

取

イ取 護者慰労会取

護者ห士ߩ交流ࠍ࿑ޔࠅ護ࠆ߆߆ߦ心ߩ⽶担ࠍ軽減ޕࠆߔ取 㧔単：人㧕取

実施日時場所等取 ౝ取 取 容取 参加人数

ᐔ成 平1 ᐕ 1平  平5 日(金)取

取

健康文化ンタ取

多目的室取

護者慰労会取ޟ ほߣߞ一息！ޠ取

取ᱜ飾ࠅ作ࠅ護者ห士ߩߢ交流取

取

取講師：近藤取容子取

㧔ࡈワアンࠫࡔント講師㧕取

5ウ

取

取

取
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款   予 算 額 8平4,510,000 

項    算 額 79年,548,平09 

目   国・県支出金 71,500,000 

使用料等 平86,5平8,410 

地方債 1平7,年00,000 

会

 

計

 

 公共ਅ水道業特別会計 

財

源

ౝ

訳

 

そߩ他 年08,平19,799 

大分類   
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類   

㧝 目的  

公衆衛生ߩ向に寄与しޔあわせߡ公共用水域ߩ水質ߩ保全に資すࠆこߣを目的

 ޕࠆすߣ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

昭和㧢㧟ߪ五条川左岸処理区ޔ級河川五条川を境に৻ࠆࠇ中央部を南北に流ߩ↸

ᐕ㧝㧝月にޔ五条川右岸処理区ߪᐔ成㧝㧜ᐕ㧟月に流域関連公共ਅ水道業計↹ߩ

当初認可を受け業着手しޔ㧞ߩߟ処理区においߡ鋭意業ߩ進捗に努めߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

(1) 五条川左岸処理区にߟいޔߪߡ外坪ޔ新宮地区ౝߩ集落に隣接すࠆ区域ߩ整備

を行うޕ 

(平) 五条川右岸処理区にߟいޔߪߡ小口ਃৼ目ߩ৻部区域ߩ整備を行うޕ 

 

㧠 ౝ容 

五条川左岸処理区にߟいޔߪߡᐔ成㧤ᐕ㧝月㧥日初期供用を開始しޔᐔ成㧞㧝ᐕ

度外坪৻ৼ目ޔ外坪四ৼ目ޔ外坪五ৼ目及び新宮ੑৼ目ߩ各৻部ߢ㧡．㧟ｈａߩ処

理区域ߩ拡大を図ߞたޕ 

またޔ五条川右岸処理区にߟいޔߪߡᐔ成㧝㧤ᐕ㧠月㧝日初期供用を開始しޔᐔ

成㧞㧞ᐕ㧠月㧝日に小口ਃৼ目ߩ৻部ߢ㧝㧡．㧝ｈａを供用開始したޕ 
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㧡 成果及び評価 

五条川左岸処理区にߟいޔߪߡᐔ成㧝㧣ᐕ度に㧞㧞．㧜ｈａߩ計↹区域ߩ拡大を

行いޔᐔ成㧞㧟ᐕ度末まߢに㧞㧥㧠．㧜ｈａを整備すࠆ計↹ߢあޕࠆᐔ成㧞㧝ᐕ度

末まߢに㧞㧣㧢．㧥ｈａ߇完了しߡおࠅ計↹ߤおࠅ業を推進すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ

またޔਅ水道業認可区域ߩ整備率ߪᐔ成㧞㧝ᐕ度末㧥㧠．㧞％ߢ前ᐕ度末ߣ比べ

㧝．㧤ポイント向したޕ 

五条川右岸処理区にߟいޔߪߡᐔ成㧝㧤ᐕ度に㧠㧣．㧟ｈａߩ計↹区域ߩ拡大を

行いޔᐔ成㧞㧟ᐕ度末まߢに㧞㧞㧥．㧤ｈａを整備すࠆ計↹ߢあޕࠆᐔ成㧞㧝ᐕ度

末まߢに㧝㧤㧢．㧞ｈａ߇完了しߡおࠅ計↹ߤおࠅ業を推進すࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ

またਅ水道業認可区域ߩ整備率ޔߪᐔ成㧞㧝ᐕ度末㧤㧝．㧜％ߢ前ᐕ度末ߣ比べ

㧢．㧢ポイント向したޕ 
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○収支状況

                   㧔単位：・％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 79年,749,891 858,1年7,806 △64,年87,915 △7.5

歳 出 総 額 79年,548,平09 857,87平,8年5 △64,年平4,6平6 △7.5

歳入歳出差引額 (A)  平01,68平 平64,971 △6年,平89 △平年.9

翌 ᐕ 度 ߳ 繰 越 

す ߴ き ⽷ 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 平01,68平 平64,971 △6年,平89 △平年.9

単 ᐕ 度 収 支 △6年,平89 △平87,066 平平年,777  △78.0

㧖単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支-前ᐕ度ߩ実質収支 

 

○歳入歳出算額 

(1) 歳入           㧔単位：・％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率

1 分担金及び⽶担金  71,8年年,平00 69,185,400 平,647,800 年.8

平 使用料及び手数料  平14,695,平10 189,平79,595 平5,415,615 1年.4

年 国 庫 支 出 金 71,500,000 91,750,000 △平0,平50,000 △平平.1

4 繰 入 金 年08,000,000 年年0,700,000 △平平,700,000 △6.9

5 繰 越 金 平64,971 55平,0年7 △平87,066 △5平.0

6 諸 収 入 156,510 平,670,774 △平,514,平64 △94.1

7 町 債 1平7,年00,000 174,000,000 △46,700,000 △平6.8

歳 入 合 計 79年,749,891 858,1年7,806 △64,年87,915 △7.5

 

(平) 歳出            㧔単位：・％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率

1 総 務 費 196,709,670 178,065,8平年 18,64年,847 10.5

 㧔1㧕一 般 管 理 費 年5,071,1平0 4平,077,86平 △7,006,74平 △16.7

 㧔平㧕維 持 管 理 費 161,6年8,550 1年5,987,961 平5,650,589 18.9

平 下 水 道 建 設 費 年11,49平,94年 年96,年16,151 △84,8平年,平08 △平1.4

年 公 債 費 平85,年45,596 平8年,490,861 1,854,7年5 0.7

歳 出 合 計 79年,548,平09 857,87平,8年5 △64,年平4,6平6 △7.5
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○下水道普及状況                  㧔各ᐕ 4 月 1 日現在㧕 

区        分 ᐔ成 平平 ᐕ ᐔ成 平1 ᐕ 増 減 増減率

行政区域ౝ人口㧔住基人口㧕(a) 平平,108 人 平平,018 人 90 人 0.4％

処 理 区 域 ౝ 人 口 (b) 16,007 人 15,5平年 人 484 人 年.1％

水 洗 化 人 口 (c) 10,654 人 9,480 人 1,174 人 1平.4％

普 及 率 (b/a) 7平.4％ 70.5％ 1.9％ 平.7％

水 洗 化 率 (c/b) 66.6％ 61.1％ 5.5％ 9.0％

整  備  面  積 46年.1ha 44平.7ha 平0.4ha 4.6％

 

○下水道建設事業ౝ容 

区         分 国 庫 補 助 事 業 単 独 事 業

五条川Ꮐ岸公共下水道 0  5,680,500 

五条川右岸公共下水道 1年年,0年年,950  75,180,000 

特定環境保全公共下水道 14,86年,800  平9,平09,950 

事

業

費 

合      計 147,897,750  110,070,450 

施 Ꮏ 延 長 平,1平8.80ｍ 1,001.99ｍ

取 付 管 布 設 箇 所 数 - 89 か所

㧖事業費についޔߪߡ委託料及びᎿ事請⽶費によるもߢߩすޕ 
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公共下水道事業特別会計主要工事一覧表㧔㧝３㧜万円を超える工事㧕 

 

㧔款㧕２ ਅ水道建設費 ＜都市整備課＞ 

目 Ꮏ  名 Ꮏ場所 Ꮏ 期 

請負金額 

(円)

摘    要 

補 助

単 独

の 別

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-1Ꮏ区㧕 

小口ੑৼ目

21. 8.13

22. 2.28

9,009,000 立坑 2 基 国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-1Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口ੑৼ目

21. 8.19

22. 3. 1

11,550,000

薬液注入Ꮏ 1 式 

安全費 1 式 

単 独

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-2Ꮏ区㧕 

小口ੑৼ目

21. 9.10

22. 2.26

34,769,700

L=91.50m 

人孔 1 号 2 基 

推進Ꮏ L=83.2ｍ 

国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-3Ꮏ区㧕 

小口৻ৼ目

他

21. 9.19

22. 2.15

38,640,000

L=65.90m 

人孔 1 号 1 基 

人孔 2 号 1 基 

推進Ꮏ L=48.9ｍ 

国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-3Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口৻ৼ目

他

21. 9.29

22. 2.25

19,425,000 薬液注入Ꮏ 1 式 単 独

大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-4Ꮏ区㧕 

小口ਃৼ目

21.10.29

22. 3.17

12,539,100

L=341.90m 

人孔 1 号 5 基 

人孔 0 号 1 基 

国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-4Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口ਃৼ目

21.10.24

22. 3.22

1,365,000

水替Ꮏ 1 式 

安全費 1 式 

単 独

大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-5Ꮏ区㧕 

小口ਃৼ目

他

21.10.29

22. 3.17

12,463,500

L=435.80m 

人孔 1 号 11 基 

人孔小型 C二 5 基 

国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-5Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口ਃৼ目

他

21.10.24

22. 3.22

3,256,050

L=30.50m 

人孔 0 号 4 基 

取付管 28 箇所 

単 独

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-6Ꮏ区㧕 

小口ੑৼ目

他

21.11.12

22. 3.16

11,252,850

L=213.60m 

人孔 1 号 3 基 

国 庫

大口町公共ਅ水道 

汚水幹線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-6Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口ੑৼ目

他

21.11. 7

22. 3.16

1,656,900

水替Ꮏ 1 式 

安全費 1 式 

単 独

ਅ

 
 

水

 
 

道

 
 

建

 
 

設
 

 

費

 

大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-7Ꮏ区㧕 

小口ਃৼ目

21.11.12

22. 3.16

14,359,800

L=505.10m 

人孔 1 号 4 基 

人孔 0 号 1 基 

副管Ꮏ 8 箇所 

国 庫
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大口町公共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

㧔国庫第2-7Ꮏ区付帯Ꮏ㧕

小口ਃৼ目

21.11. 7

22. 3.16

3,771,600

L=63.00m 

人孔 0 号 1 基 

取付管 19 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共ਅ水道汚水枝線築造

Ꮏ 

(国庫第3-1Ꮏ区) 

新宮ੑৼ目 

他

21.11.12

22. 3.16

8,942,850

L=305.40m 

人孔 1 号 4 基 

人孔小型 C二 1 基 

国 庫

大口町特定環境保全公

共ਅ水道汚水枝線築造

Ꮏ 

(国庫第3-1Ꮏ区付帯Ꮏ) 

新宮ੑৼ目 

他

21.11.12

22. 3.16

11,592,000

L=361.49m 

人孔 1 号 3 基 

人孔 0 号 10 基 

取付管 13 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共ਅ水道汚水枝線築造

Ꮏ 

(国庫第3-2Ꮏ区) 

外坪৻ৼ目 

他

21.11.12

22. 3.16

5,920,950

L=169.60m 

人孔 1 号 4 基 

人孔小型 C二 1 基 

国 庫

大口町特定環境保全公

共ਅ水道 

汚水枝線築造Ꮏ 

(国庫第3-2Ꮏ区付帯Ꮏ) 

外坪৻ৼ目 

他

21.11.12

22. 3.16

11,592,000

L=424.00m 

人孔 1 号 6 基 

人孔 0 号 9 基 

取付管 21 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共ਅ水道汚水枝線築造

Ꮏ 

㧔町単独第3-1Ꮏ区㧕 

新宮ੑৼ目 

21.12. 5

22. 3.19

1,514,100

L=41.00m 

人孔 0 号 1 基 

人孔小型 C二 1 基 

取付管 3 箇所 

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 3㧕 

大字小口 

21. 8.13

21.10.31

5,962,950

L=563.50m 

舗装Ꮏ 2,095.80 ㎡

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 4㧕 

大字小口 

他

21. 8.27

21.11.24

7,717,500

L=429.50m 

舗装Ꮏ 2,106.00 ㎡

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 5㧕 

余野ੑৼ目 

他

22. 1.29

22. 3.19

2,289,000

L=250.50m 

舗装Ꮏ 583.26 ㎡ 

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 6㧕 

ਅ小口ੑৼ目

他

22. 1.14

22. 3.24

7,665,000

L=464.80m 

舗装Ꮏ 2,226.40 ㎡

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 7㧕 

余野ਃৼ目

他

22. 1. 9

22. 3.19

3,307,500

L=307.00m 

舗装Ꮏ 838.10 ㎡ 

単 独

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔右岸その 8㧕 

余野ੑৼ目 

22. 1. 9

22. 3.19

4,284,000

L=457.50m 

舗装Ꮏ 1,215.40 ㎡

単 独

 

大口町公共ਅ水道 

舗装Ꮏ 

㧔Ꮐ岸その 1㧕 

秋田四ৼ目 

21.12.10

22. 3.24

5,197,500

L=309.00m 

舗装Ꮏ 894.40 ㎡ 

単 独
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款   予 算 額 平年,875,000 

項    算 額 平1,6年0,077 

目   国県支出金 0 

使用料等 1年,194,平05 

地方債 0 

会

 

計

 

 

農業集落家庭排水事業 

特別会計 

⽷

源

ౝ

訳

 

そߩ他 8,4年5,87平 

大分類    
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類    

㧝 目的 

農業用用排水ߩ水質保全ޔ生活環境ߩ向ߦ寄与しޔあわせߡ公共用水域ߩ水質

 ޕࠆすߣを目的ߣこࠆ資すߦ保全ߩ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度߹ߩߢ経過 

  昭和㧡㧤ᐕ度ߦ事業着工しޔᐔ成㧟ᐕ度ߩ大口クンセンタߩ供用開始を挟

機能ߥ以後適正ޔࠅߥߣ全域供用開始ߦᐔ成㧡ᐕ㧠月㧝日ޔᐔ成㧠ᐕ度工事完了ߺ

維持ߦ努めߡいޕࠆ 

 

㧟 目標又ߪ改善策 

  供用開始後㧝㧡ᐕ以を経過しߡいࠆこޔࠄ߆ߣ計↹的ߥ整備及び修繕ߦ努めޕࠆ 

 

㧠 ౝ容 

 大口クンセンタ処理場施設修繕ߣしޔߡ逆洗ブロワ交換ޔ脱水機ろ布交

換ޔ細目スクン交換ޔ動力盤交換ޔ高圧受電設備交換ޔ脱水機加圧ロ交

換 脱水機ろ布洗浄機交換ޔ予備ブロワ分解修繕ߩ維持管理を行ったޕ 

ਅ水処理過程ߢ発生すࠆ脱水汚泥㧢．㧢㧥ｔを炭化肥料㧝．㧤㧜ｔ߳ߣ再生資源

化を行いޔ↸主催ߩイベント等ߢ広報活動及び肥料配布を実施し農地還元を行ったޕ 
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農業集落家庭排水事業特別会計 

都市整備課 

㧡 成果及び評価 

 計↹的ߦ施設ߩ整備及び修繕を行ったこࠅࠃߦߣ適正ߥ維持管理を図ࠆこߢ߇ߣ

整備及びߥ計↹的߈続߈引ޔࠄ߆ߣこࠆいߡ供用開始後㧝㧡ᐕ以を経過しޕた߈

修繕を行い適正ߥ機能維持ߦ努めࠆ必要߇あޕࠆ 

  ߹たޔ発生汚泥を材料ߣした炭化肥料を農家ߦ提供し農地還元すࠆこࠅࠃߦߣ資

源循環ߩ促進を図ࠆこ߈ߢ߇ߣたޕ 

○収支状況 

           㧔単位㧦％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

歳 出 総 額 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

歳入歳出差引額(A) 0 0 0 0.0

翌 ᐕ 度 ߳ 繰 越 

す ߴ ߈ ⽷ 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支 ( A ) - ( B ) 0 0 0 0.0

単 ᐕ 度 収 支 0 0 0 0.0

㧖単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支-前ᐕ度ߩ実質収支 

 

○歳入歳出算額 

(1) 歳入           㧔単位㧦％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

㧝 分担金及び⽶担金 989,年00 9平0,平00 69,100 7.5

㧞 使用料及び手数料 1平,平04,905 1平,5平1,年65 △年16,460 △平.5

㧟 繰 入 金 8,4年5,867 6,791,485 1,644,年8平 平4.平

㧠 諸 収 入 5 平5 △平0 △80.0

歳 入 合 計 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

 

(平) 歳出           㧔単位㧦％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

1 総 務 費 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

 㧔1㧕一 般 管 理 費 8,599,96年 6,197,平平5 平,40平,7年8 年8.8

 㧔平㧕施 設 管 理 費 1年,0年0,114 14,0年5,850 △1,005,7年6 △7.平

歳 出 合 計 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9
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款   予 算 額 5,800,000 

項    算 額 年00,000 

目   国・県支出金 0 

使用料等 0 

他 1平8,000ߩߘ 

会

 

計

 

 社本育英事業特別会計 

財

源

ౝ

訳

 

一般財源 17平,000 

大分類   
総

合

計

↹

 

体

 
 

系

 

小分類   

㧝 目的 

  大口↸ฬ誉↸民故社本鋭郎氏ߏߩ遺族ࠆࠃߦ寄付金を基金ߣしߡ昭和㧡㧣ᐕߦ発

足しޔ基金運用ࠄ߆生ࠆߕ益金等ޔࠅࠃߦ大口↸在住ߢ↸立中学校ߦ在学しޔ高等

学校等߳進学を希望ࠆߔ生徒ߩ中ࠄ߆奨学金を交付しޔ将来社会ߩ一線ߢ活躍ࠇߐ

 ޕࠆߔߣを目的ߣߎࠆ

 

㧞 ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ経過 

  昭和㧡㧤ᐕ度ࠄ߆ᐔ成㧞㧜ᐕ度まߩߢ㧞㧢ᐕ間ߢ㧝㧥㧟ฬߩ奨学生߇誕生しߘޔ

 ޕࠆいߡ活躍しߢ一線ߩ社会ࠇߙࠇ

  

㧟 目標又ߪ改善策 

  奨学生ߟいޔߪߡ学校߿地域ߦ寄与ޔࠈߎߣࠆߔあࠆいߪ大口↸民ߣしޔߡ社会

人ߣしߩࠇߙࠇߘޔߡ立場ߢ活躍ߡࠇߐいߣࠆいうޔߪߢࠈߎߣ一定ߩ成果߇あޕࠆ

今後ޔ更ߦ故社本鋭郎氏並びߏߦ遺族ߩ想いߦ応えࠃࠆうޔ事業を展開߇ߣߎࠆߔ

望まޕࠆࠇ 

 

㧠 ౝ容 

  中学校長ߩ推薦ߦ基ޔ߈ߠ理事会߅ߦいߡ審査しߩߘޔ意見を徴しߡ↸長߇定

 ޕࠆߔ奨学金を交付ߩ㧡㧜,㧜㧜㧜ࠅߚ一人当ޔߦ奨学生ߩ㧢ฬߚ

 大口中学校    㧢ฬ㧔男子 㧟ฬޔ女子 㧟ฬ㧕 
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社本育英事業特別会計 

学校教育課 

 

 

㧡 成果及び評価 

故社本鋭郎氏ߏߩ遺志ߏߣ遺族ߏߩ厚意を受けޔ本事業߇⛮⛯しߡ実施ߎࠆࠇߐ

奨ߩ㧢ฬߦߚᐔ成㧞㧝ᐕ度新ޔߚまޕࠆいߡࠇ刻まߦ心ߩ奨学生ߕࠄ߆ߥ少ޔߪߣ

学生߇誕生しޔ߇ߚ諸先輩方ห様ߦ彼߽ࠄ本↸ߩ日を担いޔ本↸ߦ寄与ࠆߔ人材

 ޕࠆいߡ確信しߣߩ߽ࠆߥߣ

  昨ᐕ度まޔߪߢ㧞校生徒㧣ฬߩ奨学生ߦ一人当ࠅߚ㧡㧜㧘㧜㧜㧜ߩ奨学金を交

付しޔ߇ߚ߈ߡ本↸߇考えࠆ生涯学習基本構想ߩ中ޔߢ若者ߚちߦ期待ޔߩ߽ࠆߔ

あࠆいߪ将来ߩ彼ߦࠄ期待ߩ߽ࠆߔを充分ߦ理解し事業を進ޔߦ߽ߣߣࠆ改ߡ

将来ߦわߡߞߚ本↸ߦ寄与ࠆߔ人材ߩ育成ߩ一ഥࠃࠆߥߣうദޕࠆ 

 

○収支状況                          㧔単位㧦・％㧕 

区    分 平1 ᐕ度算額 平0 ᐕ度算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 5,848,671 6,070,671 △平平平,000 △年.7

歳 出 総 額 年00,000 年50,000 △50,000 △14.年

歳入歳出差引額(A) 5,548,671 5,7平0,671 △17平,000 △年.0

翌 ᐕ 度 ߳ 繰 越 

ߔ ߴ ߈ 財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支 ( A ) - ( B ) 5,548,671 5,7平0,671 △17平,000 △年.0

単 ᐕ 度 収 支 △17平,000 4,890,000 △5,06平,000 △10年.5

㧖単ᐕ度収支＝当該ᐕ度ߩ実質収支㧙前ᐕ度ߩ実質収支 
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